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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　主はノアに言われた。「わたしは四十日四十夜、地上に雨を降らせ、わたしが造ったすべての生き物を、地の面おもてからぬぐい去ることにした」（旧約聖書──創世記：第七章四節）





出典参考　　　　　　　　　　　　　　

聖書フェデリコ・バルバロ訳（講談社）
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　　　　壱いち




　ミリオポリスは燃えていた。

　噴ふき上がる炎ほのお──天より降り注ぐ火／焦しよう土どと化す大地／人心の荒こう廃はい。

　マスコミはこぞって、まごうことなき滅ほろびの荒こう野やが到とう来らいした──と騒さわぎ立てた。

　むろん物の喩たとえである。

　二千十六年──緑も薫かおる五月一日──メマイーフ・アデイーア。

　気温四十度──空前絶後の新記録──まさに炎えん蒸じよう酷こく暑しよたる〝初夏〟。

「暑い……っつーか、熱あぁっちぃー……」

　焼けた鉄板と化す装そう甲こう車の屋根に立つ少女──命知らずの直立不動。

　さらさらの髪かみ／切れ長の目──『苦ビターみ』が売りのダークチョコレートのような黒シユ髪ヴ黒アル瞳ツ。

　すらっとしなやかな曲線美──キャンペーン任務時の出いで立ち。

　黒いハイレグ衣い装しよう／銀のアクセサリー／黒いパンプス──その全すべてが、存分に日光を吸収し、もはや何かの拷ごう問もん道具のごとく、いちじるしく焦熱あつい。

　乳性石せつ鹼けんのような肌はだに、びっしり浮うかぶ玉の汗あせ──頰ほおをつたわり顎あご先さきからぽたぽたしたたる／胸むな元もとを流れ落ちる／うなじで文明発はつ祥しようたる大河支流のごとく分ぶん岐きして背を滑すべる。

　熱射病予防に持たされた〈ミリオＭポリスＰ憲兵大隊Ｂ〉のロゴ入りド派手な日ひ傘がさからして、おびただしい熱を吸収──真下に放出──暖だん房ぼう器具かと思えるほど、頭上が熱い。

　機械化された手足の冷れい却きやく機能も、体温を下げる役には立たず──結局のところ、自分の体の中ちゆう枢すうは生身なのだということを、噴き出す汗が教えてくれる。

　腕わん章しよう──『空港施し設せつ・立ち入り許可証』

　名札──『ＭＰＢ遊ゆう撃げき小隊〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス小隊長／涼スズ月ツキ・ディートリッヒ・シュルツ（十四歳）』

　勧かん告こく──胸元を飾かざる警アン告バ・黄ーラ色イトのフェイクタトゥー。

『8ung!!』──『ごアハ注トウ意ング!!』

　装甲車の垂れ幕──航空保安上の注意＝『機内持ち込み禁止五項こう目もく／銃じゆう器き・刃は物もの・弓矢・ペットボトル・ニンテントーＤＳ／危険物の所持、精密機器に影えい響きようを及およぼす通信対戦は地上で！』

　地上なら五つ同時に抱かかえてていいのか──？　と思わなくもないが暑さで深く考えられず。

　ズゴオオオオーッ、とジェット機の轟ごう音おんが頭上を通過するたび思考回路が寸断されてゆく。

　キャンペーン──新型ジェット機の導入による航路拡大／ウィーン州知事の国際化路線。

　ミリオポリス第ジー三ク十ム五ン区ト──都市南なん端たんの施設〈空フルーク港ハーフ広エン・プ場ラツツ〉。

　ウィーン・シュベハト国際空港から数キロ地点にある、高速沿いのサービスエリア兼けんホテルのロータリー──牧草地と空き地に囲まれた、ミニチュア都市といったおもむき。

　都市北部が主な縄なわ張ばりのＭＰＢにとって、管かん轄かつ外もいいところのその場所に、なぜか、中隊および通信解かい析せき班の連中まで、ぞろぞろ派は遣けんされている。

　しかも一方で、空港を守る二大専門部隊も、こぞって『空の旅の安全』をアピール中。

　トレードマークの紺こん色いろの制服＝〈空フルー港クハー航フエ空ン・ズ保イツヒ安ヤー局ハイツ〉──通つう称しよう〈空保フルーク〉。

　ベレー帽ぼうに緑の戦せん闘とう服で闊かつ歩ぽ＝高アイ機ンザツ動ツ・部コマン隊ドーこと〈特コ殊ブラ憲・兵ユ部ニツ隊ト〉──通称〈特憲コブラ〉。

　どちらも自分たちの縄張りに入ってきたＭＰＢを、訝いぶかる／迷めい惑わくがる／敵意すらみせる。

　またさらには、国際貢こう献けんたる海外派兵のため、〈空港広場〉には兵士宿舎があり、カーキ色の制服の軍人たちまでもが、炎暑に何の訓練しごきか、国旗と国連旗を掲かかげて、存在を誇こ示じ。

　そんな面おも白しろおかしく不ふ穏おんな光景に、当然のごとくマスコミ各社が中ちゆう継けい車を派遣──カメラとハイキング用クーラーボックスを抱えた取しゆ材ざい陣じんが、暑さでうだりながらビールを手に実じつ況きよう。

　どう見ても、一いつ般ぱん人より、警察と軍とマスコミの方が、圧あつ倒とう的に多い。

　空港から到とう着ちやくしたシャトルバスから降りる一般客たちも、その光景にぎょっとなり、

　──ここは警察国家の軍事基地か？　いつからオーストリアには軍事政権が樹立した？

　などとささやきつつ、制服の群や、装甲車の上の少女に眉まゆをひそめ、ホテルへ入ってゆく。

　全ての者に平等に降り注ぐ光／コンクリートの照り返し／アスファルトの帯熱／車のエンジン熱──埃ほこりっぽい／むわっとする／人熱いきれに草熱いきれ／道路にひからびたミミズの群。

　うんざり／ふらふら──直立不動を保つ自分が、喩たとえようもなく哀あわれで間ま抜ぬけに思える。

　そこへさらに憐れん憫びんの情をもよおす連中がロータリーを横断──ＭＰＢ通信解析課。

　電子の海に沈しずむインドア派の代表格たちが、お揃そろいのＭＰＢロゴ入りＴシャツを着て、青い顔で行進＝さながら亡もう者じやの列──最さい後こう尾びに、ほとんど幽ゆう体たい離り脱だつした虚うつろな顔の少年が、いた。

　吹雪フブキ・ペーター・シュライヒャー＝その日が透すけそうな白い頰に、ちょっとぎくっとなる。

　キャンペーン任務中の自分の姿を見られることなど、まずなかったし、くだんの〝聖週間〟以来、なんとなくその顔を見るたびに胸を衝つかれたようになる涼月だった。

　ふと吹雪が振ふり返る──日射の銃じゆう撃げきで、瀕ひん死しの戦友が最さい期ごに浮かべるような微び笑しよう／手を振る。

　つい反射的に、日傘で自分の体を隠かくしていた。

　醇じゆん朴ぼくそのものの吹雪──不思議そうに首をかしげる──慣性の法則で首と同じ方へ倒たおれる。

　最後の力が消える──ドミノ倒し──通信解析課の一団がバタバタ倒れ、広報課のイベント部隊が慌あわてて飛んできて、連中にバケツで水をぶっかけながら運うん搬ぱん＝撤てつ収しゆう。

　日傘から顔だけ覗のぞかせていた涼月──運び去られた少年を哀れむような心配するような気持ちになる／いやいや哀れで心配されるべきは自分の方だと気を取り直す──日傘を差し直す。

　自分の顔が紅潮しているのがわかる──このクソ暑さのせいだと自分に言い聞かせる。

　だいたい／そもそも──ヨーロッパの日射量など、本来、たかがしれているのである。

　でなければ色素が極きよく端たんに薄うすい〝金きん髪ぱつ碧へき眼がん白はく皙せき〟の人種など、この世に誕生するはずもない。

　また、それゆえ〝日射に飢うえる文化〟が生まれるのも人情。少しでも日が差せば気温十五度を下回ろうと半はん袖そでで街路にはべり／だべり／まったり過ごし──オープンカフェ文化が誕生。日の当たる店外に席のないカフェなどカフェにあらずという〝常識〟が仇あだとなり、気温三十五度以上など未体験ゾーンの人々が、カフェの軒のき先さきで熱ねつ中ちゆう症しようにかかって倒れる事態が続出。

　当然、環かん境きよう省しようは『異常気象』と断定──その遠因たる二酸化炭素増加を国際社会に警告。

　そもそも二酸化炭素が増加すればヨーロッパ全土が乾かん燥そう地帯と化すことは、二十一世紀初頭の国際環境会議で、明確な数値とともに発表される予定だった──が、米中という二大巨きよ頭とうが足並み揃えて数値の公表を阻そ止しし、事実上、問題は二十年ほど先送りにされたという。

　二酸化炭素の放出ぶっちぎり世界第一位のアメリカと、万ばん里りの長城といった国内の生態系を完かん膚ぷ無なきまでに破は壊かいした歴史を持つ中国がタッグを組めば向かうところ敵なしであり、今から遊牧民に断熱スカーフの巻き方をレクチャーしてもらう方が現実的なんじゃないか──

　などと脈みやく絡らくなく思考──少年の白い頰ほおの残像を消し去ろうとするも、なんかむしろ鮮せん明めいによみがえり、妙みような居い心地ごこちの悪さで足が勝手にもじつく／屋根の上でガンガン足あし踏ぶみ。

　仲間の無線通信いぬぶえ。《どうした小隊長。妖よう精せいたちと一いつ緒しよに死ぬまで踊おどる呪のろいの開演か？》

　ぴたりと直立不動に戻もどる──嚙かみつくように返答。

《ジゼルって柄がらかよ。……屋根が焼けてるみてーに熱いだけだ、くそったれ》




「ほほう」冷ややかな揶揄からかいの声を、顎がく骨こつに移植された通信器が拾う。「お前がそんなロマンチックなバレエを知っているとは実に意外だな、涼月」

　涼月の真下──装そう甲こう車の後部車両内にて、心地好よいエアコンの冷風を浴びながら、日焼け止めクリームを、発育良好の胸むな元もとに丹たん念ねんに塗と装そう中。

　冷たく澄すんだ灰アツシのエン・オ瞳イギヒ／背に垂らした長い燃ローえトる・よグうリなユ赤ーエ髪ント──刃はこぼれ知らずの硬こう質しつナイフのごとき美び貌ぼうを飾かざる、理性と情熱の体現たる二つの相。

　ふっくらした唇くちびるから、ぷーと膨ふくらむ風船ガム／弾だん力りよくを持った麗うるわしい彫ちよう像ぞうのごとき砂時計形の長身──その健すこやかな悩のう殺さつ力を十全に発はつ揚ようさせる、キャンペーン専用の紅あかいハイレグ衣い装しよう。

　腕わん章しよう／名札──『ＭＰＢ遊ゆう撃げき小隊〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス／陽炎カゲロウ・サビーネ・クルツリンガー（十四歳）』

　スローガン──豊満に押し広げられた衣装の胸元を、惜おしみなく占せん拠きよする文字。

『2fellos＋7meilenschritt,MPB!!』──『まツっヴたアくイ確フエ実ロス＋とジーんベでンマもイなレンくシ迅ユリ速ツト、Ｍエム・Ｐペー・Ｂベー!!』

　炎えん暑しよのため隊員の総意で交代制に──ジャンケンで勝利＝更こう衣い室たる車内を独どく占せん。

　エアコンの真下に貼はられた指令書──こまごまとキャンペーン任務の意義が記された箇か所しよに、いみじくも的を射た教訓が、涼月の字で赤く上書きされている。

『15machen』──『kurze 15machen』

　まずは『ひフユとンフ休ツエみーンし・よマツうヘン』──それから『さクルっツエさ・フとユン片フツ付エーけン・よマツうヘン』

　ふむ、まったくだ。こういうことには忠実まめな小隊長──快く従う／長い脚あしを化け粧しよう台の上に投げ出し、パチンとガムを弾はじかせる。「さては、ジゼルよろしく花びらで恋こい占うらないをしたりして、『嫌きらい』と出そうになったところを、吹雪くんに一枚つまみ取ってもらったりしているのか？」

《馬ば鹿か言ってんじゃねえ色いろ狂ぐるいの赤い雌め牛うし野や郎ろう。てめえは泥どろ沼ぬまの墓の下で涼んでやがれ》

　嚙み殺されそうなほど不ふ機き嫌げんな応答──なんかちょっと動どう揺よう気味のようでもある。

　面おも白しろいので話題続行。「ジゼルの墓が森の沼のほとりにあることまで知っているとは。吹雪くんから教わったか？　よもや例の〝聖水曜日〟に、二人仲良く観劇に──」

《っせー解説バカ。もとはこオーのスト国リアの妖精話だ。教えられなくても知ってるっつーんだ》

　むきになってこちらを遮さえぎる──なんとなく、いつもの涼月らしくない。

「ふむ」このままだと本格的に〝涼月地じ雷らい〟を踏ふみ、屋根を貫つらぬいて鉄てつ拳けんが降りそう──角度を変えて真面目まじめに訊きいてみる。「お前、吹雪くんと何かあったか？」

《……なんもねーよ》自分がむきになっていることを悟さとった口調──なんだ、つまらない。

　もうちょっと刺し激げきしてみようかな、と思ったところで、重たい言葉を放ほうり込まれた。

《ちょっと……〝レベル３〟のことを調べてもらってるだけだ》

　相手が本気で気に病やんでいる可能性が高いだけに、フォローへの方向転てん換かんを余よ儀ぎなくされる。

「あまり気にするな。内務調査課も軍人も、副長もマリア医師センセイも何も言わない。お前と夕ユウ霧ギリに施ほどこされた処置が万全な証しよう拠こだ。それに例の神父も、大だい丈じよう夫ぶだと断言したのだろう？」

《まーな》わりといつものふてぶてしい調子に戻る。《単に知りてーんだ。過去まえに、あたしが何をして、誰だれがどんな風に死んだのか。……それで何が変わるってわけでもねーけど》

　肩かたをすくめる。「ろくでもない過去をほじくり返すのには反対じゃなかったのか？」

《現在いまのあたしに関かかわってる部分だけだ。それ以上は……興味ねーよ》

　推測──吹雪くんが関わってるっぽいが、下手に訊くと爆ばく発はつされそう。そのうち誘ゆう導どうして喋しやべらせよう、と不敵な情報マニアの本性さがで思案／さらに方向転換。「夕霧はどうしている？」

《踊おどってる。クソ暑いってのにな》相手がひどく遠くにいるとでも言うような調子。《本当にジゼルみてーだ……。踊ることしか知らねえ亡ぼう霊れいになって、そのまま消えちまいそうだ》

「お前らしくないな」思わずはっきりと言葉に出して言った。

　自分たちには何も出来ないと諦あきらめたような口ぶり──そんなの本当に涼月らしくない。

　身を起こす。「私たちがいる限り、そんなことにはさせない。そうだろう？」

《ああ》真しん摯しな声──言われるまでもなく、ずっと自分に言い聞かせているというように。《そんなことにはならねーさ。あたしらは、三人で一頭の獣いぬだ。それがあたしら、〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルスだ。あたしらの心も命も、そうして生き延びてきたし……それだけが生き延びる方法なんだから》




　軽快／周回──コンピュータ制せい御ぎよの空港用全自動カート。

　荷台──ＭＰＢのロゴ入り日ひ傘がさを手に、浮うき浮きステップ／潑はつ剌らつダンス／お日様ソング。

「サーンシャイン、サンシャイン、地球が温暖化っ♪　グリーンランドにお花が咲さいてシベリアで日向ひなたぼっこ、南極の氷が溶とけたら世界が海に沈しずんでペンギンさんと一いつ緒しよにエベレストに登って平和なお国を作ればみなさん、ハッピ────っ♪」

　暑さでうだる一いつ般ぱん客きやくも、思わず笑えみをこぼす／呆あきれる／引く／物もの珍めずらしげにカメラを向ける。

　少女の姿をした柔やわらかな宝石のごとき華はなやぎを音おん響きよう閃せん光こう弾だんなみに発揮──日傘をバトン代わりにくるくる回し、もう一方の手で荷台の放水器を操作＝ゴムホースで散水サービス。

　宙を舞まう無数の水しぶき──少女の周囲に浮かび上がる虹にじ。

　きらきら水すい滴てきをまとわせる白プラテ金イーンの・ブ髪ロント／限りなく透とう明めいに澄すみ切った青ブラオい・オ瞳イギヒ──柔らかで真っ白な肌はだに水を弾かせ、陽光の精となって伸のびやかにホップ・ステップ・ダンス。

　花々しく・瑞みず々みずしく──小ぶりな肢し体たいを飾かざるハイレグ衣装＝純白にゴールドのストライプ。

　腕わん章しよう／名札──『ＭＰＢ遊ゆう撃げき小隊〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス／夕ユウ霧ギリ・クニグンデ・モレンツ（十四歳）』

　スローガン──ふっくらした胸を包む衣装に金色の文字。

『1satz!! MPB!』──『出アイン動ザツツ！　ＭＰＢ！』

　標語──すべすべのお腹なかにフェイクタトゥー。

『1bringen 1halt! 1haltung!』──『持アインちブリ込ンゲンみ・ア阻インハ止ルト！　約アイ束ンをハル守トろウンうグ！』

　荷台の看板──『麻ま薬やく・火薬・医薬品は、それぞれ所持可能な量が法律で定められており、各専門機関の診しん断だん書および許可証が必要です』

　あまりに膨ぼう大だいな量が国内に流入したため、法律上はさておき、現実の取り締しまりが不可能となってしまった三大薬物──事実上〝持っているだけで使用しない限り犯罪にならない〟それらも、空港では機内の保安のため、厳重な取り締まりを敢かん行こう。

　Ｓ字走行中のカート上から歌と踊りと放水を披ひ露ろう──サービスエリアの支配人が自ら道路に水をまいているところへ通りがかり、にっこりお互たがい笑みを交かわした瞬しゆん間かん、いきなり馬ば鹿かでかい長方形のものが降ってきて、支配人の脳天を直ちよく撃げきした。

　流血──倒たおれる支配人／騒そう然ぜんとなる従業員たち／Ｔシャツ姿の救急隊員が汗あせまみれで走る。

　夕霧──きょとんとなって、支配人を打ち倒したものを見つめながら、事故現場を通過。

　看板──日射でテープと糊のりが溶ける／針金が伸びる／固定柵さくがすっぽ抜ぬけて落下。

　ある国の巨きよ大だいな犯罪を告発する、国連のマーク入りポスター。

『七十二時間で四万人殺害──〝エルファシルの虐ぎやく殺さつ〟国際戦犯法ほう廷てい』

　写真──アフリカの瘦やせこけた人々が、裸足はだしで立っている。

　足あし下もと──地面が見えないほどの銃じゆうの薬やつ莢きようの山＝アフリカでは雪の代わりに弾だん丸がんが降るのだというように、たった一発で命を奪うばうはずの小さな金属が、何万個も大地を覆おおっている。

　あちこちに同様の看板──どれも、ミリオポリス第ドナ二ウ十シユ二タ区ツトにある国UN連O-都CI市TYで、今まさに行われようとしている、国際戦犯法廷の重大さを報しらせるためのもの。

　いかにもアフリカらしい、原色を用いた華やかな服を着ている人々の死体で埋うまった道路。

　銃弾に貫つらぬかれて腸の一部が腹から飛び出したまま治ち療りようするすべもなく生きている少年。

　建物が一つ残らず倒とう壊かいした街──生活用品の山がゴミとなって川を塞ふさいでいる。

〈国境なき医師団〉の従事者──治療を受ける人々──絶望の中で浮かぶ笑顔。

　一度でも泣いてしまったら、涙なみだを止められなくなる──そんな顔。

　アフリカの燦さん々さんと輝かがやく太陽の下で横たわり、ただ喪そう失しつ感かんをみなぎらせるだけの、凄すさまじいとしか言いようのない光景を、ただ静かに瞳ひとみに映しながら、夕霧は、あの人が見てきたものの中には、こうした光景もあったのだろうか、と思った。

　あの人の砂さ漠ばくは、どんなものをあの人に見せたのだろう。

　あの人は、こういうポスターを見て、どう思うんだろう。

　失われた心で──失われたものを取り戻もどそうとする心で。

　脱だつ走そうした兵士──夕霧が与あたえ／与えられ／そして今、互いに奪い合おうとしている相手。

〝悲ひ惨さん〟な何かを目にするたび、あの人のことを考えるたび、胸の〝痛み〟が刺し激げきされて、その場にうずくまってしまいたくなる。どうして今までそれを感じずにいられたのか不思議なほど、それは耐たえ難がたいものとして体と心の真ん中に居座り、内側から夕霧を見つめていた。

　その〝痛み〟に屈くつしたら、きっと本当に、何もかも壊こわれてしまう。

　優やさしい気持ち、静かな安らぎ、楽しい浮うき浮きとした気分──世界を愛いとしいと思える全すべてが失われて、きっともう、二度と歌えなくなってしまうに違ちがいなかった。

　青い空を見上げる──うつむいて、しゃがみこんでしまわないように。

　きっと再び自分の前に現れるはずの相手を、この手で地上に引き戻せるように。

　相手も自分も、命も、心も──決して殺さず──決して殺させず──決して殺されずに。

　あの人を暗い砂漠の夜からつれ戻し、この手で、命の限り、あの人を抱だき留めるために。

「んんー♪　ンンっ、んー♪」口ずさむメロディー／再び刻まるリズム──元気を振ふり絞しぼって、お日様ソング第二弾を披露しようとしたところで、別のポスターに遭そう遇ぐう。

『世界に対して責任ある都市に──伝統のミリオポリス、さらなる国際化へ』

　逞たくましい男／黒い肌はだ──アフリカ人ではない。黒人の血を引くオーストリア人で初めてウィーン州知事となった男──〝元軍人〟エドワルト・メッサーシュミット氏の広報ポスター。

《そろそろ交代の時間だよ、夕霧》無線通信＝陽炎の優しい声。《少し休むかい？》

　ハミングしつつ返答。《夕霧は平気ですけど、看板のせいで男の人が倒れちゃいました》

《ほほう》興味津しん々しん。《激しく卒そつ倒とうするほど強きよう烈れつなものを掲けい示じしているのかい？》

《強烈だ》涼月が割り込む。《看板が落ちて下にいたやつをＫＯしちまったのが見えたぜ》

《なんだ》つまらなそうに。《色々と、すごいものを想像してしまった》

《アフリカの、とんでもねえざまを写したポスターだよ。エル……なんとかいう場所の》

《エルファシル──アフリカ東部の国スーダンにある、ダルフール地方の都市だ》

《たくさん人が死んでるんですけど、その横に州知事さんのポスターもあるんです》

《州知事は、国際化路線の推進派だからね》陽炎──解説屋の本領発揮。《この都市を、オランダのハーグ、アメリカのニューヨークに次ぐ、国際司法の舞ぶ台たいにする気だ。もし法ほう廷ていでスーダンの現ハルツーム政権から戦犯者が出れば、政権解体のためアフリカＡ連合Ｕが動き出し、その支し援えんに数万人の平和維い持じ軍が派は遣けんされる。オーストリア軍が主体となる可能性もある》

《お陰かげで、あたしらまで空港の警備だ。空はあたしらの縄なわ張ばりじゃねーっつの》

《第ジー三ク十ム五ン区トに出張所を作ったし、大隊長は本気で空港を管かん轄かつに入れる気かもしれない》

《縄張りごっこで、こっちはバーベキューにされてるってわけだ》涼月──大人たちの意図に、うんざりした調子。《裁判だってオランダとアメリカに任せときゃいいのによ》

《どちらの裁判所も、今や〝長ちよう蛇だの列〟だからな。誰だれの指示かわからなくさせる、〝巧こう妙みような虐ぎやく殺さつ〟や〝間接的な弾圧〟によって、戦犯法廷が、複雑化・長期化するせいだ》

《夕霧たちが、世界のみなさんを助けるのは良いことだと思いますよ？》

《悪いとは言わねーよ。で、厄やつ介かいごとをしょいこんだ分だけ儲もうけようってんだろ》

《確かに国際法廷が機能すれば、国連から受け取る保全金も増額されるが、反対意見もある。新しく内務大臣になった未来党のヴォルフガング・ラバグルト氏は、戦犯法廷には反対だ。都市内のテロ激増につながる、という論ろん旨しだが、代わりに国際金きん融ゆう機関を誘ゆう致ち中だ》

《裁判所じゃなくて、銀行さんですかー》

《なーんか、マフィアがうじゃうじゃ来そう》

《いずれにせよ国際的な責任を負うことで世界を味方につけるのが、この国の命いのち綱づなだ。どの政治家も、第二次大戦時のように〝無視された国〟になることだけは防ごうとしている》

《責任だの義務だの、結局は、生き延びるための言い訳だ》涼月──乾かわいた口調／どこか自分の心の渇かわきを訴うつたえるように。《あたしの責任と義務は、ぼちぼち終しゆう了りようだぞ。お喋しやべりの続きをするんなら、あたしをエアコンの効いた日ひ陰かげに入れさせやがれ》

《私は体が冷えてきた。そろそろ日光に当たるとしよう》

《夕霧も、もうすぐみなさんの所に到とう着ちやくしまーす♪》

　全自動カートがカーブを描えがいてロータリーへ──ふとそこで、夕霧の目が何かをとらえた。

　高ア速オト道バ路ーンの向こう──牧草地／木々の狭はざ間ま。

　そこに、炎えん暑しよにもかかわらず、灰色の大きな軍のジャケットを着た、少女が、いた。

　ボサボサの長い金きん髪ぱつ／ひどく鮮あざやかな緑の瞳ひとみ／薄うす汚よごれた灰色の軍用ジャケット・ズボン・ブーツ。

　自分より一つ二つ年上っぽい少女──多分、親も家もないストリート・チルドレン。

　軍服姿なのは、おそらく軍が放出する衣服を、救世軍からタダで手に入れたから。

　しかし、こんな郊こう外がいの田舎いなか道をうろついているのは、なぜだろう。

　何より、木陰から、じっと自分の方を見ているのは、なぜだろう。

　咄とつ嗟さにカートを止めて相手を確かく認にんしようとしたとき、道路をシャトルバスが横切った。

　少女の姿が消失──バスが通り過ぎた後には、完全に無人に──ぽかんとなった。

　バスが目の前を横切っている間に、相手が立ち去った──というのではなかった。

　バスが来る直前に、少女の姿が、緑地に溶とけるように、ふっと消えたように見えていた。

　じっと相手が消えた地点を凝ぎよう視し──異変なし／変へん哲てつもなし／牧草地が広がっているだけ。

　奇き妙みように思いつつも相手が誰かもわからず──首をかしげて仲間たちのもとへ戻もどった。




　　　　弐に




　がらっと装そう甲こう車のドアが引く──颯さつ爽そうと登場する陽炎＝キャンペーン用の小こ悪あく魔ま的スマイルが、想像を超こえる熱風の直ちよく撃げきで真顔に。「なんだこれは……世界の滅ほろびか」

　そこへ若々しい声。「あのっ、公共放送ＯＲＦです。インタビューをお願いします！」

　耐たい火か服なみの強きよう靭じんさで小悪魔的スマイルを再装着──散らかりまくった〝更こう衣い室しつ〟を見られぬよう、すぱっと後ろ手にドアを閉め、ヒールを鳴らして優ゆう雅がに回れ右。

「広報課からは伺うかがっていませんが……」断りを入れつつ一いち瞥べつ──同年ねん齢れいの初うい々ういしい少年。

　長身／愛あい嬌きようのある顔立ち／少年らしい淡あわいソバカス／握にぎりしめたハンディカメラ。

　腕わん章しよう──ＯＲＦが雇やとったアルバイト＝中学生の春学期の恒こう例れい行事たる〝職業体験〟。

　一所懸けん命めいさが素す直なおに顔に出るタイプ──栗くり色いろの髪かみの下で、〝こんな間近でこの人と喋ってるんだ俺〟、という感じに見開いた鳩はと色の目が、感動で潤うるみがちになっている。

　よし、許可。

　陽炎の怪あやしいアンテナが断定／広報課の権限を無に帰す──一応確認。「あなたの所属は？」

　ちゃんと練習してきました、という感じで返答。「あの、ＯＲＦ撮さつ影えい班のシュテファン・テオ・ラバグルトです。えっと、インタビュー許可もあって、チーフの許可も取ってます」

　なんか聞いたことがある気のする名前──咄嗟に心当たりなし。他ほかにスタッフの姿もなし。少年の熱意溢あふれる単独行動──きっとチーフも、しつこく少年に頼たのまれて、そんなに言うなら試ためしに行ってこい、どうせ無む駄だ、という感じで許可したんだろうな──というのが丸わかり。

　ふふふ、そのチーフを驚おどろかせてやるがいい──勿もつ体たいぶって返答。「そうですね。規則からは外れますが……五分程度でしたら特別にお受けしても構いません」

「ほ、本当ですか？」緊きん張ちようしていた顔が、ぱっと明るくなる──もうなんか頭を撫なでてあげたくなる感じ。「あ、あのっ、撮影は──」

　それとなく腰こしに手を当てポーズ＝完かん璧ぺきな極ごく上じようスマイル。「良いですよ」

「あっ、ありがとうございます！」この幸運を逃のがすまいとして慌あわててカメラを回す──では、さっそくという調子で、装甲車の上へカメラを向ける。「小隊長の涼月さーん！」

　ぴしっと頭の中のなんかの線が音を立てて切れそうになった──怖こわい笑えみ。「涼月さん？」

「はい。約束通り五分で終わらせます。許可していただいてありがとうございます」

　なんだと貴様？──というか、これはまったく、なんたることだ──吹雪くん以外に物好きがいるとは。しかもなんとなく同系統かつ微び妙みようなバリエーション違ちがいの可愛かわいらしい少年とは。

　世の中間違ってる──ならば私が正してくれる、という熱い使命感でもって少年に己おのれの過あやまちを悟さとらせるべく忠告。「あー、君。うちの小隊長は、あまりそういうのには向かない──」

　いきなり怒ど声せいが勃ぼつ発ぱつ。「てめー陽炎、この馬ば鹿か野や郎ろう。いつまでも上がって来ねえと思ったら、何だべってやがる。あたしをフライにする気か。今度はてめーが炙あぶられる番だ馬鹿ったれ」

　止める間もなく降り注ぐ罵ば詈り雑ぞう言ごん──きちんと畳たたんだ日ひ傘がさを投げつけられる。

　正確に軌き道どうを読んでキャッチ＝ほら、こういう人なのわかった？　引いた？　という感じで少年に目を向ける──動じぬ少年。「涼月さーん、インタビューをお願いしまーす」

　呆あつ気けにとられる──釈しやく然ぜんとしないというより単純に感心したくなった。

　やれやれ、まあ──趣しゆ味みは人それぞれだし／急にどうでもよくなる。「だそうだ、涼月」

　ひらり、と跳ちよう躍やく──軽かろやかに着地。「インタビュー？　聞いてねーぞ、そんな……」

「あの……」少年──カメラを涼月に向けたまま、ぎくりとなる。

「涼月──」陽炎──大きく見開かれた目。

「ん……？」涼月──不ふ審しんそうに二人を見る／背後を見る／何もないので自分を見る。

　自分の体を見て、愕がく然ぜんと凍こおりつく。

　胸／腹／おそらく背にも──

　赤く浮うかび上がった幾いく重えもの曲線／ぎざぎざの線／まだらの痣あざ──まるでロールシャッハテストのインク染じみ──切り刻まれた肉体＝人造皮ひ膚ふ移植で消されていたはずのもの。

　おびただしいまでの──手術痕こん。

　手足の接ク続ツシ部ヨンにも赤み＝どこからどこまでが機械か、一目瞭りよう然ぜん。

「う……」涼月──呻うめき＝金かな縛しばりにかかったように動けず。

　その前に、さっと立つ陽炎──仲間の盾たてに＝少年の視界とカメラを遮さえぎる。

　同時に本部へ無線通信。《身体の異常により広報的貢こう献けんに支障あり。至急、隊員一名の撤てつ収しゆう許可を求む。繰くり返す。身体の異常により広報的貢献に支障あり──》

　副長＝きびきびと。《許可する。〝運シユポ動ルトプ場ラツツ〟で検査を受けろ。誰に異常が出た？》

《小隊長です》いつもと違って揶や揄ゆなし／悪ふざけなし──少年に向かって手を差し出す＝有う無むを言わせぬ冷ややかさ。「未許可の撮影データです。お渡わたしいただけますか？」

「す……、すいません」おずおずカメラを渡す少年。

　後で報道侵しん害がいだとうるさいことを言われようが構わず、素早くデータを完全削さく除じよ。

　動けぬ涼月──装そう甲こう車のドアが開く音／ふわっと柔やわらかなものが肩かたを包む／体を覆おおう。

　バスタオル──夕霧＝迅じん速そくに駆かけつけ、車内から引っ張り出したそれを体にかけてくれた。

　やっと足が動く──夕霧と一いつ緒しよに車内に入る／夕霧が後ろ手にドアを閉めてくれる。

　やっと息をつく──ずっと息を止めていたことに気づく。

　やっとのことで、声が出る。「た……大したこたねーよ」

　夕霧が優やさしく手を握る──じっと透とう明めいな無表情さで涼月を見つめる。

「大だい丈じよう夫ぶだって……」言い聞かせる──自分／仲間／両方に。「大丈夫だから……」

　こくっと夕霧がうなずく──下手な慰なぐさめを百万回言われるよりも、ずっと安心させられる。

　撤収──小隊長のみ。タオルにくるまって〝更こう衣い室しつ〟の隅すみにうずくまり、とっくの昔に痛みすら感じなくなったはずの疵きず痕あとが、痛つう烈れつにその身を苛さいなむような感覚に襲おそわれながら。

　凍こごえているのかと思うくらい、体が震ふるえて仕方なかった。




　第ジー三ク十ム五ン区トに新設されたＭＰＢの出張待機所──通つう称しよう〝運シユポ動ルトプ場ラツツ〟。

　元サッカーチームのキャンプ場──スポンサー企き業ぎようが倒とう産さん／別のチームに吸収合がつ併ぺいされ都市北部へ移転／買い手のつかない競売物件を、企業救済の一いつ環かんで政府が購こう入にゆう──ＭＰＢが所有。

　装甲車の整備所と化すグラウンド／宿舎を防ぼう弾だん仕様に大改装／地下プールを通信解かい析せき施し設せつに／壁かべの『ＭＰＢ』の塗と装そうも生なま乾がわきの新拠きよ点てんに『出張』の札をつけた医い療りようスタッフまで待機。

　名目──猛もう暑しよにおけるキャンペーン任務の後方支し援えん。

　内実──どう考えても、ＭＰＢが都市南部に進出するための、縄なわ張ばり拡大の既き成せい事実作り。

　医務室──医薬品が詰つまった箱の山／新品の救命装置／機械化義ぎ肢しの接続機器のテスト＝サッカーボールから機械の手足が生えた奇き怪かいな物体を、オブジェ代わりに陳ちん列れつ。

　涼月──シャワーも浴びぬまま診しん察さつガウンに身を包み、じっと思い詰めた顔で着席。

「あらら、出るかもしんないなー、とは思ってたのよね、これ」

　無む頓とん着ちやくに言ってのけるＭＰＢ専属医師マリア・鬼キ濡ヌ・ローゼンバーグのさっぱりした笑み。

「んー、言っとけば良かった。ちょっと不親切だったわね、ごめんごめん、ははは」

「ははは」乾いた笑い──目は全く笑わず。「医師センセー──」

「大丈夫よ、大丈夫。消えるから」

「……消える？」

「一時的に出ただけ。体温が急激に上がりすぎたせいで。暑気中あたりの方が心配」

「暑いと……出るってこと？」

「今はね。一週間もすれば、体温が上がっても出なくなるわよ」

「なんで、そんな風になるんだよ」

「背が伸のびたのよ」

　意表を突つかれる──思わず頭に手をやる。「……背？」

「あんた一センチ以上伸びたでしょ。それで皮ひ膚ふに影えい響きようが出たの」

「……そうだっけ？」

「健康診断の数値くらい、ちゃんと見ときなさい」むっとした顔。「身長百六十一センチ、中ちゆう枢すう体重三十二キロ、義肢重量十六キロ、体たい脂し肪ぼう率十％。人造心肺に余計な有害物質を流し込まない限り、完全健康体。もーちょっと太った方がいいわよ？」

「へー」ぞんざい──白衣のポケットから覗のぞくマルボロを見る。「医師センセー、一本ちょーだい」

「ダ・メ。せっかく順調に背が伸びてるのに、自分から止めることないじゃない」

　成長という言葉に違い和わ感かん──なんとなく機械化児童になった時点で体の発育なんて止まったと思ってた／そんなわけないか／ジャガイモの破は片へんだって芽を出すし──と脈みやく絡らくなく納なつ得とく。

「背なんか伸びなくたっていーよ」

「大人になったら、ちっくしょー、あと五センチあればなーって思うようになるもんよ」

「大人って……いつなるんだよ」

「二十五歳で、あんたはミドルネームのディートリッヒって名前で呼ばれるようになるわ」

「そんな先のこと考えらんねーし……。その前に、肝かん心じんなものだって、来ねーし」

「肝心なもの？」

「別に……」言いよどむ／そっぽを向く──心の底の柔やわらかい部分を、尖とがったもので引っかかれるような気分を味わいながら／自分自身を尖らせる以外に耐たえるすべもなく。「……あたしの体なんて、半分以上、腐くさってたんだろ。だから形は女でも、成長なんて止まって──」

「あー」マリア──やたら間延びした声。「はいはい。そういうことね」

　右手の人差し指を、ぴしっと涼月の額に当てる──なんかの催さい眠みん術っぽい。

「いい？　あんたは私のチームの最高傑けつ作さくなの。私たちの仕事は、あんたの体を人工物に置き換かえることじゃなくて、あんたを元の軌き道どうに返すこと。神様が用意してくれた、成長っていう名の軌道にね。あんたはそこからちょっとずれただけ。必要なのは的確な軌道修正だけ。その点で、あんたは完かん璧ぺきなわけ。だから、あんたは成長する。だから、生理だってそのうち来るし、来たら来たで、どうせあんたのことだから来るたんびに文句ばっかり言うんでしょうよ」

　医者らしい無ぶ遠えん慮りよさでずばり指し摘てき──指が離はなれる＝なぜか、むっとなったまま顔が赤くなる。

「知るかよ」悪態＝ほぼ条件反射。「くどくど言うなよ、自分の体じゃねーくせに」

「悪いけど、それが私の仕事なの」涼しい顔でてきぱきカルテに記入。「数日ほど経過を見ましょ。日焼け止めはこまめにね。大人になってからシミ抜ぬきにお金かかるわよ」

　医療とは無関係な忠告──黙もく殺さつ＝大人大人と言われ続けたせいでひどく落ち着かない。

「もう行っていいだろ？」言いつつ腰こしを浮うかせる──手に余るものを遠慮なしに投げつけられて、心がいっぱいになって抱かかえきれなくなりそうな気分。

「ちょっと待った」思いやりなど薬にもなりません、という感じで再着席を指示。「一応、特甲トツコーの機能面の診断も、って副長から言われてんのよ」

　渋しぶ々しぶ座り直す。「……特甲？」

「ちょうど専門家が顔を出してるから。さっきまで吹雪くんを診みてもらってたの」

「吹雪って……」いきなり名前を出されて妙みような胸むな騒さわぎ──いきなり乱入されて今の体を見られるんじゃないかという不安なのだと遅おくれて気づく。「…………ここにいんの？」

「地下で接続機能をチェック中よ。転送機能そのものは、私の専門外だし──」

　ふいにノック──ハスキーな声。「ちょっとぉ、マーリーアー。まぁーだー？」

　声自体は大人っぽいものの、友達を急せかす女学生といった、やたら砕くだけきった口調。

　涼月──眉み間けんに皺しわ＝苦手なタイプの到とう来らいにいち早く感づく。

「いいよー、入んなー」なんかマリアまで似たような調子に。

「おじゃましまーっす」ずかずか入室──長身の浅黒い肌はだの女。

「おじゃましますねー」さらに一人＝上品にコツコツ靴くつ音おとを鳴らして入室──小こ柄がらな女。

　涼月──二人の職業すらわからず／ガウンの合わせ目を握にぎりしめて警けい戒かい態勢。

「いらっしゃーい」マリア──親しく二人を迎むかえる。「あ、そこらの椅い子す使っていいから」

「あいよ」長身の女──キャスター付きの椅子を足でごろごろ転がし、どかっと着席。

　きりっとした中近東系の顔立ち＝おそらくハーフ／念入りにウェーブをきめた黒くろ髪かみ／漂ただよう香こう水すいのにおい／ヒョウ柄など生ぬるいと言わんばかりの全身これ徹てつ底ていブランド武装といったスーツ／靴／指輪／ネックレス／ハンドバッグ──〝あのね、どれも本物だから〟とさりげなく主張するかのごとき有名商標ロゴの弾だん幕まく／もはや武士道的と言っていいほどの隙すきのなさ。

「失礼します」小柄な女──椅子をさっとハンカチで払はらって着席／潔けつ癖ぺきな穏おだやかさ／体重を感じさせぬ軽かろやかさ／にっこり微び笑しよう──高校生かと錯さつ覚かくするほどの童顔＝イギリス系の顔立ち。

　丁てい寧ねいに丁寧に丁寧に編み上げたらしいアップの金きん髪ぱつ／レースの手て袋ぶくろ／イギリス風の古こ色しよく蒼そう然ぜんたるロングドレス／常つね日ひ頃ごろから柱時計がチクタク鳴ってるたぐいの調度品満まん載さいのお部屋で午後の紅茶を愉たのしんでます、という感じの、修道女系の寄宿舎に住まう女生徒のおもむき。

　どっちも性しように合わねー＝涼月の偽いつわらざる感想。

　マリア──煙草たばこに着火しつつ紹しよう介かい。「二人とも特甲の設計開発士。つまり兵器開発局員」

　婉えん然ぜん。「どーもー、アデライード・白ハク堊ア・ファーレンハイトでーっす」

　楚そ々そ。「こんにちは、クラリッサ・灰ハイ叢ムラ・ディーゼルです」

「兵器開発局？　軍の？」二人をまじまじと見つめる──何か聞き間ま違ちがえたような気分。

「そう」何も間違ってません、というようにうなずくマリア。「二人とも設計開発顧こ問もんの下もとで働いてたエキスパートよ。所属は軍だけど、都市内での特甲の管理は、軍と警察の共同管かん轄かつだから、私たちと協力体制にあるってわけ」

　引っかかる──設計開発顧問──陽炎が〝ムージル邸ていの銃じゆう撃げき戦せん〟をやらかす前に得た情報。

　死んだ／あるいは抹まつ殺さつされた三人の顧問の一人。

　急にきなくさいものを感じる──〝レベル３〟に関して、確かに、軍も内務課も副長もマリアも、自分たちには何も言わなくなった。〝特甲猟兵〟が都市内で転送を実行したことすら、公的な発言は一いつ切さい禁じられると同時に、どんな情報も自分たちの耳には入ってこなくなった。

　だが今──特甲そのものを作った軍属の人間たちが、急ごしらえの新施し設せつで、診しん察さつ用ガウンと下着一枚の格好で、古傷だらけの体を抱えた自分の前に、何の前まえ触ぶれもなく参上。

　大人たちのどういう意図が絡からみ合ってのことか想像もつかない──不安ばかり募つのってゆく。

「じゃ、失礼しまーす」ずいっとアデライードが身を乗り出す──ハンドバッグからスタンガンそっくりの計測器を取り出す／涼月の警けい戒かい感かんをさらに増大／馴なれ馴れしく覗のぞき込む。「いいかなー涼月くん？　よしよし、怖こわくなーい、痛くなーい」

　予防接種におびえる子供扱あつかい──反射的にむかっとなる／腹を据すえる／どうせ拒きよ否ひすることなど出来ないのだと居直りつつ、なんとなくこの二人は、自分の疵きず痕あとを見ても動じないという予感があった。大人たちの意図がなんであるにせよ、そっちの方が重要な気もした。

　握りしめていたガウンの胸むな元もとを離はなす──ひょいとはだけられる。

「あらー、綺き麗れいな手術跡あとじゃなーい。さっすがマリア、良かったわねー、涼月くん」

　なんか逆に誉ほめられる──換かん気き扇せんの下ですぱーっと一服するマリア。「とーぜん」

「さ、手を上げてー。そうそう、上手よ上手ー」とことん幼児扱い──腕うでを上げたり足を上げたり指示される／機械と生身の接クツ触シ部ヨンの辺りを丁寧に計測器の電極で撫なで回される。

「うっふっふ」やたら嬉うれしげなアデライードの含ふくみ笑い──計測器をもう一方の女に見せびらかす。「ほぉーら、ご覧なさいクラリッサ。このメリアー体の移植負ふ荷か数値の低さ。転送時の造ぞう換かん範はん囲いも完かん璧ぺきに規定値内。レベル３を使用した影えい響きようなんてゼロに等しいわ。ゼ・ロ・にー」

　きわめて普ふ通つうにその単語が飛び出したことに却かえってぎょっとなる。「レベル３って……」

「生体部分の負荷数値を抑おさえるなんて常識よ」クラリッサ──童顔にみなぎる競争意識。「問題はメリアー体の有効機能範囲における造換効率の追求。規定値にこだわるなんて幼よう稚ちよ」

　なんだかわからないがムキになってるお前の方が幼稚だ──と涼月が心の中で指し摘てきする間もなく、クラリッサの手が、いつの間にか、小さなハンマーのような金属棒を握りしめている。

　脚かつ気けを調べるために関節を叩たたく器具か、鉱石を叩いて純度を調べる道具にそっくりのしろもの──ぬっと涼月とアデライードの間に割って入る／断りもなく涼月の膝ひざを、とんとん叩く。

　もう一方の手に握る計測器が、ハンマーの接触に伴ともない得体の知れない数値をはじき出す。

「まだまだ造換効率に余地があるじゃない」けしからん、という顔──急にじっとこっちを見る／なんか怖い目つき／低い声。「ねえ、君……関節が四つある腕とか欲しくない？」

「……は？」

「羽とか、車輪のついた足とか、欲しいんじゃない？」興奮気味。「機械化義ぎ肢しは、脳との電子的接続を可能とした偉い大だいな発明。それはマスターサーバーとリンクするほどの接続能力を備えた、接続官コーラスという存在すら生み出したわ。サイバネ技術の未来は開かれている。あなたの若くて発達段階にある脳なら、本来の人体を超こえた、新次元の機能を受け入れられるはずよ」

　新種の宗教勧かん誘ゆうを受けている気分。「……お断りします」

「へっ？」やたら情けなさそうな顔──クラリッサの強弁。「え……遠えん慮りよしちゃダメよ？　あなたたち特甲トツコー児童は、保険対象外の手術も、未認可の投薬も、量産化なんか気にしなくてもいい特とく殊しゆ開発素材も、ぜーんぶ国が払はらってくれるのよ、国が」

　いらねー──心の底からわき起こる声＝尖せん鋭えいな渋じゆう面めんで、拒きよ絶ぜつの意を表明。

「そんな……」目に見えてショックを受けるクラリッサ＝涙なみだ目め。

「ぬっふっふ」アデライード──感に堪たえぬといった含み笑い。「ご覧なさい、クラリッサ。世のあらゆる素材は、人体という美しい構造に倣ならい、その魅み力りよくを引き出すためにこそあるの」いきなり起立──身に備えたブランド品の数々が異様な輝かがやきを放つ。「美こそ機械化義肢の第一義。特甲とて例外ではない。レベル１ベースの地上戦術軀く体たいこそ、レベル３においても優美さと高度な戦せん闘とう力とを兼かね備え、真に戦術的存在として〝戦せん況きよう影えい響きよう力〟を発揮する逸いつ品ぴん。見なさい、涼月くんのこのしなやかな体を。実に良いわ。とても良いわ」

　涼月──レベル３という単語がどんどん日常用語化するこの奇き怪かいな状じよう況きようにのまれる。

「あたしの自信作にしてエルメス的といえる軀体プラン〝Gaガllヤarルdoド〟強きよう襲しゆう機甲コード８５２〝咆アイン・哮ベレンせダー・しシユヴ黒アルツきアー・猟ヤーク犬トフント〟が、この子の魅力と潜せん在ざい能力を最大限に引き出すのよ。ちなみにエルメスのロゴには四輪馬車デユツクと従者タイガーは描えがかれているけど、主人はいないの、なんでかわかる？」

　いきなり話を振ふられる──特甲に名前つけてんだ、と妙みように感心しつつ、エルメスがフランスのファッションブランドであることはさておき、高級スポーツカーで有名なイタリアのランボルギーニ社は、創始者が牡お牛うし座ざだったことから、代々その車種に闘ハウ牛ス・のオ血ブ・統ザ・名ブルを冠かんし、中でも〝Gaガllヤarルdoド〟は、世界で最も美しい五大闘牛種の一つを意味する──といったブランド豆知識など陽炎の専門分野と割り切り、いささかも知らぬ涼月＝きっぱり。「知りません」

「ふっふっふ」怪あやしい笑えみ。「その意味は、〝我々は最高の品質をお約束します。しかしそれを御ぎよすのは、あくまでお客様〟──それが美。主人はあなた。その身が既すでに秘ひめた美しさ」

「はあ……」かつて末まつ端たん障害で四肢と内臓が生きたまま腐ふ敗はいした涼月──〝秘めた美しさ〟というフレーズが、地球の反対側にある異国の言葉のような遠さで感じられた。

「いけないわ。それは機体と肉体は別物とする、きわめて主観的で、新しいサイバネ種への差別につながる発想よ」クラリッサ──耳を貸しちゃダメ、というような必死さで割り込む。

「はあ」なんだ、サイバネ種って──いきなり自分の存在を品種化される不快を味わう。

「いい？」小型ハンマーを掲かかげる──反論した瞬しゆん間かんに叩かれそう。「〝戦況影響力〟とは、高度な戦術・戦略情報学を統合するため、今は亡なき私たちの上司にして教師、特甲兵器の設計開発顧こ問もんたるヴェルナー・フォン・ブラウン博士が、独自に創案された思想なの」

　ん？──と軽い違い和わ感かん。設計開発顧問って、そんな名前だったっけ？

　記き憶おく──確か、顧問の一人は身内にも自分の仕事のことを隠かくしてたとかなんとか。

　情報源たる陽炎の規定違い反はんがバレるため口にできず──目の前の二人にも問えず。

　面めん倒どうくさくなって一いつ蹴しゆう──どうでもいいか、もう死んだやつのことなんて。

「でね」クラリッサ──涼月の疑念をよそに渾こん身しんの熱弁。「レベル２ベースの空中機動軀体こそ、戦略的存在として〝戦況影響力〟を体現し、人体の可能性を広げる道なの。わかる？」

「あの」おもむろに挙手。

「なに、涼月さん？」自分の論ろん旨しに興味を持ってくれた？──と、きらきら期待に輝く目。

「あたしの特甲、レベル２になると、飛ぶんすか？」

「飛びたい？」今すぐ可能よ、という顔。

「嫌いやです」断定的な拒きよ否ひ──クラリッサの顔が変な風に歪ゆがんだ。

「ぬっふっふ」居い丈たけ高だかな笑い──勝利感をみなぎらせるブランド女。「ご心配なく、涼月くん。レベル１とレベル２は、全く別物。二つの異なる基き礎そ設計プランなの。その二つの試行データをもとに、設計開発部門である私たちの他ほか、製造管理部門・心理開発部門・発案研究部門の成果を統合するための試作プランが、レベル３というわけ」

「今の特甲に不満は？」クラリッサ──なおも食いつく。「レベル２なら、あなたの脳が受け入れる限り、巡じゆん航こうミサイルだってキャタピラだって軍用機体の汎はん用よう脚きやく部ぶだって接続可能よ？」

　涼月＝無言で拒否／無む性しように煙草たばこが欲しい──これみよがしにマリアが二本目に着火。

　なんとアデライードまで煙草を取り出す──マリアのヘビースモーカーズランドに参加。

「それじゃ犠ぎ脳のう体たい兵器よ。機械の方に脳みそつなげてどうするの」ふーっと優ゆう雅がに煙けむりを吹ふくアデライード──涼月に共感を求めるウィンク。「レベル１は最小限の威い力りよくによる戦術的効果がモットー。レベル３での威力は空中機動型にひけをとらないし、ブラックボックスさえ解明すれば、余計な脳力を要求しない分、レベル１の方が〝レニヴベオール・フ４イアー〟に近いのは自明──」

「レベル……４──？」

　呆ぼう然ぜんとした声──二人が黙だまる／急に大人たちの顔を見るのがたまらなく怖こわくなる。

「なんだよ……それ」

「レベル３は試作プラン……アデライードがそう言ったでしょ？」

　煙草のにおい──マリア＝背後から肩かたに手／それで自分が震ふるえていることを逆に自覚した。

　アデライード──しいて涼月を安心させるような気楽な調子。「顧問が三人も死んで、特甲兵器の完成形であるレベル４が、ブラックボックスになったの。どの部門もその解明にはいたらず、多くはいまだ謎なぞのまま。それで今はレベル３の試用データを取れるだけ取ってるわけ」

　クラリッサ──あくまで熱弁。「設計、心理、製造、発案──これら全部門の完全統合こそレベル４。軍の特トツコ甲ー・ヤー猟クトコ兵マンドーは頻ひん繁ぱんにレベル３を試用しているから、データは充じゆう実じつし続けているわ。あなたは女子の特甲児童でレベル３を試用した希け有うな例だから、ぜひデータが欲しいの。そうすることで、あなたを、よりレベル４に近づけてあげることができる──」

「……いらねーよ」涼月──うつむく／ガウンの合わせ目を自分でもびっくりするほどの力で握にぎりしめる──そうしないと目の前の二人に何もかも奪うばわれそうな気がして。

　レベル３──きっと、そのせいで羽の生えた誰だれかさんは、二人も仲間を失った。

　レベル３──きっと、そのせいで夕霧が恋こいしたバイオリン弾ひきは、国を裏切ったばかりか、夕霧の血肉を食いたがるようになって姿を消した。

　レベル３──きっと、そのせいで自分にも何らかの影えい響きようが出ている。知らないうちに──少しずつ／逃のがれようもなく／そんな気がする／この二人が現れたことがその証しよう拠こに思える。

　レベル４──不可解なものを欲しがる大人たち。きっと、そのせいで何もかもおかしくなる。

「……あたしがいつ、そんなもんを欲しがってるって言ったよ」

　心を尖とがらせる／尖った何かでこれ以上傷つけられないように──固く、固く──拳こぶしを握る。

　沈ちん黙もく──マリアが目配せする気配＝二人が涼月から離はなれる。

「主人はあなた」アデライード──去り際ぎわに。「私たちは馬車と従者。あなたが必要とするものを最高の品質で用意する。今は信じてもらえないでしょうけど……私たちが、あなたたちを救えるだけのものを造ってみせる。そう約束したの。私たちの亡くなった上司と」




　燦さん々さんと陽光が降り注ぐ〈空港広場〉──のんびり駆く動どう音を響ひびかせ周回する全自動カートの上で、日ひ傘がさを手にパリコレ式モデルポーズを披ひ露ろう／顔面筋肉の完かん璧ぺきな操作による極ごく上じようの笑顔。

　精密で精確な八拍びよう子しでガムを嚙かむ／ぷーと膨ふくらませる／弾はじかせようとして、ぷすっと萎しぼむ。

　約二百メートル先──ＭＰＢの車両が並ぶ区画──陽炎の狙そ撃げき手としての眼まな差ざしが、ＭＰＢのロゴ入りビーチパラソルの下でくつろぐ、逞たくましい体たい軀くの男の姿を、いち早く発見。

　ＭＰＢ〈怒濤ドランク〉中隊長ミハエル・宮ミヤ仕シ・カリウス──ちょっと伸のびた金きん髪ぱつ／うっすら顔を飾かざる金色の無ぶ精しようヒゲ／空くう挺てい隊員好みのサングラス／左眉まゆに走る疵きず痕あと。

　日本のキモノを連想させる藍あい色いろの衣い装しよう＝膝ひざまでのズボン／上半身は肩口が網あみ目め模様になったガウンっぽいものを羽織っただけで、鍛きたえ抜ぬかれた胸むな板いたが丸見え。

　おのれ！──心の歓かん声せい／悲鳴──なんてセクシー！

　ビーチチェア／キャンプ用ミニテーブル／クーラーボックスから取り出されるノンアルコールのビールの瓶びん──さすが半分フランス人、マイペースかつマイスペース作りに余念なし。

　テーブルに広げたゲーム盤ばんらしきものを見つめながら、日本製っぽい扇せん子すでパタパタ扇あおぐ／パチンと閉じたり開いたりする──中年男の手て癖くせと言うより子供が夢中になって無意識でしているような仕草が、まったくもって腹立たしいほどの可愛かわいさで胸に迫せまる。

　思わずカートのパネルを操作＝徐じよ行こう運転──気配を殺して鑑かん賞しよう。

　ミハエル──ゲーム盤を見つめたまま、無線機のスイッチを扇子の柄えで押す／何ごとか答える／いたずらっぽい笑えみを浮うかべる。読どく唇しん術じゆつを駆く使し──どうやら隊員たちを〈特憲コブラ〉の連中に張り合わせて炎えん天てん下かに立たせているらしい。本人はいたって涼しげ──鬼おに教官そのもの。

　そのくせＭＰＢの旗を担かついでキャンペーン任務に従事する隊員たちは、たとえミハエルが見ていなくとも仁に王おう立ちで整列を崩くずさず／怨えん嗟さの声一つ上がらず／みな、ミハエルを信しん頼らいしていると同時に、ミハエルに信頼されたがっているという感じ。

　気づけばどんどん接近──潜せん伏ぷく狙撃の訓練だったら間ま違ちがいなく最低点どころか、指導官に背後からペイント弾だんをしこたま食くらって笑いものにされるといった具合に、咄とつ嗟さにルートを再設定する間もなく、馬ば鹿か目立ちするカートがミハエルのリゾートエリアの真ん前へ。

　ミハエルが顔を上げる──口の端はしを少しだけ上げる、あの渋しぶい笑み。

　気取りなくサングラスを取る／静かな茶色の瞳ひとみで見つめられる──心を撃うち抜かれる。「よう、スシナヤルイフシパユツーツエ。この俺に勝まさるとも劣おとらず、たわけた暑さを愉たのしんでやろうっていう格好だな」

　もはや何も考えずカートを停車──と同時に、軽いショックを受けていた。

　なんだろう──反射的に身構える／なんかいつもと違う感じ。

　唐とう突とつに理解──キャンペーン任務時の、半はん裸らに等しい派手派手しい出いで立ち。

　日ひ頃ごろ、恥はずかしいという意識など六百光年ほど背後に置き去りにしているはずの彼女の、生ける標語ポスター姿を、この男に、こんな間近で見られたのは初めてだった。

「愉しんでいません」反射的に冷ややかな口調に──言い訳したくなる／いつどこで見られているかわからないのに今さら何をと思う／こんな私を見るんじゃありませんと叱しかりたくなる──ごっちゃの思いが、冷れい淡たんで刺とげ々とげしい自己防衛という態度に帰結。「あくまで平常の広報的貢こう献けんです。中隊長もこのたわけた乗り物で市民に平和をアピールしてはどうですか？」

　私の馬鹿！──心の叫さけび／必死の抑よく止し──せっかく話しかけてもらえたのに！

　余よ裕ゆうに満ちた大人の笑み。「おっと、そいつは俺向きの仕事じゃなさそうだな。では任務に忠実な隊員への、俺からのねぎらいだ。日ひ陰かげに入って少し喉のどを潤うるおして行け」

　ノンアルコール飲料の瓶──子供の機き嫌げんを取るというより、対等に扱あつかってもらえてる感じ。

「それは命令ですか？」くそっ──他ほかに言い方はないのか、私。

「部下の心を掌しよう握あくするための上司の手管さ」いたずらっぽい笑み──少年のようなウィンク＝まともに食らってよろめきそうになる。「何しろどの隊員も、こいつのためなら親兄弟でさえ出し抜ぬこうっていう陽気だ。さすがのお前さんも引っかかってくれるに違いない」

「そんな安易な手には乗りません」なんと手までカートを再発進させかける／咄嗟に日傘の柄で殴なぐりつける＝自己内矛む盾じゆん──素す直なおになれ！　後こう悔かいするぞ！　という神の声に等しい真心が、相手の厚こう意いに甘えるという正しい選せん択たくを承認。「──ですが、せっかくですので差し出されたものを受け取るのに私も吝やぶさかではありません」

　自分でも意味がわからない回りくどさで相手に同意──カートを降りる／開き直って日傘を畳たたみ、派手な衣装と馬鹿げたフェイクタトゥーで飾られた己おのれの身を堂々とさらして接近。

　相手のビーチチェアに腰こし掛かけ、ぴったり寄り添そう空想に襲おそわれかけつつ、渡わたされた小さなデッキチェアを広げて着席──栓せんを開けてくれた瓶を受け取る／相手が瓶を差し出す／え？　なに？　と思う間に、瓶口を軽く当てられカチンと小気味よい音が響ひびく──一いつ瞬しゆん、相手の流りゆう儀ぎに合わせられなかったことを痛つう悔かいするも、美味うまそうと言うより楽しそうに瓶をあおるミハエルの、無骨で機械的で大ざっぱですっきりしていて妙みように落ち着く、いつもの態度に救われる。

「とんでもない暑さだ。そのくせオランダじゃ、国が沈しずみかねんほどの大雨らしい。異常気象なんて言葉で片付けていいものかわからんが、実際、それ以外の表現が思いつかん」

「はい」しかるべき瞬間に引き金を引き損そこない続ける間ま抜ぬけな狙撃手の気分──極ごく上じようの笑顔もモデルポーズも小こ悪あく魔ま的態度も何もなし＝アピール力ゼロどころかマイナスに拍はく車しやをかけるように、淡たん々たんと口をつける／ガムも一いつ緒しよに飲みそうになる／危あやうく噴ふき出しかけて耐たい久きゆう──かろうじてつまらない感想を口にする。「ずいぶん冷えてますね」

「日ヤパ本ーニツ流シユだ。こっちと違って、連中は夏の暑さをしのぐためにビールを冷れい凍とう庫こに入れる」

「その姿も日本流ですか？」言いつつ至近距きよ離りにある相手のブロンズ像のような体たい軀くが心に迫る／目をそらす／なぜか顔が赤くなる／ごまかすように瓶をあおる。

「ジンベーという日本の民族衣装だ。夏にいい」

　この人、実はとことん日本ヤーパン好きなんだな、と妙に感心。「そのゲームも？」

「日本版のチェスだ。敵から奪うばった捕ほ虜りよを自由にこき使えるところが俺たちのとは違う」

　綺き麗れいに升ます目めに並べられた木製の駒こま──その全すべてに刻まれた複雑な漢キヤラ字クター／自分には判別つかない文字／すぐそばにいるはずの男と同じ遠さに感じられる。

　咄とつ嗟さに距離を埋うめたくて、二人の間で唯ゆい一いつ、確かと思えるものにすがった。

「『中アタル』はないんですね」狙そ撃げき手の証あかし──それを自分が受け取ったのだと強調したくて。

「あれは別のゲームで使う上に、四人でやるものでな」

「これは一人でもやれるのですか？」

「特定の状じよう況きよう下かで正しい手順を考える訓練法だ。クロスワードパズルより必死になれる」

「面おも白しろそうですね」刻まれた文字も読めないくせに／興味を持つのも難しいくせに──相手が好むもの、得意とするもの、全て理解したくて。「私にも覚えられますか？」

「俺でも覚えられた。定石を知るより、漢字の意味を理解する方に時間がかかったがな」無理するな、とミハエルの笑えみが言っている気がした。「チェスは出来るか？」

「はい」割と好みのゲームだった──父様のライフルの暴発で脊せき椎ついを撃ち抜ぬかれてから、同じライフルで父様が死ぬまでは。「しばらくやっていませんが」

「そっちの方が俺たちには向いていそうだ。そのうちランチを賭かけてみるのもいい」

「その前に、私の賭けの払はらいがまだですが」

「殊しゆ勝しような心がけだな、スシナヤルイフシパユツーツエ」俺も忘れちゃいないさ、という風に、こちらを安心させてくれる笑み。「いずれ若い隊員の月給に見合った店に連れ出そうと思っていたところだ。もうひと勝負重ねて、月給を根こそぎにする店に考え直してもいいかもだ」

「望むところです」やっと自然な笑みが浮うかんだ──ちょっと挑戦的っぽい、気心が通うような笑み──そのくせ心に寂さびしさが湧わいた。「勝てばイーブンですね？」

「甘く見ない方がいい。何しろ俺の部下どもは、揃そろって俺に賭けの借りがあるときてる」

　でも、あなたは取り立てる気もないんでしょう、と返したくなる。

　貸しを作るより、借りを作る方がよっぽど楽であるという事実──自分にはこの人に与あたえられるものが、ひどく少ないという気分。

　男の人生の分厚さ・重み・尊さ──その全てが、ひどく、遠い。

　いつか聞いた過去──かつての仲間──ライフルを汚けがしたミハエル──子供の姿をした天使を、この人は、撃うったことがあるのかもしれないということ。

　全てを知りたい──けれども相手の心に踏ふみ込めるほどの何かが自分の中に見つからない。

　それを見つけるよりも前に、たまらず相手に訊きいてしまいたくなる。

　──ライフルを持たない私は、あなたにとって、どんな存在ですか？

　彼女の声。

　心の奥の抗あらがいがたい場所で、ふと気づけばささやいている声。

　面と向かって尋たずねる勇気もないくせに──どんな答えが来るか、想像するのも怖こわいくせに。

　──引き金を引くこと以外に、あなたを振ふり向かせることはできますか？

　いつでも彼女は、そう訊きたくてたまらずにいる。

　ただそばにいるだけで良いのに──相手のことも、そうしている自分のことも、どんどん好きになるのに。その幸せを自分から壊こわすのを恐おそれて──むしろ壊してしまいかねない彼女の声。

　ふいに無線機がガーガー鳴り始める──盗とう聴ちよう防止装置の作動を示すノイズ＝副長の声。

《現場待機中の中隊へ告ぐ。空港で目標が行動に出た。総員、出しゆつ撃げき態勢》

　さっとミハエルがマイクを手に取る。「こちら〈怒濤ドランク〉中隊、ただちに準備にかかる」

　即そく応おう──ミハエルの顔に浮かぶ好戦的な表情に、呆あつ気けにとられた。

「……目標？」

「公安経由の情報だ。連中は国連都市の戦犯法ほう廷ていで手て一いつ杯ぱいでな」扇せん子すの骨で、盤ばん上じようの駒を全て箱に落とす──嬉き々きとした手つき。「我々ＭＰＢがその情報を独どく占せん的に報告──ただし〈憲法擁護ＢテロＶ対策局Ｔ〉は動かず。お偉えら方がたにとって一日に百件近くも報告される保安情報のうち、公安の高度な情報は不確定ゆえに優先順位を低くしても政治的には痛くないしろものだ。よって〈空保フルーク〉も〈特憲コブラ〉も何の用意もない。それがあるのは、しこたま武器を担かついでやって来た、俺たちだけだ」

「……空港保安機関ばかりか、駐ちゆう屯とん中の歩兵連隊も出し抜くためのキャンペーンだった？」

　管かん轄かつ拡大──他の治安組織を敵に回しかねないほど強ごう引いんな既き成せい事実作り。

　その通りです、というミハエルの笑み──戦いに赴おもむく男の、惚ほれ惚ぼれとするほど不敵な顔。

「行くぞ。お前と、お前のライフルが必要だ。準備はできているか？」

　その言葉は、まぎれもない喜びとして陽炎の胸を打った──抗いがたく／悲しいくらいに。

「はい」起立──己おのれの心を守るように。「私とライフル、ともに準備に怠おこたりありません」

「いい返事だ。お前の小隊長が〝運シユポ動ルトプ場ラツツ〟にいることは知っている。鬼医師マリアの報告では、体調に問題はない。小隊長が合流するまで俺の指揮下に入れ。お前たちと俺たちとで、ＭＰＢ流の疾シユト風ウルム・怒ウント・濤ドランクを、カカシのように突つっ立ってるあの連中に見せつけてやるとしよう」

「了解ヤー」機き敏びんに回れ右──男に背を向けながら、心の中でささやきがこぼれる。

　あなたが望む限り──私が、あなたのライフルです。

　今はそれ以上は求めない──求めることもできない。それでもいつか飛び越こえてみせる。

　あなたと彼女とライフルの関係を──私自身の心で。




　ショートホープに火──すぱーっと見事な吸いっぷり／無人のロッカー室に立ちこめる煙けむり。

　一糸まとわず鏡の前に立ち、腰こしに手を当てて睥へい睨げい──くわえ煙草たばこ／半眼／皮肉そうな笑み。

　ふぅーっとため息をこぼすように煙を吹ふきかける──煙の向こうに己の体を見つめる。

　昔の映画──『フランケンシュタイン博士』が造り出した怪かい物ぶつも真っ青の、機械化児童。

　切り刻まれて継つぎ接はぎされた疵きず痕あとが、溶よう接せつ器具が噴き出す火花のように激しく赤く浮かび上がるこのしろものの、実に何％くらいが、本来の自分のものなのだろう。

　目を細める──映画の中の怪物が叫さけぶ。

〝俺を見ろ！　この俺を見ろ！　この醜みにくい俺を見てみろ！〟

　笑み＝ナイフのように尖とがらせて──これが自分／この全すべてが自分／その実感を失えば、手足を動かすこともできなくなる。こんなものは自分ではないという意識が働くことで、電子的に接続されたはずの手足が動作を止めてしまった子供たちを、〝子キン供ダー工ヴエ場ルク〟で何人も見た。

　動かなくなる子供たち──つなげられた異物を引きずることに疲つかれ果てて。

　彼らの虚きよ無むに満ちた瞳ひとみ──怪物の叫び。

〝なぜ造った！　愛もないくせに！〟

　殺されるな。

　パチンとジッポライターの蓋ふたを閉める──『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』の刻印。

　可ア能ズ・なス限ーりン・さアっズ・さポとシやブれル──受け入れがたい自分の姿を、ひと飲みにしてやれ。

　それが出来なければ心を殺されるだけ。都市に、自分に、愛されなかった事実に──ときに神様はありったけの愛いとしさを注いで命を世に誕生させ、それと全く同じ確率で、ときに痰たんを吐はくように最低の人生しか用意されなかった子供を生み出す、という単純明快な法則に。

　あたしは殺されない──アフリカで地じ雷らいを踏ふんで粉々になる子供に比べれば、自分にはまともに動く手足があって、たまの非番に仲間たちとショッピングにいけるほど恵めぐまれてる。

　にやっと笑う──上等だ。

　これを口実に、しばらくの間、ふざけたキャンペーン仕事から解放されてやる。

　流しで煙草の火を消し、ペーパータオルで吸い殻がらをくるんでポイ捨て──良い子は決して真似まねをしてはいけない、火災の危険が満まん載さいの証しよう拠こ隠いん蔽ぺい。

　ライターとショートホープの箱をロッカーに放ほうり込み、もとはサッカー選手たちを芋いも洗あらいするための広々としたシャワー室へ──地下ジムにある個人ブースつきの小規模シャワー室は、地下プールをマスターサーバーの枝機関のユニット施し設せつに改造中のため、断水状態。

　入り口に医い療りよう課の差し入れ──薬品企き業ぎようの試供品＝液体石けんのミニ袋ぶくろを一つゲット。

　濛もう々もうたる煙／天てん井じようから雨のごとく降り注ぐ湯──どうやらキャンペーン任務に駆かり出された一団が使用した後らしく、湯ゆ煙けむりの向こうに、ぐずぐず居残る小こ柄がらな人ひと影かげが一つ見える。

　機械化児童のシャワー時の鉄則に適かなう状じよう況きよう──手足の動作不良が起これば、水深二センチの水たまりで溺でき死しするゆえに、常に二人以上で入るべきであるということ。

　自分一人ではないという安心感、同時に忌き避ひ感かん──自分の体を見られるかもしれない／この湯煙でどうせ見えるわけがない／誰だれに見られようと構うもんか。

　気き後おくれせずに堂々と入室──ＭＰＢの流りゆう儀ぎに従い、シャワー室での静せい穏おんに貢こう献けん＝挨あい拶さつなし。

　頭から湯を浴びて汗あせと一いつ緒しよに嫌いやな気分をすっかり洗い流しにかかった途と端たん──背が伸のびるたびに自分の体の醜さを見せつけられるのか、という暗あん澹たんたる思いに襲おそわれた。

〝あんたは成長する〟──何かの呪のろいにすら感じられる。

　頭上を仰あおいで顔で湯を受けた──嫌な思いが早く通り過ぎるよう、瞑めい目もく。

　かと思うと、今度はいきなり、きわめつきのものが来た。

〝聖水曜日〟

　鼻に湯が入って、むせた。

　先客がちらっと振ふり返る気配──なんでもねーよ、こっち見んな。

　空から咳せき＝気き遣づかい無用をアピール──今度は妙みように淡たん々たんとした気分が訪おとずれる。

　いまだ実感のない記き憶おくの空白──〝ジッポライター〟〝プレゼント〟〝お返し〟。

　ふいに意図せず到とう来らいする達観──十歳の終わり／いや十一歳か／お互いに。

　そんな歳としで〝使用済み〟とは──それも、肝心なものが来る前に。

　なんだかすごいような、大したことないような、どっちでも良いような、虚きよ脱だつした気分。

　要は、あの幸運に恵まれた少年を哀あわれんだ自分が間ま抜ぬけだったというだけ。ただそれだけ。

　いまだに〝レベル３〟の調査を続けてくれている吹雪──だが以前より情報収集が難しくなったと言っていた。陽炎が例の銃じゆう撃げき戦せんをやらかす前に得た四人の顧こ問もんの情報も、データベースから完全に消えたらしい。残されたのは陽炎がプリントアウトした四人の名前と命日／吹雪が自分の携けい帯たいに転送してくれたファイル／自分の記憶の残りカス──ただそれだけ。

　レベル３──それに自分がこだわる理由は、とっくにわかってる。

　あたしは、あれが恋しい──もう一度、あれを味わいたいと思ってる。

　強きよう烈れつな武装とともに訪れる絶対的な安らぎ──自分を何の疑いもなく信じ、完全に肯こう定ていできる瞬しゆん間かん／そんな気分の良さに勝まさるものなんて、きっと、ほかにこの世にない。

　それこそ気分が良くなって仲間を殺すということが、怖こわいほど実感できる。想像できる。理解できる。だから、過去に何が起こったのか──これから何が起こる可能性があるのか──ちゃんと知っておかなければ、いつ、自分が闇やみ雲くもにそれを求めたくなるかわからない。

　間抜け面づらをさらして、神様が掘ほった落とし穴に向かって進んでいる気分。

　ふと、手に違い和わ感かん＝思い切り握にぎりしめたせいで破損した液体石けんのミニ袋。

　自分の末路といった連想をさせるそのぐしゃぐしゃでみじめなゴミを、思い切り背後にポイ捨て──手に残った石けんを乱暴に疵きず痕あとに塗ぬりたくったところへ。

　すって──ん、と盛せい大だいにスッ転ぶ音が背後で勃ぼつ発ぱつした。

　僅わずかに遅おくれて、ぺしゃっと情けない音を立て、先ほどポイ捨てしたミニ袋が、再度落下。

　自分が放ったゴミを、実に不運なピンポイントで踏ふんだ人物──ひっくり返ったまま起き上がれず／湯煙の向こうで弱々しく身じろぎ／呻うめき声。「うう……」

「あー……」さすがに気が咎とがめる──遠えん慮りよがちに近寄る。「……あのー、大だい丈じよう夫ぶっすか？」

「ひぇっ？」なぜか驚きよう愕がくする様子──恐おそろしく聞き覚えのある涙なみだ声ごえ。「なっ……なんで？」

「なっ……」ぎょっとなって後退──拍ひよう子しに先ほどのゴミを踏んだ。「うっ……おわっ!?」

　俊しゆん敏びんをもって知られる涼月の見事なまでの前のめりの転てん倒とう──そんな馬ば鹿かげた体験は、〝射手事件〟の戦せん闘とうで足首を銃じゆう弾だんで砕くだかれて以来という驚きよう異いの状況において、スッ転んだ相手の上にそのまま雪崩なだれ込むかのようにダウン。

　が──天性の反射速度によって互いの激げき突とつを回かい避ひすべく床ゆかに向かって伸ばしたはずの両手が、腹立たしいほどの中ちゆう途と半はん端ぱさで身を起こす相手の両りよう肩かたをつかむという必然を招来。

　結果、相手は激しく床に押さえつけられ、自分はほとんど相手を押し倒たおしたに等しい──と、他ほかに説明するすべとてない馬乗り状態で、真上から覗のぞき込むという有様となった。

「すっ、す、すすす、涼月ちゃん……？」ありとあらゆる不運が、結果的に限りなく幸運に近い状態で帰結する宿命なのかと邪じや推すいされてしかるべき吹雪の驚愕に満ちた顔＝すべらかな白い頰ほおが、みるみる真っ赤に染まる＝目が下へ→慌あわてて上へ→硬こう直ちよくする涼月と目が合って大急ぎで右へ→左へ→それでも涼月の体が視界に／逃にげ場とてなし／完全に観念──ぎゅっと目をつむって必死に言い募つのる。「ご……、ごごご、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい」

　涼月──地下のシャワーは断水状態ということは、当然、〈空港広場〉でぶっ倒れた通信官の一団がここを使ったのであり、おそらく暑さでダウンしていた少年だけ遅れて入浴──ということを理解する一方で、抑おさえがたい、怒いかりにも似た気持ちが湧くのを感じていた。

「……なに謝ってんだよ」冷ややかに尖とがった恐きよう喝かつ口調。「確かめずに入ったあたしの方が悪いんだ。目なんかつぶってんじゃねえ。見たってかまわねーよ」

　両肩を押さえられたまま、ふるふるかぶりを振る──僕はこの通り、何も見ません見えません見てませんと、うっかり重犯罪の現場に遭そう遇ぐうした哀れな一いつ般ぱん人といった無力さで訴うつたえる。

「どーせ何度も見てんじゃねーか」

「そんなこと……」

「いつだったか、あたしが手足ねーのを良いことに毛布剝はいだじゃねーか」

「それは……」抗こう弁べんしかける──あっさり投降。「……ごめんなさい」

「謝んじゃねえーよっ、つってんだ」

　収まりのつかない闇やみ雲くもさ／尖った冷たさ──どんどん自分を押しつけたくなる。

　怪かい物ぶつの声──〝この醜みにくい俺を見てみろ！〟

　相手の綺き麗れいな顔立ち──美しいと思えるもの／価値あると思えるもの、全すべて、何もかも、固く握りしめた拳こぶしで、ぶん殴なぐってぶん殴ってめちゃくちゃに壊こわしてしまいたい。

　けれども、それをやれるとも思えなくて──ただ言葉をぶつけることしか出来ないまま。

「聖水曜日だ」心を投げ出す──二人の間で弾はじける。「なんなら、今ここでするか？」

　ぎゅっと目を閉じている吹雪──なぜか急に和やわらいだような顔に。「……大人になったら」

　しゃらくさい答えを返される──ひどく、猛もう然ぜんと、かっとなった。「大人になんのは二十五になって、お前がペーターって呼ばれるときらしいぜ。そんだけ時間があるんなら、その前に試ためしたっていいさ。それとも、こんなボロ雑巾みたいな体だとは思わなかったか？　お前が何度も見たあたしの体が、実は、皮ひ膚ふ一枚下はこんなザマだって知って、驚おどろいたか──」

　右手に温かな感かん触しよく──吹雪の両手が包むように握にぎっている。

　伏ふし目がちのはずの薄サニ緑ー・のグリ目ーンが、気づけば、すぐ真下から、自分をじっと見つめていた。

　どきっとなるほど力強い眼まな差ざし──驚くばかりに毅き然ぜんと引き締しまった顔。

　こいつがこんな顔をするなんて──あまりのことに狼狽うろたえた途と端たん、何かが脳のう裏りをよぎった。

　いや。違ちがう。以前にもどこかで──ひどくおぼろな記き憶おく──〝聖水曜日〟。

「……本当に、覚えてないんだね」悲しむというより、その悲しさに耐たえることを、とっくに心に決めているというような、どこまでも真っ直すぐな瞳ひとみ──そして、あるいは、いつかどこかで聞いた、ひどく甘い響ひびきのする言葉。「涼月ちゃんは、とても、とても、とても、綺麗」

　その言葉に引き込まれそうになる──同時に、相手に自分の体を見つめられているということに怖おじ気けづいて、思わず身を起こして後ずさろうとした途端、しっかりと握られていた。

　右手──吹雪の両手があったかく包む／閉じることもできず／拳を握ることすらできず。

「はっ……放せッ……、馬ば鹿か……」声が尻しりすぼみになって消える──相手の瞳に吞のまれる。

「僕には、涼月ちゃんを銃じゆうやナイフや爆ばく弾だんから守ることは出来ないけど、でも涼月ちゃんの心は、絶対に守るから。必ず、守ってみせるから」

　ぽかんとなる──強く手を握りしめられると、それだけで何も言えなくなる。

　気づけば、ぺったり内うち股また座りで床ゆかに居すくまって、相手の体が、目の前に迫せまるようだった。

　そのまま肩かたでも胸でも押されれば、先ほどまでとは逆に、なすすべもなく相手に押し倒たおされるに違いないというようなことを、頭の中のおかしく醒さめた部分で考えた。

　唐とう突とつに手が離はなれる──急にいつもの調子に戻もどる吹雪＝百二十％自責の念といった詫わび声。

「あの、やっぱり……恥はずかしい思いをさせて……僕が悪いと思うから……ごめんなさい」

　謝らせて下さいごめんなさい、という二重のニュアンスを残し、小走りに脇わきを通過。

　転ぶぞ、と思って反射的に振ふり返る──果たして湯ゆ煙けむりの向こうで小こ柄がらな人ひと影かげが横ざまへ滑すべりかけるも、んんっ……と渾こん身しんの頑がん張ばりを披ひ露ろうして体勢を立て直し、シャワー室から退去。

　啞あ然ぜんと見送る──なぜか置き去りにされたような、奇き妙みように呆ほうけた心持ち。

　握られた右手──はっきり残る感触／あったかさ／力強さ。

「綺麗って……」どきどきどきどき胸が鳴っている──なんだなんだなんだ？　なんだあの野や郎ろう？　わけわかんねーぞ？　守る？　お前が？　あたしを？　何を言ってんだ？　何を──

　顔が真っ赤になっているのが自分でもわかる──酸欠になりそうなほど胸が早はや鐘がねを撞つく。

「なんか……止まんねーよ……」

　いきなり頭上で響き渡わたるサイレン──なんとキックオフのホイッスル音。

《〝運シユポ動ルトプ場ラツツ〟に待機中の実行隊員へ。指令１アイン・・ウント・４フイアー。指令１アイン・・ウント・４フイアー。国際空港にて状じよう況きよう発生。迅じん速そくに現場へ急行せよ。繰くり返す──》全館放送＝本部にいる副長の声。

　涼月──せっかく、闇雲な気分を叩たたきつけることができる事件が告知されたというのに、咄とつ嗟さに動くこともできず、しばらくの間、呆ぼう然ぜんとその場に座り込んだままでいた。




　　　　参さん




　ウィーン国際空港──東側の滑かつ走そう路ろ沿いの駐ちゆう機き場じよう。

　ゲート作業搬はん入にゆう口ぐちの格納庫ハンガーにて、ＭＰＢ指揮車／装そう甲こう車／〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルスのロゴ入り車両が集合。

　ハンガー内──がらんとした機体整備用の空間に、それぞれ別の制服を着た大人たちが、互たがいに群をなしていがみ合う様子を、夕霧は、陽炎と並んでキャンペーン衣い装しようの上に制服の上着を羽織っただけという出いで立ちのまま、じっと無表情に、誰だれよりも透とう明めいな目で見つめている。

　ベレー帽ぼうに緑の戦せん闘とう服＝〈特憲コブラ〉部隊長の大男。「空港施し設せつ内での事件は、内務大臣直ちよつ轄かつの部隊として派は遣けんされた我々に指揮権がある。ＭＰＢが出しゃばる幕はないと知っているはずだ」

　清潔そうな紺こん色いろの制服＝〈空保フルーク〉の課長の女。「空港内および各機体における一いつ般ぱん客きやくの待たい避ひ、敵の支し援えん者の割り出し、非常時の警備と広報任務の主な指揮権は、私たちに属します」

　ダークブラウンの制服＝隙すきなく着こなすミハエル中隊長。「だが隊員から殉じゆん職しよく者しやを出す権限があるとは思えんな。報告では、七名の実行犯の全員が最新の戦闘用ヘルメットで目・耳・呼吸器を保護し、自じ爆ばく用ベルトを装着。さらには二名が対物侵徹ライフルを所持──だ。そちらが得意とする音おん響きよう閃せん光こう弾だんもガス弾も役に立たん。ヘルメットが一いち撃げきでの脊せき髄ずい破は壊かいを防ぐため、自爆を阻そ止しできない。そちらの戦闘車両では装甲ごと運転手を撃うち抜ぬかれる。連中を粉ふん砕さいし、人ひと質じちも隊員も無傷でいられるだけの装備があるのは、我々ＭＰＢだけだ」

〈特憲コブラ〉の大男＝怒いかりの烈れつ気き。「先月からＭＰＢが重武装を整えていることは聞いていた。警察組織の一つに過ぎん貴様らが、都市内で戦争でも始める気か？」

　ミハエル＝不敵。「ジェット機を奪うばった連中は、とっくに始めている。知らんのか？」

　みんな汗あせみずく／暑苦しさに息苦しさ／武装犯たちに捕とらわれた人々が今まさに恐きよう怖ふのどん底にいるのに、誰が彼らを救うべきかを言い争う大人たちの見苦しさ。

　夕霧は静かに彼らを見つめ、ハミングとともに、彼らの心が自然と伝わるのを感じていた。

「〈特憲コブラ〉は当施設で、四機の軍用機体〝ケツンエタンウタロオスアー〟の使用が許されていますが？」

　事務口調の〈空保フルーク〉の女──本当は犯人の武器のすごさにびっくりしていて、ＭＰＢが来てくれてほっとしてるけど、〈特憲コブラ〉の人がものすごく怒おこってるのに戸と惑まどってる。

「あの歩く戦車を近づける気か？　敵の怒りと絶望感を煽あおって自爆されるだけだ」

　ミハエル──戦いに生きる人／銃じゆう火かの中で潑はつ剌らつとしていられる人／それ以外の場所で生きていける自分を見つけられない人──そのことが〝痛み〟となって胸の奥でうずいている人。

　それでもその〝痛み〟に耐たえて生きている──狩人ハンターというより、いつも追いかけられて生き延びてきた標トロ的フイーの大角つの鹿じかのように。一度でも〝痛み〟に負けて膝ひざをつけば、もうそれで生きることも諦あきらめられるのに──でもそうすることができなくて、それできっと、沢たく山さん、泣いた人。

「貴様らの装甲車で取り囲んでも同じことだ。どのみち容易には近づけんぞ、中隊長」

〈特憲コブラ〉の大男──部下の前だから頑がん張ばって抑おさえてるけど、本当は今すぐミハエルにつかみかかりたいほど怒ってる／何かを言いたがってる／わざと中隊長なんて呼んでるけど、本当はミハエルと親しいはず。だから怒ってる。ＭＰＢに怒ってる以上に、ミハエルに怒ってる。

「近づく方法ならある。敵は機体の燃料を要求してきているはずだ」

　ミハエルの断言──〈特憲コブラ〉の大男の怒りが膨ふくらむ。「まさか我々の通信を盗とう聴ちよう──」

「いいや。連中が奪ったのはエル・アル航空のボーイング７８９型機だ。奪われた場合、遠えん隔かく操作で燃料挿そう管かん口を発動機から切り離はなせる。コクピットには燃料切れとしか表示されん。連中が外に出て発動機を再整備しないところを見ると、その機能については知らんのだろう」

　常に相手の一手先を押さえるミハエル──その姿を、陽炎が淡たん々たんとガムを膨らませながら／弾はじかせながら／心の中では切々と思いを膨らませ、弾かせるすべもなく見ている。

　男に自分を見て欲しくて──口にできない色んな思いを伝えたいのに伝えられなくて。

　陽炎が心の底に抱いだく思い──本人も、きっと、はっきりそうだと意識していないこと。

　陽炎の大切なぬいぐるみ──体と心の多くを失う前の、普ふ通つうの女の子だった陽炎の心。

　陽炎は本当はいつだって、特甲トツコー児童になる以前まえの自分に、戻りたがってる。

　ぬいぐるみを抱きしめることで戻らない自分を抱きしめてる／ぬいぐるみを忘れることでそんな思いも忘れていた──でも思い出してしまった。だから本当は悲しくて──それでも思い出せたことが嬉うれしくて──優やさしくて哀かなしい心で、抱きしめ続けている。

　そんな風に、色んな人の色んな心が自然と見えてくる──ほんのちょっとした仕草や目つきや立ってる姿や声の感じとかから、どんどん伝わってくる。

　以前もよく見れば見えていた──でも今は、勝手に見えてきてしまう。

　あの人と会って、一いつ緒しよに歌って、あの人の暗くら闇やみを見て、そして別れてから。

　あるいは、あれを転送してから。

　レベル３──自分と世界の間を遮さえぎる全すべてを、消してしまうもの。

　自分そのものが透明な空気になって、どこにも存在しない虚きよ無むになってしまうもの──

　背後で複数のエンジン音──ＭＰＢ装そう甲こう車両が停車／がらっと勢いよくドアが開く音。

　乱暴な足音──雑っぽいけど実はとっても几き帳ちよう面めんで、人目を気にする恥はずかしがり屋。

　でもそんな自分が嫌いやだというような足音のリズム──僅わずかな乱れ／怒ることで嫌な気分を蹴け散ちらしたくて／ちょっと恥ずかしくて気き後おくれしていて、でも嬉しくもあるような感じ。

〝運シユポ動ルトプ場ラツツ〟で、良いことと悪いことが両方あったのかな──と推察。

　良いことは──多分、吹雪くんと会ったりしたのかも。

「お帰りなさーい♪」踊おどるように振ふり返った──さっぱりした制服姿の涼月がいた。振り返る前に、分かっていた。相手の気持ち──気分／その変化。

「遅おくれて悪いな」涼月──笑え顔がお／呆あきれ顔。「つーか、なにぼさっと突つっ立ってんだ？」

「今、協議中だ」陽炎──ふと気がつく。「顔が赤いぞ？　熱があるのか？」

「別に、なんでもねーよ」むすっとなる。「シャワーでのぼせただけだ」

「長湯は良くないな。医師センセイは異常なしと診しん断だんしたのだろう？」陽炎の淡々とした気き遣づかい──多分、頭の中で、疵きず痕あとを消そうとして体を洗い続ける涼月を想像してる。

「まーな。そのうち消えるってよ」そもそも気にしてない、というような涼月の態度──実際、体のことは、ずっと気持ちが穏おだやかになったみたい。ほんの僅かな時間なのに、涼月の心が力強さを取り戻していることに感心する夕霧──嬉しくなる／さすがだと思う。

　涼月は絶対に負けない。

　どんなに心が挫くじけそうになっても、暴力的なまでに振り返らず前進し続けようとする。

　それは素す晴ばらしい力だ。

　生きろと自分に命じ続けられる力──生きるべきであると疑いなく信じることができる力。

　愛されない苦しみを知っているからこそ、きっと誰だれよりも、誰かのことを愛せる人。

　誰かのため、ためらわず自分を犠ぎ牲せいにできる──盾たてになることを当然と思えてしまえる人。

　だから大隊長も副長も涼月を小隊長に選んだ──全ての隊員を生き抜ぬかせるために。

「おい、あれって……」

　眉まゆをひそめる涼月──ハンガー奥に整列した一団＝休めの姿勢の歩兵連隊小隊。

　平和維い持じ軍としても派は遣けんされる軍の精せい鋭えい部隊──治安組織の縄なわ張ばり争いを淡々と眺ながめる男。

　レベル３の調査でＭＰＢの本部ビルに現れた、夕霧の〝あの人〟を追っていた人物。

「ハンス・ヘルベルト大たい尉いだ」陽炎──声を低めて。「プラーター公園での戦せん闘とうで負傷したと聞いていたが、無事に復帰したらしい」

「まさか、やつが……」ちらっと夕霧を見る──気遣う。

　微び笑しよう＝ハミングしながら首をかしげる夕霧──気遣う必要はないことを態度で明示。

「それなら軍が指揮権を主張している」陽炎が〝あの人〟の出現を否定。「後方支し援えんで協力するだけだ。空港付近に常じよう駐ちゆうしている手前、治安に貢こう献けんするところを見せたいんだろう」

「縄張り守るのも楽じゃねーな」装甲車の陰かげで煙草たばこをくわえてジッポライターの蓋ふたを開く。

　むむっとなる夕霧──ただ一つ、涼月に関して気に入らないそれを、ぴしっと指さす。

「涼月ーっ！　煙草は三十五歳からですよーっ！」

　教育指導的な大だい喝かつ＝大人たちにも聞こえるように──ぎょっとなる涼月。「馬ば鹿か、しーっ」

　だが大人たちは誰もそれどころではなく、機械化された十四歳の女の子が煙けむりをふかそうとも冷れい淡たんな無関心さで関知せず／同じような冷淡さで肩かたをすくめる陽炎＝こちらは、どうせ止めても無む駄だだろうが、お前は今、底そこ抜ぬけに愚おろかな習慣から脱だつせずにいるぞ、と忠告する感じ。

「心配すんな。大人になったらやめるから」しゃらっと言い訳──着火＝すぱーっと一服。むむー、と不満顔で唸うなる夕霧をよそに、にやりと笑う。「で──状じよう況きようは？」

　陽炎＝解説屋の本分。「約二時間前、武装した七名が連れん携けいして離り陸りく直前のエル・アル航空のジャンボジェット機を襲しゆう撃げき。乗客乗員の百二十七名とともに籠ろう城じようするも現時点で死傷者なし。管かん制せい塔とう経由で発された声明によるとパレスチナ系の武ぶ闘とう派は組織に属する実行グループらしい」

「エル・アル航空？」くわえ煙草で瞠どう目もく。「あのイスラエルのか？」

「その国営会社の機体だ。最もテロの標的にされやすいことから、何重ものセキュリティ、耐たい爆ばく構造、自動追つい尾びミサイルを回かい避ひするレーダー機能、優ゆう秀しゆうな武装保安官の常駐など超ちよう高度な警備を誇ほこり、過去に事件どころか事故すら一度も起こしていない〝世界一安全な旅りよ客かく機き〟だ」

「戦闘機で襲おそわれたって大だい丈じよう夫ぶってやつだろ。そんなもん、どうやって乗っ取ったんだ？」

「報告では、白人男性が先せん陣じんを切り、空から襲撃したそうだ」

　ぽかんとなる。「パレスチナなのに白人？　どうなってんだ？　つーか、空？」

「市内観光ヘリを奪だつ取しゆし、ジェット機との空中衝しよう突とつの危険を冒おかして空港内に侵しん入にゆうした」

「すげー」感心──好戦的な笑み。「目的は？　そのジェット、核かくでも積んでんのか？」

「いや。それどころか政府要人すら搭とう乗じようしていない。あくまでエル・アル航空の〝安全〟という看板を狙ねらっての周しゆう到とうな襲撃だが、ミハエル中隊長は気になる点が幾いくつもあると言っていた。一つは敵の主な武器が、空港の貨物受取所のコンテナの中に用意されていたということだ」

「じゃ、空から来たときは丸まる腰ごしだったってのかよ」

「スタンガンに催さい涙るいガス──ネット通つう販はんで買える護身グッズだけだ。二つ目は、そのコンテナが、いつ受取所から外に出されたか不明だ。空港内に敵の協力者がいる可能性が高い。そして三つ目は、コンテナの中にあった武器は全て、プリンチップ社の刻印入りらしい」

「おいおい。手先のなんとかオヤジが逮たい捕ほされたってのに、まだ閉店してねーのか」

「エージェントのリヒャルト・トラクルだ。その男以外に、支援テロのルートは確かく認にんされていない。というより、今回も、その男の名が、公安の捜そう査さで浮うかび上がったそうだ」

「あー……」眉み間けんに皺しわ。「同じ名前を持ったやつが何人もいるってか？」

「その程度の偽ぎ装そうなら、公安はすぐに見み抜ぬく。また、武器が入ったコンテナの空輸記録がないらしい。あるはずのない荷物と、いるはずのない人間が、今回の事件を引き起こしている」

「敵は、幽霊ダミー企き業ぎようの幽霊だってか？　幽霊に銃じゆうは撃うてねーよ。撃つのも撃たせるのも撃たれるのも人間だ」涼月──吸い殻がらを踏ふみ消す／さらに一本くわえる／じとっとした目の夕霧に煙草の先をつままれる。「……わかったわかった、これで終わりにすっから」

　ふむー、とむつかしげな顔の夕霧に、煙草の先をむしられながら着火──ふいに〈特憲コブラ〉の隊員が通信機を手に報告。「再度、実行犯が燃料を要求。その際に組織名を口にしました。パレスチナ解放同盟に属する武装組織〈赤いハヤブサ〉──データにヒットせず」

　大男の部隊長。「聞いたこともない。新興勢力かダミーかわからん。諸外国の情報機関にも照会させろ。──ＢＶＴの本部対策班から、指揮権についての返答は？」

「は……。連係して事件解決にあたるようにと」

　不快そうに大男がうなずく。「他ほかに報告は？」

「交こう渉しよう人を通しての食料提供の申し出は拒きよ否ひされました。また、機体に撃ち込んだ盗とう聴ちよう装置によって、敵が機内で祈いのりを上げていることを確認」

　ミハエル──大男に迫せまる。「やる気だ。猶ゆう予よはない」

　大男が迫せり返す。「まだ交渉段階だ」

「捜査報告では、連中は潜せん伏ぷく先で夜を徹てつして祈りを唱えていた。上部組織からそうするよう命じられたんだろう。食料拒否も、連中の判断ではなく、上から与あたえられた指示に違ちがいない」

「だからなんだと言うのだ、貴様──」

「テロ屋の親玉連中が使う手だ。睡眠不足と空腹によって兵士の理性を奪う。さっぱりした頭で、自分の腹に巻いた爆ばく弾だんのスイッチを押せるやつは少ないからだ」

「馬ば鹿かを言うな。わざわざ自爆するためだけに、難なん攻こう不ふ落らくの機体を奪取したと言うのか？」

「連中のために武器を用意した別の集団が、空港内に潜伏している可能性がある。むしろそちらが本隊で、連中は陽動代わりの花火に過ぎんかもしれん」

「ではなぜ燃料を要求する。声明には、金銭の提供に加えて、明らかに政治的な意図がふくまれている。やつらはこの事件を長引かせてメディアに取り上げられることを──」

「〝空飛ぶイスラエルの砦とりで〟を奪った時点で、連中はヒーロー気分だ。飛ぶ気などない。燃料が欲しいのは、派手に吹ふき飛びたいからだ。連中の戦いは最初から終わってる。あそこが連中にとってのスターリングラードであり硫イ黄オー島ジマだ。作戦開始後、三百秒で指揮権を渡わたす。事件はくれてやる。獲物をよこせ。連中を制圧した後、お前たちの制服を乗客に見せてやれ──」

「ミハエル！」大男が胸むなぐらをつかむ。「この制服は、本来なら貴様が着ているものだぞ！」

〈空保フルーク〉の女がぎょっとなる──隊員たちが息を吞のむ／身構える／双そう方ほうの隊員が動こうとするのを、ミハエルが手て振ぶりで制する。

　陽炎──瞠目／思わず驚おどろきが声に出る。「え……？」

「お前の方が似合う、フランク。皮肉とは思わんでくれ」

「ここに貴様がいること自体が皮肉だ。いつからそんなにテロリストに詳くわしくなった？　ライフルを担いで世界中を旅行している間にか？　それとも貴様が連中に教えてやったのか？」

　陽炎──さっと顔が青ざめる／ミハエルを侮ぶ辱じよくされた怒いかりに満ちる。

　反射的に彼らの方へ歩み寄りそうになり、その腕うでをさっと夕霧につかまれた。

「大だい丈じよう夫ぶ」夕霧──透とう明めいな眼まな差ざし。「ミハエルさんは、傷ついてないから」

　陽炎が意表を突つかれた顔になる──涼月＝ぽかん。「夕霧……？」

　大男の怒ど声せい。「敵の中にいる白人男性は貴様の友人か？　斥せつ候こう狙そ撃げき部隊の残り三人は今どうしている？　貴様だけ名めい誉よ除隊だと？　ふざけるな！　本来、お前が俺たちを指揮して──」

〈特憲コブラ〉の隊員。「敵が給油を要求！　乗客を殺すと脅おどしてきています！」

「フランク」ミハエル──静かに言い聞かせる。「現時刻よりＭＰＢは作戦を開始する」

　大男が睨にらむ──鋭するどく。「……乗客に死者を出してみろ。俺が貴様を撃ち殺してやる」

　ミハエルの顔に自信に満ちた渋しぶい笑えみが浮かぶ──きびすを返す／自分の部下たちに手振りで指示／みな訓練された足取りで素す早ばやく散開／それぞれの持ち場へ。

　そのまま涼月たちへ歩み寄る──陽炎＝おずおずと。「中隊長──」

「副長からお前たちの指揮権を預かった。二分以内にお前たちを持ち場につける」

　ミハエル──任務に身を投じるときの、ちょっとではなく陽炎を傷つける、冷厳な態度。

「号令から二十秒だ。それで連中を完全に無力化できなければ負けだ。いいな」

　涼月──ふてぶてしく吸い殻がらを踏ふみつけ隠いん蔽ぺい。「うぃーす」

　夕霧──元気よく挙手。「はーい♪」

　陽炎──返事も待たずに立ち去るミハエルの背をただ見つめる──〝期待されたことを期待された通りにやってのける人間だけが、ここにいる資格がある〟と告げる、男の背。




　東側整備場の屋根の上──焼けつく暑さ。

　ライフルを構えた陽炎──完かん璧ぺきな立て膝ひざ姿勢／他の狙そ撃げき手たちとともに目標を捕ほ捉そく。

　二百メートル先に機体──高速誘ゆう導どう路ろを斜ななめに横断／どこへも飛んでゆけないまま。

　尾び翼よくに六ろく芒ぼう星せいのしるし──ユダヤの紋もん章しよう／イスラエルの国章。

　全すべての窓にブラインド──滑かつ走そう路ろ上に放置された二機の市内観光用ヘリ／空のコンテナ。

　ガムを嚙かむ／弾はじかせる──鼓こ動どうの静せい穏おんを保ち、物思いを胸の底にただ沈しずませて。

　ミハエルと大男の会話──驚き＝〈特憲コブラ〉側の人間だったかもしれないミハエル。

　いつか聞いた遠い言葉──〝いったん葬ほうむった願いを、俺のような男が思い出すってことは、つまり別の人生があったんじゃないかって思い始めるってことでな〟

　悲しいくらい遠すぎる──相手の過去に踏み込めない／新しい何かも与あたえられないでいる。

　子供の自分／今の自分──ただライフルの怖こわさを克こく服ふくしたくて／自分がライフルになった。

　ふいに給油車両が登場──機体そばに停車／作業着姿のＭＰＢ隊員＝非武装。

　機体の貨物用扉とびらが開く──敵が一名現れる／自動小しよう銃じゆう／黒いフルフェイスのヘルメット。

　敵が許可＝給油を開始──実は空っぽの燃料タンク＝協議の間に中隊員がせっせと洗せん浄じよう。

　涼月＋夕霧＋突とつ撃げき隊員──空のタンクの中に潜ひそむ／合図を待つ。

　ミハエル中隊長の号令──愛いとしい男の声。

《黒シユヴ犬アルツ、紅犬ロツター、白犬ヴアイス──〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス、全アル・頭シユ出トウ撃ルム!!》




「転送を開かい封ふう」涼月──エメラルドの輝かがやき／瞬しゆん時じに機き甲こう化か＝一秒余。

　漆しつ黒こくの特甲トツコー＝超ちよう振しん動どう型雷らい撃げき器と化した右拳こぶしでタンクの壁かべを粉ふん砕さい──外へ飛び出す。

　夕霧──白銀の特甲＝両りよう腕うでの液フリ状ユス化イヒ金・メ属タルと硬こう化か装置を起動／両手の指からフルパワーで放射される幅はば二ミクロンのワイヤー×５×２が、タンク後部をバラバラに切断──宙へ。

　陽炎──真紅しんくの特甲＝右手と一体化した超伝導レール式ライフル／その精確無比な狙撃フオローによって、貨物室の陰かげに隠かくれた敵一名が、特大のケースレス弾だんの直ちよく撃げきを食くらって首から上が粉々に。

　タンクに空いた二つの穴から隊員が突撃──外にいた敵一名をなぎ倒たおして貨物扉から突進。

　涼月──頑がん丈じような爆ばく圧あつ構造を誇ほこるジェット機の壁を、難なく粉砕＝炊事室ギヤレーへ侵しん入にゆう。

　脳のう裏りにデータ──機械の手足を、脳と電子的に接続する、脳内チップの副産物。

　視聴覚野に投とう影えいされる情報──意識しただけで交かわせる無線通信いぬぶえ。

　本来の人体にはない新機能──高度な情報共有と戦術的連れん携けいを実現する〝接続能力〟。

　脳裏をよぎる醜みにくい体の疵きず痕あと──締しめ出す／戦せん闘とうに没ぼつ頭とう。

　これが、あたしだ。痛みを感じない手足を好きなだけ振ふり回せる、この姿が、あたしだ。

　苛か烈れつな戦意をみなぎらせて敵に接近＝仰ぎよう天てんする相手に一発として撃うたせず、ヘルメット越ごしに文字通りの鉄てつ拳けんを見み舞まって木こっ端ぱ微み塵じんに──血の霧きり／赤く染まる機内食。

　夕霧──機体の主しゆ翼よくに着地／機体胴どう部ぶの隔かく壁へきを切断──二階デッキに侵入。

　座席で頭を抱かかえさせられたまま悲鳴を上げる乗客たちには傷一つつけずにワイヤーを操作／右手の人差し指が放ったワイヤーが、通路にいた敵一名を、脳天から股こ間かんまで乾から竹たけ割わりに両断。

　真っ二つになった肉体が鮮せん血けつを客の頭上に降り注がせる遥はるか前に、身を翻ひるがえしてビジネスクラスの客室デッキを疾しつ走そう／ファーストクラスの客室デッキからコクピットへ通じる狭せまい通路へ。

　疾しつ風ぷう迅じん雷らい──鬼き気き迫せまる速度で、コクピット入り口でフライトアテンダントに銃じゆうを向けかけていた敵一名の武器・両腕を切断──既すでに目標をとらえていた陽炎が、息をのんで狙撃を中止。

　真横にワイヤーが通過していた相手の首が、ぽろっと真後ろへ落下──宙でヘルメットが頭部から外れる／歯と歯の間にある点火スイッチ／自じ爆ばく阻そ止し／そのときには、夕霧はその場から消え失うせ、残り二名のいる一階デッキに向かって、さらに速度を増して疾走している。

　狙そ撃げき体勢にある陽炎が啞あ然ぜんとなるほどの、死の旋せん風ぷうと化す夕霧──だがその心は、繰くり返し、こんなんじゃ間に合わない、あの人には届かない、という思いに駆かられ続けている。

　もっと速く──もっと確かに──もっと鋭するどくなければ。

　あの人の鎧よろいは壊こわせない──あの人の武器は防げない──あの人を地上に引き留められない。

　その透とう明めいな眼まな差ざしが、一階デッキの前部キャビンで、激しく言い争う敵二名を、とらえた。

　見た途と端たん、何かが心を襲おそった──よく見ようとしなくても自然と伝わってきてしまうもの。

　一名──ヘルメットに隠れた顔／掲かかげた自動小銃／小こ柄がらで手足も細い、多分、未成年の誰だれか。

　一名──脱ぬぎ捨てたヘルメット／放ほうり出した武器／体から外した爆薬ベルト／金きん髪ぱつ／白い肌／青い目／くぼんだ頰ほおに淡あわいヒゲ／鋭く尖とがった精せい悍かんな顔つき。

　白人の男が、アラビア語らしい言葉で早口に喋しやべっている──若い方を、止めようとしている。

　若い方──ヘルメットの奥から、火を吐はくような泣き声／怒いかりの声／憤ふん激げきする青年の声。

　夕霧にその声が伝わる──彼は親を呼んでいる／父親を呼んでいる／すぐそこにいるはずの相手──たった今、コクピット入り口で、夕霧が顔すら見ずに切って捨てた、誰か。

　棒立ちになる夕霧──白人がはっと振り返る＝英語＋ドイツ語。「殺ドンすト・なキル！　殺ニヒトす・テなーテン！」

　自分ではない──若い方を殺すなと言っている。

　絶ぜつ叫きよう──若い方が、白人の背中を銃じゆう尾びで殴なぐりつけた／さっと夕霧に向かって銃を構えた。

　恨うらみに満ちた、夕霧には意味のわからない言葉──まるで銃口から放たれるよう。

　夕霧は動かない──透明な眼差しで、自分に何が伝わってきているのか探さぐろうとして。

《夕霧ーっ!!》涼月──下階から天てん井じよう＝床ゆかをぶち破って通路へ躍おどり出た。

《夕霧！》陽炎──乗客・隊員・危険な爆発物を避さけた、精確無比な軌き道どうにおいて、完かん璧ぺきなタイミングで放たれた弾だん丸がんの一いち撃げきが、若い方の銃を握にぎる右みぎ腕うでを、肩かたからもぎとった。

　血しぶき──夕霧の髪かみ・顔・胸に飛び散った／まばたきもせず見つめ続けた。

　白人の男──長く尾おを引く絶叫／制止の声。「ノー!!」

　腕を失った衝しよう撃げきで宙に投げ出される若い青年の頭部に向かって、涼月が右拳を振り抜ぬいた。

　ばん、と爆はぜるような音。

　青年の頭部が粉々に砕くだけた──体がキャビン奥に転がり、辺りに血をまき散らした。

　白人の男が力なく膝ひざをつく──飛び散った血が糸を引くように垂れ落ちてゆく／突とつ撃げき隊員たちが飛び込んでくる／乗客たちが悲鳴を上げて立ち上がり、血みどろの現場から逃にげ出す。

「夕霧……？」涼月──棒立ちの夕霧に手を伸のばしたところへ、いきなりの怒ど鳴なり声。

「なぜ殺させた！」白人男性──ドイツ語＝なんと突撃隊員に向かってつかみかかるように、きわめつきの言葉を吐いた。「この国では、子供に子供を殺せと教えるのか！」

　透明な目で男を見つめる夕霧──さっと顔色が変わる涼月。「なんだと、この野や郎ろう……」

　隊員に拘こう束そくされてなお叫さけぶ白人男性。「彼を殺す必要はなかった！　子供にやらせるなど！」

「てめえっ！」涼月──隊員を押しのけ白人男性に近寄る。「あたしに直接言えっ、この野郎！　殺したのはあたしだ！　てめえの間ま抜ぬけな手下が、仲間に銃を向けやがったからだ！」

《黒シユヴ犬アルツ》ミハエル──ずしりと響ひびく制止の声。《そいつと友人になるのは撤てつ収しゆう後ごだ》

《……了解ヤー》渋しぶ々しぶと承知──連行される白人男性＝ちらっと涼月を見ただけで、こちらも口を閉とざし、憤ふん懣まんを態度であらわしながら、後ろ手に手て錠じようで拘束された姿で去ってゆく。

「くそったれテロ野郎」ファックサイン──仲間を振ふり返る。「大だい丈じよう夫ぶか、夕霧……」

　夕霧はしゃがみ込んで、もぎ取られた青年の手から、血に染まった小銃を取り上げている。

　多分、これが、そう──伝わってきたのに／意味がわからず見過ごしてしまったもの。

「きっと、あの子がつけてた爆弾も、同じ。必要なかったの」

「あん？」涼月──トイレでタオルを取る／夕霧の返り血を拭ふいてやろうとする。

　不慣れな手つきで小銃をいじる夕霧──やっと弾倉が外れる／床に落ちる／拾う。

　見せる──一発も弾丸が入っていない、空っぽの弾倉。

　涼月の手からタオルが落ちて、血だまりで真っ赤に染まった。

　ふいに、ざあっと、何かを叩たたきつけるような音が、機外から迫せまってきた。

　立ちつくす涼月──夕霧が、窓のブラインドを上げて、外を見た。

　雨が降っていた。







　　　　肆し




　干ばつになると思われたほどのカンカン照りが噓うそのような突然の豪ごう雨う──ハイジャック事件のせいで混乱する運行状じよう況きようが、激しい雨による視界不良と整備の遅おくれで、さらに停てい滞たい。

　空港内のモニターが事件の鎮ちん静せいを繰くり返し告知──そんなの信じられないと渡と航こうをキャンセルする者／そんなの知るか早く飛べと遅れを訴うつたえる者が、全カウンターで大おお騒さわぎ。

　運行の混乱で団子状態になった客の群が、タクシー／シャトルバス／地下鉄乗り場で大混雑──煽あおりを食くらって一いつ般ぱん客きやくでごった返す二階＝ターミナル１のショッピングアーケード。

　その駐ちゆう車しや場出入り口にて、手持ちぶさたのＭＰＢ隊員がぞろぞろ集合。

　ＭＰＢの迅じん速そくな出動に〈特憲コブラ〉が大いに異議申し立て──本部の指示で、ＭＰＢの全車両が整備場からゲート前の駐車区画へ移動させられ、雨宿りをしながらぼんやり警けい戒かい待機。

「白人野郎。肌はだの白いやつが、パレスチナの連中に交じってんじゃねえってんだ」

　涼月──堂々と喫きつ煙えん／自分も半分白人なのに、ぶつぶつ差別的な悪口をつぶやく。

「尋じん問もん中の捜そう査さ官かんは、外国の潜せん入にゆう捜査官ではないかと上層部へ報告しているな」

　陽炎──制服姿＝今まさに空港内留置所で尋問中の男の情報を、脳内チップを通して閲えつ覧らん。

　涼月──苦々しい顔。「ふざけんな。だったら、てめえの国でドンパチしやがれ」

　夕霧──血の染しみがついた衣い装しようから制服に着き替がえて、ざあざあ降りの雨空を見上げる。

　先ほどの戦せん闘とうで〝制圧〟した者たち──顔も見ずに殺傷した人々。

　死んだ青年──白人男性は、なぜ助けようとしたのだろう？

　ぽつんと呟つぶやきがこぼれる。「きっと、あの子だけが、知ってたの。電話番号とか、大事な人の名前とか、場所とか。だから死なせないようにしてたの」

「うん？」涼月──眉まゆをひそめる。

「ふむ」陽炎──合が点てん。「白人男性がかばった人物が、複数のグループをつなぐ連絡役だった、とすれば、死なせないようにした理由になる。また、空港内に別のグループが潜ひそんでいるかもしれない、ということの示し唆さにもなるな」

「知るか」涼月──さらに不ふ機き嫌げんに／青年を殺傷した方の拳こぶしを握にぎりしめて。「だったら、あたしたちが来る前に、縛しばりつけとけってんだ」

「同感だが、きわめつきに難しい仕事だな」いきなり背後から現れるミハエル──ひょいと涼月がくわえた煙草たばこを取る／自分の口につけて一服＝わざとらしく顔をしかめ、かぶりを振って涼月に返す。「実に体に悪いしろものだな。俺の丈じよう夫ぶな心肺も一発だ。やめた方がいい」

　中隊長の教育的指導──むすっとなる涼月の横で、間接キスへの嫉しつ妬とにわななく陽炎。

「大人になったらやめます」どこかで口にした言い訳を繰り返す──再度くわえようとする／すぱっと陽炎の手刀に叩き落とされる／呆あきれ顔で振り返る。「なにすんだよ」

「さすがの私でも許せることと許せないことがある」きわめて真面目まじめに忠告。

「あー……」思案──なんとなく察する。「わかった、わかった」落ちた方を灰皿に放ほうり込んで新しいのをくわえた途と端たん、夕霧につままれる。「あー、も、てめーら……」

「よし。注目だ」ミハエル──隊員たちが一いつ斉せいに振り返る。「素す敵てきな雨で頭がすっきりしたか？　各員、〈空保フルーク〉と連れん係けいし、空港内にいる敵の協力者を見つけ出せ。全情報を指揮車両に集めて本部へ送る。中隊幹部が例の白人男性の尋問に加わる。遊ゆう撃げき小隊の小隊長も参加しろ」

「あたしが？」涼月──意外な役どころに驚おどろく。

「睨にらみをきかせるのは得意だろう？　事件は〈特憲コブラ〉のものだが、獲物は俺たちのものだ。踊テンりツエ子リンは、〈空保フルーク〉と一いつ緒しよに怪あやしいやつを探し、ついでに自じ慢まんの歌を聴きかせてやるといい」

「はーい♪」元気よく挙手。

　陽炎──自分だけ呼んでくれない、と落ち込みかけたところへ至福が到とう来らい。

「スシナヤルイフシパユツーツエは、俺と来い。ボーイング７８９型機の検証だ。ライフル使いの目が要いる」

　現金な喜びの陶とう酔すい／表に出ないよう抑よく制せい──敬礼。「了解ヤー」

「知っての通り、ここは他人の縄なわ張ばりだ。しかし遠えん慮りよはいらん。ここを管理するお偉えら方がたは、俺たちがどれだけ働けるか興味津しん々しんだ。どんな手がかりも見み逃のがすな。ただちにかかれ」

　中隊長の号令──隊員が散開／涼月と夕霧が、陽炎の背をぽんぽんと叩たたいて去る。

　ミハエル──何も言わずに雨の中を突つっ切って整備場へ／陽炎が慌あわてて後を追う。

「敵残党が空港内に潜せん伏ぷく中とお考えですか？」賢さかしげに質問──期待して欲しくて。

「可能性大だ。機体を襲しゆう撃げきした連中が武器を手に入れたコンテナだが、同型のものを運うん搬ぱん作業員たちが幾つも目にしているそうだ」

　予想を超こえる返答──ガムを膨ふくらませ損そこなう。「それほど大量の重火器が敵の手に渡わたった？」

「〈空保フルーク〉がコンテナを捜さがしているが、ハイジャック騒さわぎの間に消えたそうだ。受け取り記録すらないにもかかわらず、通常の運搬作業に組み込まれていたしろものでな。てことは、これまでも、中身が人殺しの道具だとは誰だれも思わず、都市に運ばれていた可能性が高い」

「……空港内に、武器密輸ルートが設定されている？」

「もしそうなら、ルートの露ろ呈ていを覚かく悟ごして事件を起こしたことになる。ハイジャックだけで終わるとは思えん」セキュリティカードで扉とびらを開いて地下通路に──レディファースト。

　素早く従う──雨あめ露つゆを髪かみから払はらう。「ハイジャックが陽動だとして目的はなんでしょう？」

「そいつを確かめ、敵の行動を未然に防ぐことが、俺たちの仕事だ」

「ついでにＭＰＢの権限拡大のための既き成せい事実作りにもなる？」

　急に険しい顔に。「余計なことに頭を回すな。大人の世界のことは大人に任せておけ」

　傷つくというより、反射的に頭に来た──この男から子供扱いされたことで、自分でも意外に思うほど、きっとなった。「私自身と私の小隊に関かかわることです。さんざん大人と一緒に働かせておきながら、今さら子供だから黙だまっていろと言うんですか？」

　ミハエルが振ふり返る──どこか困ったような笑えみ。「言い方が悪かった。くだらん政治ごとで足を引っ張られるばかりか、大切なスナイパーの目を曇くもらされてはたまらんということだ」

　大切だって──たちまち怒いかりをとろかす喜びで胸むね一いつ杯ぱいになる。

「俺たちは俺たちの仕事を確実にこなす。どれほど馬ば鹿かげた政治ごとに巻き込まれようと、お前とお前の小隊は、俺が守る。それだけだ。いいな」

　録音したくなるほどの輝かがやかしい言葉の数々──こらえきれず微び笑しようが浮うかぶ。「──はい」

　ふいにコール音──歩調をゆるめず携けい帯たい電話を取り出す。「カリウスです。はい、副長……」

　次の瞬しゆん間かん、ぴたりと立ち止まっていた。

　たたらを踏ふむ陽炎──振り返って啞あ然ぜんとなる。

「軍がスクランブル警報を発令？」

　ミハエル──その、度ど肝ぎもを抜ぬかれたような驚きよう愕がくの表情を、陽炎は、初めて見た。




「名はパトリック・イングラム、三十九歳。本人に関して口にしたのは、今のところそれだけだ」派は遣けんされたＢＶＴ特別捜そう査さ官かんが尋じん問もんの成果を披ひ露ろう。「自分が参加していたのは〈赤いハヤブサ〉の〝尾お羽ばね〟……つまり分隊だと主張。〝翼つばさ〟たる主力部隊との連れん絡らく員いんは、先ほどの鎮ちん圧あつの際に死亡。よって、敵の主力部隊の現在の行動は不明とのことだ」

　面々──ただでさえ狭せまい部屋を、救いようもなく狭くむさ苦しくしている大人たち。

〈特憲コブラ〉／〈空保フルーク〉／録音技師／ＭＰＢの中隊幹部数名に遊撃小隊長／さらに歩兵連隊の大たい尉いまで集合──涼月＝ときおりこちらを見るヘルベルト大尉を無視／マジックミラーの向こうで拘こう束そく用の椅い子すにつながれ、別の捜査官の尋問に答えている白人男性を、じっと睨み続ける。

「潜せん入にゆう捜査官の可能性について、各国大使館から返答は？」ＭＰＢの人間が口を挟はさむ。

「こちらで照会中だ」〈特憲コブラ〉──口出しするなと言わんばかり。

「可能性は濃のう厚こうだが、返答はまだない」ＢＶＴ捜査官──俺がボスなんだから仲良くしろお前ら、という感じ。「尋問はこちらで行う。確かく認にんすべき情報があれば私に言え」

　涼月──率そつ先せんして挙手。「あいつが、連絡役のガキが持ってた銃じゆうから弾丸たまを抜いた？」

「本人はそう言っている。その人員だけが、主力部隊との連絡方法と指揮官の名前を知らされていた。あの男は主力部隊と接せつ触しよくするため、あえて捨て駒ごまの部隊に参加したフシがある」

「ＭＰＢは殺しすぎる」〈特憲コブラ〉の誰かの呟つぶやき──別の誰かが迎げい合ごう。「突とつ撃げき好きの殺し屋が、情報源まで血の海に沈しずめちまう」

　涼月──完全に無視して白人男性に目を向け続ける。

「〈特憲コブラ〉は殺させすぎる」ＭＰＢの中隊副長──相手の顔も見ず。「突入をためらい、犯人に優しく、人ひと質じちに厳しい」

〈特憲コブラ〉の面々の目が据すわる──やめろ、子供かお前ら、という感じで睨にらむＢＶＴ捜査官。

　別のＭＰＢの人員が質問。「〈赤いハヤブサ〉について、パレスチナ側の応答は？」

「関かん与よを否定。あくまで無政府主義的なテロ集団だとしている──」

　ふいに黙るＢＶＴ捜査官──耳のイヤホンを手で押さえる／ブリーフィング中であるにもかかわらず、録音技師に音声を出すよう、手て振ぶりで指示。

　別室の声が、こちらの部屋に響ひびく。《──もう一度、その組織名を言え》

　全員がマジックミラーを振り返った。

　白人男性──当然のようにマジックミラー越ごしに視線を送っている。

　真っ直すぐその視線を受け止める涼月──そして、低く掠かすれて聞こえる、男の声。

《……〈キャラバン〉だ。やつらが〝翼〟を指揮している》

　室内に衝しよう撃げき──息を吞のむ大人たち。

「〝アンタレス事件〟に関与した集団か!?」〈特憲コブラ〉──みなぎる敵意。

「そんな連中がなんでこの空港に……？」〈空保フルーク〉──揃そろって戦せん慄りつ。

　事件時に特とく捜そう班はんとして戦い抜いたＭＰＢ隊員たち──戦意の固まり。

〝第二のクーデター事件〟に苦く汁じゆうをなめる軍人たち──じっと無言。

　涼月──ただ白人男性を睨み続ける／大人たちのざわめきを完全無視。

　ＢＶＴ捜査官──また手振りで音声を遮さえぎるよう指示／冷静になれ、というように面々を見み渡わたす。「〝翼〟なる部隊が行動中かどうかも不明だ。また、〈キャラバン〉なる集団が戦術指導を行っているとしても、現在、空港内に集結している部隊規模からして恐おそれる必要はない」

「一いつ般ぱん客きやくの避ひ難なんを急がせた方がいい」ＭＰＢ──この上なく冷静に。「我々は、既すでに敵主力部隊は空港内で武装を整え、決行段階にあるとみている」

　制式拳けん銃じゆうしか装備を持たない〈空保フルーク〉──みな蒼そう白はくの顔。

「銃器を持つ者がいれば警備カメラが自動的にとらえている」〈特憲コブラ〉──冷ややか。

　ＭＰＢ＝完全に黙もく殺さつ。「この件を隊長に報告する。後手に回れば取り返しがつかない」

　殺気立つ〈特憲コブラ〉──ＢＶＴ捜査官が、はいはい、と大げさな身み振ぶりで両者を制止。「では私から両部隊の指揮官に現状を報告しよう。すぐに両者をここへ呼び──」

　ふいにコール音──ヘルベルト大尉＝軍人らしい無感情さで携けい帯たい電話を取り出す。「私だ」

　続けようとするＢＶＴ捜査官。「では〈特憲コブラ〉とＭＰＢは、両指揮官をここへ──」

「なぜもっと早く報告しなかった!?」ヘルベルト大尉の切せつ迫ぱくした声──みながぎょっとなる／また話の腰こしを折られるＢＶＴ捜査官＝諦あきらめたように軍人が通話を終えるのを待つ。

「……わかった。現場にいる部隊で対応せざるを得ない。増ぞう援えんが必要な事態になるか想像もつかん。いつでも要よう請せい可能な態勢を保持しろ」ヘルベルト大尉──信じがたいものがポケットに入っていたというように、通話を切った携帯電話を見つめる。

「何か想像のつかない事態が？」ＢＶＴ捜査官──やれやれ、という感じで腕うで組ぐみ。

「緊きん急きゆう事態だ。先ほど内務省との協議において、軍上層部はスクランブル警報の発令を許可し、当地区に駐ちゆう屯とんする全部隊に、警けい戒かい態勢を命じた」

　衝撃的ニュース──大人たちが弾はじかれたように立ち上がった。

　ヘルベルト大尉──その重く響く声を、涼月は、白人男性の視線を真っ向からとらえ、その場にいる大人たち全すべてに背を向けたまま、聞いていた。

「識別不明の戦闘機を、軍のレーダーがとらえた。間もなく、オーストリア領空を侵しん犯ぱんし、この空港に到達するものと思われる」




　地下通路を突つっ走るミハエル──整備員たちが仰ぎよう天てんして道を空ける。

　何だかわからず後を追う陽炎──ミハエルとともに階段を蹴けって地上へ。

　雨が降りしきっている整備場──彼方かなたの雨雲をじっと見み据すえるミハエル＝油断のない兵士の目。

「何が──」やっと質問しかけたところで、爆ばく弾だんのような言葉を放ほうられた。

「領空識別圏けん内ないに正体不明の戦闘機が侵入、この国際空港目指して北上中だ」

　言葉を失いかける──咄とつ嗟さに絞しぼり出す。「……戦闘機？」

「近きん隣りん諸国の防空網もうにも今の今まで反応がなかったせいで軍も対応が遅おくれた。内務省は治安機構による対応を主張したが、首相官かん房ぼうの判断で、文シビリ民アンコ統ントロ制ールのもと、軍の緊急事態警報の発令を承認。つまり今、この近辺にいる軍人が、全ての武器の安全装置を外している最中だ」

「それは……」何を訊きいたらいいのかわからない──どうにか事態を嚙かみ砕くだいて飲み込み、やっと肝かん心じんなことを口にした。「……それは、どこの国の戦闘機ですか？」

「不明だ。通信に応答しない。国際周波数の通信を拒こばんでいるか、通信のシンクロに問題があるか、通信の意志がないかだ。いずれにせよ、そいつは、アメリカのごり押しで東とう欧おう一帯に敷ふ設せつされた防空ミサイル網の全レーダーをかいくぐり、この土ど砂しや降りの雨の中、やすやすと一国の首都にまで迫せまるほどの、超ちよう高度なステルス機能と高速低空航行力を持った、化け物だ」




　空港内を移動するための警備員用の自転車に乗って軽快に移動する夕霧──浮うき浮き笑え顔がお・ハミング・曲乗り──ツアーの団体客から拍はく手しゆ／家族連れと一いつ緒しよに記念写真／荷台に乗っけて搭とう乗じよう口ぐちまで連れていってあげた老婦人にチップとチョコレートをプレゼントされる。

　一般客と触ふれあいながらの警けい邏ら──一階スーパーマーケット／二階ターミナル／三階レストラン──怪あやしい人・物・空気は察知されず。

　二階セキュリティ・ゾーンを通過／各方面の整備区画へ通じる迷めい路ろのような地下通路を気ままに走破──地上へ出る＝西側滑かつ走そう路ろ／サービス車用道路脇わき。

　しっとりとした雨の匂におい──コンクリートの屋根の縁ふちから音楽的なリズムで落ちる雨う滴てき。

　そしてその透とう明めいな灰色に包まれた広大な滑走路に──夕霧は突とつ然ぜんまた、あの人影を見ていた。

　灰色の大きな軍のジャケット／薄うす汚よごれた灰色のズボンに軍用ブーツ──

　長い金きん髪ぱつが濡ぬれて顔にかかっている──滑走路の真ん中で、じっと空を見ている。

〈空港広場〉で見た、誰か──その顔が、ふと、視線を察したようにこちらを向いた。

　かすかに笑った気がした。親しげに──以前に会ったことがあるというように。

　そしてそのまま、雨に溶とけるように──跡あと形かたもなく、すうっとその姿が消えていた。

　夕霧が目をみはる──幽ゆう霊れいに出くわしたような驚おどろき／自分でもよくわからない胸の疼うずき。

　思わず、消えた少女を追って、雨の中を自転車でこぎ出そうとした、そのとき。

　サイレン──世界中に響ひびき渡わたるかのような、けたたましい音に、はっと足を止めていた。

　整備トラックがサービスエリアで慌あわててＵターン──牽けん引いんトラックが一いつ斉せいに駐機中の機体の移動を開始──燃料トラックが／給水トラックが／昇しよう降こう機きつきトラックが／貨物トレーラーが、まるで大急ぎで逃にげようとするように、ターミナルの方へ戻もどってゆく。

　夕霧が、さっと空を見上げた。先ほど、幽霊の少女が見上げていたのと寸すん分ぶん違たがわぬ方角。

　そして、降りしきる雨の向こうから、何かがやって来ようとしているのが伝わって来た。




　多くの常識を覆くつがえし、雨空を貫つらぬいて飛ぶ耐たい熱ねつ軽合金製の翼つばさ──レーダー反射面積を極ごく小しようにまで狭せばめ、電波吸収素材でコーティングされた、本来なら決して飛行には向かない、そのステルス形状のしろものに、超スー音パ速ーク航ル行ーズと短Ｓ距離Ｔ離Ｏ着陸Ｌ、さらには高度な旋せん回かい性能という、互たがいに矛む盾じゆんした能力を兼かね備えさせることを可能とした、複雑怪かい奇きな飛行姿勢制せい御ぎよ装置の中ちゆう枢すうたるコンピュータの電子画面に向かって、その女は、何よりも、これから起こる全てへの心構えが、自分自身に備わっていることを祈いのり、小さくささやいていた。

「可コー見チエ的ンタ……合ホー[image: ]フオ人レン。奥アオ地テイ利リー的タシ首ヨウ都トウ、〝火フオ箭チエ的ンタ市シー鎮ツン〟……（見えたわ……パートナー。オーストリアの首都、〝ロケットの街〟が……）」

　画面の隅すみに小さく明めい滅めつする〝受じゆ諾だく〟のサイン──まるで女の意志に応こたえるように。

　後あと戻もどりはできないという思い──到とう着ちやくの遥はるか手前で、あえて相手国のレーダー上にこちらの存在を浮かび上がらせ、引き返す道を自らの手で断たった。

《識別不明機に告ぐ。貴官はオーストリア領空を侵しん犯ぱんしており、応答の義務がある。また同機はただちに航行の目的を明らかにするとともに、当空域から退去すべきである》

　国際周波数を用いての何度目か知れぬ声──英語／ドイツ語／フランス語／イタリア語／ギリシャ語／ヘブライ語／ロシア語／アラビア語／トルコ語……戦せん闘とう機きを繰くり出す可能性のある国の言語を全すべて試ためそうというように。さすが第三の国連都市を擁ようする首都、と感心するほどの通訳官の多た彩さいさ──そのくせ、女が母語とする言語をヒットすることができず。

《応答せよ。貴官はオーストリア領空を侵犯しており──》

　今度はヒンディー語か──意図せず顔がほころぶ──確かにインドは近いと言えば近い。

　できれば相手が答えを出すまで待ちたかったが、〝いい加減、応えてやれ〟というように、通信可能のサインが電子画面で明滅し始めるのを見て、通信スイッチをオンにした。

　微笑──画面の向こうの相手への信しん頼らい／ともに願いを成じよう就じゆできると信じる思いを込こめて。

　そして応答──凜りん然ぜんと放たれる、アジア訛なまりのドイツ語。

「我、亡命を希望す。繰り返す。我、亡命を希望す」

《亡命!?》卒そつ倒とうしそうな声──対地ミサイルを発射された方が納なつ得とくできるというように。

「我に攻こう撃げきの意志なし。間もなく、着陸体勢に入る」

《ま……待て、亡命だと!?　貴官の所属と姓せい名めいは──》

「我は中国人民解放軍空軍、第五八六殲せん撃げき機連隊中ちゆう尉い、趙チヤオ迅シユ妹ンメイ」

《中国……！》

　叫さけび返す間に当局に照会すればいいものを──少し呆あきれつつ、半ば同情もしつつ、あらゆるマニュアルを無に帰す事態に狼ろう狽ばいしきった通信相手へ、一方的に通告した。

「我に攻撃の意志なし。これより貴国の首都空港に着陸す。空路および滑かつ走そう路ろを空けよ。我が望みは、我が身体と我が機体の安全、ただそれだけである」

　通信をオフに──着陸システムにアクセス／コンピュータ制御・着陸地点に異常なし。

　操そう縦じゆう桿かん──手を離はなせば自動で機体を水平姿勢に復帰させるそれを、あえて強く握にぎりしめた。

　地上を見た──雨に煙けむる、繁はん栄えいと銃じゆう火かの都市まち。

「去吧チユーパ……信シン賴ライ能ノン消シヤ失オシ我ーウ們オメ的ンタ 犯フアン罪ツオイ 和ホー疼トン痛トン（行こう…私たちの罪と痛みを消せると信じて）」




　がしゃん、と音を立てて自転車が倒たおれた。

　雨の中へ歩み出す夕霧──やがて、彼方かなたから遠えん雷らいのごとき轟ごう音おんが迫せまった。

　曇どん天てんのどことも知れない彼方から──完全に灰色の空の中へ溶とけ込んでいたそれが、突とつ如じよとして現れたと思ったときには、もう、滑走路への着陸を開始していた。

　夕霧の透とう明めいな眼まな差ざしが、機体の主ランデイ脚ングギアの展開をとらえた。

　灰色の翼──美しいと言うよりも、成鳥となる前に発育を止められてしまった子鳥のよう。

　ぎゃおん、と禽きん獣じゆうが吠ほえるような音を立てて接地──凄すさまじい水しぶきの壁かべを両りよう脇わきに作りながら、鋼鉄の翼をそなえたモーゼさながらに滑走路を着走してゆく。

　雨の中に立つ夕霧──反対側の整備場で並ぶミハエルと陽炎──留置所のモニターを食い入るように見つめる大人たちを無視して、じっと白人男性を睨にらみ続ける涼月。

　空港内モニター／管かん制せい塔とうの窓越ごし／見送りデッキに並んで──空港職員が、治安機構の人間が、軍人たちが、一いつ般ぱん客きやくが、たまたま居合わせたマスコミが、固唾かたずを吞のんで見守る中。

　その二対ついの尾び翼よくに、まごうことなき赤地に金星たる中ちゆう華か人民共和国の国章をしるした機体は、きわめつきの悪天候において、正確に誘ゆう導どうラインを進み、滑走路の所定進路からいささかも逸いつ脱だつしないという、見事な短たん距きよ離り着陸を果たしたのだった。

　誰だれも言葉もなく──ただ見つめるしかない管制塔職員のもとに、やがて通信が入った。

　パイロットである女が、この都市において発した最初の、そして最後の要求が。

《高度の機密性を有する機体である。ただちに覆おおいをかけ、彼を安全な場所に移して欲しい》




　　　　伍ご




　機体が到とう来らいした瞬しゆん間かんの沈ちん黙もくが噓うそのように、いたるところが喧けん噪そうに襲おそわれた。

　内務省はＢＶＴを通して空港周辺の完全封ふう鎖さを指令──国防省と協議。

〈特憲コブラ〉・〈空保フルーク〉・ＭＰＢ・歩兵連隊およびＢＶＴ捜そう査さ官の警備上の役割が、二転三転する上に矛む盾じゆんした命令が発され、すったもんだしながら分担されていった。

　全便休航に憤ふん激げきする客たち──混雑に混雑が重なるタクシー／シャトルバス／地下鉄乗り場／誘導しきれぬ人混み＝迷子・スリ・ケガ・乱らん闘とう──〈空保フルーク〉と救急隊員の奮戦。

　燃料切れの危険がある機体以外は全て他国の空港へ回すため、大おお忙いそがしで指示を出す管制塔職員──〈特憲コブラ〉の指揮下で、滑走路上の全ての車両と機体が格納庫ハンガー内へ。

　領空侵犯者の目的が亡命であったため、戦後初の防衛出動が回かい避ひされた軍人たち──国防省の曖あい昧まいな態度と、管かん轄かつ権を盾たてにする〈特憲コブラ〉により、中国機の警備から外されるも、〝中国軍が機体を奪うばい返しに攻せめてくる〟という噂うわさを聞き流しつつ、冷静に空港各所を警備。

　ハイジャック事件から一転して、前ぜん代だい未み聞もんの〝亡命事件〟に遭そう遇ぐうしたＭＰＢ──いまだ判明せざる〝〈赤いハヤブサ〉の翼つばさ〟なる主力部隊の捜査を強ごう引いんに続行。

　各所で〈特憲コブラ〉と火花・いがみ合い・言い争い──空港内の〝奪だつ取しゆされたボーイング７８９型機〟と〝消えたコンテナ〟と〝白人男性〟の捜査権限をもぎ取るミハエル。

　ＢＶＴ捜査官たち──戦せん闘とう機き騒さわぎのせいで〝白人男性〟の尋じん問もんどころではなくなり、現場の部隊を統とう率そつすべく怒ど鳴なり散らしながら、〝亡命希望者〟である女性パイロットの身み柄がらを確保。

　そこら中でささやかれる、〝中国が暗殺者を放った〟という噂──誰も本気で信じてはいないものの、警備を厳にせざるをえず、といって亡命者をＶＩＰルームに入れるのはいかにも中国に宣戦布告するような感じがするし、いかがなものか、ということで空港留置所に。

〝白人男性〟が拘こう束そくされている部屋の目と鼻の先──手て錠じようなし・部屋の鍵かぎなし・職員用コーヒーメーカーはフリードリンクという待たい遇ぐう。

　女性パイロット──制式拳けん銃じゆうをＢＶＴ捜査官に渡わたして自ら武装解除／その他の荷物＝数日分の着き替がえ・軍隊の生活用品セット・現金・キャッシュカード・各種免めん許きよ証しよう・携けい帯たい電話。

　全すべてをくまなくチェック＝安全を確かく認にん──本部の命令で銃以外は取り上げず／人権擁よう護ご団体がここぞとばかりに大騒ぎをし始めることを考こう慮りよ。

　外部との連れん絡らくはＢＶＴが盗とう聴ちよう・監かん視しするという条件を女が受じゆ諾だく──携帯電話の所持も許可。

　取り調べ──出入国管理法違い反はん／航空法違反／国内法違反／国際法違反などの容疑を否認するかどうか、オーストリアが証しよう拠こ物件たる戦闘機を領置することに同意する書類にサインするかどうかを確認。女は否認せず──罪を認めて機体を手放す／亡命における身体と機体の安全のみを主張／あらかじめ何をすべきか全て調べてきた〝優等生〟の態度。

　女性パイロットが、いきなり自殺したり、遠えん隔かく操作で機体のミサイルを発射させたり、機体もろとも自じ爆ばくしたりはしない、と確信するに足る情報が、上層部へ提出される一方──

〝雲の上〟たる政治の世界でも大喧噪がヒートアップ。

　中国政府はただちにオーストリア政府に、パイロットと機体の即そく時じ返へん還かんを要求。

　オーストリア外務省は、パイロットの〝自由意志〟による亡命であることを中国側に伝達。また、国家の安全が侵しん害がいされた疑いがあるとして、パイロットがどのような任務に就ついていたかの説明を要求。その水面下ではアメリカが、オーストリアに情報の共有を要よう請せい。

　アメリカが推おし進める〝欧おう州しゆうミサイル防衛網もう構想〟の有用性を根底からひっくり返しかねない、〝戦闘機の単独侵入〟という異常事態の早期解明を、徹てつ底てい主張。

　ゆえに〝中国に返す前に、一いつ緒しよに機体を解体バラして色々と調べましょう〟ということで合意。

　ただし〝中国機には解体を防ぐため自爆装置が組み込まれている〟という本当か噓かわからない情報があることから専門技能者を選別──まずオーストリア側が先んじて派は遣けん。

　一方、〝中国からオーストリアまで、いったいどんなコースを辿たどったの？〟という問題に二十を超こえる国々が過か敏びんに思案──まさかうちの空を通っていったんじゃ……という問い合わせが中国政府に殺さつ到とう＝違ちがうから、そんなことないから、と突つっぱねる中国政府──ただし具体的な空路は明示せず／いったいあの戦闘機が、どの地域に駐ちゆう機きしていたのかも明言せず。

　さらに〝中国は自分のところの最新型戦闘機をバラバラにされてカンカンに怒おこるだろう〟と考えた世界中の国や国際機関が、ヨーロッパに対する報復として中国が輸出入の関税アップを主張したり、難なん癖くせつけたり、大事な条約を蹴けったりしないよう、世界各地で一いつ斉せいに交こう渉しよう開始。

　間違っても、アメリカと中国による〝現代の冷戦〟が、オーストリアの空港を中心に成立、なんて馬ば鹿かげた事態だけは、なんとしても避さけよう──と、みんなが合意／同意／奮戦。

　たった一機の戦闘機が、文字通り世界を動かす──というか世界中の様々な人員を、はた迷めい惑わくなまでに動かすという、まぎれもない異常な事態において。

　涼月はただ無言のまま、じっと、マジックミラー越ごしに〝白人男性〟を睨にらみ続けていた。

　尋問室／視し聴ちよう室ともに他ほかに誰だれもおらず──たまにＢＶＴ捜そう査さ官や録音技師や〈特憲コブラ〉が来たりするが、〝なんだ留守番がちゃんといるのか〟という感じで涼月を見て出て行ってしまう。

　白人男性──ときおりペットボトルの水を紙コップで飲むだけで、手錠を外せともトイレに行かせろとも言わず／ふと目を閉じてると思ったら足を伸ばして寝ているという傍ぼう若じやく無ぶ人じんさ。

　くそっ。本当むかつく、こいつ──むかむかしながら一人で食事を摂とる。

　全便休航で余った機内食──制圧時に血に染めた炊事室ギヤレーを思い出す／努力して忘れる。

　満腹になった途と端たん、部屋のソファに目が行く／あくびが出た。

　無線通信＝陽炎。《まだハイジャック犯とブラインドデート中か、涼月？》

　ソファで丸まって寝ている自分を想像しかける──顔を叩たたく。

《まーな。つーか誰もいねーよ。あたしが尋じん問もんしてやるか、こいつ》

《よせ》真面目まじめに。《お前では言葉に詰つまって殴なぐりかねない。殺しては元も子もないぞ》

《っせーな》あながち間違ってないのが癪しやくに障さわる。《まだミハエル中隊長と一緒か？》

《残念ながら別行動だ》それで寂さびしくて仲間に連絡したのが丸わかり。《東側のＡゲート到とう着ちやく口で、先ほど到着した最後の便の客の身体検査を警備中。はっきり言って、猛もう烈れつに退たい屈くつだ》

《こっちもだ。くそったれの戦せん闘とう機き野や郎ろう。どーせ軍のしごきが嫌いやで逃にげたってんだろ》

《中国空軍、殲せん撃げき機連隊所属。趙チヤオ迅シユ妹ンメイ。中ちゆう尉い、二十九歳。野郎ではなく彼女アマだ。もっと言えば逃げる理由が見つからないほどの優ゆう秀しゆうな出世株だ。語学の天才、操縦技術は一流、模も擬ぎ空戦で教官を撃げき墜ついした凄すご腕うでで、加えて共産党上層部にもおぼえめでたい美び貌ぼうときている》

《とーっても綺き麗れいでしたーっ！》夕霧の乱入。《すっごく近くで見ちゃいましたー♪》

《あ、そ》ぞんざい──脳内チップを通して相手の位置情報を確認。《今、格納庫ハンガーか？》

《青いビニールで包まれた戦闘機さんを、みなさんが運んでるのを見張ってまーす♪》

《戦闘機なんか、さんづけすんな》呆あきれ顔。

《おや。戦闘機は〈特憲コブラ〉の持ち場ではなかったのか？》

《ミハエル中隊長が、夕霧と隊員を送ったんだよ。ハイジャックに関係あるとかなんとか》

《ハイジャックと今回の亡命の関連性を検証する、という建前での、警備要員の派遣だな》

《亡命女がハイジャック犯の仲間だって？》誰も来ないのをいいことに煙草たばこに着火。《笑えるぜ。だったらハイジャックなんかしねーで、ミサイルでジェット機を撃うち落とすだろ》

《どこから来たのかわからない、という点では、〝消えたコンテナ〟と〝戦闘機〟は、似たような存在だと、ミハエル中隊長はおっしゃっていたぞ》

《夕霧も戦闘機さんの上に乗って、お空を飛びたーい♪》

《落ちるっつーの》仲間にわからないように大あくび──伸び。《だいたい中国ってな、男だん尊そん女じよ卑ひの国じゃなかったか？　女なのに馬鹿高価たかい戦闘機を自由にできるもんなのか？》

《前例はある。旧ソ連では、資本主義社会よりも女性の社会進出が奨しよう励れいされた。多くの女性が軍人となり、女性だけの部隊もあったらしい。中国は多くを旧ソ連に倣ならっているし、もしかすると、あの悪名高き一人っ子政策の影えい響きようで、男性だけでは人材不足なのかもしれない》

《一人っ子だけが、政治家になれるんですかー？》

《違うっつーの。あれだろ。一人以上、産んだら殺すとか罰ばつ金きんとか》

《そう。国家にとって、人口減少よりも、実は増大の方が多くの問題を引き起こす。よって共産党政府が〝計画原理〟を出産に導入し、一人以上の子供を産む場合は罰金が科された》

《……〝計画原理〟？》機内食の空き容器を灰皿代わりに──二本目に着火。

《国民というものは〝基本的に思考停止している〟という政策原理だ。ゆえに共産党政府が、彼らの代わりに〝色々と考えて計画してあげる〟必要がある》

《してるっつの。思考くらい》《夕霧だって考えてますよー？》二人──むきになる。

《そんな政府にたてつく国民は銃じゆう殺さつ刑けいだ》真面目──二人の沈ちん黙もく／ちょっとフォロー。《今どきはそこまで過激ではないだろうが、基本的に政府の立てた計画は絶対だ》

《だから赤ん坊ぼうを殺すってのか？》

《それは国民の方の判断だな。男子が家か督とくを継つぐのが一いつ般ぱん的なので、生まれたのが女子なら殺す親もいるらしい。死産なら一人目とカウントされないからだ。また男子でも、障害があった場合もそうするか、あるいは生まれなかったことにして隠すか捨てるかしてしまう》

《……ひでーな》目が据すわる──期待はずれの体のせいで殺された赤ん坊の亡なき骸がらを想像できた／心の中で触ふれることができた／まるで自分がその一人だというように。《アジア人は残ざん酷こくだ。魔ま女じよ狩がり好きのヨーロッパ人だって、成長してから殺すってのによ》

《ヘロデ王はイエスを殺すために二歳以下の子供を皆みな殺ごろしにしたぞ》陽炎──どこの国も変わらないというように。《そういうわけで中国は世界初の、政策による超少子高こう齢れい化かを迎むかえた珍めずらしい国だ。案外、女性が社会で活かつ躍やくする場は多いのかもしれない》

　それなのに国を捨てた──涼月は、ふとなぜか、その理由よりも、自分の国のことをどう考えているのかを訊きいてみたい気がした。生まれ育った国にも都市にも、おさらばしてしまう──それを自分に許すほど、憎にくんだのか。それとも、憎むことさえ通り越こしてしまったのか。

《やっと乗客の移動だ。これより税関の警備に移る》陽炎──ついでに余計な忠告。《くれぐれもブラインドデートのルールを守って相手に接せつ触しよくしないことだぞ、小隊長》

《るっせー。お前こそ真面目に仕事してろ》

《夕霧も、いっぱい技術者さんが来たので、一いつ緒しよに戦闘機さんにご挨あい拶さつしてきまーす♪》

《本当に自じ爆ばく装置がついてんのか聞いとけよ。巻き込まれんのは馬ば鹿からしーぞ》

《はーい♪》二人とも任務へ──煙草の火を消す／水をすする／時計の音が眠ねむ気けを誘さそう。

　うつらうつら／寝ねている男と鏡越ごしににらめっこ──チッチッチッチ……午後五時。

　馬鹿らしくなって重い腰こしを上げ、どさりとソファに横よこ倒だおれになって睡すい魔まに身を委ゆだねた。

　脳のう裏りをよぎる白い頰ほお／シャワーの音／今朝のことが十年前に思える。

〝心を守る〟〝綺き麗れい〟──この疵きず痕あとを、あいつは知ってる／多分／以前／〝聖水曜日〟──

　別の記き憶おく──フルフェイスのヘルメット／振ふるった拳こぶし／ちくしょう、殺しちまった。

　相手の武器が使えるかどうかなんて考えてたら自分が死んじまう／弾だん丸がんのない銃じゆう／信管のない爆弾ベルト／くそったれ／素す手でに等しい未成年／あの男のせいで──

《そうだ今の内に寝ておけ》

　いきなり声──がばっと跳はね起きた。

《じきに忙いそがしくなる》

　目をみはる──マジックミラーの向こう＝相変わらず脚あしを投げ出して寝ているはずの男。

　だが、いつの間にか、向こうの部屋の灯あかりが消えていた。

　マジックミラーに妙みような歪ゆがみ──向こう側が水で濡ぬれている。

　推測──ペットボトルを投げて灯りのスイッチを切った／紙コップの水を鏡にぶっかけた。

　手て錠じようで拘こう束そくされた自由の利きかない手で、素早くやってのけたついでに、机の下の通話スイッチを足で探さぐって押し、こちらに馬鹿げた忠告を送ってよこした。

　疑問──そんなんで、こっちが見えるようになるのか？

　だが少なくとも、こちら側だけ明るければマジックミラー越しに人ひと影かげは把は握あくできるのかも。

　ふと、男がかすかに笑った気がした──驚おどろくほどのことじゃない、というように。

　快適そうに身じろぎ──僕ぐっすり寝てます、という、わざとらしい仕草。

　むかついた──あっちの部屋に行って、どやしつけてやろうかと思った。

　自制──あるいはそれが男の狙ねらいかも。あのドアをあたしに開けさせたい？

〝言葉に詰つまって殴なぐるだけ〟──相手にもそう思われているという気分。

　むかむかしながら、こっちの灯りを消した。明るさが同じなら、こっちは見えないはず。

　どうせ一歩も動けない男に、かっかしても始まらない──珍しく自分から頭を冷やして、ソファにとんぼ返り／ああ腹立つ、あの野郎のせいで、という思いを押しやり、そのまま眠ねむった。




　ざあざあ降りの暗い夕刻──ターミナルビルから八百メートルほど地下通路を進んだ所にある、西側の貨物集積所。何もかもぴかぴか鏡みたいに光っている、やたらとだだっ広い空間。

　貨物トレーラーで運うん搬ぱんされるたぐいの巨きよ大だいなコンテナの群がずらりと並んだ、なんだか自分の方が小さくなったような錯さつ覚かくに襲おそわれる場所。

　その一角──大急ぎで左右へどかされたコンテナ群＝まるで鋼鉄製の迷めい路ろ。

　その狭はざ間ま──立ち入り禁止のテープと立て看板。

　その中心──青い防水布と〈空保フルーク〉の封ふう鎖さテープで覆おおわれた巨大な物体──戦闘機さん。

　雨天運休で格納庫ハンガーが旅りよ客かく機きでいっぱいになり、やむをえず空港で最も大きな倉庫を使用。

　出入り口を〈特憲コブラ〉が、がっちり警備──忙せわしげに働く空港職員／コンテナ作業員／軍から派は遣けんされた技術要員／端はじっこで、さりげなく存在を主張するＭＰＢ小隊員数名。

　夕霧──浮うき浮きハミング・ステップ・倉庫内をうろうろ・戦闘機ソングを考案。

　そこへさらにジープが到とう着ちやく──車体に兵器開発局のロゴマーク。

　軍人に傘かさをさしてもらいながら、一人の老人が、車から降りて倉庫に入ってきた。

　立ち止まる夕霧──じっと透とう明めいな目で老人を見つめる。

　なんとも場ば違ちがいな司祭服／見事な白はく髪はつ／灰色の目／深い皺しわ──揺ゆるがず動じない、厳冬に佇たたずむ老オークの樹の風ふ情ぜい。

　軍人の紹しよう介かい。「戦闘機解体と実じつ況きよう見分の指揮を執とっていただくため、政府より派遣要よう請せいを受けた、元兵器開発局顧こ問もんトマス・ルートヴィヒ・バロウ神父です」

　うなずく〈特憲コブラ〉──書類にサイン／老人へ手招き。「どうぞ、こちらです」

「あの覆いの中身が、そうかね？」案内に従う老人──青い防水布で覆われた物体と、それをバリケードのように囲むコンテナを、ひどく静かな目で眺ながめている。

「はい。現在、本部から解体許可が下りるまで、待機していただいております」

「では、解かい析せき機材のセッティングと、マスターサーバーへのアクセスを完かん了りようさせておこう」

「いずれも技術要員が、既すでに着手しています」

〈特憲コブラ〉と老人が、ともに大きな硬こう化かガラスで仕切られた事務室の中へ。

　機体解析用の機材を所ところ狭せましと運び込んだ部屋──先に来ていた数名の技術者たちが親しげに老人を迎むかえる／みなが老人に敬意を払はらっている／昔の教師を迎える元生徒たちといった感じ。

　夕霧──誰だれも止めないのをいいことに事務室に入る／部屋の隅すみに立つ／老人を見つめる。

　老人──以前、陽炎が・涼月が、会いに行ったという神父に間違いなかった。

　かつて特甲トツコー児童を開発した四人の顧問の、唯ゆい一いつの生き残りである人物。

　老人がひととおり挨あい拶さつを終了──割り当てられたデスクに着席／携帯端末ＰＤＡを取り出す。

　ちょっと手を庇かばうような仕草──おそらく両手に持病／リュウマチとか。

　ＰＤＡの電子パネルをオンに──倍以上の大きさに展開する画面＝テレビ通話モード。

《ごっ無ぶ沙さっ汰たしってまーっす！　アデライードでーっす！》やたら砕くだけきった口調──中近東系のきりっとした顔の女が画面に登場。

《バロウ顧問、クラリッサです！　お久しゅうございます！》やたら息せき切った声──イギリス系の童顔の女が強ごう引いんに割り込む。

「……やあ、二人とも」ちょっと気け圧おされた感じ。「まだこちらには到着しないのかね？」

《それがですねー、実は〈ミリオポリスＭ公安高Ｓ機動隊Ｓ〉にお邪じや魔ましたままでしてー》中近東系──諦あきらめきった顔。

「ＭＳＳ？　本部ビルに？」

《はい。兵器開発局からの道が、この豪ごう雨うでのきなみ水すい没ぼつしたのです》イギリス系──興奮気味／台風が来て大はしゃぎする子供みたい。《地下鉄も運休、タクシーも送そう迎げい拒きよ否ひ、バスもストップ。しかもアデライードの馬ば鹿かみたいに車高の低い車で来てしまったものですから、自分たちで赴おもむこうにも、途と中ちゆうの道路で車内浸しん水すいの憂うき目にあうに決まっています》

《あーんたの冷蔵庫みたいなジープだって、この雨じゃ無理だってのよー》

「私が来たときも、かなりの道路規制が行われていたが……それほどひどいのかね？」

《まー、もとから北ほく欧おう一帯は大雨でしたしぃ。なんでもドナウ川が何百年ぶりかで大氾はん濫らんするかもしれないそーでーす》ほとんど他人ひと事ごとのような中近東系＝アデライード。

《かくなる上は、この施し設せつを活用し、解体現場を最大限に支し援えんします》拳こぶしを握にぎりしめているイギリス系＝クラリッサ。《中国の最さい新しん鋭えい機きを自由に解体できるという好機を雨ごときに邪魔させはしません。あらゆるデータをリアルタイムで解析しますのでご安心を、バロウ顧問》

　困ったような顔。「私はもう顧問ではないよ。今では君たちに指示を請こう立場に過ぎない」

《いいえー、バロウ顧問こそ私たち兵開局の永遠の顧問》なに謙けん遜そんしてるんですかー、みたいな調子で取り合わないアデライード。

《私たちの師にして上司たるブラウン博士の、そのまた師にして上司。私どもにとっては、まだまだ影かげすら踏ふめない存在です。どうか私どもにご指示を》何かと断定口調のクラリッサ。

　バロウ神父──持病の痛みに耐たえて浮かべるような柔にゆう和わな微び笑しよう／重々しい声。「……では、戦せん闘とう機きが、マスターサーバーの電子干かん渉しよう能力に拮きつ抗こうした可能性から当たって欲しい。大型兵器がマスターサーバーの干渉を避さける手段は限られている。各国のレーダー網もうをくぐり抜ぬけたというステルス性能については、こちらの機体の構造面から直接、解析してゆこう」

《ただちに》《了解です》二人の即そく応おう──敬礼しながら通信アウト。

　バロウ神父の疲つかれたような小さな吐と息いき──女性二人の元気さにあてられた感じ。

　今の会話の様子から伝わってくるもの──この老人は自分の能力が他人より秀ひいでていることに疲れてしまっている／兵器というものの重さにどんどん耐えられなくなっている／それでも関かかわってしまった責任を取ろうとしている／してきたことへの贖しよく罪ざい／あるいは救いとして。

　静かに歩み寄る──この人なら聞いてくれると思って。「こんにちは、神父様」

　はっと振ふり返る──驚おどろきに目をみはるバロウ神父。「君は……」

　夕霧は黙だまって微笑ほほえんでいる──自己紹介の必要がないことは涼月や陽炎から聞いていた。

「ＭＰＢが警備にあたっているとは聞いていたが……」まるで成長した孫を見るような慈じ愛あいのこもった眼まな差ざし。「夕霧・クニグンデ・モレンツ……私を覚えているかね？」

「いいえ」かぶりを振る──相手の目に、安心と悲しみの色が同時によぎるのを、逃のがさずとらえながら、言った。「神父様は、夕霧たちを造った人ですか？」

「いや……」ほんの少し傷ついたような微笑──心に抱いだく罪の念を刺し激げきされたように。「君たちが今の仕事に従事するため……特甲とその転送システムを用意させてもらっただけだよ」

「特甲は、痛いのを消してくれますか？」胸を押さえながら言う。

「痛い……？　どこか痛みが？」まるで、孫まご娘むすめが病気だと聞かされた老医師のような顔。

「胸の奥の方……。悲しくて、いつも血が流れてる感じで、痛いのが消えません」

　静かに告げる──涼月にも陽炎にも、面と向かっては言っていないこと。

「以前まえは何も感じなかったの。痛いっていう感覚を忘れてたから。でも思い出しました」

「心の痛みと……体の痛みを？」

　こくっとうなずく。「人の痛みも。みんなの痛みも。いっぱい、伝わってきます」

「私の専門ではないが……」前置き──ひどく複雑なものを説明するための。「君が思い出したのは、おそらく、痛みそのものではなく、それを引き起こす、何らかの記き憶おくだろう」

「記憶……？」

「君たちの無痛覚化の機能は、二つの側面から成り立っている。……知っているかね？」

　首をかしげる。「痛みを消すのに、二つ、方法があるってことですか？」

「そう……。一つは君たちの機械の手足が持つ、電子的な感覚再現の機能。これには無オフモードが設定されていて、君たちは自由に感覚を消せる。だが……記憶の痛みは消せないのだ。たとえば、本当は痛くないのに、脳が痛みを勝手に再現することがある。ないはずの手足や治ったはずの傷がひどく痛んだりする。それを、幻痛……もしくは幻げん肢し痛つうという」

「幻まぼろしなんですか？」

「脳にとってはそれが現実なのだ。そしてそれを制せい御ぎよするため、もう一つの無オフモードが設定された。機械の手足を、君の脳と電子的に接続するための、脳内チップに」

　頭に手を当てる──真っ直すぐに相手を見つめる。「この中にですか？」

「心理開発部門が設計した、人格改変プログラムだ。その重要課題である、痛みとその記憶の制御のすべが、あらかじめ脳内チップに入力されている。もしくは特甲トツコーの転送とともに、新たにプログラムが上書きされる──と聞いている」

「改変っていうのは、夕霧たちの心を変えてしまうという意味ですか？」

「いや……その名めい称しようは、実は正式なものではない。人格に悪あく影えい響きようを及およぼすものを未然に防ぐ、〈人格改変化・変通抑よく制せいプログラム〉が本来の名称だ。君たちの心と体を、無オフモードによって守ると同時に、無オフモードの状態に、過か剰じように適応してしまうことを防ぐために」

「適応を──防ぐ……」完全な棒読み──不思議そうな顔。

「心理開発部門だけでなく、機械化義肢医師連盟および政府の機械化倫りん理りにおける諮し問もん委員会が、ともに、人体から痛みを完全に消してはならない、と結論したのだ。無オフモードによって痛みがない状態に過剰に適応すれば、むしろ肉体が死に至る可能性があると」

「痛くなくなると死ぬんですか？」きょとんとなる。「危ないことを平気でするから？」

「それもある。痛みを感じないため、過剰な運動によって自らの体を破は壊かいする場合も。だがそれはほんの一部の症しよう例れいに過ぎない。本当に痛みを感じない者は、立ったまま死んでしまう」

　首をかしげる──黙って相手を見つめる。

「痛みは、肉体の姿勢制御プログラムなのだ。この空港に飛来したステルス機が、本来なら飛ぶことに適していない翼で飛ぶため、複雑な姿勢制御プログラムを必要とするのと同じだ。私たちの肉体は、二足歩行という、きわめて複雑な構造と機能に適応した。それは常に体重を操作し、重心を移し続けることで成り立っている。そして重心移動のサインこそ痛みなのだ」

　ますますわからない──試ためしに、交こう互ごに左右の足に体重をかけてみる。「こうですか？」

　微び笑しよう。「姿勢制御のための重心移動だ。痛みを完全に感じない者は、それを止めてしまう。完全にじっとしてしまうのだ。それは人体にとって本来、死に至る苦痛なのだよ。じっと動かぬことによって、一部の臓器や骨格にのみ重心の負ふ荷かがかかり続ける。その結果、ただ立ったまま、あるいは座ったり寝ねたりしたまま、内ない臓ぞう破は裂れつや、複雑骨折を引き起こす」

　目を丸くする──下腹に触ふれる＝そこにやどるものを守るように。「壊こわれるんですか？」

「それを防ぐのが痛みなのだ。寝たきりや植物状態の人間でさえ、体は自然と痛みを感じようとする。末期癌がん患かん者じやなどの終ター末ミナ医ル・療ケアで、痛みを抑おさえるには高度な専門技術が必要なのもそのためだ。もし体と心から痛みを完全に消してしまえば……命は自らの重さで失しつ墜ついする」

　連想──飛ぶ力を失って落下する翼／立ったまま砂のように崩くずれてゆく自分の姿。

　それが本当の意味での、透明な虚無になるということだろうか、と考えた。

「でも夕霧たちの頭の中のプログラムは、間ま違ちがってたから、使われてないって聞きました」

「……それ自体に欠けつ陥かんはなかった。ただ、特甲児童を開発するための四つの部門──製造・設計・心理・発案の、それぞれの成果を統合する段階で、複合的な未知の影えい響きようが出てしまった。何かと何かが組み合わさることで、過剰な無オフモードへの移行が認められたのだ」

「レベル３？」

「そうだ……」重い眼まな差ざし／重い声。「だが君たちへの措そ置ちは万ばん全ぜんのはずだ。幻痛も──」

　ふと夕霧の目が動く──自然と体が、伝わってくる何かに応じて向きを変える。

　硬こう化かガラスの向こう──忙せわしげに動いていたはずの職員たち、全員が、足を止めていた。

　倉庫の正面出入り口──いつの間にか入ってきていた、黒衣の人ひと影かげ。

　ほとんど飾かざり気けのない、黒い中国服を着た男が、アジア人特有の無表情さで、それこそ心も体も痛みを失っているというように、妙みようにだらりとした立ち姿で、微動だにせず立っていた。

「あれは……？」バロウ神父が気づく──他ほかの技術者たちも不ふ審しんそうにガラスの向こうを見る／ささやき合う。「中国大使館の人間か？」「まさか」「聞いてないぞ」

〈特憲コブラ〉の隊員二名が中国人に近寄る──話しかける／何の反応もない。

　残り四名の隊員が、戦せん闘とう機きの周囲に立ったまま、眉まゆをひそめてその様子を見ている。

　ＭＰＢの隊員三名も、隅すみのコンテナに寄りかかったまま、不審そうに様子を見ている。

　職員たち／作業員たちが、作業を再開してもいいものか思案しながら、様子を見ている。

　夕霧は、透明な目で、じっと、雨の中、停とめられたままの兵器開発局のジープを見ている。

　とっくに走り去っていてもおかしくないそれが、エンジンをかけた様子もないということ。

　自然と伝わってくるもの──中国服の男が、ジープに乗る者を消してしまった。

　自然と伝わってくるもの──中国服の男の、なすべきことを迅速になすという単純な意志。

　誰だれも本気にしていない噂うわさ──〝中国が暗殺者を放った〟

「神父様」警けい戒かいの念に満ちた夕霧の声に、バロウ神父が振ふり返る／技術者たちが振り返る。

「……どうしたのかね？」

　夕霧は振り返らず──事務室のドアを開け、中国服の男を真っ直ぐ見つめながら、言った。

「みなさんと一いつ緒しよに、警察の人たちがいっぱいいる所へ、急いで逃げて下さい」




　ふわ……と思わず出そうになった欠伸あくびを嚙かみ殺してガムを嚙む──膨ふくらませる／弾はじかせる。

　東ピアと呼ばれる出発到とう着ちやく口ぐち──非シェンゲン協定加盟国の便のゲートが円形に並ぶ区画。

　その二階にて警備──一階ゲート／乗り継つぎゲート／出国審しん査さ口は、全すべて閉へい鎖さ済み。

〝人の自由移動〟の原則をもとにシェンゲン査証ビザを共有し、国境管理システムを統一した、シェンゲン協定加盟国の便は全て西ピアから──現在、全てのゲートを閉鎖中。

　最後に到着した百八十名余の乗客の身体検査が終しゆう了りよう／免めん税ぜい手続き税関へ案内しつつも、今の今まで一階の入国審査へは行けず。入国審査および手荷物受取所にて大混雑──全ての交通機関が大雨でストップしたため、特別に軍のトラックが乗客を〈空港広場〉までピストン輸送。

　それがようやく落ち着き、やっと移動を開始──〈空保フルーク〉の人員がエスカレーター脇わきで「並んでくださーい」と声を上げ続ける様子を、ぼんやり傍ぼう観かん。

　右手にライフルを引っ提さげ、腰こしに制式拳けん銃じゆうを装備した物々しい制服姿とはいえ、実際のところ確たる事件の情報があって配置されたわけでもなく、数名の〈特憲コブラ〉の隊員たちとともに、だらだらとただそこにいるだけ、という実にやりがいの持てない任務に黙もく々もくと従事。

　コーヒーショップもバーも雑貨店も早々に店じまい──従業員はとっくに帰宅／雑誌一つ買えず／自分を置いてけぼりにしたミハエルへの恨うらみ言ごともネタ切れ気味に。ヒマつぶしに小隊長に声をかけて、聖水曜日の吹雪くんの件で誘ゆう導どう尋じん問もんをはかるも応答せず──寝ねているくさい。

　戦闘機さんのいる倉庫で浮うき浮きしている夕霧の歌を堪たん能のうすべく通信しかけるや──声。

「なーなァ～、ねーちゃん、ちょこっとええかいのォ～」

　どこの地方のイントネーションだろうと思いながら振り返る。

　二人の、だぶだぶのズボンに花はな柄がらシャツという趣しゆ味みの悪い少年が、並んで立っていた。

　金きん髪ぱつというかオレンジっぽいメトウイモロズコシ色の髪かみ──左は剃そり入り坊ぼう主ず頭あたま／右はパンク刈がり。

　うっとうしいくらい鮮あざやかなリアツンプルゴ・グ色リーンの目──両方とも、ひどく険のある鋭するどい目つき。

　双ふた子ご──昔の映画『シャイニング』に出てきた幽ゆう霊れいのヤンキー版といった、関わり合いになっても良いことなさそうなところが共通している感じの、自分と同年ねん齢れいっぽい少年たち。

「はァー、見ィや兄ちゃん」パンク刈り──こっちが弟らしい。「こんなァ、ワシの言ゆぅーた通りじゃろ。ほんま、べっぴんのねーちゃんおるぅて、なァ～ほらァ」

「別に噓うそじゃ言ゆぅーとらんじゃろが。ワレぁちと黙だまっとれ」坊主頭──どうも兄らしい。「ほんでなァ、ねーちゃん。ワシらァさっきから探しよるんじゃけェちィとも見つからんのじゃ」

「はあ」退たい屈くつがまぎれるというより、面めん倒どうくささが倍増しながら質問。「何がですか？」

「水や水」兄──言うそばから手にした二リットル入りペットボトルのミネラル水をがぶがぶ飲んでみせる。「よいや、こんなァ、すーぐなくなるけェ。今ンうちに手に入れとかなァ思ぉても、どっこも売っとりゃせんのんじゃァ」

「ここでは無理ですね」シャッターの閉まった小売店の方を見やる──淡たん々たんと返答。「入国審査を終えてから空港の外で買いに行かれた方がよろしいでしょう」

「そーしたいのはやまやまじゃが、ワシらァ、ここにおるよォ言いつけられとんのじゃ」

「保護者の方に？」なんとなく、親の顔が見てみたくなった。

「まァ、そないな感じのもんじゃ。ぼちぼち来よるはずじゃけェちと遅おくれとんのじゃ」

「ではその方が来るまで、あそこで補給しては？」指さす──通路の水飲み器。
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「あるじゃーないかァ」兄の方──やたら目を輝かがやかせる／ばしんと陽炎の腕うでを叩たたく／ペットボトルを振り回しながら水飲み器へ駆かけてゆく。「優やさしーべっぴんさんじゃのォあんたァ」

　陽炎──叩かれた腕をさっさっと手で払はらう／どこの国から来た山やま猿ざるだろうと淡々と思う／弟の方がまだこちらを見つめていることに気づく。「……水はあちらですが？」

「ワシがいつ水なんぞ欲しィー言ゆぅーたんじゃ」

　知るか、と返しかけて自制。「……では何を？」

「殺虫剤ざいじゃ」それこそ今すぐ飲まないと死んでしまうというような真しん剣けんな目。「やばいんじゃァ。飛行機乗るときに取られてもォたからのォ。ぼちぼち、あの黒い虫が、うーじゃうじゃわいて出てくる頃ころじゃ。あんならァ一匹ぴきおったら三百匹は出てくるでェ。早はよォ退治せな大変なことになる。ワシだけじゃのォて、ねーちゃんの服やら口やらにも入ってくるで、なァ」

　弟が真面目まじめな顔で大変ヤバい感じのことを説明している間も、兄は猿みたいに水飲み器にかじりついてガバガバ水を飲んだりペットボトルに入れたりまた飲んだりしている。

　なんだこいつら──面倒くさいというより、危ない相手に近寄られて気が滅め入いってくる。

「殺虫剤は可燃物ですので空港内では購こう入にゆうできません」あくまで真面目に返答。「入国審査を終えてのち、空港の外で購入して下さい」

「じゃ～けぇ、言ゆぅたんじゃいやぁ、ワシらァここを動けんのんじゃァ」妙みように情けなさそうな顔になる──両手でパンク刈りの頭を抱かかえる／足あし踏ぶみ／震ふるえ始める。「ああァあんならァ、うじゃうじゃわいてくるどォ。なんでわかってくれんのんじゃァ。ほんまマズいんじゃァあ」

　相手がいかにも未成年だったため対応の遅れを悟さとる──薬物の禁断症しよう状じようと判断／〈空保フルーク〉に身み柄がらを確保させ、麻ま薬やく取り締しまりの対象にしようとしたところへ、さらに声。

「落ち着け、秋シユウ水スイ」長身の男──赤い野球帽ぼう／アロハシャツ／ドレッドヘアーのアラブ人という、異常に珍めずらしい取り合わせの人物がやってきて、スプレー缶かんを少年に向かって放ほうった。

「何しょんなァ、ヤーセルのおっちゃん。遅おそいでほんまァ」スプレー缶──『消しよう臭しゆう剤ざい』のマーク。「なんじゃい、はァ、こんなん効くんかァ？」

「さっき俺が試ためした。やつら、バタバタ退治されてたぜ」

「ほんまじゃろォの」噓だったら食い殺すと言わんばかりに目を剝むく／歯を剝く／なんと自分の体に噴ふん霧むする──本当に殺虫剤だったとしても同じようにしてそう。「うぉっほォ」

「効くだろう」アラブ人──なんと煙草たばこをくわえる。「やつらもしばらく出て来ないぜ」

「ほんまじゃあァー」嬉き々きとしてそこらの床ゆかに噴霧するパンク刈り少年。「がーはっはァ、クソ虫どもがァ。出てきよったそばから、ころっころ死んで消えてくじゃァないかァーあ」

　陽炎にはむろん、少年が何もない場所に消臭剤を吹ふきかけているようにしか見えない。

「無む駄だ遣づかいするなよ。せっかく見つけてきたんだからな」アラブ人──明らかに幻げん覚かくを追いかけ回す少年に話を合わせながら、煙草に着火。「陸リク王オウはどこに行った？」

「あっちでまた馬ば鹿かみとーに水飲んどるんなァ。はァ今に溺おぼれ死ぬどォほんまァ」

「煙草は喫きつ煙えん所で願います」陽炎──どうも少年たちの親には見えないアラブ人に注意。

「悪いな。ここを動くわけにはいかねえのさ」少年たちと似たようなことを言う──陽炎の名札を見る。「陽炎・サビーネ・クルツリンガーさん。いや、ドイツ語ならザビーネか？」

「どちらでもけっこうです」オペラ狂ぐるいの母親＝本場イタリア語を娘むすめにも習わせる／イタリア語読みでサビーネと娘の名を呼ぶ。「煙草は──」

　ふと、おかしなことに、一階へ下りたはずの客がぞろぞろ戻もどってきていることに気づいた。

　客たちの強こわ張ばった表情／停止したエスカレーター──両手を上げる〈空保フルーク〉の人員。

　異変──反射的に腰こしの拳けん銃じゆうに手を当てた。

「そいつはいい考えじゃねえな」アラブ人──くわえ煙草／アロハシャツのボタンを外して前をはだけてみせる＝Ｔシャツの上にびっしり巻かれた爆ばく弾だんベルト。「みんなドカンだ」

　爆弾の束──その全すべてに、これ見よがしに社名の刻印＝『ＰＲＩＮＣＩＰ　ＩＮＣ．』。

　プリンチップ株式会社──支し援えん型テロ専門の幽霊ダミー企き業ぎよう。

　陽炎＝瞠どう目もく──動けず。

　シャッター──一階へ下りる道／セキュリティ用ゲート／出国審しん査さ口の全てで下りてゆく。

　出発到とう着ちやく口ぐち──重火器を構えたアラブ系の男たち／両手を頭上で組まされる〈特憲コブラ〉四名。

　武装犯たち──あっという間に東ピアを完全閉へい鎖さ──いったいどこから現れたのか？

　疑問に思うそばから天てん井じようパネルが開き、ベルトで束にされた最新型の重火器が、するすると下りてくる／武装した男が一いつ緒しよに下りてくる／呆あつ気けにとられるほどの手て際ぎわの良さ。

　ミハエル／涼月／夕霧に連れん絡らくを取ろうとして──さらに愕がく然ぜんとなった。

　完全な沈ちん黙もく＝ノイズすらなし──無線通信が使えない!?

　武装犯の一人がせっせと設置する機材──アメリカの諜ちよう報ほう部員が好みそうな通信妨ぼう害がい装置＝ＭＰＢの装そう甲こう車十台分くらいはしそうな超ちよう高価なしろもの。

　あまりのことに言葉を失う──相手の装備のとてつもなさに目が釘くぎ付づけになる。

「ざっと二百人ってとこか？　まあまあの数の人ひと質じちだな」

　くわえ煙草のアラブ人──軍用ショットガンを受け取り、盛せい大だいにポンプの音を立てた。

「俺は〈赤いハヤブサ〉の〝翼つばさ〟ヤーセル・オカモトだ。仲良くやろうや、ザビーネさん」




　　　　陸ろく




　タンタンタタン──妙みように心地ここち好よいリズムがどこか遠くから聞こえてくる。

　ふと目を覚ます──柔やわらかな感かん触しよく＝いつの間にか体にかけられた〈空保フルーク〉のロゴ入り毛布。

　すぐ近くに気配──薄うす暗ぐらい部屋にモニターの光＝誰だれかが録音機材をいじっている。

「寝ねるのはいいが体は冷やすな。体温調節は最も体力を無む駄だにする」

「はあ……」どうやら毛布をかけてくれたらしい──大人からそんな風に親切にされたのは初めてだった。「ありがとうござ──」

　モニターの光に浮うかび上がる相手の横顔に、ぎょっとなった。

「てっ……、て、てッ、てめぇッ!?」

　やれやれ、やっと気づいたか、という顔で振ふり返る──白人男性。

「寝顔は年相応だな、黒ブラツク犬ドツグ」真面目な口調──最後の単語だけ英語。その手が、ぽんと録音機材のキーを叩たたく。それで、尋じん問もんの音声データを全て消去したのがわかった。

「どど、どうやって抜ぬけだしやがったッ!?」

　ぽいと床ゆかに放られる──輪が開いた手て錠じよう／曲がったヘアピン／ＭＰＢのキーカード。

　理解──隠かくし持っていたヘアピンで手錠を外した／キーカードで電子ロックの扉とびらを開いた。

　キーカードの入手先──おそらくハイジャックされた機体に隊員が突とつ入にゆうしたとき。

〝子供に子供を殺せと教えるのか！〟──食ってかかるふりをしてキーカードをスリ取った。

　涼月＝キーカードをポッケに入れる──男の脱だつ出しゆつが自分のミスではないと証明する品。

　猛もう烈れつなむかつき──子供がどうとか偉えらそうにぬかしたのが、このためだったということ。

　さらに今、逃にげようともせず、今も自分の目の前で、余よ裕ゆうしゃくしゃくでいること。

　悠ゆう々ゆうと部屋を抜け出し、あまつさえ寝ている自分に毛布をかけた──殺す気だったら殺されていたかもしれないということ。いや、そういう気配があれば気づいたはず。きっと、多分。

　拳こぶしを握にぎりしめながら、やっと立ち上がる。「てンめぇ……いい度胸してッじゃねーか」
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　しっ、と白人男性が指を口に当てる。

　タタン、という、やけにリズミカルな音──どこか近く／部屋の外の通路から。

　──銃じゆう声せい!?

「〈キャラバン〉の指揮下で〈赤いハヤブサ〉の〝翼〟が動き出した。おそらくお前の想像を超こえる重武装だ。今すぐ指揮官に報告し、増援を頼たのめ」

「こ……このっ、何を偉そうにでたらめ並べてやがる──」

「やつらが動かなかった理由が、やっとわかった。やつらの狙ねらいはパイロットと戦闘機だ」

　そのとき、けたたましい音とともにドアのロックが撃うち抜かれ、蹴けり破られた。

　マジックミラーの向こう──尋問室に、突とつ撃げき用ライフルを構えて突入したアラブ系の男。

　凝ぎよう然ぜんとなる涼月──鏡越ごしに武装犯と目が合う。

　武装犯が首をかしげる──なんでこんなに馬ば鹿かでかい鏡があるんだろう、という感じ。

「一つ教えてやる」当然のように床に身を伏ふせている白人男性。「俺の名は、てめえでもこの野郎でもない。パトリック・イングラムだ。そしてもう一つ。そこにいると撃たれるぞ」

　武装犯の合が点てん──鏡はマジックミラーに違ちがいない／鏡の向こう側に誰かいるかもしれない／その誰かに鏡越しに撃たれるかもしれない──今すぐ撃たれる前に撃たねばならない。

　慌あわてて身を伏せた涼月の頭上で、鏡が木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ、銃じゆう弾だんのブリザードが吹ふき荒あれた。




　走った──無意識にハミングしながら。

　黒い中国服の男が、ゆらりと前まえ屈かがみになる──その動作から自然と伝わってくるもの──ここにいる警察人員の戦力を確かく認にん／十分に打破可能と判断／迅じん速そくに行動に移ると決断。

「誰か中国語がわかる人間をつれてこい」〈特憲コブラ〉の男──相手の無反応に業ごうを煮にやして。

　その男の衣服の背を、夕霧が思い切りつかみ、引っ張った。

　黒い中国服の男──いきなり、その両りよう腕うでが、倍以上の長さに伸びた。

　蛇じや腹ばら状に展開する手・腕──人造皮ひ膚ふが破れて扁へん平ぺいな金属の重なりが現れる／まるで刃やいばでできた百足むかでが両りよう肩かたから生えたように、くねる──跳はねる──一いつ瞬しゆんで振り下ろされる。

　斧おののような手刀が、夕霧に引っ張られた〈特憲コブラ〉の男の眼前を通過した。

　がつん、と音を立てて、〈特憲コブラ〉の男の頭を断たち割る代わりに、握っていたライフルに手刀が食い込み、銃器に使用される超ちよう硬こう質しつ鋼材を、真っ二つに叩き斬きっていた。

　夕霧──〈特憲コブラ〉の男を背後へ放ほうり捨てる──狼ろう狽ばいする〈特憲コブラ〉たちの前へ出る。

　中国服──その足・脚きやく部ぶまでもが蛇腹状に伸びる──くねる・蠢うごめく・なぎ払はらわれる。

　別の〈特憲コブラ〉が構えかけたライフルが、刃の脚あしによって銃身をごっそり抉えぐり飛ばされた。

　夕霧──跳ねる刃の腕を、左腕で防ぐ／弾はじく／斬り砕かれる。

「転送を開かい封ふう」左腕を失いながら身をひねって攻こう撃げきをかわし、瞬時に機き甲こう化か──一秒余。

　転送された特甲トツコー＝左手からワイヤー──手加減なしに一いつ閃せん。

　中国服の四し肢しが踊おどる・くねる──白銀の輝かがやきの乱らん舞ぶを弾く／受け流す／頭を振ふってかわす／のけぞってかわす／横へ跳とんでかわす／さらに追ってくるワイヤーの群を避さけて跳ちよう躍やく──天てん井じよう灯のパイプに右腕を蛇へびのように巻きつけ、するすると体を持ち上げてゆく。

　夕霧──瞠どう目もく＝至近距きよ離りで放った必殺のワイヤーが、ことごとく無に帰したことへの戦せん慄りつ。

　頭上でぶらぶら体を揺ゆらす中国服の男へ、〈特憲コブラ〉・ＭＰＢ隊員が一いつ斉せいに銃を向ける。

「多フ関レキ節シ型ブルユニット!?」バロウ神父の驚おどろきの声──事務室から、機材と端たん末まつを抱かかえて出て来る技術者たち。「臨りん床しよう試験前の機械化義肢だぞ？」「あれが動くとは」「いつ軍用化した？」

「早くこちらへ！」ＭＰＢ隊員が呼ぶ──職員／作業員／技術者たちを退たい避ひさせようとしたところへ、さらに〈特憲コブラ〉の声。「また出たぞ！」

　夕霧──天井から垂れ下がった男に向かって身構えながら、素す早ばやく目を走らせる。

　倉庫の出入り口──雨に濡ぬれた、灰色の中国服の男が二人、ゆっくりと歩み入る。

　だらりと虚きよ脱だつしたような姿勢──いずれもその四肢が、蛇腹状に変形してゆく。

　自然と伝わってくるもの──彼らもまた無線通信で互たがいに連れん絡らくを取り合っている。

　そして、特甲児童である自分を、最も手て強ごわい敵と認識──一人では手こずると判断した。

　後ご詰づめの二人を参加させ、三人がかりで一気にかたをつけることに決めた。

　黒い中国服の男──おそらく暗殺者の現場指揮官が、ひょいと地面に降り立った。

　灰色の中国服の二人が、二手に分かれる──夕霧の退路を奪うばいにかかる。

　三人とも、銃を持った隊員の方などろくに見もせず──ゆらゆらと近づいて来る。

　異様な形状の四肢──もし自分なら、それが手足であると認識することさえ困難な品。

　確実に命を狙ってくるという点では、銃の乱射の方がまだしも安心できるしろもの。

　夕霧は、胸の奥の〝痛み〟が、また別のものを、自分の中に生み出すのを感じた。

　その場に立ちすくんで、一歩も動けなくなってしまいそうになる感情。

　恐きよう怖ふだった。




「転送を開封！」涼月＝怒ど声せいとともに機甲化──素早く身を起こし、低姿勢で右フック。

　壁かべを爆ばく砕さいして隣りん室しつの敵へ迫せまる──むしゃくしゃ任せの地を這はうようなアッパーカット。

　男の胸から上が吹っ飛んで、血しぶきが壁と天井に真っ赤なモザイク画を描えがいた。

　さらに二人の男が部屋へ突とつ進しん──突スタ撃ー手マンたる涼月の本領発揮＝何倍もの勢いで猛もう烈れつに突撃し返す／二人が構えた突撃銃を一発として撃うたせず。

　右ストレート＝一人の胴どう体たいを銃ごと木っ端微塵に粉砕。

　左フック＝ドア脇わきの壁ごと一人を吹っ飛ばし、そのまま通路へ砲ほう弾だんのごとく飛び出した。

　通路右──突つき当たりまで空の留置室が並ぶ廊ろう下か＝無人。

　通路左──エレベーターホールと警備室と女パイロットがいる部屋のある方＝曲がり角で、銃を持ったアラブ系の男が一人、いきなり壁から出てきた特甲少女の威い容ように、啞あ然ぜん／棒立ち。

　そいつに問答無用の突とつ撃げきを食わせてやろうとした瞬間──背後で銃じゆう声せい＝正確な二点速射。

　白人男性が、敵の突撃銃を構え、見事な立位射撃で、武装犯を撃ち倒たおしていた。

「よ……余計なことすんなッ、この野や郎ろう！　つーか銃なんか持ってんじゃねぇッ──！」

「さっき教えたが、この野郎じゃない。パトリック・イングラムだ」真面目まじめな調子──ぴたりと銃を構えながら、廊下をすたすた前進。「パトリックでいいぞ。パティはよしてくれ」

「偉えらそうに許可してんじゃねぇッ。つーかどこ行く気だ！」

「要人の安否と人員の被ひ害がいを確かく認にん、上官に報告、援えん護ごを要よう請せい──一つでもこなしたか？」

「い、今しようとしてたんだよッ」

「早くやれ」こちらを見もせず──油断なく部屋から部屋へ銃を向けつつ安全確認。

「勝手に動き回るんじゃねえッつの」わめきつつ無線通信。《敵です、中隊長！》

《──留置所か、黒シユヴ犬アルツ？》

《はい。三名仕留めました。全員アラブ系。一人は、例の白人男が敵の銃でやりました。これから中国の女パイロットが無事か、味方に被害がないか確かめます。あたし一人でもやれると思いますけど、一応、援護を下さい》

《珍めずらしく要点をつかんだ報告だな》誉ほめられる。《白人男は敵について何か言ってたか？》

《今まで動かなかったのは中国の女と戦せん闘とう機きを待ってたとか、〈キャラバン〉がアラブ人を指揮してて、あたしたちが仰ぎよう天てんするくらいの武器を揃そろえてるとか、好きなことぬかしてます》

《確かに好き放題な言い方だが、武器に関しては間ま違ちがっちゃいないようだ》

　ミハエルのやや切せつ迫ぱくした感じの口調にやっと気づく。《中隊長の所にも敵が!?》

《一階の西バス到とう着ちやくゲート口で応戦中だ。貨物コンテナを追っていて武装集団と出くわした。また〈特憲コブラ〉が、同様の武装集団と西側地下通路で戦闘に入った。それとたった今、西側の戦闘機を収容した倉庫で、白犬ヴアイスと小隊が、中国服を着た機械化野郎と戦っているとの報告だ》

《夕霧が!?》仲間が戦闘中であることを示す信号なし──おそらく銃とは違う武器で襲おそわれた／しかもあの夕霧が、通信の余よ裕ゆうもなく、応戦で手て一いつ杯ぱいなほどの敵。《中国服って……》

《正体不明だ。悪いニュースですまんが、そちらはしばらくお前だけで持ちこたえてもらわねばならん。紅犬ロツターとはまだ連絡が取れんが、二百名弱の乗客を警備中だ。今すぐ動けんかもしれん。引き続き状じよう況きようを報告し、中国の女パイロットを無事確保しろ》

《了解ヤー》白人男性を追っかけながら、急に、ひやりと背が冷える感覚に襲われた。

　仲間がそばにいない／敵が次々に違う場所で行動を起こしたため仲間と合流できない──

《陽炎！　夕霧！　大だい丈じよう夫ぶか!?》

　陽炎──返答なし／通信自体に反応なし／あのバカ、通信全部切って寝ねてんのか？

　夕霧──返答なし／かと思ったら、歌うような声。《はーい♪》

《敵は!?　お前一人で大丈夫か!?》

《さっきまで痛いのが怖こわかった感じでしたけれど、もう大丈夫みたいですよ？》

《……よくわかんねーけど、こっちが終わったらすぐ行くからな、無理すんじゃねーぞ！》

《夕霧隊員はラジャーですッ♪》

　白人男性──流れるような動作で、さっと銃を向けながら警備室を確認。「見ろ、黒ブラツク犬ドツグ」

「英語で呼ぶんじゃねーよ。だいたい、てめー、その呼び方をどこで知った……？」

　息をのむ──血みどろの警備室。床ゆかに倒れたＢＶＴ捜そう査さ官かん──顔と胸に弾だん痕こん。

　他ほかに〈特憲コブラ〉の制服一名／〈空保フルーク〉の事務官二名／警備員二名＝計六名──皆みな殺ごろし。

「女パイロットはいない。上官に報告だ」忠告とも命令ともつかない口調──むっときて文句を返そうとしたときには、既すでに隙すきなく銃を構え、するすると曲がり角へ向かっている。

　尋じん問もん室でのだらけた姿が噓うそのような、きびきび無む駄だのない言動／行動──無む性しように腹が立つ。

《ＢＶＴの人間が一人死んでます。〈特憲コブラ〉と〈空保フルーク〉と警備員、あわせて六人やられました》

《悪いニュース続きだな。女パイロットは？》

《部屋にいません。これから捜さがします》

《女パイロットが、敵に狙ねらわれているのか、それとも仲間なのかもわからん。気をつけろ》

《了解ヤー》白人男性とともに曲がり角へ──かと思うと、先ほどの質問に律りち儀ぎに返答された。

「この都市に配備された、三人の機械化憲兵の情報はつかんでいた。予想を超こえる戦力だが、中身は、まジヤだスまト・だア子・キ供ツドだ」最後だけ英語──皮肉か？　どたまに一発食わすか、と思うほどむかついたが、そういう素そ振ぶりを見せた瞬しゆん間かん、銃を向けられそうなほど油断も隙もない姿。

「あたしの何がわかるってんだ、クソ野郎」お返し──ファックサイン。

　やれやれ、とかぶりを振る──あからさまな子供扱あつかい／身を屈かがめて曲がり角を出る／エレベーターホールへ直進／躊躇ためらいのない滑なめらかな動き──確実に目的を達成する意志に満ちた背。

　いつの間にか自分の方が男に従っていることに腹が立つ／前へ出ようとする／男が偉えらそうに手振りで制止──ホール際ぎわで壁かべに身を押しつけつつ手の動きで目標の存在を知らせてくる。

　涼月──ほとんど這はいながら首を伸のばして確認＝エレベーターそばに武装した男が四人。

　ホールに死体が二つ──もう一人のＢＶＴ捜査官／〈特憲コブラ〉の制服の誰だれか。

　そして、背中に銃口を押しつけられ、両手を肩かたの高さに上げている中国の女パイロット。

　緊きん張ちようで引き締しまった綺き麗れいな横顔──恐きよう怖ふや焦あせりの色はなし／すぐそばにいる白人男性に似た、目的を果たそうとすることに精神の全すべてを振り向けているような顔つき。

　どうやら女パイロットは武装犯の仲間ではない──何かの理由で拉ら致ちされようとしている。

　女の左手に携けい帯たい電話──誰かに連れん絡らくを取ろうとしたところで捕つかまった？

　白人男性＝自じ称しようパトリックに肩を叩たたかれる──〝いいか？〟というような顔。

　指で涼月と敵を交こう互ごに指し示す＝〝お前が突とつ入にゆうしろ〟

　とんとんと自分の銃を叩く＝〝援えん護ごする〟

　真っ直すぐな目＝〝信じろ〟──つい咄とつ嗟さにうなずき返していた。一瞬、大人の男に信しん頼らいされ、対等に扱われたことに喜びを覚えかける──むかつく／その感情を心の中で蹴け飛とばす。

　パトリックが指を三本立てる＝カウントダウン──軽く手を振りながら人差し指を握にぎる／ついで中指を握る／薬指を握り──拳こぶしで〝行け〟の合図。

　完全に同じタイミングで突とつ撃げき──壁を蹴る／天てん井じようを蹴る／男たちが音に驚おどろいて振り返る。

　その背後に降り立ち、猛もう烈れつなフック＝どん！　一人が脇わき腹ばらを爆ばく砕さいされ、くの字に折れ曲がって壁の染しみと化した。その血の最初の一ひと滴しずくが床に落ちる遥はるか以前に、二人目のボディに一発＝金属バットでスイングされたＧＩジョーの人形なみにバラバラになって宙を舞まった。

　三人目＝女の背に銃じゆうを当てていた男の脳みそが吹ふっ飛ぶ──パトリックの速射。

　四人目＝逃にげようとした女の顔を、ライフルの銃じゆう床しようでひっぱたいた。

　女が倒たおれる／携帯電話が転がる／女に銃を向けかけた男がパトリックに脚あしを撃うたれて転てん倒とう。

「銃なんかで女を殴なぐんじゃねえッ」男のライフルに拳を叩き込み、相手の戦意ごと粉ふん砕さい／男の首根っこをつかむ／苦痛と恐怖に歪ゆがむ顔を、たっぷり睨にらみつけて放ほうり出す。

「大だい丈じよう夫ぶか？」英語──パトリックが壁かべ際ぎわから出てきて女に話しかける。

「ええ……」女──顔を振りつつ身を起こす＝英語。「あなたたちは……？」

「彼女はこの都市の憲ミリタリ兵ーポリスで、俺はその協コー力ポレー者ターだ」パトリック──相変わらず英語。

「あたしはドイツ語で喋しやべっていい？」涼月──むすっと。「言ってることはわかるから」

「ありがとう、助けてくれて」女──綺麗な発音のドイツ語／憂うれいをふくんだ綺麗な微び笑しよう。

「話せんじゃん」パトリックをじろっと見る。

「失フエア礼ツアしイウたング」パトリック＝ドイツ語。「北京ペキン語も広東カントン語もお前にはわからんと思ってな」

「喋れんのかよ」半信半疑。

「披ひ露ろうしてもいいが、まずは上官に、彼女の確保と敵一名の逮たい捕ほを報告だ。それから彼女を安全な場所まで護衛するという仕事が残っている。まだ敵を掃そう討とうしたわけじゃない」

「わーってるよ、っせーな」

「移動する前に一度だけ急いで電話をさせて欲しい」女──携帯電話を捜す／血だまりのそばに転がっているそれを見つけ、ほっとした顔になる。

「電話なんて、後に……」涼月──通路の先で、非常口のドアが開くのを見て言葉を飲む。

　さっと銃を構えるパトリック──眉まゆをひそめる。

　電話を拾おうと身を屈かがめた女──そのままの姿勢で、ぴたりと動きを止めていた。

　非常口から静かに歩み出る男──青い中国服。

　ゆらりとした動作で振ふり返る──通路の真ん中で無表情にこちらを見つめる男。

「〈蟲チオン〉……」

　女の口から、戦せん慄りつに満ちた声がこぼれた。




　火花・焦こげ付く臭におい・耳をつんざく、金属と金属が激しく食い込み合う音──

　数珠じゆずつなぎの刃やいばのような異形の四し肢しがくねる・跳はねる・信じがたい速度でなぎ払はらわれる。

　夕霧──迅じん速そくなステップ・跳ちよう躍やく・優ゆう雅がに翻ひるがえる両手・全ての指から放たれるワイヤー×５×２を自在に駆く使しし、正面の黒い中国服／左右の灰色の中国服／その十二本の異形の四肢を、かわす／弾はじく／ワイヤーで搦からめ捕とる／切りつける／一歩として退ひかず激しく斬きり合う。

　まるで超ちよう高こう速そくで回転する四つのミキサーの刃の衝しよう突とつ──火花と刃の乱らん舞ぶ。

〈特憲コブラ〉・ＭＰＢ隊員──どちらも撃てず／援護すらできず。

　夕霧──刃は物ものの嵐あらしの中で金属音に負けぬよう大声で叫さけぶ。「みなさん逃げて下さいッ!!」

　戦せん闘とう機きと非武装の一いつ般ぱん人──両方同時には守れない／どちらか一つだけなら／仲間が来るまでの間なら／自分一人でも守り抜ぬける。

「すぐに味方をつれてくる！」ＭＰＢ隊員──戸と惑まどう〈特憲コブラ〉を急せかして退く／夕霧が敵を食い止めている間に、技術者たちをターミナルへ避ひ難なん／それが最善だと信じ・祈いのって──

　味方が完全にいなくなる──夕霧一人と敵だけになる。

　胸の中の〝痛み〟が生み出す恐きよう怖ふを、見つめる・覗のぞき込む・遠ざける。

　涼月の声が動くきっかけを与あたえてくれた──生きろと自分自身に命じる力に満ちた声。

　神父様との会話が恐怖の理由を事前に教えてくれていた──痛みと動くことのつながりを。

　恐怖は、痛みを拒きよ否ひして消そうとする心の働きだった──だから動かなくなる／動こうとしなくなる／目の前の脅きよう威いに、自分から命を捧ささげて楽になろうとする。

　涼月が前進する力に満ちている理由──痛みを拒否しない／受け入れる／自ら望んで進む。

　夕霧もそれに倣ならった──前へ／前へ／前へ──中国服たちの猛もう攻こうをしのいで切り込む。

　もっと早く──もっと確かに──もっと鋭するどく。

　あの人はもっと怖こわい──もっと手て強ごわい──この程度の相手など、恐れてなどいられない。

　刃の百足むかでが四方八方から夕霧の特甲トツコーを引き裂さく／制服を引き裂く／髪かみを引き裂く／人造皮ひ膚ふを引き裂く──だが一向に命を引き裂くには至らず。

　ふいに夕霧の再転送──両腰ごしに特大の杭パイ打ルバちン機カーが出現。

　コンテナ群の方へ素早く飛び込みながら、ワイヤーでつながれた杭くいを全て一挙に放ほうった。

　一いつ瞬しゆんで、床ゆか・天てん井じよう・コンテナの側面に、次々に杭が突つき刺ささり、ワイヤーを網あみ状じように展開。

　接せつ触しよくしたワイヤー同士が夕霧の指先の僅わずかな動きで切れる・つながる・一つになる・幾いくつにも分かれる・伸のびる・縮む──自らを操あやつり人形と化した人形師のごとく、目にも留まらぬ速度で宙を移動する夕霧──その変へん幻げん自じ在ざいの動きに、なんとついて来る黒い中国服──放たれる銀の弧こ線せんを受け／弾き／かわし、宙にいる夕霧に迫せまる。

　灰色の中国服二人は夕霧を追いきれず──ワイヤーが二人の脚あしに絡みつく／引っ張られる／ぶん投げられる／激しくコンテナに叩たたきつけられ、床に転てん倒とう。

　夕霧──宙に躍おどり出ながら右手をピストル形に構え、猛もう然ぜんと振りかぶった。

　黒い中国服の四肢がくねり、その左ひだり腕うでが、長い鞭むちのように跳ねて、夕霧の右腕に巻きついた。

　構わず右手を振り下ろしながらパワー最大でワイヤーを放出──巻きつかれた右腕が万力に締しめつけられたように軋きしんだ／関節が折れ砕くだけた／ワイヤーの硬こう化か装置が火花を上げた。

　右腕が肘ひじからもぎとられ／引き裂かれ／白銀の液フリ状ユス化イヒ金・メ属タルを血のように噴ふいた、その一瞬前。

　ワイヤーが、黒い中国服の左腕を、肩かた先さきから綺き麗れいに切断していた。

　落下──身をひねる・見事に着地する黒い中国服＝じっと夕霧を見上げる。

　灰色の中国服二人が、網あみの目のように張り巡めぐらされたワイヤーの中心で自らを吊つるす夕霧を見る──夕霧の右腕がエメラルドの輝かがやきとともに再転送される様子を、無表情に見つめる。

　自然と伝わってくるもの──警察の人員は一般人を退たい避ひさせたら増ぞう援えんをつれて戻もどって来る／その前にこの特甲トツコー児童を始末する／三人でも手こずるのなら、残りの者をここに集める。

　かちゃかちゃと頭上で音──コンテナの上を、複数の何かが這はって近づいてくる。

　夕霧──瞠どう目もく／頭上を見上げる／胸の痛みが生み出す、強い恐怖を押し殺しながら。

　灰色の中国服を着た、異形の四し肢しを持つ男たちが、新たに七人──

　じっと無表情に、夕霧を見下ろしていた。




「……ん？」涼月──女と中国服の男を見比べながら。「あんたの知り合いか？」

　青い中国服の男──女の顔をじいっと見つめたかと思うと、その手足が、いきなり蛇じや腹ばら状に展開して倍以上の長さに伸びた。刃やいばの重なりをあらわにする四肢──にわかに凄すさまじい叫さけび。

「殺サー────ッ!!」中国服が、虫とも蛸たこともクラゲとも、なんともつかぬ、ぐねぐねした四肢の動きを見せながら、信じがたいほどの速度で迫ってきた。

　女が屹きつ然ぜんと中国服を睨にらみ返す──パトリックが銃じゆうを構えたまま叫ぶ。「敵だ、黒ブラツク犬ドツグ！」

「やめろその呼び方ッ」涼月が女の肩をつかむ──背後へ押しやる──前へ出て盾たてになる。

　パトリックの速射──中国服の両腕が帯のように翻ひるがえって弾だん丸がんを弾はじく／火花を散らせる。

　斧おのと軟なん体たい動物の種族の違ちがいを超こえた愛の結けつ晶しようといった感じの異様な腕が、あっという間に眼前で振ふり下ろされる──涼月のガード＝左腕に火花・衝しよう撃げき・特甲に食い込む刃。

　すかさず右フック──相手の右腕にヒット・ぐにゃっという感じで衝撃が受け流される。

　雷らい撃げきの効果が半減──右腕に相手の左腕がぐるぐる絡からまりつく／猛もう烈れつに締めつける。

　ぎしぎし軋む右腕──特甲がたやすく折れ砕かれそうになることに愕がく然ぜんとなった。

　すぐさま立ち直る──脅きよう威いに対するあらゆる怯おびえと恐おそれを退ける、猛烈な怒いかり。

「気色悪わりィだろーがッ！」

　むかつき任せの左フック──自分の右腕ごと、相手の左腕を、木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふっ飛ばした。

　予想外だったらしい攻こう撃げき──中国服が横へ飛び退のきながら、蛇腹の脚をなぎ払はらった。

　相手を追って踏ふみ込んだ──途と端たん、軸じく足あしに強きよう烈れつな打撃／右みぎ膝ひざを切り裂かれる／突とつ撃げきし損そこなってぶざまに転倒／怒り倍増──右手足を再転送しながら跳はね起きる。「ンの野や郎ろう──ッ！」

　パトリックが女を下がらせながら銃撃──中国服と彼らの間に、生き残った武装犯。

　脚を撃うたれて倒たおれていた武装犯の行動──慌あわてて仲間の死体から銃をもぎ取ろうとする。

　中国服──右足が一いつ閃せん──アラブ系の男の首・両手首が、一瞬で切断されて宙を舞まった。

　涼月の瞠目──仲間じゃない!?

　パトリックが中国服へ銃撃を浴びせる──涼月が背後から中国服へ疾しつ風ぷうのごとく突撃。

　涼月が射角に入る寸前、ぴったりのタイミングで撃つのをやめるパトリック。

　涼月の雷撃最大値の右ストレート──ふわりと跳とんでかわす中国服──拳こぶしが壁かべに命中＝壁へき面めんが全ぜん壊かい／天てん井じように亀き裂れつ／自動販はん売ばい機きがぶっ倒れる／ホールの電灯の半分が砕け散る。

　中国服＝天井のパイプの間をするする移動──涼月の怒ど声せい。「中国雑ざつ伎ぎ団だんか、この野郎ッ！」

　パトリックが素す早ばやく銃の弾だん倉そうを交こう換かんし、中国服に向かって撃ち続けながらホールを移動。

　涼月が敵の逃にげ道を塞ふさぐべく、走り寄ろうとした、そのとき。

　チーンと場ば違ちがいな音──エレベーターの到とう着ちやく／ドアが開く──しこたま武装したアラブ系の一団が、床ゆかに倒れた仲間の死体を見て、一いつ斉せいにショットガン・突撃銃・自動小銃を構えた。

　パトリックが身を翻して通路に戻り小部屋に飛び込む──ホールの真ん中に突つっ立つ涼月＝咄とつ嗟さにガードした両腕にショットガンの一撃を食くらい、真後ろにすっ飛ばされて転がった。

　一斉射撃──中国服がぐねぐね這いながら天井のパイプをつたって逃げてゆく。

　パトリック＝動けず──通路・小部屋のドアが、あっという間に穴だらけに。

　女パイロット──アラブ系の男に腕をつかまれる／銃をつきつけられる。

　跳ね起きる涼月──倒れた自動販売機を両手でつかむ／ふん、と鼻息も荒あらくリフトアップ。

「食らえドアホどもッ！」銃撃の嵐あらしを、自動販売機で受け止めながら、猛もう然ぜんとぶん投げた。

　弧こを描えがくのではなく、ほとんど真っ直すぐ飛来する自動販売機──武装犯を数人まとめて跳ね飛ばし、不運な一人に直撃＝バンザイしながら潰つぶされる武装犯／壁に突き刺ささる自動販売機／血の池の中に転がり出てくる缶かんジュース・ペプシ・ミネラル水・カロリーメイト。

　もう一発、敢かん然ぜんと自動販売機を持ち上げたところで、目を丸くした。

　エレベーター＝アラブ系の一団の背後から、悠ゆう然ぜんと現れるブロンドの白人女──ほぼ坊ぼう主ず頭あたまの超ちようショートヘア／氷みたいに青い右目／明めい滅めつする朱あかい左目＝機械化義眼。冷たさと甘ったるさと刺すようなスパイスが同居した、ペパーミントアイスクリームみたいにシニカルな笑えみ。

　その肩に担かついだものに呆ぼう然ぜんとなる──人員携けい帯たい用・地対空弾だん頭とう＝スティンガー・ミサイル。

　エレベーターの中に引っ張り込まれた中国の女パイロットが、涼月に向かって叫んだ。

「私はいい!!　彼を──」

　その叫びを、猛烈なミサイルの発射音がかき消す──全すべての音を消し飛ばす。

「クッ……ソ野郎ぉ──ッ!!」

　力任せに自動販売機をぶん投げる──宙でミサイルと激げき突とつ＝目もくらむ炎ほのおが勃ぼつ発ぱつ。

　爆ばく風ふうがホールをなぎ払い、衝しよう撃げきの波が、斧おののように涼月の特甲トツコーをずたずたに引き裂さいた。




　完全に閉へい鎖さされた東ピア二階──同じ階にいたＭＰＢ隊員が異変に気づかないということは、全員、ミハエル中隊長の支し援えんに向かったということか。

　陽炎は、ぷーとガムを膨ふくらませ／弾はじかせ／淡たん々たんと正確な八拍びよう子しで嚙かみ、銃と爆弾を背負った八人の男たちが、〈特憲コブラ〉や〈空保フルーク〉を武装解除して拘こう束そくし、一いつ般ぱん人をピア中央の座席に集め、着々と準備を整えるさまを、じっと眺ながめていた。

　脳のう裏りでは何通りもの脱だつ出しゆつや反撃の方法を思案──だが全てがことごとく封ふうじられてゆく。

　乗客を円形に取り囲むように設置される爆弾──東ピアが丸ごと塵ちりに還かえりそうな量。

　いったいどうやって調達したのかわからない通信妨ぼう害がい・盗とう聴ちよう・干かん渉しよう装置──全部隊の動きと通信が敵に丸わかり／敵が偽にせ通信で東ピアから部隊を遠ざける／陽炎の無線通信いぬぶえを封じる。

　八人全員が爆弾ベルトを着用──なんと全員の爆弾に点火する装置を互たがいに持ち合う。

　これでは制圧時に一人でも点火させれば、全員分の爆薬が一度に炸さく裂れつし、東ピアと約二百人の一般人と治安機構の人間が全て灰かい燼じんに帰す。

　ここが人生の終着点だということを繰くり返し自分に言い聞かせているような敵たち──ろくに寝ねていないような血走った目で、ざあざあ降りの窓の外を油断なく覗のぞき込みながら、ぶつぶつ譫うわ言ごとのように祈いのりを唱えていたりする。

　かなり毛色の違ちがった男──赤い野球帽ぼうにアロハシャツ、ドレッドヘアーのアラブ人＝ヤーセル・オカモトが、陽炎から奪うばったライフルと拳けん銃じゆうを我が物顔で装備──くわえていた煙草たばこを踏ふみ消し、馴なれ馴れしく近づいてきて言った。「お手を拝借だ、ザビーネ」

　人ひと質じちを盾たてに武装解除され、膝ひざ立だちにさせられた上に、爆弾を身につけた三人に前後左右から銃じゆうを突きつけられている陽炎──いきなり呼び捨てにされてむかつく／内心を悟さとらせぬ駆かけ引きモード──相手が何をする気か思案しつつ、ひょいと両手を差し出す。「どうぞ」

「女の子は素直が一番だ」勝手なことを言いながら、陽炎の右手をつかんで立たせた。

　手を開かせる／手の平に円えん盤ばん状のものを当てる──両面テープと絶ぜつ縁えんテープで固定する。

　さらに左手も開かせ、手の平に同様のものを固定し、にやりと凄すごみのある笑みを浮うかべるヤーセル──ゆっくりと、陽炎の右手と左手をぴったり重ね合わせる。

　目の前の男を拝むような格好──ヤーセルがにやにや笑って遠えん慮りよなく陽炎の手を握にぎる／撫なでる／鳥とり肌はだが立ちそうな不快感／そして、とんでもないことを告げる。「お前の手の中にあるこいつが、あそこに並べた爆弾のスイッチだ。お前が手を離はなした〇・〇一秒後に、あそこの二百人と、お前と、俺たち全員が、跡あと形かたもなくこの世から消える。好きなときに離していいぞ」

　本当に鳥肌が立った──なんてことをなんて楽しそうに話すんだ、この自殺願望の変態め。

「では今、離します」ブラフ──指を僅わずかに離す／ヤーセルが力を込こめて握る／左右の武装犯が息をのむ気配／ぎらぎらしたヤーセルの目。「その前に一つ、やってもらうことがある」

　くそ──今の反応は本物だ。本当に私の手を爆弾のスイッチなんかにした。

　思案──それならば──と思った途と端たん、ヤーセルが言った。

「あと、転送とか言ったか？　お前のこの腕うでを、別の腕に取り替かえるってのも、やめた方がいい。このスイッチから送られる信号が届かなくなった瞬しゆん間かん、ドカンだ」

　ぴたりと内心を隠かくす──動どう揺ようを押し隠す──この変態野や郎ろう。しっかり特甲トツコー児童の情報をつかんでいる／というか、これは、特甲児童の転送を効果的に封じるための措そ置ちだ。

　あるいは、もしかして──ここで人質を取ったのは、特甲児童である自分を拘束するため？

　いまだに敵はあちこちの部隊の通信を傍ぼう受じゆするだけで、人質の存在を知らせて、戦せん況きようを有利にしようとも、声明をぶち上げようとも、世界へ恨うらみつらみを伝えようともしていない。

　だとしたら、これは陽動？　いざというときに敵本隊を支援するため？

　思考中断──ヤーセルが陽炎の左の耳たぶをいじり始める／ぞわぞわする／本当に手を離したくなるほどの不快感／と思いきや、ちくりと痛み──耳たぶを何かが挟はさんだ。

　眉まゆ一つ動かさない陽炎──にやにや笑いのヤーセル。「まあ悪くないじゃないか？」

　耳からぶら下がったものを指で弾かれる感覚──何かを勝手に装着させたらしい。

　ヤーセルが自分の耳にワイヤレスのイヤホンを装着──楽しげに説明。「これから、お前の通信の一部を復活させる。上官とつなぐから、次のことを報告しろ。異常はない。だがまだ乗客が残っている。そいつらを守るため、お前は動けない。いいな？　ここに俺たちはいない。お前はただ、ここを動きたくない。俺が満足するような、いい演技を見せろよ、ザビーネ」

　何か言い返す間もなく脳のう裏りに無線通信──ミハエル中隊長。《紅犬ロツター。応答しろ、紅犬ロツター》

　この人との会話を、こんな男に操られるなんて──身み震ぶるいするほどの不ふ愉ゆ快かいさを押し殺し、なんとか冷静に応答。《こちら紅犬ロツター。……どうしましたか？》

《そいつは俺の質問だな。なぜ今までつながらなかった？》

　イヤホンを手で押さえて笑っているヤーセル──会話を聞かれているという気分の悪さが態度に出ないよう耐たえる。《申し訳ありません。何も異常がないので通信を切っていました》

《どうやら職務怠たい慢まんを見過ごすには最悪のタイミングだな》

　あ、失望される──違うんですと咄とつ嗟さに返したくなる／こらえる。

《申し訳ありません》謝る以外にない自分の情けなさに悲しくなる。《何か異常が？》

《武装した連中がぞろぞろわいて出てきた。片かたっ端ぱしから駆く除じよ中だ。そっちは銃声一つ聞こえんか？　黒シユヴ犬アルツと白犬ヴアイスが応戦中だ。そこは〈特憲コブラ〉に任せて、仲間をフォローしろ》

《……お言葉ですが、現在、ここには二百人弱の一いつ般ぱん人がおり、それを数人で警備している状態です。私は、ここを動かない方が適切かと思います》

《ほう》思案げなミハエル。《一般客に気を遣つかって、仲間のもとへ行かない？　お前が？》

　ヤーセルがじっとこちらを見ている──陽炎はただ宙を見ている／淡たん々たんと／怒いかりを隠して。

《はい》

《そちらに異常と思える兆ちよう候こうは？〈特憲コブラ〉はどうしている？》

《異常なしです。〈特憲コブラ〉は警備に徹てつしています。確かに少し緊きん張ちようしているようです》

《〈特憲コブラ〉の部隊も応戦中だ。連中はお前に何も言っていないのか？》

《特に何も》

《一般客を守るために、そこに居残ってくれるというんだな？》

《はい》

《わかった》ミハエルの即そく断だん──いきなり見捨てられたような心細さに襲おそわれた。

　初めて本当に心が動揺した──お願い──無線を切らないで──気づいて。

《落ち着いたら迎むかえに行く。お前は動かさない。そこの一般人を必ず守れ。頼たのんだぞ》

　お願い──助けて。

《はい》通信アウト──ヤーセルの満足そうな笑えみ／いきなり尻しりを叩たたかれる／揉もまれる。

「いい演技だ、ザビーネ。その調子で俺を満足させ続けろ」

　陽炎──氷像のように表情一つ変えず、冷れい淡たんにガムを嚙かみ続ける。男の手が離れてほっとなる気持ちを一いつ切さい表に出さず、不快感に耐え、情けなさと心細さを、怒りでねじ伏ふせる。

「これでしばらく、遊んでいられるな」これ見よがしに陽炎のライフルをもてあそびながら、ふいに顎あごをしゃくる──三方から銃じゆうを構えていた男たちが、銃口を別の方へ向ける。

　出国審しん査さ口のシャッターが開かれ、新たに三人の武装犯が、不運なテレビクルーの一団を小こ突づきながら入って来た。カメラや放送機材を担かついだ者たちの中に、子供が一人──見覚え。

〈空港広場〉で涼月にインタビューしようとしていた少年──顔面蒼そう白はく／人ひと質じちの群と、宙を拝むような姿で立たされた陽炎の姿を見て、哀あわれなほど身を強こわ張ばらせている。

　ヤーセルがアラビア語で何やら指示──三人の武装犯がテレビクルーを追い立てる。

　チーフらしい男が慌あわてて言い募つのる。「この子は解放──」

　がつん──銃じゆう床しようで一発／男が口から血を流す／全員が一階へ追いやられる。

「ショーには不可欠な人材だ」にやにや笑うヤーセル──どうやら公共放送ＯＲＦの中ちゆう継けい機器を使って、声明発表でもするつもりらしい。だが、なぜここで放映しないのか──

　違い和わ感かん──この男たちは、今、各所で戦せん闘とう中の他ほかの部隊とは、違ちがう目的で動いている？　どうも、あのハイジャックのように盛せい大だいに自じ爆ばくすることだけが目的だが、彼らだけでは実行不能なので、別のグループのために働きながら思いを遂とげようとしている、という感じがする。

「が──はッはッはァ～ァ！　ざまァ～みィやァ！」

　いきなり下品な声──思考中断／すっかり忘れていた相手──あのパンク刈がりの子供が、かなりイッてるっぽい尖とがった目つきで、スプレー缶かんを手に意気揚よう々ようと店てん舗ぽから出てくる。

「虫どもの巣をぶっ潰つぶしたでェ。ヤーセルのおっちゃん、えッらい効きよんなァこれ～」

　ぎょっとなる一般客──呆あつ気けにとられる陽炎。うかつにも、なぜ白人の子供が、この武装したアラブ系の男たちと一いつ緒しよにいるのか考えるのを忘れていた──というか空港潜せん入にゆう時じに利用されただけで、今いま頃ごろは人質と一緒に拘こう束そくされているのかと思っていた。

「大漁じゃァ～」別の店舗から坊ぼう主ず頭あたまの兄が、ペットボトルを詰つめたクーラーボックスを抱かかえて出てくる／がばがば飲む。「こんくらいあんにゃァ喉のどが渇かわいて気がおかしゅーなるわァ」

　もう既すでにかなりおかしいんじゃないかと思う陽炎──二人の子供が揃そろってこちらを見る／面めん倒どうとトラブルが仲良く手をつないで歩いてくる感じで近寄ってくる。

「なんじゃァ～、もうこのべっぴんにスイッチ握にぎらしよんのかァ」

　坊主頭──どさっとクーラーボックスを置き、しげしげ陽炎を見る。まるで自分がやりたかったとでもいうような口ぶり──かと思うと弟の方が驚おどろくべきことを口にした。

「こんならの相手ェ、ワシらに任せるぅ言ゆーとったじゃァないかァ。下手に手ぇ～出して、ぶち殺されとったら、シャレんならんでぇ～、はァ、ヤーセルのおっちゃんよォ」

「声をかけても返事もしなかっただろうが、お前ら」呆あきれ顔のヤーセル──人質の方へ顎をしゃくってみせる。「これだけ人質がいれば、お前らの手を借りなくても十分に脅おどせる」

　相手？　手を借りる？　脅す？　──まさか、この二人に、自分を押さえさせる気だった？

「まァ～ええわい。ほんならワシらァ、おっちゃんらが吹ふっ飛ぶまで、ここにおるわァ」

　思わずぎょっとしそうになる──吹っ飛ぶ？　やはり自爆自体が目的のグループか？

「気が早すぎるぞ」さらに呆れ顔のヤーセル。「雨で警察も軍も遅おくれてるし、中国の連中は予定外だが、パイロットは捕つかまえられた。このザビーネが手を離はなさん限りは遊んでいられる」

　中国？　パイロット？　何のことかと考えていると、ふいにパンク刈りの弟の方が、ぴくっと何かに反応した。じっとこちらを見つめる──近寄る──いきなり制服の襟えり元もとをつかむ。

「今ァ、おったどォ～」

　なんだ？　なんのこと？　陽炎──無表情を保ちつつも、ぎらぎら目を剝むく少年に、病気を持った動物に牙きばを剝かれたような危機感と嫌けん悪お感かんを抱いだいた。

「なんもおりゃァせんわいなァ～、秋水ぃ～」坊主頭──ぐびぐび水を飲む／あっという間に空になったペットボトルをバキバキ音を立てて乱暴に握りつぶす。「全部お前の幻げん覚かくじゃぁ言ゆーとるじゃろォがァ。えー加減、目ェ覚まさんかいやァ」

「じゃけぇ～、やつらァ本当におるんじゃァ。陸王兄ちゃんも見りゃァ信じるよーになるわい。やつらァ、ほんまに、うーじゃうじゃおって口にも服にも入ってきよんでぇ」

「おらんじゃァ～ないかい」

「ちょっと待っとけやァ」弟の方──ズボンのベルトにスプレー缶を差し込み、セキュリティチェックの方へ小走りに向かう／乗客から没ぼつ収しゆうされた品が入った小箱をひっくり返す／何やらつかんで帰ってくる。「これ使つこォてなァ～、やつらがおるか調べりゃええじゃろ」

　ナイフ／ハサミ──兄がナイフを受け取る。「脱ぬがしゃァええじゃろォが」

「そんなん言ゆーて、スイッチ離したらドカンじゃけェ、こうしよるんじゃァないかァ」

「まァ、そうやの。ええ暇ひま潰つぶしになるしのォ」

　ちょっと待て、お前ら──愕がく然ぜんとなる陽炎／だが顔には出さず／咄とつ嗟さに奥歯を嚙かみしめる。

　弟が背後に回って、制服の襟にハサミを入れる／ジョキジョキ盛大な音を立てて切り裂さく／背中の布地を引っ張って、腰こしまで一気に切る。

　兄が横からナイフで布を引き裂く／遠えん慮りよも断りも一切なし／まるでお構いなし。

　ヤーセルや武装犯たちがにやにや笑って煙草たばこに火をつける──〈特憲コブラ〉の連中が険しい顔で床ゆかを睨にらむ──人ひと質じちたちが目をそらす／不快そうに顔を伏ふせる／ちらちら覗のぞく。

　執しつ拗ようで入念な兄弟の作業＝制服の上着がバラバラの断だん片ぺんになって床に散らばる──ワイシャツが同じように引き裂かれて捨てられる──ズボンのベルトが外される／寸断される／放ほうり捨てられる──あっという間に、下着とソックスと靴くつだけにされる。

　人質たちの目の前で半はん裸らに──完かん璧ぺきな無表情／全すべての視線を完全無視／微び動どうだにせず爆ばく弾だんのスイッチを握り続ける。

　弟──感心したように。「なんじゃァ、このべっぴん、根こん性じようあるのォ」

　陽炎の気骨──なめるな山やま猿ざるども、だてにキャンペーン任務でさんざん鍛きたえられてるわけじゃないぞ──と思ったところで、むかつく言葉を放られる。

「あれじゃァ、見られるんが好きな女ちゅーやっちゃのォ」

　勝手に決めるな──誰だれが貴様らなんかに──ふいに心細さにみじめさが加わりそうになり、迅じん速そくに耐たい久きゆう／心の中で言い返すことをやめる／狙そ撃げき態勢に入ったときのような静せい穏おんさで対たい抗こう。

「虫なんかおらんじゃろォが、ほれぇ～。アホらしゅーなるわァ～、ボケがァ」兄の方──人の服を台無しにしておいてつまらなそうに肩かたをすくめる。

「まだ残っとるじゃろォがァ」弟──無造作にブラの背の紐ひもをハサミで両断／左右の肩かた紐ひもをバチンバチン切断／あっさり無む惨ざんな布きれと化したそれを背後へ放り捨てる。

「なんや……」兄──しげしげと陽炎の露あらわになった胸を見る。「ええもん持っとんなァ」

　武装犯の誰かが低く口笛を吹く──くすくす笑う声。

「虫より、よっぽどええもんが出てきたのォ～」いきなり弟が右の胸をわしづかみにした。

「こんな虫なら、いっくら出てきてもええでのォ」兄がもう一方を持ち上げる／手の平で揺ゆする／重みを味わう──二人が左右からつかむ・こねる・揉もむ・もてあそぶ。

　狙撃態勢に入ったときのような静穏──そう自分に言い聞かせる／無感覚になろうと努める／だが消しきれない／それこそ虫にたかられたような戦せん慄りつに身をよじりたくなる。

　うつむく人質たち──数人がこちらを覗き見る／目を伏せる／また覗き見る。

　じっと床を睨んでいる〈特憲コブラ〉の連中。

　あくまで暇潰しの遊びという態度の二人の少年。

　にやにや笑って煙草を吹かすヤーセル。

　全てが自分をみじめにする。

　ふいに、キャンペーン任務とは根本的に違ちがう、はっきりとした感情に襲おそわれた。

　気骨も気き概がいも奪うばわれて、ひざまずいてうずくまってしまいたくなるほどの──屈くつ辱じよく。

　その感情を必死に押しのける／打ち消す／意識すればするほど耐たえられなくなる。

「時間あるんじゃけェ浄化してええかのォ」弟──もう一方の手で尻しりを撫なで回しながら。

「やめとけーや、あんま触さわるとエイズになるわい」兄──執拗に胸だけいじり回す。

　怒いかりが弾はじけそうになる──なんだとこの猿。というか、浄化？　なに？　なんのこと？

「別にえーじゃろのォ～。こないべっぴん、アフリカでも見たことないじゃーないかァ」

「だっから危ないんじゃァ、ボケェ～。アフリカでさんざんエイズで死んだやつらァ～見たじゃろォーがァ」兄──力を込こめて搾しぼるように胸をつかみ上げる／痛みが走る／じっと表情を変えず耐える／こちらの様子などお構いなしに弟と会話を続ける。「じゃけェダルフールの浄化小屋なんかァ、エイズだらけじゃほんまァ～。単にエイズ感染うつしとーてしゃァないだけじゃ、あんならァ民族浄化なんちゅーて、そのうちみィ～んなエイズんなって、おしまいじゃァ」

　ぞっとなる──アフリカ？／エイズ？／民族浄化？

　特定民族に対する組織的かつ計画的な、強ごう姦かん行こう為い？

　屈辱と危機感と恐きよう怖ふ心がいっぺんに襲ってきた。くそっ、このクソ猿ども。いったいどんな最低な情操教育を受けてきた？　というかダルフール？　エルファシルの虐ぎやく殺さつが起こった土地からきた？　ドイツ語を喋しやべる白人の子供二人が──なんで？　いや、まさか──

　こいつら、もしかして──そのとき、たまらない不快感が背骨を走った。

　弟──下着の間に手を入れる／指が入ってくる。「兄ちゃんこそ目ェ覚まさんかい。ここはオーストリアじゃぞォ？　ダルフールじゃーないんじゃ。エイズの女ばっかじゃないわァ」

　兄──急に真顔になる。「スイッチどうすんならァ。それにこんなんベッドもないけェー」

　弟──真顔。「じゃーけェ～、このべっぴん根性あるじゃろォーが。絶対に離はなさんわァ～。そんで目の前に人質がおる方がァ、言ゆーこと聞くと思うんじゃいのォ～」

　兄──うなずいて。「ちと暇ひま潰つぶしに遊んでも、誰も文句言わんじゃろーしの」

　弟──うなずいて。「ヤーセルのおっちゃんらもヤリとーて顔が言ゆーとるわ」

　涙なみだがにじみそうになって、歯を食いしばって耐えた──感覚を消し切れない／心を支え切れない／くそっくそっくそっ／屈辱が心を砕くだきそうになる／やめてと許しを請こいたくなる。

　うずくまりたい──大声で助けを呼びたい。

　懸けん命めいにこらえる──あの人の声を思い出す。

〝迎むかえに行く〟──〝必ず守れ〟

　その二つの言葉を頭の中で繰くり返しよみがえらせる──心に耐え抜けと命じ続ける。

「待て」ふいにヤーセルがライフルを構える──少年たちが手を止める──武装犯たちがヤーセルに倣ならってエスカレーターの方へ銃じゆう口こうを向ける。

　ヤーセル──一方の手でイヤホンを押さえながら。「よし。〈キャラバン〉がえらくいい仕事をしてくれた。今、面おも白しろいやつがこっちに来るぞ。陸王、秋水──お前らの知り合いだ」

　そして足音──両手を上げて入ってくる軍服の男＝頭から血を流すヘルベルト大たい尉い──陽炎に負けず劣おとらずの無表情さで、人質を見る／陽炎を見る／拘こう束そくされた治安組織の人員を見る／武装犯たちを見る／そして二人の少年を見て、はっと息をのんで、目をみはった。

「お前たち──」

　兄弟──二人とも、血走った目をいっぱいに見開いて、ヘルベルト大尉を見つめている。

「らァ──ッ!!」言葉にならぬ絶ぜつ叫きよう──二人が陽炎から手を離す／背を向ける／駆かけ寄る／猛もう然ぜんと問答無用で、ヘルベルト大尉の、顔面・胸に、拳こぶしを叩たたき込む。

　ヘルベルト大尉が血を吐はいて倒たおれる──二人がのしかかって盛せい大だいに拳の雨を降らせる。

　兄──陸王の叫さけび。「ワシらァただ帰りたかったんじゃァ！　帰りとーて帰りとーてたまらんけぇ帰らせてくれェーて何度も何度も何度も頼たのんだじゃろーがァわりゃぁッ！」

　弟──秋水の叫び。「おどれがワシらの頼みをォ全部ッ潰つぶして回っとったの知っとるんじゃドクサレがァッ、じゃけえェッこォして自分らの足でッ帰ってきたんじゃボケェッ！」

　ごつん、ごつん、ごつん、ごつん──殴おう打だの音・床ゆかに飛び散る血しぶき・二人の叫び。

「おいおい、まだ殺すなよ」くわえ煙草たばこヤーセル──少年たちの代わりに陽炎のそばへ。

　陽炎──他の人ひと質じちたちと同様に、呆ぼう然ぜんと少年たちの狂きよう騒そうを見つめる以外にすべもなく。

　アフリカ──ダルフール──帰りたかった──やはり、そうなのだ。

　うすうす察してはいたが──まさか本当に──信じられないことに。

　この最低の悪童ども二人は、両方とも軍人──いや、軍の特甲児童だ。




　天てん井じようのスプリンクラー──火災を探知したのではなく、水道管が吹ふっ飛んで水が噴ふん出しゆつ。

　閉じて歪ゆがんだエレベーターのドア／跡あと形かたもなく吹っ飛んだ自動販はん売ばい機き／大きく床が凹へこんだ爆ばく心しん地ち／がらがら崩くずれる天井／真っ黒に焼けた炭酸飲料の缶かんが破は裂れつして泡あわを吹ふいている。

　敵──白人女もアラブ人どもも中国人の機械化野や郎ろうも、誰だれもいない。

　火・火の粉・ぶすぶす焦こげる音・黒こく煙えん──吹っ飛んで壁かべに叩きつけられた涼月＝這はいつくばって煙けむりの味がする唾つばを吐く／そこらに落ちてた無事なペットボトルをつかむ／ボロボロの四し肢しを再転送──立ち上がってエメラルドの幾き何か学がく的な輝かがやきとともにペプシをガブ飲み。

「たまげたな」パトリック──煙に顔をしかめながら。「あれを食くらって生きているのか」

「直ちよく撃げきじゃねーし。特甲トツコー児童なめんな。つーか自爆したのかあいつら？」

「ミサイルをぶっ放しながらドアを閉じた」エレベーターのボタンを押す＝点灯せず。「エレベーター内に熱風が吹き荒あれるのも構わずにな。いかれた女だが、それほどお前を恐おそれたとも言える。敵は決して、お前をなめていないぞ、黒ブラツク犬ドツグ」

「やめろっつーの、その呼び方」ペプシでうがい──床に吐こうとして真下で何かが鳴っていることに気づく／咄とつ嗟さに口を閉じる／反射的に飲み込む。

　盛大なげっぷとともに、鼻から炭酸が噴き出して、涙目になった。

　パトリック──敵に追いつく手段を求めて辺りを見つつ。「女の子は上品であるべきなんて意見は、フェミニスト連中の格好の攻こう撃げきの的だが、それにしてもそいつは下品だな」

「……っせー」赤面──落ちていたものを拾う＝ひどく小さなコール音。「これって……」

「女の携帯電話か？」パトリックが目を丸くする──警備室へ向かいながら指さす。「そいつもあの爆風を生き延びたか。さっさと出ろ。彼女が連れん絡らくを取ろうとした相手かもしれん」

「な……なんで、あたしが出るんだよ」

「有用な情報は、どこから手に入るかわからん。確かなのは〈キャラバン〉と〈赤いハヤブサ〉が女パイロットを銃で脅おどして拉ら致ちしたということだけで因果関係は不明だ。さっきの中国人の男もどこかへ消えた。通話後、被ひ害がいと現状を上官へ報告だ」言うだけ言って警備室に入る。

「このッ……偉えらそうに命令すんじゃねーよッ、ハイジャック野郎！」

　携帯電話を操作──エラー表示＝なんだ？　あ、くそ。キーロックかけてやがる。

　着信相手の名前──『△▽』＝？？？？？　名前？　中国流のなんかの暗号か？

　ふと引っかかる──なんか最近、この三角二つを、どこかで見たような気がする。

　コール音がやむ──留守番電話モード＝相手が何と吹き込んでいるのかもわからない。

　パトリックの後を追って警備室へ入り無線通信。《中隊長、黒シユヴ犬アルツです。ＢＶＴの人間がまたやられてました。それと、すんません、敵のアラブ人に女パイロットをさらわれました。敵に白人女がいて、エレベーターの中でスティンガー・ミサイルを射うつような、バカ野郎です》

《確かにそいつは呆あきれるばかりのバカ野郎だな》ミハエル──いかなるときも泰たい然ぜんとした返答。《女は殺されたのではなく、さらわれたんだな？》

《はい。あと、こっちも中国人の男が機械の手足を振ふり回して襲おそってきました。どうもパイロットの女を殺そうとした臭くさいです。それと、中国人とアラブ人は殺し合ってました》

《いよいよ複雑怪かい奇きな状じよう況きようになってきたな。白人男はどうした？》

　警備室──パトリックがせっせと警備カメラを操作＝敵の姿を追つい跡せき中。

《えー、女をさらってった敵を、警備室のカメラで追っかけてるみたいです》

《利口な考えだ。白人男は、自分の素す性じようを話したか？》

《まだです。後で吐はかせます。あと女パイロットの携帯電話を見つけました。彼女は誰かと連絡を取りたがってて、さっき一件かかってきましたが、キーロックのせいで操作できません》

《解かい析せき課に頼たのんでマスターサーバーの回線をそこの警備室につなげさせる。解除を頼め。今のところ可能な支し援えんはそれだけだ。お前をそこに配置した俺としては心苦しい限りだが、お前は他ほかの全すべての部隊から離はなれすぎている。もうしばらく、お前だけでなんとかなりそうか？》

《白人女と中国の機械化野郎に、一発ずつ食わせてやらないと気が済みません。あと女パイロットの方も、クソ迷めい惑わくなもめごとを持ち込んだ理由を吐かせてやろうと思います》

《ガッツが闘とう争そう心を着て歩いているようなやつだな。現在、ＢＶＴ、〈特憲コブラ〉、ＭＰＢ、軍の、各支援部隊が、こちらに急行中だ。あと三十分も耐たえれば、いくらでも援えん護ごしてやれる》

《さっさと片付けて、仲間を援護しに行きます》

《脱だつ帽ぼうの返答だ。それよりも早く、俺の方でお前の隊員たちを援護してやれそうだ。お前はその拳こぶしで、連中をそれぞれの故郷に送り返してやれ》

《了解ヤー》通信アウト──すぐに陽炎・夕霧に通信──どちらもつながらない／陽炎は通信自体が届いていない／夕霧はあえて通信に応こたえず戦闘に集中しているのが察せられる。

　夕霧よりも陽炎が気になる──つながらない理由がわからない。

　ふいに警備室の電話が鳴る──パトリックがむかつく素早さで取る／受話器をひったくる。

「あたしんだ」

「上官に報告はすんだな？」警備カメラの方を見たまま確かく認にん。

「っせーな、とっくに終わってんだよ」かりかりしながら電話に出る──やたら幼い口調の、吹雪の声。《涼月ちゃんのぉー、頼みごとならー、なんでも聞きますー》

　がっくりくる──無意識型の接続官コーラスである吹雪＝疑ぎ似じ人格の一つが対応。

「あー……携けい帯たい電話のキーロックを解除してくれ」

《回線を接続すればー、マスターサーバーのー、追跡のー、〇・二秒以内ですー》

「わかったわかった」なんとなくパトリックに聞かれるのが恥はずかしくて、さっさと片付けたくなる──警備室の端たん末まつからコードを引っこ抜ぬいて携帯電話に接続。「つないだぞ」

《確認しましたー》まさに一いつ瞬しゆん──携帯電話のキーロックが解除される／さらに最新の通話記録・留守番電話の記録の一覧が英語で表示される。「よし。ありがとよ、吹雪」

《涼月ちゃんのー、ためならー、どういたしましてー、失礼しますー》

「じゃーな」次からもうちょっと賢かしこそうな疑似人格にしてくれと心の中で付け加える。

　受話器を置く／携帯電話を操作──通話記録＝全て同じ名前の相手。

『△▽』＝またぞろどこかで見たような記き憶おく──留守番電話の録音が一件＝さっきの通話。

「行くぞ。可Ａ．能Ｓな．限Ａり．早Ｐく．だ」本場っぽい英語発音でその言葉を言われてちょっと新しん鮮せん──敵の銃じゆうを担かついで移動する。「敵は女パイロットを公開処しよ刑けいにする気かもしれん」

「え？」三角について考えていたせいで、咄とつ嗟さに意味がわからず。「……処刑？」

「西側ターミナル外のバス整備場だ。敵がマスコミ連中を脅してカメラを運ばせていた。声明発表、政府への要求、公開処刑のうちどれかだ。電話が通じたんなら、かけながら移動しろ」

　有う無むを言わせぬ早足──慌あわてて追った。なんだこの野や郎ろう、どこまで偉そうなんだ。この電話の後で一発食くらわせて正体を吐かせてやる──と思いつつ、また注意されるのも癪しやくなので、さっさと携帯電話の留守番電話の録音を再生＝耳に当てる。《もしもし！　もしもし!?》

　ずいぶん若い女性──というより、何やら焦あせりまくった、どう考えても、少女の声。

《これをお聞きになったら、どうかすぐに、この番号におかけ直し下さい》

　面食らう──ドイツ語だ。というか、おかけ直し下さい？

　電話会社の人間か、この野郎。丁てい寧ねいすぎて逆にバカにされたような気になる。

《急を要する事態です。どうかご連れん絡らくを下さい》

　とにかく大変な状況で電話をかけてきたらしい──バタバタした感じでメッセージ終しゆう了りよう。

　それにしても、どこの誰だか知らねーけど、いけ好かねーやつ。

「何をしている？」パトリック──真面目まじめな顔。「さっさとかけた方がいいぞ」

「留守電を聞いてたんだよ」嚙かみつくように返す。

「どこに敵がいるかわからん。通話中に戦闘になっては情報収集もくそもない」

　ちょっとためらう。「あー……なんて話せばいい？」

「お前の管かん轄かつの、お前の責任による、お前の仕事だ」ますます真面目に。「好きにやれ。女の命が危ないことを教えて反応を試ためしてもいい。それとも話が通じなそうな相手か？」

「……そうでもねーけど」口を尖とがらせる──パトリックが肩かたをすくめて先へ進む／後を追う／男の背を睨にらむ／愚ぐ痴ち。「……ちくしょう、苦手なんだよ、こういうのは」

　あれこれ考えても仕方ないので、思い切ってコールボタンをオンに。

　コール一回──二回──三回──なんだよ早く出ろよ──五回──六回──このまま留守電になるかも。ちょっと安心しかけたところへ──八回＝いきなり通話。《もしもし!?》

　うわっ、出やがった。「あー……」

《あたくしの声が聞こえますか!?　もしもし!?　もし──》

「聞こえてる。わめくな」ぼそっと返答──いきなり沈ちん黙もく。

　もしかして一発で相手に警けい戒かい心しんを抱いだかせた？　くそ、不ふ審しんに思われて切られるかも。

《……一つよろしいでしょうか？》ちょっと冷静になったような少女の声。

「ああ」緊きん張ちよう──なんかやたら声が喉のどに詰つまる／自然と声が低くなる。「なんだ？」

　そして当然の質問。《その……あなたは、どなたでしょうか？》

　正直に言うべきか？　警察だと告げて着信拒きよ否ひにされたら？　あたしの責任？

　パトリックの背を睨む／陽炎やミハエルの顔が思い浮うかぶ／こういうのが得意なやつらは大勢いるのに、なんであたしに役目が回ってくるんだ──恨うらむような気持ちで咄嗟に逃にげを打つ。

「そいつは、あんたが誰だれか答えてからだ。こっちはあんたのメッセージに従っただけだ」

　つい本音が混ざって、会話自体を拒否しているかのような言い方に──相手がまた沈黙。

　なんだ、おい──納なつ得とくした？　腹を立てた？　くそ、こら、なんか言いやがれ。

　沈黙に耐たえられず、考えなしに何か口走りそうになったとき──

《わかりました》いきなり相手が言った。《あたくしは〈ミリオポリスＭ公安高Ｓ機動隊Ｓ〉所属、要よう撃げき小隊〈焱フオイのエル妖・スプ精ライト〉小隊長──鳳アゲハ・エウリディーチェ・アウストと申します》
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　　　　壱いち




　張り巡めぐらされたワイヤーの網あみは夕霧の領域だった。

　同時に使えるワイヤーの数は桁けた違ちがいに多い──杭くいを打てば打つほど、多くなる。

　敵にもそれがわかっている──だから、どうやってこの領域から夕霧を出すか、その順番を、彼らの無線通信で話し合っている。十人がどういう順番で襲おそいかかれば、夕霧が自分からこの領域を出なければいけなくなるか、入念に計算している。

　十人──その数を意識すればするほど、冷たい恐きよう怖ふが胸の奥から這はいのぼって来る。

　十人──三人なら撃げき退たいできる／五人なら傷を負って撃退できる／七人なら仲間が来るまでなんとか持ちこたえ続けることができる／いずれも守るべきものを守りきることができる。

　十人──無事でいられると思える根こん拠きよを探すことさえ困難な数／自分も／守るべきものも。

　いいや、お前なら、たやすいはず。

　虚きよ無むがささやく。

　お前はもうそれを知っている。お前にはその恐怖から逃れるすべがあると。

　ただ望むだけでいい──心の中で唱えるだけで──望むべきものの名を。

　虚無の名──果てしなく透き通る青空へ自分を導いてくれる扉の名──レベル３。

　咄とつ嗟さに、虚無の歌声がこぼれかけ、しっかりと歯を食いしばって耐えた。

　違う──と渾こん身しんの力で、自分の中の〝痛み〟に言い聞かせる。

　それは自分の歌じゃない──世界を愛しく想い続けるために歌う歌じゃない。

　自分はその歌を歌わない。

　あの人をこの手で止めるために──この自分の歌を聞いてくれる仲間とともに──

　自分はあの青い空を拒み、この苦痛と恐怖に満ちた荒れ野のような地上に、立ち続ける。

　床ゆかに立つ三人が、黒い中国服を中心に、ゆっくりと散開した。

　三人が床に──二人が右手のコンテナの上──二人が左手のコンテナの上。

　黒い中国服──いつの間にか、先ほど切断された左ひだり腕うでを、右手につかんでいる。

　何かの操作──切り落とされた左腕の、損傷した蛇じや腹ばらの関節部が、ぽろりと取れる。

　さらに操作──左腕の肩かた口ぐち辺りの、切断面を見せる、損傷した関節部が、ぽろりと取れる。

　そして接続──僅わずかに短くなった腕が、かちりと音を立てて、再接続される。

　夕霧の瞠どう目もく──迅じん速そくな復旧＝黒い中国服が、ゆっくりと、左手をくねらせてみせる。

　異形の四し肢し──転送されない代わりに、損傷箇か所しよを破は棄きすることで容易に再接続が可能。

　十人が、ゆらりゆらりとした動作で、僅かに夕霧に近づく。

　自然と伝わってくるもの──十人の手足──四十本の異形の四肢で、入念に、一センチ二センチ三センチという細かさで、夕霧を引き裂さいて引き裂いて引き裂いて血を流させて、すっかり力を喪失うしなわせて形も残らぬほど切り刻むための、最も有効と思われる順番を決めた。

「んンーんんッんー♪」ハミング＝陽気に──精せい一いつ杯ぱいの力を込こめて／ありったけの気持ちを振ふり絞しぼって。涙なみだが出そうになるほどの怖こわさと心細さの中──命の限りに踊おどり続けるための歌。

　最初の一人──右下にいる灰色の中国服が、すーっと前まえ屈かがみになった、そのとき。

《……逃にげて》

　優やさしい──柔やわらかに澄すんだ声。

《……大だい丈じよう夫ぶ。……逃げて》

　仲間の声でもマスターサーバーの電子音声でもない──誰かの、無線通信。

　夕霧の目が大きく見開かれる──自然と伝わってくるもの。

　向こうのコンテナの陰かげに隠かくれるように安置されている、守るべきもの。

　黄色い立ち入り禁止のテープに囲まれ、青い防水布で覆おおわれた、巨大なもの。

　刹せつ那な──夕霧が動いた。硬こう化か装置をオフに──全すべてのワイヤーが液状に戻もどり、無数の白銀の輝かがやきが霧きりのようにコンテナの間に立ちこめ、ぴたりと最初の一人が動きを止めた。

　彼らの予想を大きく外した夕霧の行動──十人の反応が、遅ち延えんした。

　夕霧──着地と同時に、硬化装置を再びオンに。

　フルパワーで放たれたワイヤーが、白銀の霧の中を舞まい、でたらめな連結を開始。

　夕霧自身にすら把は握あく不可能な数のワイヤーが枝状に伸のび広がるとともに、形成された全てのワイヤーに電気仕じ掛かけの激しい振しん動どうと乱らん舞ぶを命じた。

　幅はば二ミクロンの切断器具が奏かなでる猛もう烈れつなリズム──不可視の竜たつ巻まきの通過。

　床・天てん井じよう・コンテナが、バラバラに崩ほう落らく──夕霧の着地と同時に飛び退のいた地上の六人のうち、右前にいた灰色の中国服の男が、ワイヤーの竜巻で、右腕を斬きり飛ばされていた。

　頭上にいた四人のうち、右側にいた灰色の中国服の男が、同じく両足首を失っていた。

　竜巻が自分の体をバラバラにする一いつ瞬しゆん前に解除＝白銀の輝きをまとわせ──疾しつ走そう。

　黒い中国服が道を塞ふさぎにかかる──夕霧が左手をさっと払はらう＝切断機能を落としたワイヤーで相手の両りよう脚あしを搦からめ捕とる／思い切り引っ張る。

　身をひねって転てん倒とうを防ぐ黒い中国服──二人が進路を妨さまたげられる──その刹那の隙すきに、左手のワイヤーを解除しつつ、全力で走りながら、両手のワイヤーをフルパワーで放射。

　跳ちよう躍やく──四方から飛びかかる別の四人の四肢を、ワイヤーで受ける・弾はじく・なぎ払う・身をひねってかわす・特甲トツコーごと脇わき腹ばらを浅く裂かれる・首筋の特甲を引き裂かれる・背をかすめる・〝飾り耳オーア〟の抗こう磁じ圧あつが軌き道どうを逸そらした拍ひよう子しに左ひだり頰ほおをすっぱり切られる。

　ことごとく急所への攻こう撃げきをかわしざま、切断機能を落としたワイヤーを、天井灯に絡からめて急激に軌道修正──守るべきものの上へと宙を舞いながら、杭パイ打ルバちン機カーの全ての杭くいを放った。

　追撃にかかっていた別の二人が、その四肢で杭を防ぐ・弾く・追い切れず着地する。

　そして最後に夕霧の着地──青い防水布の上。

　再び夕霧を包囲する十人──足や腕を斬られた者が、損傷箇所を破棄し、再接続する。

　彼らの表情に生じた変化──戸と惑まどい。

　なぜ、夕霧は、自分から領域を飛び出たのか──なぜ、守るべきはずのものへと、わざわざ敵を招いたのか──いったいこの後、どのように動くつもりなのか。

　ここに来て初めての、心理面での優位──夕霧は動かない。

　ワイヤーも杭も放たない──次に夕霧が何をするかという根こん拠きよを、彼らに一いつ切さい与あたえない。

　唯ゆい一いつはっきりとした根拠──夕霧は青い防水布の下にあるものを守らねばならない、という動かぬ事実のもと、十人が、夕霧を中心として、完かん璧ぺきな円えん陣じんを組んで立った。

　ゆらりと、全員の右腕が、全く同時に、全く同じ動きでくねり・蠢うごめき──跳はねた。

　直線──これまで常に、曲線を描えがき・なぎ払い・絡みついてきたそれが、槍やりの穂ほ先さきのように、真っ直すぐ、十方から飛んできた、その刹那に、夕霧が跳とんでいた。

　直線──これまで常に、踊るように素す早ばやく四方へ跳び続けてきた夕霧が、突とつ如じよ、矢のように、真っ直ぐ、目の前にいる黒い中国服の男へと、飛びかかっていた。

　黒い中国服の手刀が、特甲の《飾り耳オーア》による不可視のヘルメットに軌道を逸らされ、顔のそばを通り抜ぬけて髪かみをひとふさ切り裂き、夕霧の背後で、他の九つの手とともに空を切った。

　すぐさま、十人の左ひだり腕うでが同じように次々と突つき込まれる一方、夕霧はただ、目前の黒い中国服の左腕が迫せまるのに合わせ、ピストル形に構えた右手を、猛もう然ぜんと振り下ろしていた。

　ぴしっ、と鋭するどい音──胸むな元もとにまで迫っていた黒い中国服の手刀が、縦に真っ二つに断たち割られ、夕霧の体の左右へと分かたれ、いっぱいに伸びきって棒のように静止した。

　完全に破は壊かいされたその敵の腕が、接続機能を失ってだらんと垂れ下がるまでの一瞬──残り九本の手刀を、かわし・弾き・受け流し・左腕を砕くだかれ・右脚を抉えぐられ・左ひだり肩かたを引き裂かれ・右肩を割られ・背を切られ・腹を切られ、血と白銀のきらめきを零こぼしながら、見事に包囲を突とつ破ぱして敵の背後に降り立つと同時に、ターミナルへ続く通路へと疾走していた。

　左腕を失った黒い中国服の男が、初めて、夕霧には意味のわからない、怒ど声せいを放った。

　何人かが、はっと何かに気づいたように、ひどく乱暴な動作で、青い防水布を引き裂さいた。

　夕霧はそれを守るはずという、彼らの最初の根拠を打ち砕くもの──がらんどうの中身。

　飛行機に乗るための昇しよう降こう機きにパイプを固定し、戦せん闘とう機きのかたちに見せかけた張りぼて。

　黒い中国服の男が、怒いかりの声を上げて、残った右手で昇降機の車体を引き裂いた。

　その音だけで、彼らに背を向けて走る夕霧には、自分の正しさが確信できている。

　防水布に覆おおわれていたもの──みんなが戦闘機さんだと思っていたもの。

　あれは戦闘機さんではない──最初から、戦闘機さんはいなかった。

　そして、優やさしい声。

《……逃にげて》

　だが夕霧は、倉庫の出入り口に差し掛かかると、くるりと振ふり返っていた。

　十人──ぐねぐねと異様な動きを見せながら、信じがたい速度で迫ってくる者たち。

　十人──機械の四し肢しが全すべて無事なのは九人／その破壊のこつは、既すでにつかんでいる。

　十人──冷たい恐きよう怖ふに耐たえながら、熱い痛みをもって、存分にその手管を知った敵。

　十人──何も守る必要がなく、自由に走り回って戦えるのなら、十分に勝てる人数。




「公安……？」呆ぼう然ぜんとなる──一語一語確かめる。「要撃小隊長……？」

　思わず立ち止まっていた──パトリックが足を止めて怪訝けげんそうに振り返っている。

《はい》少女──やたら堂々と。《あたくしのことは包み隠かくさずお答えします。ですから、どうぞお答え下さい。あなたは、どなたですか？　なぜこの番号に出たのですか？》

　聞き覚えのない声──だがどこかで聞いたことがあるような声と口調と態度。

　脳のう裏りをよぎる記き憶おく──〝アンタレス事件〟──自分たちが崩ほう壊かいさせたタワー。

　脳裏をよぎる記憶──宙で差し出された手──自分を助けてくれた誰だれかさん。

　脳裏をよぎる記憶──左目に傷がある少女──自分とは違ちがう羽持つ特甲トツコー児童。

　なぜか確信がわく──間違いない気がする──自分の中の何かが告げている。

　なぜか戦せん慄りつが襲おそう──人格改変プログラム──自分を不安にさせるその言葉。

　強きよう烈れつな特甲の転送によってそれが起こった──特甲児童が互いに殺し合った。

　レベル３──きっとそうだ。間違いなく。こいつは、その、生き残りだ──

《なぜ答えて下さらないのです？　あなたは、どなた──》

「……少し驚おどろいただけだ」ぼそっと返す──なぜか電話を切りたくなる／正気に戻もどれと自分に命じる／答えるべきことを答えろ──訊きくべきことを訊け──過去に何があったかなんて、関係ない。まさか、あなたは仲間を殺したことがありますかなんて、訊けるわけない。

「いいぜ。あたしが誰か教えてやる」深呼吸──一息に。「ＭＰＢ遊撃小隊〈ケル[image: けるべるす]ベ〉ルス小隊長、涼月・ディートリッヒ・シュルツ。お前と同じ特甲児童だ。羽は生えてねえけどな」

　息をのむ気配──大いに驚いている／だが驚き方が自分とは違うという感じがする。

《ＭＰＢの特甲児童!?　なぜ、この電話に!?》

　こいつはあたしのことを知らない──本当に知らない。あるいは記憶がない。

「持ち主がさらわれたから、代わりにかけただけだ」

《さらわれた？　いったい、どなたが？》

「どなたって……」面食くらう。「知らずに電話したのか？」

《それが……あたくしがかけているこの携けい帯たい電話も、実は別の持ち主のものなのです》

　眉まゆをひそめる。「じゃ、女パイロットが連れん絡らくを取りたがってたのはお前じゃないんだな？」

《女……パイロット？》困こん惑わくの声──なんだこいつ、本当に知らないのか？

「今日、空港に中国の戦闘機が来たのは知ってるか？」

《戦闘機？》ますます困惑。《はい、ニュースで……》

「そいつに乗ってた、中国人の亡命女が持ってた携帯電話だよ」

《なんですって!?》

　もんのすごい大声──思わず携帯電話から耳を離はなす／戻す／注意。「驚きすぎだ、バカ」

《バ……》ちょっと絶句される──憤ふん慨がいされる。《仕方ありませんでしょう!?》

　怒ど鳴なり声まで上品な感じがする──なんか無む性しようにむかっ腹が立つ。

「それよりそっちの電話の持ち主は？　こっちはさっきっからそれが知りてーんだよ」

　もう信じられない、なんて下品な人でしょう、という感じの沈ちん黙もく──おもむろに返答。

《……あたくしたちは現在、国UN連O-都CI市TYで国際戦犯法ほう廷ていの警備にあたっております》

　わざとらしく足あし踏ぶみしているパトリック──また歩き出しながら聞き返す。

「アフリカのなんとかって地方の？」

《スーダン共和国にある、ダルフール地方の都市エルファシルです》陽炎なみの細かさで返される。《その戦犯法廷で、証言を行うはずだった証人の一人が、本来の電話の持ち主です。名はジャック・パーキンス。職業は通訳官です》

「裁判の証人だって？」ぽかんとなる。「……はずだったってのは、どういう意味だ？」

《先ほど殺害されました》

「殺された!?」ぎょっとなる──つい反射的に暴言。「ちゃんと守れよバカ」

　みしっ──電話を握にぎりしめる音／憤激。《ふ……不ふ甲斐がいないと思っています!!　あなたこそ、亡命者がさらわれたとはどういう意味ですかっ!!》

　電話から耳を離す──戻す。「〈キャラバン〉と〈赤いハヤブサ〉っていう馬ば鹿かどもにさらわれて、追ってる最中だ。そいつらのせいで空港中が大おお騒さわぎだ」

《〈キャラバン〉!?　〝アンタレス事件〟に関かかわったグループですか!?》

「多分な。こっちの女パイロットは、そっちのなんとか通訳官としか通話してない。そいつらが何を話したかわかるか？　そもそも、なんだって殺されてんだ？」

《ジャック・パーキンス氏です》怒おこったように注ちゆう釈しやく。《通話の内容は不明。犯人は捜そう索さく中。法廷妨ぼう害がいのための殺害と思われますが、裁判の証人は他ほかにもおり、彼だけ狙ねらわれたのか、あるいは証人全員の殺害を企たくらんでいるのかも不明です》

「全員殺す気じゃねえの？」老ろう婆ば心しん。「それ以上、殺されんなよ」

《余計なお世話です!!》憤慨。《パーキンス氏が殺害される直前の通話先が、この番号でした。また、彼に関する調査で、パーキンスが変名であることが判明。アメリカに移住した際に名を変えており、本名は不明。なぜ中国の亡命者と連絡を取ったかは──》

「要するにお前、何もわかんねえのか？」

　話を遮さえぎられて不ふ機き嫌げんそう。《──調査中です！》

「わかったらこの電話に連絡しろ。こっちも何かわかったら教えてやる。じゃーな」

《えっ……？》ぎょっとした感じ。《ちょ……ちょっと、お待ちになって──》

「こっちは猛もう烈れつに取り込み中なんだよ」ぷちっと虫でも潰つぶすように、通話を切った。

〝お待ちになって〟？　どこの方言だ。まったくもって上品すぎていけ好かない。

　面めん倒どうな仕事を終えた気分──携帯電話を制服のポッケに放ほうり込み、パトリックに追いつく。

「戦犯法廷の証人とはな」油断なく銃じゆうを握るパトリック──警備室で拝借したらしいセキュリティカードで荷物搬はん入にゆう所じよへのドアを開く。「正体不明のまま殺されたのは残念としか言いようがないが、電話を拾ったのがお前の同業者で何よりだ」

「盗ぬすみ聞きすんな」半眼──こいつの勝手さも実に腹が立つ。「そっちこそ判明してねーよ。何者なんだ、あんた。なんだって、こんなドンパチに関わってんだ」

「俺はお前の利ステ害ー共クホ有ル者ダーだ」当たり前だろ、という感じ。「俺が今こうしている理由は一つ。〈キャラバン〉と接せつ触しよくし、その戦術指導者たちを、一人残らずこの世から消すためだ」




　頰ほおから・首から・腹から・背から・肩かたから血を流し、両りよう腕うでから白銀の輝かがやきを零こぼしたまま、その血のにおいを彼らに嗅かぎ取らせて追わせようというように、最低限の再転送のみ実行し、迫せまり来る十人をしっかり引きつけてから、夕霧は彼らに背を向けた。

　倉庫の外──土ど砂しや降りの雨の夜の中を、ターミナルへの地下通路入り口に向かって走る。

　敵の驚おどろくべき迅じん速そくさ──夕霧の左右を、三人ずつ、たちまち追いすがって来た。

　左右から、槍やりのような手刀が真っ直すぐ・斧おののような腕が弧こを描えがいて・ミキサーのような刃やいばの乱らん舞ぶが複雑な軌き道どうでくねりながら、互たがい違ちがいに、雨の狭はざ間まで不気味な閃ひらめきを放った。

　夕霧──かわす・受け弾はじく・唐とう突とつに身を伏ふせる・腹ばいになった状態から一いつ瞬しゆんで前転・跳ちよう躍やく──敵の手刀が、空を切る・宙をなぐ・サービス車用エリアのコンクリートを抉えぐり取る。

　切断機能を落としたワイヤー──地下通路のドアの取っ手に絡からませる／引っ張ってドアを開く／自分の体を引き寄せる──まるで入り口の方が迫って来るよう。

　中に飛び込む──踊おどるように。再びワイヤーを引っ張ってドアを閉め、腰こしの杭パイ打ルバちン機カーの作動を設定──ワイヤーを切り離し、迷めい路ろのように分ぶん岐きした通路を走った。

　背後──鉄製のドアが真っ二つに／異形の十人が続々と四し肢しをくねらせ追走。

　夕霧──脳のう裏りで通路の情報を確かく認にん／走りながら、杭くいが設定通り一つずつ放たれてゆく。

　ワイヤーで照明を切断──地底の闇やみに走り込む──自分の領域を作り出す。

　異形の十人が散開＝夕霧の進路・退路・ともに奪うばいにかかる十人──彼らも通路の構造を把は握あくしている──あるいは夕霧と同様、脳裏に情報が流れ込むのかもしれない。

　最後の杭が放たれ、ぴたりと足を止める──両手から伸のびるワイヤーに意識を向ける。

　領域──透とう明めいな目をきらきら輝かせ、闇の中に作り出した自分のそれと、心を一体化する。

　静せい寂じやく──まるで夕霧の存在が本当に虚きよ無むになって消え去ったかのよう。

　暗黒──隅すみ々ずみにまで張り巡めぐらされたワイヤーが目となり耳となり手となって伝えてくれる。

　震しん動どう──最初の一人／続けて二人／さらに一人／三人／一人／二人。

　一いつ閃せん──闇に輝く＝白銀のワイヤーが杭を支点に、翻ひるがえる・伸びる・分かれる・張り詰つめる。

　騒そう音おん──闇に響ひびく＝蛇じや腹ばらの四肢にワイヤーが弾かれる音・絡まる音・切り込む音・食い込む音・引っ搔かく音・引き裂さく音・引き千切る音・削けずる音・抉る音・断たち割る音・損そん耗もうさせる音。

　殺傷──こちらの姿も見せずに。

　十人──互いに連れん絡らくを取り合いながら、ワイヤーを見み抜ぬこうとする／突破しようとする。

　夕霧の位置もつかめず──命のないワイヤーと杭を相手に戦い始める。

　撤てつ退たいする者は追わない──その分のワイヤーを残りの者に振ふり向ける。

　しぶとく生き抜く十人──四肢の損傷／再接続／損傷／再接続／どんどん短くなってゆく。

　血みどろになって進む──どこかにいるはずの夕霧を追って深みにはまる。

　いつしか闇の中で孤こ絶ぜつ──一センチ二センチ三センチという細かさで切り刻まれてゆく。

　一人──ワイヤーのつながりを追い、ついに夕霧が足を止めた場所へ到とう達たつ／そこにいるはずの夕霧に向かって手刀を突つき込んだ瞬間、闇の奥から飛来した杭に、のど笛を貫つらぬかれて絶命。

　三人──周囲で騒そう々ぞうしいワイヤーの音／だが互いの背を庇かばって立ったまま一歩も動かず／そこが安全圏けんであると確信している／気配を殺して夕霧と同じように闇に潜もぐろうとしている。

　そして動くことをやめた──あるいは、恐きよう怖ふから逃のがれるために生きることをやめたその三人の頭上に、ワイヤーをつたって音も気配もなく移動してきた夕霧が、彼らの命を引き裂いた。

　一人──ワイヤーに耳を切り落とされ／鼻を削そがれ／体中を切り裂かれ／損傷した四肢の再接続を繰くり返し、半はん狂きよう乱らんになって闇そのものを相手に奮ふん闘とう。ふとその手が、何かをかすめた。にわかに狂きよう喜きしてそれに手刀を叩たたき込み、恐怖に駆かられてめちゃくちゃに破は壊かいし、そしてそれが、ワイヤーで操あやつられた仲間の死体であると気づいた瞬間、その首が切断されて宙を舞まった。

　五人──最初の段階で撤退を始めた二人／仲間が半数になった時点で撤退を決めた二人／そして隻せき腕わんとなった黒い中国服の男が、最初の通路へ出て合流──

　豪ごう雨うが降りしきるサービス車用エリアに出た途と端たん、全員がぴたりと動きを止めていた。

　暗い雨の夜の中──白く煌きらめくような、生ける宝石のごとき少女。

　暗い沼ぬま地ちの墓場で踊る、はかない乙おと女めの霊れいのように──ひどく澄すみきった表情。

　暗い運命により、恋こいした相手と結ばれず死んだジゼルが、妖よう精せいとともに踊りながらも、朝が来れば自分は消えてしまうことを、とっくに知っているような透明な眼まな差ざし。

　その恐おそろしくも輝かがやかしい姿に向かって、五人が一いつ斉せいにその異形の双そう腕わんを振りかざした刹せつ那な。

　夕霧の背後で、幾いくつもヘッドライトが点灯し、五人を照らし出すとともに、ターン、とライフルの音が響き渡わたり、中央にいた中国服の男が、眉み間けんを正確に撃うち抜かれて即そく死しした。

　装そう甲こう車＝ＭＰＢ隊員の一斉射しや撃げき──四人が機械の四肢で体を庇いながら散開／さらに一人が倒たおれる／なんと隻腕の黒い中国服をふくめた三人が、撃たれながらも闇へ走り去る。

「撃ち方やめ！　深追いするな！　ライトを消して車両を東バス到とう着ちやくゲートへ回せ！」

　最初のライフルの一撃を放った男──ミハエル＝ぽんと夕霧の肩かたを叩いて。

「遅おくれてすまん、踊テンりツエ子リン。お前さんが無事で何よりだ。これでさっそくスシナヤルイフシパユツーツエを迎むかえに行ける。いくら忍にん耐たい強いあいつでも、そろそろ痺しびれを切らしているに違いないからな」




　ひとしきりの狂騒ののち、虚きよ脱だつしたようにその場に座り込む少年二人──血まみれの手／血まみれの床ゆか／血まみれで倒れたままかろうじて息をしているらしいヘルベルト大たい尉い。

　少年たちの狂くるったような殴おう打だと叫さけびを、笑って眺ながめていたヤーセル──陽炎の体をまさぐりもてあそびながら耳元で煙草たばこ臭くさい息を吹ふきかけ、低い声でささやき続けている。「やれやれ、血を見ずには済まないガキどもだ。それにしてもお前はいい子だな、ザビーネ？」

　陽炎──動かず／応こたえず／耳を貸さず──ただじっと宙を見て耐たえ続けている。

「俺とお前には共通点がある。わかるか？　お前が日本の漢キヤ字ラク名ターを持っているように、俺のオカモトも日本の名前なのさ。知ってるか？　テルアビブの英えい雄ゆうコーゾー・オカモトだ。元は日本の左さ翼よくでな。四十年以上前、パレスチナ解放人民戦線のために、イスラエルのテルアビブ空港で仲間二人と一いつ緒しよに自動小しよう銃じゆうを乱射したのさ。そして二人は自じ爆ばくし、オカモトは逮たい捕ほされた。もともと自爆テロは日本人のアイディアらしいぜ。何しろ特とつ攻こうを思いつく民族だしな」
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　なで回される／唇くちびるが這はう／いらう／単純にひねくり回すだけの少年たちとは違ちがう手つき／ねばねばと汚きたならしいものが体にこびりつくような、格段に猛もう烈れつな嫌けん悪お感かんをもよおさせる感かん触しよく。

「俺の親おや父じは、オカモトとアラブの女の間に生まれたのさ……と、本人は言ってた。まあ娼しよう婦ふの子供の与太話だが、それでも心に残るものはある。〝死んでオリオンの三つ星になろう〟ってのが親父の口くち癖ぐせでな。オカモトたちの合い言葉だったらしい。いい言葉だろう？　親父も闘とう争そうに憧あこがれてたが、油田工事の労働で監かん督とく官かんにあっさり棍こん棒ぼうで殴なぐり殺されちまった。で、俺が代わりに〈赤いハヤブサ〉の実行幹部として歴史的な一撃を担になうことになったわけだ」

　するすると下着を膝ひざまで下ろされる／まさぐられる／指で割られる／嚙かみしめた奥歯がきりきりと音を立てそうになる／一いつ切さいの感情をあらわす仕草を表に出さず、スイッチを握にぎらされた両手をぴたりと合わせたまま、耳元でささやき続ける声を聞き流す。

「少しは俺に興味を持ったか？　なんなら殺さずに俺の女にしてやってもいい。アフリカではちょっとした小金持ちでな。こんな品を扱あつかったりしている」

　もう一方の手で何かを目の前にかざされる──大きなブドウの実ほどもある乳白色の石。

　陽炎の目が、ほんの僅わずかに、見開かれた。

　ダイヤモンドの原石──死んだ大物ブローカー、ウィリー・ココシュカのしていたこと。

　マネー・ロンダリング──表おもて沙ざ汰たにできない巨きよ額がくの金を、ダイヤに換かえていた。

　この男はそれに関係している？　いや──アフリカ？　脳のう裏りをよぎる──あの脱だつ走そうした特甲猟兵──ムージル邸ていで未成年娼婦にダイヤを渡した／プリンチップ社のエージェントと行動していた／そしておそらく逮捕されたウィリー・ココシュカの乗る飛行機を撃げき墜ついした。

　ふいに直感──アフリカのダイヤモンド──国UN連O-都CI市TYで行われているアフリカの戦犯法ほう廷てい。

　その二つはつながっている──この国際空港での武装犯たちの行動も──全て。

　戦犯法廷が、この事件を引き起こした。

「何を遊んでいる」にわかに声──ショットガンの一撃のような迫はく力りよくのこもった、女の声。

　ヤーセルの手が離はなれる──ひどくほっとしながら、思わず声の主を振ふり返っていた。

　白人の女──ほとんど坊ぼう主ずに近い超ちようショートヘア／冷たい青い右目／機械の朱あかい左目。

　長大なライフルを背負い、軍用ブーツを鳴らして無造作にこちらに近寄る。

「余興さ、ルージュトロワ」ヤーセル──ちょっとひやりとしたように。「この雨がもたらしてくれた、時間という名の恵めぐみを、少しばかり味わってただけだ」

　女──ぶっ倒たおれたヘルベルト大尉を一いち瞥べつ／にやりと笑う／子供たちへ。「楽しんだかい？」

　兄──陸王。「まだまだじゃァ。かえって暴れとーて仕方のーなってもうたわァ」

　弟──秋水。「ワシらの出番は、まだかいのォ、ルージュトロワのねえちゃん」

「もう少しだよ。辛しん抱ぼうしてな」ぴしりと言う──そのまま近づいてきて陽炎の目の前で立ち止まる／冷たさと甘ったるさと皮肉がまじったような顔で、裸はだかに剝むかれてなお微び動どうだにせず立ち続ける少女を眺める──笑う／手を伸のばして陽炎の顎あごの下に指を差し入れ、顔を上げさせて覗のぞき込んでくる。「なるほど。お遊びの相手にはちょうどよさそうだね。しくじって、つまらないタイミングで吹っ飛ばなけりゃいい。自由に遊んでな」

　女の青い目と機械の目を見返す──顎から手を離された途と端たん、何かが目に飛び込んできた。

　女の、ごわごわした軍用ジャケットの襟えりの狭はざ間ま──飾かざり気けのないシャツ──その胸むな元もと。

　首から細いチェーンで吊つるされたもの──牌ブロツク──その紅あかい文字。

『中』。

　声を上げて驚おどろきそうになった──これまで以上の自制心でこらえた。

　女──陽炎に興味を失ったようにヤーセルに向き直る。「この雨で、こっちの予定も狂くるった。ここからが本番だ。無む駄だに死ぬんじゃないよ」

「俺は二度死ねるさ」ヤーセル──陽炎には意味のわからない笑えみ。「〈荷〉は？」

「まだ探している。女パイロットは〈荷〉について知っちゃいなそうだ。戦闘機も見つからない。あと一時間以内に放映を始める。朝が来る前に全すべて片をつけるよ」

「中国人どもの方は？」

「心配しなくていい。それより私はここで指揮を執とるわけにはいかないんだ。機械仕じ掛かけのメスガキに夢中になって、ぬかるんじゃないよ」

　自制──反射的に睨にらみつけたくなる／反射的に訊ききたくなる／反射的に口にしたくなる。

　お前が、あの三人の一人か──かつてのミハエルの仲間──ライフルを汚けがす者の一人か。

〝この都市にはお前がいる〟

　ミハエルはそう言ってくれた──なのに──この今の自分の有様はなんだ。

　女がシャッターを開けさせ、堂々とターミナルの方へ歩み去る──消える。

　悔くやしい──ここに来てその感情が初めて痛つう烈れつに自分を打ちのめす／心を砕くだきにかかる。

「なんじゃァ、ヤーセルのおっちゃん。こんなァ、ワシらが遊んどったんじゃけェ」

　兄の方がまた近寄ってくる──血のこびりついた手で、乱暴に胸をわしづかみにされる。

「まずワシらで浄じよう化かするんじゃァ。順番守ったりィーや、なァ」

　弟──血をなすりつけるように腹をなでられる／もう一方の胸をつかまれる。

「構わんさ。お前らが喧けん嘩かしなけりゃ、俺たち全員はその後でいい」

　ヤーセル──尻しりをなで回す／押し開く／ひっきりなしにいじり回す。

「そういやァワシら順番決めとらんかったじゃの。ワシが先でええんか、秋水」

「あかんじゃろォがァ兄ちゃん、ワシが言い出したんじゃぞ、ほんまァ」

「喧嘩するなお前ら。だったらこいつに決めさせればいい」

「このべっぴんにかァ？」兄──陽炎の顔を見て。「なんじゃワシを選びそうじゃのォ」

「勝手に決めよんなァー」弟──割り込んで。「ワシじゃろォがァ、ほれェー」

　ヤーセルが耳元でささやく。「さっさと選ばないと、あそこにいる特とく殊しゆ部隊のぼんくらどもを一人ずつ撃うち殺すぞ？　いいな？」

　涙なみだがにじみそうになる──耐たえ続けろと自分に言い聞かせる／〝迎むかえに来る〟〝頼たのむ〟／じっと宙を見つめる／淡たん々たんと告げる。「では服を脱ぬいで下さい。貧相な方から選びます」

　ぷーとガムを膨ふくらませる──悔しさもみじめさも悲しさも必死に隠かくして。

　兄──殺気のこもった笑み。「なんじゃ、えらいおもろいこと言ゆーとるど、こんなァ」

　弟──真面目まじめにうなずいて。「ええじゃァないかァ。ちっとも怒いかりも泣きもしゃぁーせんから、つまらんかったんじゃ。しっかり選んでもろーたらえーじゃァないかのォ」

「なんじゃ、こんな所でかァ？」

「どうせここで浄化するんじゃけェ──」

　ふいに無線通信──ミハエル。《紅犬ロツター、応答しろ。聞こえるか、紅犬ロツター》

「静かにしろ」ヤーセルがイヤホンを手で押さえる──二人が黙だまる。「答えな、ザビーネ」

《はい、中隊長》

《今度は通信を切っていなかったようだな。何よりだ。そちらに異常はないか？》

《はい》応答──人ひと質じちを盾たてにされ、爆ばく弾だんのスイッチを握にぎらされ、裸にされ、三人に体中を触さわられ、馬ば鹿かげた二に択たくを強制されながら。《何も、異常ありません》

《こちらは白犬ヴアイスと合流した。どうやら敵は、アラブ系テロリストと中国軍の暗殺者の二種類いるらしい。そちらには、どっちも現れていないか？》

《はい》応答──機械の左目と『中』の牌を持った女の嘲あざけった笑みがよぎる。《どちらも》

《では今のところ、お前の方には支し援えんはいらないんだな？》

　助けて。

《はい》

《わかった。こちらは当面の敵を撃げき退たいし、部隊を整えている最中だ。合流する気は？》

　気づいて──助けて。

《ありません。引き続き、こちらで一いつ般ぱん人の警護にあたります》

　お願い──

《了りよう解かいだ。じきに部隊が整う。それにしても、お前たちにはつくづく驚おどろかされるな。小隊長の闘とう争そう心しんも、白犬ヴアイスの機転もそうだが、何と言っても、お前のその忍耐強さには脱帽だ》

《──え？》

《あと二秒だけ耐えろ》

　息をのんだ──目を見開いた──涙がこぼれた。

　ヤーセルが弾はじかれたように陽炎から身を離はなした刹せつ那な──雨が降りしきる窓の外から、銃じゆう弾だんが飛来し、窓まど際ぎわにいた二人の武装犯の頭を、ほとんど同時に吹ふき飛ばしていた。

　直後、到とう着ちやくゲートの扉とびらがバラバラに崩ほう落らくし、体中に手傷を負った夕霧が砲ほう弾だんのように飛び込んできて、放たれたワイヤーが三人の武装犯の頭と両手首を一いつ瞬しゆんで切断した。

　搭とう乗じようブリッジからＭＰＢ隊員が窓をぶち破って突とつ入にゆう＝最初の銃弾が飛来してから僅わずか三秒後に、残り二人の武装犯の頭を正確に撃ち抜ぬいて倒たおした。

　陽炎──猛もう然ぜんと身を翻ひるがえし、ヤーセルに怒りに満ちた渾こん身しんのハイキック＝頭部を狙ねらったが膝ひざまで下ろされた下着に邪じや魔まされる／ヤーセルの左ひだり肩かたの骨がぐしゃっと音を立てて砕くだける。

「夕霧ッ!!」手を掲かかげる陽炎──夕霧の即そく応おう＝切断機能を落としたワイヤーが陽炎の両手を固く縛しばりつける／別のワイヤーが両手首を切断──爆弾のスイッチが夕霧の手に渡わたる。

　二人の少年──いつの間にかシャッターを開いて逃とう走そう＝ターミナルのどこかへ消えていた。

　陽炎──素す早ばやく両手を再転送／ヤーセルからライフルを奪うばい返す／爆弾ベルトのスイッチをまさぐろうとするヤーセルの顔に、至近距きよ離りから、弾丸を叩たたき込もうとしたとき──

　ミハエルが飛び込んできて、その拳こぶしをヤーセルの顔のど真ん中へ真っ直すぐに振ふり下ろした。

　湿しめった布を床ゆかに叩きつけたような異様な音──鼻と前歯がまとめて粉ふん砕さいされ、たった一発で、先ほど少年たちがヘルベルト大たい尉いを殴なぐり倒したときの有様に等しい無む惨ざんさになった。

「こいつには、まだ訊ききたいことがある」上着を脱ぐミハエル。

　ライフルを握ったまま、目をみはって、気絶したヤーセルを睨にらみ続けている陽炎の肩に、ミハエルの上着がかけられる。びくっとなる──初めて目の前にミハエルがいることを認にん識しきしたように身をすくませる／後ずさる／両手でライフルを握りしめる／肩から上着が落ちかける。

　ミハエルが手を伸のばすよりも先に、夕霧が歩み寄り、陽炎の体をちゃんと上着で覆おおってあげながら、ぎゅっと抱だきしめた。「陽炎さんは、とっても、偉えらい子」

　陽炎──急激に体から力が抜ける／ひざまずく／もう、そうしていいのだとわかったから。

　優やさしく抱きしめられながら、夕霧の胸に強く顔を押しつけ、そのまま声を殺して泣いた。

　その様子を見るミハエル──何も言わずヤーセルの爆弾ベルトを外しにかかりながら隊員に指示。「こいつの手当を。ついやり過ぎた。せっかくの生き残りだ。たっぷり情報を──」

　隊員──ヤーセルの頭から帽ぼう子しを外す／ドレッドヘアーまで一いつ緒しよに外れる／あらわになる人工皮ひ膚ふ／ぽっかり開いた傷口──あまりのことに驚きよう愕がくして後ずさる。「うおっ!?」

　他ほかの隊員たちが一いつ斉せいに振り返る──夕霧がじっとそれを見る。

　陽炎──涙なみだを拭ぬぐいながら夕霧の腕うでの間からそれを見て、啞あ然ぜんとなる。

　ヤーセル──無毛の頭／額の後ろ・耳の後ろ・後頭部・大脳全体が、丸ごとない。

「これは……犠ぎ脳のう体たいというやつか？」ミハエル──瞠どう目もく／この男には珍めずらしく戦せん慄りつした様子。

「ははっ」声──目を開く／血と折れた歯を吐はき出す／くっくっと引きつったように笑って脳のない男が告げる。「俺はここにはいない。俺の体が死んでも、俺の魂たましいは偉い大だいな鋼鉄とともにある。歴史に残る一撃のために。俺は二度死ぬ。死んでオリオンの三つ星になるのさ」




　　　　弐に




　ミハエルから通信──夕霧と合流／陽炎を救出／敵アラブ人の脳なし幹部を逮たい捕ほ。

　陽炎──まさか爆ばく弾だんのスイッチを握にぎらされていたとは思わず／どうもひどく嫌いやな目にあったらしいので夕霧に慰なぐさめ役を任せ、自分は白人男とともに女パイロットの救出に引き続き専念。

　ミハエルの言──〝〈特憲コブラ〉と〈空保フルーク〉および歩兵連隊も、こちらと合流する手はずだ〟

　ミハエルの言──〝お前だけがこちらの部隊からますます遠ざかっていくな〟

　ミハエルの言──〝敵に位置を知られていないのは、お前だけかもしれん〟

　ミハエルの言──〝そのまま遊ゆう撃げきに徹てつしてくれ〟

　斥せつ候こう＝敵と女パイロットの位置を探さぐる／敵の次の手を探る。

　近道＝非常口からターミナルの外に出て、叩きつけるような豪ごう雨うと暗くら闇やみの中を突つっ切る。

　ずぶ濡ぬれになって地下通路へ──セキュリティカードを使って空調室へ入るパトリック。

「順路は確かだな？」こちらを見もせず。

「間ま違ちがってねーよ」脳内チップで建物の立体図を確認＝ナビ代わりにされる──腹立つ。

　縦長の部屋を進む──パイプの迷めい路ろ／機械のうなり／シューシュー蒸気の音。

　パトリックが立ち止まる──口に指を当てる／パイプの隙すき間まを指さす＝〝喋しやべるな・見ろ〟

　覗のぞき込む涼月──かちゃかちゃと音──赤い中国服が見えてぎょっとなる。

　ついで青い中国服──さっき涼月が左腕を吹ふっ飛ばした、女パイロットを襲おそおうとしたやつ。

　さらに黒い中国服──縦に切断された左ひだり腕うでを引きずっている＝おそらく夕霧が戦った相手。

　そして白い中国服──でかいトランクを開く／中から人間の手足を取り出す＝機械の義ぎ肢し。

　青と黒の中国服が、それぞれ腕の破損部分を外して、新品の義手を接続する＝うねらせる。

　白い中国服がトランクを閉めて部屋の奥へ消えた。他の三人＝空気ダクト／マンホール／天てん井じようのパイプへ──軟なん体たい動物のように、びっくりするような素早さで姿を消した。

　パトリック──ゆっくりと進み始めながら。「〈蟲チオン〉か……大した怪かい物ぶつの群じゃないか？」

「気味悪わりぃ」思わず自分の腕を撫なでる涼月──率そつ直ちよくな感想＝あんな気色悪いものを自分の手足だと認識できるなんて、変態だ。「……あんた、あの連中、知ってんのか？」

「女パイロットの言葉でわかった。話には聞くが、初めて見た。諸外国に放たれる中国軍の非公式部隊……機械化歩兵でありスパイであり現地工作員であり暗殺者たちだ」

「あいつらが軍人？」呆あつ気けにとられる。

「非公式のな。中国軍は、彼らを褒ほう賞しようが目当てのヤクザものだとして関係を否定しているが、軍が組織して訓練しているのは明らかだ」

「戦せん闘とう機きが来てからまだ半日だぜ。そんなに早く、中国が送ってよこしたってのか？」

「以前からこの都市にいた連中が、亡命者の暗殺と、戦闘機の破は壊かいを命令されたんだろう」

「市民かよ」呆あきれる──納なつ得とく。

「というより市民権のない密入国者だろうな。そもそも連中は全員が黒ヘイ孩ハ子イツだと聞く」

「ヘイハ……？　なんだそれ？」

「〝一人っ子政策〟の負の遺産だ。罰ばつ金きんを避さけるため出生届が出されず、生まれなかったことになっている闇やみっ子たちだ。学校や病院その他の公共施し設せつに顔を出すこともできず、ほとんどは闇社会に流れるしかない。現在、その総数は、六千万人を超こえると目されている」

「この国の人口より多いっつの」目が尖とがる──心が尖る。「うっかり生まれちまって社会の除のけもんかよ。そんだけ余ってんなら兵隊にしようってんで軍が雇やとったのか」

「買ったんだろう」あっさりと──それが世界のもう一つの常識だというように。「中国軍の急速な劣れつ化かを補うため、闇で人身売買が行われているという話を聞いた」

　さらに目が尖る──買われる子供──抗あらがうすべなど一つとしてなく。「……軍の劣化？」

「〝一人っ子政策〟の、もう一つの負の遺産だ。出生届が出された子供は、基本的に兄弟姉し妹まいがなく父母と祖父母から溺でき愛あいされる。結果、小シヤオ皇ホワン帝テイー・小シヤ公オコン主ツウと呼ばれるたぐいの、親に叱しかられたこともない連中が、成人して社会に参加し、軍に入る。命令を聞かず、仲間のことなど考えもせず、下着を洗せん濯たくする方法もわからん、忍にん耐たいも常識もない〝一人っ子兵〟の誕生だ」

　むかつき──鳥とり肌はだが立つ。「アホな計画のせいで贅ぜい沢たく三ざん昧まいのガキが増えたから、病院にも行けねえガキを買って兵隊にする？　アジア人は残ざん酷こくな上に笑えねえ冗じよう談だんが好きだな。どうせ手足に問題があるガキどもを安く買い叩たたいて、片かたっ端ぱしから機械の手足をくっつけたってんだろ」

「問題がある手足なら、まだ、笑えない冗談で済むがな」

　きょとんとなる──一いつ瞬しゆん、意味がわからなかった。心が拒きよ否ひした。あまりに不快すぎて。あるいは自分に関係がありすぎて。遅おくれて意味が理解された──途と端たんに、ぞっとなった。

「問題がない手足を……」切り落として機械に置き換かえたとしたら──そう口にしかけて言葉と一いつ緒しよに胃の中のものまで出そうになった。腹の底で不快感がぬるぬる這はっていた。信じがたいほど醜みにくくて悪あく臭しゆうがするものに出くわしたショックで吐はきそうな気分。

　あるいは、自分の中で常に、打ち消し続けている、一つの可能性。

　あるいは、自分の肉体は、健康な部分まで切り取られて、機械にされているんじゃ──

　あるいは、自分の肉体の何の問題もない部分を切り捨てて、実験されているんじゃ──

　よせ。ちくしょう。やめろ──考えるな。それは考えるな。それだけは──

　懐ふところで振しん動どう──コール音。

　ぎくっとなった。冷や汗あせがどっと噴ふき出した。体の深い部分から震ふるえが来て、歯を食いしばってそれを押さえつけながら、音が出ているものをポッケから引っ張り出した。

「マナーモードにしておけ。意図せず、敵に位置を悟さとられるのはまずい」

　パトリックの注ちゆう釈しやくもろくに耳に入らず──ぞんざいにうなずき返す／動どう揺ようを押し殺す。

　なんだっけ、これ──一瞬、まじまじと見つめた。あ、そうか──電話。

　あのクソ上品な特甲トツコー児童の──というか、もとは女パイロットと死人の電話。

　パトリックが周囲を警けい戒かいしながら立ち止まる。「二分で終わらせろ。ここは敵の領域だ」

「相手に言えよ」出る──なぜか自然と声が低くなる＝ぼそっと。「もしもし」

《あたくしです。国連ビルで、アフリカ系武装集団が──》

　なんだかわからないがカチンと来る。「あたくしっつー名前の人間は知らねーんだよ」

《鳳・エウリディーチェ・アウストですッ!!　おわかりのくせにっ!!》

　もんのすごい怒ど鳴なり声──本当に耳がきんきんした／次は速そつ攻こうで電話から耳を離はなそう。

「あー……そっちはアフリカ人と戦争中か？」

　なんて不ふ謹きん慎しんな言い方、という空気が伝わってくる。《……スーダン民兵の一派と思われます。その彼らを指揮しているのが、そちらと同じ〈キャラバン〉であることが判明しました》

「ずいぶん働き者の連中だな」

《そういう問題ではありません！》冗談が通じない感じ。《あの戦術指導者集団が、同時に違ちがう場所で違うグループを何の意図もなく指揮するとは考えられません。おそらく、今あなたが直面している事件と、ここであたくしが直面している事件は、二つで一つの事件なのです》

　よくまあ、すらすら口が回るなこの野や郎ろう。「アフリカの虐ぎやく殺さつ野郎どもと、パレスチナの自じ爆ばく野郎どもが、どう関係してるってんだ？」

《アフリカのソマリア内乱と同様です》いい、よく聞いてね、と前置きが聞こえてきそう。《ソマリア内乱で、イスラム勢力が首都を制圧した際、アメリカが隣りん国ごくエチオピアを支し援えんし、首都を奪だつ還かんさせました。イスラム勢力の背景には、核かく兵器開発を目指すイランがいて、ソマリアのウラン資源が流出する可能性があったからです》

「あー……わかった」適当に返す。「それで？」

《スーダンにも同様の状じよう況きようが生まれているのです。アメリカは、スーダンのウラン資源が流出することを警戒しています。またスーダンには中国の重要な石油資源が存在するため、中国はスーダンの虐殺戦犯法ほう廷ていに反対しています。一方でアメリカおよびイスラエルは、戦犯法廷を通してスーダンの現政府を解体し、ウラン資源および石油資源の封ふう鎖さを意図しています》

　ごちゃごちゃして、いらつく。「敵の後ろにはイランと中国がいるってのか？」

《可能性はあります。イランは前大統領のときから〝イスラエルを世界地図から消す〟と宣言。イスラエルと対立するパレスチナ系武装勢力などを支援してきました。またスーダンの民兵および現ハルツーム政府は、主にバッガーラ人──つまりイスラム教を信しん仰こうするアラブ系スーダン人で構成され、イラクやイランなどから支援を受けやすい関係にあるのです》

　いっぺんに早口で喋しやべるな──ニュースのレポーターか。「そっちの裁判を潰つぶすためにアフリカ人がドンパチやって、こっちの空港じゃパレスチナ人が馬ば鹿か騒さわぎしてるって？　じゃあ中国の戦せん闘とう機きはなんだ。中国も裁判に反対なら国連ビルでも爆ばく撃げきする気だったか？」

《確たる情報はありませんが、もしかするとその中国の女性操縦士は、国UN連O-都CI市TYの戦犯法廷に、証人として出席するつもりだったのかもしれません》

　衝しよう撃げき──そんなの思いつきもしなかった／というか力説されても想像すらつかない。

《それなら、国家を裏切り、証人と連れん絡らくし、〈キャラバン〉に狙ねらわれたことに辻つじ褄つまが──》

「本気で言ってんのか、お前？」

《ほ……本気に決まってるでしょう!!　どの辺りが冗じよう談だんに聞こえたというのですかッ!!》

　全部だよ、とは口に出さず──パトリックがまたわざとらしく足あし踏ぶみしている。

　なるべく現実的な反論。「じゃ、なんで最初から国連ビルに着陸しねーんだ」

《そ……そんなむちゃなことができるわけありませんでしょう！》

「中国の戦闘機が、オーストリアに来た時点で、むちゃくちゃだろうが」

《亡命者と認められてから、裁判で証言する意志を示す気だったのかもしれません。手続きもなく国連ビルのある都市中心部に迫せまれば、軍も防衛のため撃げき墜ついを余よ儀ぎなくされます》

　いいかげん黙だまれ。

　少女の自信満々の声こわ音ね──否定されて育ったことなどないという調子に猛もう烈れつに苛いら立だつ。

　崩ほう壊かいするタワーの記き憶おく──自分を助けてくれた少女の綺き麗れいで上品な顔立ちを思い出す。

　ひどくおなじみの感情──自分にはない愛に恵めぐまれた人生を持ちえた者への醜みにくい思い。

　あたしはお前みたいなのが嫌きらいなんだよ。

《いいですか？　二つで一つの事件なのです。あたくしもあなたも、ともに協力し──》

「協力？」尖とがった心が声に出る──相手を黙らせるという気分の良さを味わいたくてたまらなくなる。「だったら、てめえらが間抜けなせいで殺されたなんとか通訳官の正体をつかんで、さっさと教えやがれ。こっちは何百人って一いつ般ぱん人抱かかえて戦争させられてる上に、さっきまで仲間が敵の人ひと質じちにされてたんだ。兵隊一人よこしもしねえで協力なんて言葉吐はくんじゃねえッ」

《な……》言葉が詰つまって二の句が継つげない感じ──怒いかりで言葉を絞しぼり出そうとする様子が目に浮うかぶ。《なっ……なんてことを──！》

「てめえとだべってる間に中国人の女が殺されてたらどうすんだッ!!」

《っ──》

「わかったことだけ教えろ。こっちもわかったことは教えてやる。じゃーな」

　ぶつっ──相手の息の根を止める気分でボタンを押す＝通話オフ／ポッケに放ほうり込む。

　パトリック──身を屈かがめてパイプの向こうや天てん井じようのダクトを警けい戒かい。「今の声で敵に気づかれたら、お前はその電話相手よりも間抜けなことに、援えん護ごもなく敵に包囲されることになるな」

「……っせーな」言うだけ言った反動で、後ろめたさと自己嫌けん悪おが襲おそってくる。「ああでも言わねーと、わかんねー相手なんだよ」

「そうか」気にせず進み始める──ふと鼻を鳴らす。「におうな」

「え？」追いつきながら、つい同じように鼻を鳴らす。「におう……？」

「まったく、こいつはたまらん臭くささだ。鼻が曲がりそうだ」妙みようにわざとらしい仕草。

「……わかんねーよ。どんなにおいだよ」

「わからん？」片かた眉まゆを上げる。「てことは、お前自身は、におわないらしい」

　涼月が足を止める──パトリックが珍めずらしく合わせて足を止める。

「……なんだって？」

「わかったか？」にやりと笑うパトリック。「こいつは、お前の劣等感のにおいだ。実にとんでもない悪臭だな。そばにいるだけで息が詰まる臭さだ」

　血の気が引くほどの怒り＝自分の顔が、さっと青ざめるのがわかる。「てッ……めぇ──」

　しっ──とパトリックが口に指を当てる──通路の先を振ふり返る。

　その横顔に向かって問答無用で拳こぶしを振り抜ぬこうとした途と端たん──銃じゆう声せい。

　タタタ、タタン──連射の音──どこか近く／すぐ先／これから向かおうとしている場所。

　既すでに走り出しているパトリック──真面目まじめな口調。「その拳は敵にぶつけろ」

「だっ……黙れっ──！」追いかけて相手の後頭部に一発叩たたき込みたい──だが、できなかった。そうしてしまったら、相手の言葉を、肯こう定ていすることになる気がして。

　劣等感のにおい──ちくしょう。そんなひどい言葉を面と向かって言われたのは生まれて初めてだ。体が震ふるえるほどの怒り──そしてふいに、目に薄うすく涙なみだがにじんで、ぎょっとなった。

　慌あわてて拭ぬぐう──拳を握にぎりしめる──固く、固く──怒りで自分を燃え立たせる／支える。

　空調・配電エリアから出て地下通路へ──壁かべ＝錆さびの浮いたハシゴをさくさく登るパトリック／こちらの気分など知ったことではないという態度／迷いない行動力／金属の蓋ふたを静かに押しのけて横へずらし、銃声が響ひびき渡わたる場所へ、ゆっくりと這はい出てゆく。

　涼月──男の行動に倣ならう／それ以外にすべがなく／蛍けい光こう灯とうに明るく照らし出された、西バス整備場／バスとバスの間へ這い出る──ずらりと並ぶバスの群の狭はざ間まを、身を低めて進む。

　パトリック──バスのガラス越ごしに状じよう況きようを確かく認にん／激しい銃じゆう撃げき音／はっきり届く声。「上手うまく敵の側面に出られた。現地部隊が突とつ入にゆうをはかっているようだが、あれでは押し切れん」

　涼月──つま先立ちになって同じくガラス越しに現場を覗のぞく／なんか、いかにも子供の仕草という感じで自分に腹が立ちつつ確認。

　目の前＝バスの車体を盾たてにして撃うちまくる、十人ちょっとのアラブ系の男たち。

　左手＝中ちゆう継けい車と放送機材に囲まれたマスコミ連中が床ゆかで丸くなって怯おびえている──そばに頭を吹ふき飛ばされた男の死体が一つ＝テロリストの不興を買って殺されたらしい。

　右手＝整備場入り口で、フル装備の〈特憲コブラ〉が三人／防ぼう弾だんチョッキ姿の〈空保フルーク〉が二人、強ごう引いんな突入をはかっている──代だい償しよう＝整備場の隅すみで、血を流して呻うめいている〈特憲コブラ〉が一人。

　敵──バスの車体を貫かん通つうするような大口径の銃を装備／猛もう烈れつな連射を可能とする自動小銃。

　人数と武装に差がありすぎる──〈空保フルーク〉なんて拳けん銃じゆうしか持ってない。

「白人女と女パイロットがいない。しくじったな。声明の準備前に、突入が始まった」

　腹を立てるでもなく淡たん々たんと事態を把は握あくするパトリック──突撃銃を抱かかえて飛び出す姿勢に。

「俺がここから敵側面を叩く。お前は敵の背後に回って、一いつ般ぱん人と敵の間に入れ」

「〈特憲コブラ〉の尻しりぬぐいかよ」強く両拳こぶしを叩き合わせる──目の前の男への憤ふん懣まんも込こめて。

「同国人の危機を救うことに、誇ほこりも持てんのか？」珍しく叱しかるような口調。

「誇り？」急激に猛烈な何かがこみ上げてきた──止まらない──握りしめた拳。

　どかん！　怒りの右フック──目の前のバスが宙を舞まって縦に一回転し、敵の頭上へ落下。

　轟ごう音おん──敵が何人か下した敷じきに／敵が盾にするバスが半はん壊かい──仰ぎよう天てんする敵／味方／一般人。

　いきなり現れた、男と少女の姿に、全員の視線が集まる──ぴたりと銃撃がやむ。

「あいつらは、以前あたしらが馬ば鹿かげた戦車と戦ってる間、ずっと黙だまって見てたんだよ！」

「なら、そのときどうすべきだったかを、お前が今ここで彼らに教えてやれ」

　パトリック──まったくもって動じず／ひょいと銃を構える／敵に向かって速射。

　額を撃ち抜かれた敵が、もんどりうって倒たおれた。

　にわかに再開される銃撃──別のバスの陰かげに走り込んでいるパトリック／バスとバスの間から正確な速射／敵がまた一人倒れる／むかつく限りの見事さ。「一般人を守れ、黒ブラツク犬ドツグ！」

「くたばれ、お説教野や郎ろう！」涼月──パトリックが最初に撃った直後に跳ちよう躍やく済み。

　中継車の屋根を蹴けって、突撃敢かん行こう──武装犯の真正面から苛いら立だち紛まぎれの左フック。

　一撃で銃器と胴どう体たいを木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだき、勢い任せにバス側面を殴なぐり飛ばした。

　敵が盾にするバスが全壊──先ほど宙を舞ったバスとともに無む惨ざんな有様で転がる。

　密集地点から散開する敵──パトリックが撃つ／〈特憲コブラ〉が撃つ／〈空保フルーク〉が撃つ／敵が撃つ／手当たり次し第だいに敵・武器・バスをぶん殴る涼月──完全な乱戦状態。

　悲鳴を上げてうずくまる一般人たち──ふいに整備場の一角で爆ばく発はつ＝敵の自爆。

　爆風で倒れる〈空保フルーク〉──そいつを撃とうとする敵を、パトリックが撃ち倒す。

　バスが燃える・床が焦こげる・たまらない血と硝しよう煙えんのにおい──きっと自分の劣れつ等とう感かんと同じにおい、という考えが頭に浮うかんで、猛烈に腹が立つ／涙なみだがにじむ／むしゃくしゃ／かりかり／いらいら──一般人に向かって見境なく乱射しようとした馬鹿を、鏡越しに見つめた自分の疵きず痕あとだらけの醜みにくい体を思い出しながら、雷らい撃げき値最大で殴り殺した。

　雷撃の爆圧で、扇おうぎ状じように飛び散った敵の鮮せん血けつ／骨こつ片ぺん／脳みそ／はらわた──吐はき気けがする。

　自分の口から火のように零こぼれる熱い吐と息いき──いっそ頭から血でずぶ濡ぬれになりたい気分。

　握にぎりしめた拳こぶしを振ふるうべき相手を求める──敵の最後の一人を、パトリックが撃ち倒す。

　どこまでもどこまでも腹が立つクソ野郎──誰だれかが近寄る気配──鋭するどい目で振り返った。

「あ……」怯えた少年＝マスコミの腕わん章しよう──〝職業体験中〟＝自分と同年ねん齢れいらしい子供。

　かぶりを振る──見境なく拳を振り回したがる自分を抑おさえる。「……大だい丈じよう夫ぶだったか？」

「は……はい」少年＝鳩はと色の目が涙で濡れている──ぽろぽろ泣き出す。「あ……ありがとうございます。助けてくれて、ありがとうございます」

「別に……」お前のためにやったわけじゃない、と返しそうになって口をつぐんだ途と端たん、いきなり少年が、生身の両手で、雷撃後の冷れい却きやく中の右手を、ひしっとつかんできた。

「ちょっ……」強く握られる──温かな感かん触しよく──拳を握ることもできない。

　最近どこかで同じ経験をしたことを思い出す──〝運シユポ動ルトプ場ラツツ〟のシャワー室／吹雪の手。

　思わず、ぎくっとなる──さらに少年の、やたらと懸けん命めいな一言。「あなたのファンです」

　ぽかんとなる。「……へ？」

　もう、ぼろぼろ泣き出す少年。「インタビューのときは、すいませんでした。助けてくれてありがとうございます。本当にありがとうございます。このご恩は一生忘れません」

　インタビュー？　ふと、〈空港広場〉の光景がよみがえる──カメラを持ってた少年。

　撮さつ影えいチーフの名札をつけた男がやってきて少年の肩かたを叩たたく──やっと少年が手を離はなす／大人たちが口々に涼月や治安機構の人間に礼を言う／倒れた〈特憲コブラ〉や〈空保フルーク〉の手当てを手伝う。

　涼月──なんとなく拳を握ろうとする／握れずにいる／落ち着きなく指を動かす。

　銃を担かついだパトリックがやってくる──真面目まじめな顔。「良かったじゃないか？　少なくとも一人は、お前が来ることを望んでいたわけだ」

「う……うっせーよ」なんとなく弱よわ腰ごしになる。

「支し援えんに感謝する」〈特憲コブラ〉の人間が近寄ってきて言った。「少数での突とつ入にゆうを余よ儀ぎなくされ、我々だけでは歯が立たなかった」窺うかがうようにパトリックを見る。「そちらもＭＰＢ人員か？」

「あー……」返答に詰つまる涼月──パトリックが鷹おう揚ように返す。「利ステ害ー共クホ有ル者ダーだ。中国の女パイロットが敵に拉ら致ちされ、追っていた。敵に白人の女がまざっている。見なかったか？」

「中国の亡命者が？　いや、どちらも見ていない。さっき戦車がどうとか──」

「別に……なんでもないっす」そういえば、吹雪が脳を支配された馬鹿げた兵器が向かおうとしていたのは国UN連O-都CI市TYで、この国際空港は別の部隊の受け持ちだった。

　話を戻もどすパトリック。「少数で突入せざるをえなかった理由とは？」

「敵がクルーの一人を殺害したため、内務大臣から直接、即そく時じ突入を命じられた。大臣直ちよつ轄かつの部隊である我々に、それを拒こばむことはできなかった」

　目を丸くする涼月。「内務大臣？　なんで大臣が？」

　声を潜ひそめる〈特憲コブラ〉。「あそこにいる子供だ」

　殺されたクルーに毛布をかけているチーフのそばで、ひっきりなしに涙を拭ぬぐう少年／吹雪とはまた違ちがった真っ直すぐな横顔──ちょっと右手をもじつかせる涼月。「……あいつは？」

「シュテファン・テオ・ラバグルト。内務大臣ヴォルフガング・ラバグルト氏の一人息子だ」




「──なんとも、不幸に不運が重なったとしか言いようのない状じよう況きようだな」

　ミハエル──通信機のマイクに向かって。

「内務大臣は警察組織の最高権力者であり法王に等しい存在ときている。人ひと質じちに格差をつけるわけにはいかんが、もし敵に知られていたらと思うと、ぞっとせん。その少年の命を盾たてに、政府および全治安機構へのホットラインを、敵が手に入れるようなものだからな」

　敵の自爆の舞ぶ台たいから、一転してＭＰＢの戦せん闘とう指揮所と化す東ピア／二階出入国フロア。

　警備室に集められる通信機材──戦闘機解体のために呼ばれていた技術者たちとその機材。

　忙いそがしく出入りする隊員たち──あの神父が技術者たちと一いつ緒しよになって敵の武器や中国人の機械化兵士や、脳なし男のことを調べている。

　その様子を眺ながめる陽炎──〈空保フルーク〉の女性隊員の服に着き替がえて淡たん々たんとガムを嚙かんでいる。

　表面上は爆ばく弾だんのスイッチを握らされてもてあそばれたことなど、なんでもなかったような顔ができるくらいには回復──というより、そうする以外に何もできない心境。

　隣となりでは、切られたほっぺに絆ばん創そう膏こうを貼はった夕霧が、優やさしく肩を撫なでてくれている／ハミング／小さな歌声──今一番、心安らがせてくれるもの。

《お陰かげで女パイロットの居場所がわかりません》涼月──いつも以上に好戦的な口調。

「お陰で内務大臣は最優先で大部隊をこちらに送ってよこす。それと、俺の勘かんだが、〈キャラバン〉は声明には参加しなそうだ。白人男はどう言っている？」

《──中隊長と同じ意見だそーです》やたら不ふ機き嫌げんそう。

「やつはまだ素す性じようを話さないか？」

《はい。ですが〈キャラバン〉を皆みな殺ごろしにするとか言ってます》

「この状況下では同意したくなる意見だな。こっちの目的は一いつ般ぱん人の安全確保と、増ぞう援えんを待って敵集団を逮たい捕ほすることだ。それまで守りに守り抜ぬく。お前はそこにいる人員と一緒に、マスコミ連中をＣゲート側の第六駐ちゆう機き場まで護衛しろ。その後は〈特憲コブラ〉がそいつらを東ピアまでつれてくる。お前は引き続き遊ゆう撃げきに徹てつし、女パイロットを追え。白人男の意見は？」

《……なんで、あの野や郎ろうの意見を聞くんすか？》ものすごく不服な調子。

「事件の鍵かぎを、黙だまって握にぎっているかもしれんからな。なるべく考えを聞き出したい」

《えー……マスコミと内務大臣の息子むすこを人質にされるのは、敵が全員自爆に走るより厄やつ介かいなので、護衛に協力するとか、その後で女パイロットを捜さがすのも賛成だとかぬかしてます》

「今のところは腕うでの立つありがたい協力者だ。二人一組で行動し、目を離はなすな。いいな？」

《……了解ヤー》不満たらたらの雰ふん囲い気き──通信アウト。

　続けて〈特憲コブラ〉へ通信するミハエル──その姿がひどく遠い所にある気がした。

　ただじっと男の横顔を見つめる陽炎──伝えるべきことも伝えられないまま。

　あの牌ブロツクを持つ者がいたということを──涼月が出くわした白人女がそうであることを、なぜか口に出せないまま。夕霧に肩を優しくさすられながら、ただ自分のライフルを抱かかえていた。

「フランクか？　内務大臣の息子はひとまず無事だ」ミハエル──〈特憲コブラ〉の隊長へ。

《……借りにしておく》ぶっきらぼうな声。

「さっそく返してもらおう。第六駐機場で彼らを保護して東ピアまで連れてきてくれ」

《先ほど部下から聞いた。既すでに移動している。途と中ちゆうで歩兵連隊の一団と合流する。どうやらヘルベルト大たい尉いと一緒にいた者たちは、〈キャラバン〉にやられたらしい。大尉は？》

「ひどくノックアウトされたが生きている。ところでフランク。戦闘機をどこに隠した？」

《……なんのことだ？》

「お前が機密保持と現場指揮権の確保のため隠させたのはわかっている。どこにある？」

《言えん。盗とう聴ちようの可能性がある。また機密保持のため可能な限り少数が知る状態にしたい》

「わかった。絶対に敵に知られるな。合流を待つ」通信アウト──続けて部下たちに片かたっ端ぱしから指示。「医者とボランティア経験者を集めて、負傷者の治ち療りようにあたらせたな？　よし。レストランに防ぼう御ぎよを敷しいて一般人を移動、〈空保フルーク〉と女課長に彼らを任せろ。ここじゃリラックスしようがないからな。必要なら三階から食料を運んでやれ。全すべてのエスカレーターとエレベーター、西ピアとターミナル１に続く道は厳重に封ふう鎖さだ。どこから敵が現れるかわからんぞ」

　ミハエル──いまだに援軍が到とう着ちやくせず、野戦施し設せつみたいになる空港で、誰だれよりも生き生きとしている。ライフルを担いで世界を旅行していたとき、という言葉が思い出される。おそらく傭よう兵へい稼か業ぎよう──国際法で違い法ほうとされている行こう為い。大いに稼かせいだであろう仕事の数々。あの白人女と一緒に──『中』の勲くん章しようを胸に／あの脳なし幹部のような男たちを指揮したのだろうか。

「脳のない男はまだ生きているな？　尋じん問もんを続けろ。〈赤いハヤブサ〉の目的はやつの言う〝歴史的な一撃〟、つまりは自爆だ。〈キャラバン〉はそれ以外に、何かの〈荷〉と戦せん闘とう機きを探している。全ての因果関係を、徹てつ底てい的に吐はかせろ」

　複数の携けい帯たい電話と通信マイクをたたむ・半分をポケットに──技術者陣じんに歩み寄る。

「トマス・バロウ神父……現時点での解かい析せき結果を教えていただけますか？」

　兵器開発局の元顧こ問もんに対する、当然のように慇いん懃ぎんな態度──神父の柔にゆう和わな微び笑しよう。

「犠ぎ脳のう体たいによって稼働する兵器の位置は特定されていないが、機能は大まかに解析された。おそらく遠えん距きよ離りに達する砲ほう撃げきだ。そうだね、アデライード、クラリッサ？」

　ラップトップのモニター──狭せまい通信画面で押しのけ合う二人の若い女性。

《そうでーっす》中近東系──アデライード。《過去の事例の中で最も適合する兵科を検けん索さく中。まあ、本人が死なない限り、動き出さないしろものですんで、解析の余よ裕ゆうはあるかと》

「……死ぬことが前提だと？」ミハエル──理解しがたいという顔。

《脳の認にん識しきの問題なのです》イギリス系──クラリッサ。《人体とはかけ離れた構造体を、自己自身として認識する上で、最も容易なのが、自身の肉体の消失なのです》

《要するに自分の体が綺き麗れいにリセットされでもしなきゃ、あんな醜みにくいものを自分だとは思えないってわけでーっす。それにしてもいい男ね、あなた》アデライード──にんまり笑って。

　陽炎のアンテナがぴしっと反応──画面の女に敵意を抱いだく／ちょっと心が回復する。

「光栄だが、こういう状じよう況きようでもない限り、しごく退たい屈くつな男だ」

《ご趣しゆ味みは？》アデライード──きっとなるクラリッサ。《真面目まじめにやんなさいっ！》

「釣つりとライフルの手入れだ。中国服の機械化歩兵の方は？」

《あー、確かに退屈。でーも、あなた自身は見ていて退屈しないわ》

《お黙だまりっ！》画面から相手を押しやるクラリッサ。《中国の〈蟲〉なる機械化歩兵はデータベースにヒットせず。ただし送られた画像を解析した結果、多フ関レキ節シ型ブルユニットと断定》

《最悪の醜さよー？》押し戻もどすアデライード。《全っ然、体格にあってない規格品を大量生産して無理やり体にくっつけてる特甲トツコー児童の海かい賊ぞく版ばん。質より数の原始的な兵器ね》

《同一規格ゆえに復旧が容易です》押し返すクラリッサ。《切断されてもその場で調整もいらず再接続可能。他ほかの者の手足をつなげることもできます。転送施設がないことを考えれば、ユニットのバリエーション次し第だいでは、最強の白兵戦兵器とも言えます》

《あーんな人体の構造を無視した手足の何が最強よ》伯はく仲ちゆうするアデライード。《異常構造を脳に受け入れさせるために、脳機能のどこかが麻ま痺ひするに決まってるでしょ。色しき彩さい感覚とか味覚とか嗅きゆう覚かくとか、どこか欠けてる可能性が大いーにありよ》

《脳機能の退行現象はあくまで一時的なもの》伯仲するクラリッサ。《脳が構造を受け入れれば自然と解決するものよ。決して恒こう常じよう的な障害にはならないわ》

「それが彼らの弱点になると思いますか？」ミハエル──あっさりバロウ神父に。

「脳機能への影えい響きようは個体差が大きいので何とも言えない。ただ、多フ関レキ節シ型ブルユニットは我が国でも臨りん床しよう段階だ。規格を統一したのではなく、一種類しか製造管理が可能ではないのだろう。その場合、人がユニットの性能に合わせて動くため、全員が似た動作を示すことが多い」

「集団競技には向いていそうだが、融ゆう通ずうは利きかなそうですな。動作のパターンさえ把は握あくすれば、戦術的な応用を見み抜ぬくことは可能ということですか？」

「そう思う」

「ご助力感謝します」モニターの二人にもサービス。「ありがとう。引き続き協力を頼たのむ」

《あー、これ、私の携帯電話の番号ね》メモ用紙を掲かかげるアデライード──押さえつけるクラリッサ。《このモニターで通信すればいいでしょうっ!!》

　陽炎──なんかはらはらしつつも、すぐにモニターから離はなれるミハエルにちょっと安あん堵ど。

「隊長！　中国服の連中です！」隊員が叫さけぶ──さっと歩み寄るミハエル。

　監かん視しカメラのモニター＝浸しん水すいした一階地下鉄駅口／スーパーマーケット。

　闊かつ歩ぽする中国服の一団──堂々と税関を通り抜ぬける／手荷物受取所を徘はい徊かいする。

　ふいにモニターの映像が一つまた一つと消えてゆく──中国人が蛇じや腹ばらの腕うででカメラを粉ふん砕さい。

　通信マイクをつかむミハエル。「中国服に一階を占せん拠きよされた。エレベーターを二階で停止させ、シャッターの閉へい鎖さを確認し直せ。一階へのエスカレーターにトラップをしかけろ」

「地下鉄だ」隊員──地下カメラに切り替かえながら。「運休した地下鉄のトンネルから現れてます」ふいにモニターがブラックアウト。「全カメラがロスト。現時点で二十四名を確認」

「敵の増ぞう援えんの方が間に合うとはな。各員、警けい戒かいを厳に──」

　ふいに通信。《こちら歩兵連隊、第三作戦小隊。ＭＰＢ中隊へ。緊きん急きゆう事態だ》

　ミハエルの応答。「どうした」

《管かん制せい塔とう入り口を敵に突とつ破ぱされた。兵員に死傷者多数。退たい避ひが遅おくれていた管制塔職員が多数、殺害されている模様。こちらの兵数だけでは対応できない。至急、支援を求める》

「今は管制塔まで支援部隊を送れる状況にはない。東ピアで我々と合流せよ。防備を固めた上で、援軍を待ち、管制塔奪だつ還かんをはかる。いいか？」

《──了りよう解かいした。やむをえない。撤てつ退たいする》

　通信アウト──ミハエル＝涼月に負けず劣おとらずの好戦的な唸うなり。「やってくれたな。東ピアも西バス整備場の声明準備も、前準備に過ぎない。最初から、敵本隊の狙ねらいは管制塔だ。この空港の管制機能か航行記録、もしくは……国際Ａ航空交Ｆ通情報Ｔ中継シＡステムＸだろう」

「本部から通信！」隊員──別の通信マイクを受け取るミハエル。「こちら〈怒濤ドランク〉中隊」

　副長の声。《私だ。状況は？》

「現在、我が隊で空港二階に防ぼう御ぎよを敷しき、〈特憲コブラ〉および歩兵連隊と合流予定。内務大臣の子息も間もなく同現場にて確保。ただし状況は悪化。空港地下および一階を中国服の機械化集団が占拠。たった今、管制塔を〈キャラバン〉および武装グループが制圧。完全な三みつ巴どもえです。このままでは互たがいに殲せん滅めつ戦せんに入りかねません。大至急、増援を求めます」

《そうか……》副長──珍めずらしく言いよどむ。《現場の部隊で、対応は可能か？》

「なんとか生き延びています。十分以内に増援が来れば、新たな死者を出さずに済みます」

《残念だが……不可能だ》

　ぴたりと動きを止める隊員たち──振り返る技術者たち／陽炎／夕霧。

　ミハエル──一いつ切さいの動どう揺ようを押し殺した声。「……今、なんと？」

《増援は送れない。ドナウ川の氾はん濫らんにより、全すべての道路と地下鉄道が寸断された。我々のみならず特とく殊しゆ部隊および軍の車両も同様だ。気象専門機関の予報ではヘリが飛ばせる状態になるのは十四時間後。それまで、そちらの現場へは一人として人員を送り込めない状況だ》




　　　　参さん




「ちっとも爆ばく発はつなんぞ起こらんじゃァないかァ」兄──陸王＝管制塔の窓から眼下を覗のぞく。

「しくじったんじゃァ、ヤーセルのおっちゃん」弟──秋水＝同じ窓から覗く。

「無む駄だ死にするタイプだとは思ってたけどねえ」女──ルージュトロワ＝ボールペンのように細長い葉巻に火をつける／灯あかりを落とした血まみれの管制室を振り返る。「どうだい？」

　作業中の武装犯たち──隅すみっこで、鼻歌交じりに機械をいじる男＝暗くら闇やみの中、嬉き々きとして。

「さてさて私の準備は万ばん端たんさ。君の左目の調子はどうだね、ルージュトロワ？」

「悪くないさ。左目一つで自分の背中まで見えるってのはね」

「プリンチップ社特製、機械化義眼〈グライア〉。あらゆる光線、あらゆる気流を視覚化する、スナイパーにはとびきりの逸いつ品ぴんだ」

「あんたのごたくは、こいつを目の穴に突つっ込む前に十分聞かされてる。それより、今度は世界にあんたのごたくを聞かせる番じゃなかったのか？」

「そう。今こそこの私が、真に個人であることを超こえ、真実と一つになるときがきたのだ。君たちはその証人でもある。さあ、私という存在が、私という時代へ変わる瞬しゆん間かんを見み逃のがすな」




《つまり……味方はこないから、あたしらだけでどうにかしろってことですか？》

《そうだ。少なくとも向こう十四時間は完全な孤こ立りつ無む援えんだ》全ての重責を飲み込んだような、どっしり重いミハエルの声こわ音ね──ちょっと呆ぼう然ぜんとなる涼月＝すぐ我に返る。

《で……あたしは、どいつをぶちのめせば？　中国人？　白人女？》

《恨うらみ言ごとなしでそれか。闘とう犬けんなみの闘争意欲だな。突とつ撃げき手しゆと小隊長、両方の素質十分だ》

《まあ……》あたし誉ほめられてるんだよな？　と自問。《援軍なんてあてにしてませんし》

《お前が百人いれば、ウィーンを包囲したトルコ軍は三日で故郷へ帰ったろう。よし。お前の任務は現状のままだ。そこの人員を第六駐機場に送り届け、女パイロットの位置を確認して報告し、可能ならば即そく座ざに奪だつ還かんしろ。我々は機を見て管かん制せい塔とうへ一いつ斉せい攻こう撃げきを仕し掛かける。いいな》

《了解ヤー》戦意を秘ひめて返答──通信アウト。

　バケツで水を浴びせられるような豪ごう雨うの中、サービス車用道路を、灯りに向かって走る一団──涼月／パトリック／負傷者を担かつぐ〈特憲コブラ〉と〈空保フルーク〉／マスコミクルーたち。

　死者は敵も味方も置き去り──いつ暗闇からいきなり撃うたれるか皆かい目もく不明の状況下、自分と仲間の命を最優先に、最も安全であろうと思われる場所へ全力で辿たどり着こうとする。

〝援軍はない〟──少しずつ腹の底で重みを増してゆく現実──ここで口にするのはよした方がいいという考えがわく／一いつ緒しよにいる連中がパニックになっても困る／パトリックがびびって逃にげようとしても困る／何より、声に出すことで、自分がびびったりしたら一番困る。

　銃じゆう撃げきなし／中国服なし／被ひ害がいなし──なんとか到とう達たつ＝第六と記された格納庫ハンガーの大扉とびらを開く。

　浸しん水すいした巨きよ大だいな空間──面食くらう涼月。

　あちこち大穴の空いたジャンボジェット機──エル・アル航空ボーイング７８９号。

　現場検証のために確保されたそれが、他ほかの二機の機体と並んで、無む惨ざんな姿をさらしていた。

　ハイジャックをしでかした一員であるパトリック──さして感かん慨がいもないという顔。

　事務所に入って毛布を引っ張り出す〈特憲コブラ〉たち──負傷者を横たえる／毛布でくるむ／雨あめ露つゆから逃のがれられたマスコミクルーたちが安あん堵どの息をこぼして毛布にくるまる。

「じゃ、後はよろしくお願いします」涼月＝一応〈特憲コブラ〉に断りを入れてすぐに出て行こうとする──パトリックはそもそも事務所に入らず扉の外を窺うかがっている。

　事務所を出たところで毛布をまとった少年にまた声をかけられた。「あの、ありがとうございます。あなたが来なければ、僕は……」

　しっしっと追い払はらう感じで手を振ふる。「いらねーよ礼なんて。お前一人助けたんじゃねーし。そこで大人しくしてな。親おや父じが大臣だかなんだか知らねーけど、これ以上、迷めい惑わくかけんなよ」

　少年を追って出てきたチーフが目を丸くする──言い過ぎだろ、お前、というような顔。

「はい」かえって嬉うれしげに笑う少年──そんな程度じゃ追い払えませんという感じで、またぞろ両手で、ひしっと手を握にぎられる。「僕、あなたみたいに絶対に正直さを失わない人が大好きです。助けていただいたご恩は一生忘れません」

　そう言いながら握った手に顔を寄せた──まさかと思ったが手の甲こうにキスするつもりだとわかって慌あわてて振り払った。「ば……ッ馬ば鹿かったれッ。仕事でやっただけだッつってんだろっ」

「はい」僕、調子に乗りました？　というような恬てん然ぜんとした笑え顔がお──いちいち調子を狂くるわされるのもたまらないので背を向ける／さっさと遠ざかる／握られた右手が異様にもじつく。

「熱ねつ烈れつだな」真顔のパトリック──油断なく銃を構えて外に目を向けたまま。

「うっせー」涼月──男の横っ面つらを殴なぐりたくなる／いっぺん逃した拳こぶしの振りどき／劣等感のにおい／自分からその言葉を肯こう定ていしてしまう気がして殴れない／ちくしょう／そんなことを口にした野や郎ろうと一緒に行動しなけりゃいけないなんて／そもそもハイジャック犯の一員だったこいつと、あのジェット機が置かれた場所に来るなんて、ふざけてる──

「あ……」いきなり何かぴんときた──慌てて目を戻もどす／破は壊かいされたボーイング７８９号。

　その尾び翼よくにしるされたユダヤの紋もん章しよう──イスラエルの国章たる星。

　あの携けい帯たい電話──通話相手の登録名──見覚えのある二つの三角。

『△▽』────『[image: ]』──六芒星!?

　おいおい、かんべんしやがれ。こいつはいったい、どういう冗談なんだ？

　公安のクソ上品な特甲トツコー児童の言葉──二つで一つの事件。

　スーダンのウランをイランが狙ねらって、石油を中国が狙って、そいつらを邪じや魔まするためにアメリカとイスラエルがスーダンの政府を虐ぎやく殺さつの罪でバラバラにしようとしている。

　中国の女パイロットが、もし本当に、裁判に参加するつもりで亡命したとしたら──

「どうした？」さっさと行くぞ、というように顎あごをしゃくる。

「……なんでもねーよ」相手の仕草にむかつきながら、ともに雨の夜へ再び飛び出す。

　敵が奪うばった管制塔に女パイロットがいるだろうという推測のもと、敵にこっそり近づくため、真っ暗くら闇やみの空港進入路のど真ん中で、ずぶ濡ぬれになりながら地下通路への入り口を探した。

「どこだ？」雨の音に負けぬよう声を張り上げるパトリック。

「この辺りだよ！」涼月──脳内チップで図面を参照／憤ふん然ぜん。「ナビ代わりにすんなッ！」

　すぐに発見──マンホール＝鍵かぎをぶん殴って壊こわし、ハシゴを下りながら、さっき思いついたことに、なんとなく自分なりに整理をつけてミハエルに通信。《黒シユヴ犬アルツです。中隊長》

《なんだ？》驚おどろくほど迅じん速そくな返答──現場指揮で大おお忙いそがしなのに／耳が幾いくつあるんだろう。

《えー……パレスチナの自じ爆ばく野郎が一人、生き残ってますよね？　尋じん問もんできますか？》

《驚きの脳なし人間だが、不思議なことに会話可能だ。何か緊きん急きゆうに聞き出したいことが？》

　二つで一つの事件──その言葉が呪じゆ文もんのように自分の心をとらえるのを感じた。

《国UN連O-都CI市TYで殺された通訳官は、連中の敵であるイスラエル人か、訊きいてみて下さい》




「ほう」ミハエル──通信マイクに寄せた口が、不敵な笑みを浮うかべる。「女パイロットが携帯電話で連れん絡らくを取ろうとした相手が、実はイスラエルの人間だったと？　面おも白しろい。確かに中国はイスラエルから戦せん闘とう機きを買いつけている国だ。つながりはあるかもしれん。少し待て。脳のない人間を尋問するのは初めてだが上手うまく聞き出してみるとしよう」

《お願いします》

　さっと席を立つミハエル──ヤーセルを拘こう束そくしている隣りん室しつへ入る／ドアを閉める。

　自然と立ち上がっている陽炎──夕霧から離はなれてミハエルを追う／夕霧が後に続く。

　ライフルを抱かかえたままゆっくりと歩み寄る──そっとドアを開く／隙すき間まから覗のぞく。

　手て錠じようで椅い子すに拘束されたヤーセル──ＭＰＢ隊員が頭を押さえる／ミハエルが正面から覗き込む。「猶ゆう予よはない上に、専門医もいない。手て荒あらにやった弾はずみで死なせるかもしれんが、どのみち死ぬつもりだったんだろうから恨うらみっこなしだ」

　ミハエルが相手の左ひだり肩かたをつかむ──陽炎が蹴けり砕くだいた肩＝脳なし男が苦く悶もんの声と汗あせを噴ふく。

「痛いか、うん？　脳がないのに痛いってのは、どんな感じだ？　後学のため教えてくれ」

　部屋に入れない──あんなことをするミハエルを見ていられない／そのくせ目が離せない。

　自分の知らないミハエル──〝ライフルを担かついで世界を旅していた間に学んだのか〟

〈特憲コブラ〉の男の言葉──ミハエルの仲間だった三人と一いつ緒しよに──『中』の牌ブロツクを絆きずなの証あかしとして──ライフルを担ぎ、汚よごれ仕事をしているミハエルを想像しようとした。

　心のどこか遠い彼方かなたから、なんとも名をつけようがない、苦しみに満ちた感情が飛んできて、その場にひざまずきそうになった途と端たん、背に温かな感かん触しよくが起こった。

　ほっぺに絆ばん創そう膏こうを貼はった夕霧──透とう明めいな眼まな差ざし／陽炎を優やさしく抱だき支える。

　その心強さに泣けそうになったとき、ミハエルの背の向こうで哀あわれな脳なし男が叫さけんだ。

「そうだ、やつはイスラエルの人間だ！　俺たちの仲間を監かん獄ごくに送って殺した、テルアビブの国シエル家ト・保ビタホ安ン・局クラリ──〝シャバク〟の悪あく魔まだ！　それだけじゃない。やつは俺たちを、ナチスの子孫が操あやつる組織に仕立て上げようとした外げ道どうだ！　死んで当然のクズのユヤダフヤー人ジーだ！」




《本名はシモン・オルメルト。〝シャバク〟……アメリカＦＢＩのような治安組織の一員だ。脳なし男の言葉から察するに、国内のアラブ系住民の監かん視しとテロ撲ぼく滅めつを主任務とする一方で、アラブ系テログループに対する何らかの調査と工作を、単独で行っていたらしい。お前の考えはどんぴしゃだったな。携けい帯たい電話の二つの三角から、よくそこまで推測できた》

《まあ……なんとなく》涼月──びしょ濡れのままパトリックの後を追って地下通路を移動／機械化された体の体温調節機能に感謝／生身のくせに底なしの体力で働き続ける目の前の男に感かん嘆たん。《というか、アラブ人をナチス絡がらみに仕立て上げるって……正気っすか？》

《イスラエルにとってナチス戦犯者は過去ではなく現代だ。その点、中国と気が合うのかもしれん。中国人民解放軍は、いまだに中国人民を旧日本軍から解放した軍だからな》

《七十年以上前の戦争を、まだ続けてるってことですか？》

《ナチス戦犯者はイスラエルのアイデンティティであり、旧日本軍は中国にとって大事な存在理由だ。過去のものにされるわけにはいかん。実際、ナチス戦犯者が中東に逃にげた例もある。シリアの諜ちよう報ほう機関など、創設にナチス親衛隊員が関かん与よしたという話があるくらいだからな》

《だからっつって、人んちの空港で馬ば鹿か騒さわぎしていい理由にはならないと思いますけど》

《同感だな。国連都市の連中もそう思ってるだろう。お前から今の話を伝えてやれ。向こうも、この雨で孤こ立りつ無む援えんのはずだ。お互たがい、情報が援軍の代わりになるかもしれん》

《うっす》通信アウト──ふとパトリックがルートを外れた。「どこ行くんだよ？」

「体温を保つだけで体力を失うのが惜おしい」作業員の詰つめ所に入る──勝手にロッカーの鍵かぎを壊こわして作業着を発見／銃じゆうを置く／断りもなく服を脱ぬぎ始める。「お前も着き替がえた方がいい」

「ばっ……馬鹿言ってんじゃねえッ」思わず目をそらす──ちらっと見る。

「互いに背を向け合っていれば、警けい戒かいも怠おこたらずに済んで一石二鳥だ」向こうを向いたまま、ひょいと作業着を放ほうる／涼月の目の前に投げ出される。

「こんなでかいの……」文句が喉のどに詰まる──シャツを脱いだパトリック＝一分の隙すきもなく鍛きたえ抜ぬかれた、切り傷や火傷やけどや銃創と思われる、疵きず痕あとだらけの背中に、思わず見入った。

　なぜかふと、まだ浮かび上がったままの自分の疵痕を、この男が見たらどう思うだろうという考えがよぎる／慌あわてて打ち消す／アホか／見られてたまるか。「絶ぜつ対てぇー振ふり返んなよッ」

「可Ａ能．なＳ限．りＡさ．っＰさと．着替えるんだな」また本場っぽい発音──驚おどろくべき迅じん速そくさで脱だつ着ちやく。

　涼月──半身になって急いでボタンを外す／濡ぬれた服をひっぺがす／身分証とキーカードと湿しめった煙草たばことライターを取り出す／携帯電話が床ゆかに落ちる──やべ、さっさと連れん絡らくしないと。

「終わったか？」振り返ろうとする──怒ど鳴なる。「みッ、見んじゃねェッ!!」

　やれやれという感じで肩をすくめられる──生まれてこの方、これほど急いで何かを身につけたことはないというほど迅速に、下着は当然そのまま、だぶだぶのシャツとズボンと上着を着込んで、袖そでやら裾すそやらをまくり、ベルトで無理やりズボンを固定。「おっし」

「電話を忘れるな」いつの間にか、銃を抱かかえて通路へ向かっているパトリック。

　半眼──くそ、見たんじゃねーだろうな。「かけたいんだけど、電話」

「情報が入ったんなら今すぐやれ。あまり叫ばずにな。敵がいないとは限らん」

「わかってるっつの」携帯電話を拾って通話ボタンを押し、パトリックと通路を進む──コール音が続き、いらいらしたところで相手の警戒するような応答。《……もしもし？》

「おい、あたくし様」

《鳳・エウリディーチェ・アウストですッ!!》またもや、もんのすごい怒鳴り声の直ちよく撃げきを食くらった。《そんな風に人を呼ばわって、自分が恥はずかしくならないのですかッ！》

　耳が痺しびれる／別の耳に電話を移動。「ナンだとンの野や郎ろう。てめえのところでぶっ殺された通訳官がイスラエル人だってわかったから教えてやるってのに喧けん嘩か売んじゃねえバカ」

　パトリック＝口元に指を当てて静かに話すよう指示──ぞんざいにうなずき返す。

《あなたが先に──》何か言い返そうとして急に我に返ったようになる。《イスラエル!?》

「本名は……」なんだっけ──シモなんとか／シナモン？／違ちがう。「シモン・オルメルトっつー、〝シャバク〟だ。ＦＢＩみたいなもんだ。国のアラブ人を檻おりに入れるだけじゃなく、ナチスの子孫がアラブに関係してることを、でっち上げようとしてたとさ」

　返事なし／礼の一つもなし──なんだこの野郎、失礼なやつだな。

　ふいにパトリックが立ち止まる──銃を構えたまま顎あごをしゃくる＝地下の作業モニター室。

　中へ──壁かべ一面のモニターをオンにするパトリック／てきぱき操作／敵の位置を探さぐる。

　電話の相手──いまだ沈ちん黙もく。「おい、寝ねてんのか。何か言いやがれ、あたくし様」

《情報を確かく認にん中ですッ!!》また直撃──難なん聴ちようになったらどうすんだこの野郎──僅わずかな沈黙／応答。《実は、殺害された通訳官の携帯電話の送信履り歴れきから、ネット上に保存された暗号化データを解かい析せき中でした。言語をヘブライ語に特定したところ解析が進行。有用な情報を獲かく得とくできる見込みです。……ありがとうございます》

　なんか不ふ機き嫌げんそうに御お礼れいを言われる──癇かんに障さわる。「礼なんかより情報はねえのかよ」

《今、お教えします！》また怒鳴る──こんなガミガミうるさい小隊長で部下はついてくんのか、と余計な思案。《戦犯法ほう廷ていに出席する最後の証人は、やはり中国の軍事関係者です》

　くそ、マジか？　目の前で拉ら致ちされた人物の重要さに改めてショックを受ける。

《ただし、男性であると思われます》

　予想外の言葉──ぽかんとなる。「パイロットは女だって言ったろ？」

《はい。ですが、その証人は男性である可能性が高いのです。国際空港に着陸したという戦せん闘とう機きは単座式ですか？　女性パイロットの他ほかに、男性もいましたか？》

「な……え……？」泡あわを食う──混乱。「い……いねーよ。一人だけだ。しかも、どう見たって女だ。それとも本当は男で、女のふりしてんのか？　意味あんのか、それ？」

　呆あきれたようなため息。《意味も何も、そんなおバカなことを、よくおっしゃいますのね》

　おバカ？　おっしゃいます？　瞬しゆん間かん的に怒いかりが沸ふつ騰とう──とさかにきた。「この野郎──」

「なんだと……？」パトリック──この男が発するのを初めて聞く、驚きよう愕がくの声。

　思わず振り返る──目に飛び込んできたものに度ど肝ぎもを抜ぬかれ、完全に怒りを忘れた。

　全モニター──左から右へ、同じ映像へ切り替かわってゆく。

　血みどろの管制室を背にした男──はげ上がった頭／不気味なほど生気に満ちた緑の目／特とく徴ちよう的な鷲わし鼻ばな／象牙ぞうげ色のスーツ／小さな黒い手が格こう子し状にプリントされた気味の悪いネクタイ。

　赤い唇くちびるの両りよう端たんが、予定された死者を迎むかえにきた死に神のように吊つり上がる。

　悪い夢のワンシーンのような光景──そして嬉き々きとした男の声。

《おはよう、世界よ！　今この瞬間が、新たな夜明けのときだ！》
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「プリンチップ社のエージェントだと!?　本当にこの空港の管制室にいるのか!?」

　隣りん室しつから飛び出すミハエル──慌あわててどいた陽炎が、度肝を抜かれるほどの鋭するどい声こわ音ね。

　仰ぎよう天てんするＭＰＢ隊員。「マスターサーバーは実在と判断！　敵は管制室の情報中継システムを起点に、当施し設せつのモニターのみならず、全世界の空港モニターを電子的に占拠ジヤツク！」

「全世界だと……」ミハエル──まぎれもない戦せん慄りつの声。

《私の名はリヒャルト・トラクル、プリンチップ社のエージェントである。プリンチップこそ、かつて一発の銃じゆう弾だんをもって世界に大いなる戦雲をもたらした、サラエヴォの憂ゆう国こく青年の名である。我々はその名の通り、歴史的な一撃を放たんとする者に、ふさわしい道具を与あたえることを天命としている。すなわち、世界の変革を望む者全すべての、支し援えん者しやにして共感者である》

　英語による宣言とも声明ともつかぬ言葉の数々──画面下部に複数の言語による字幕。

　切り替わったまま操作不能になるモニター──警備室だけでなく、ロビー／レストラン／通路／あらゆる場所から、朗々と語りかけてくる男の姿を、ミハエルが／バロウ神父が／隊員たちが／技術者たちが、見ていた。

　レストランに集められた一いつ般ぱん客きやくたちが／来たばかりのマスコミクルーたちが／彼らの不安をなだめるはずの〈空保フルーク〉の人員たちまでもが、恐きよう怖ふと驚愕にどよめいていた。

　苦痛に呻うめくヤーセルが、男の声を聞いて、凄せい惨さんな笑い声を上げた。

　陽炎が、目をみはってミハエルと画面の男を、交こう互ごに見ていた。

　夕霧が、きらきら光る透とう明めいな眼まな差ざしで、じっと見つめていた。

　自然と伝わってくるもの。そう──間違いない。公園であの人と一いつ緒しよにいたのは／暗い地下で夕霧の前に現れたのは／夕霧の無む惨ざんな姿が映されたテープを抜き取って消えたのは──

　この男だ。




《世界の歴史は、銃弾の歴史である！　フランス革命を実現させたものは、民衆が貴族から手に入れた三万二千挺ちようの銃に他ならない！　英国で最も多く女王陛下の名を冠かんするものは銃に他ならない！　中国の指導者、毛もう沢たく東とうが告げたように〝権力とは銃口より生まれ出いずる〟ものに他ならない！　あらゆる同盟の根こん拠きよとなるのは互たがいの銃の数に他ならない！　国家と民族を独立させるものは、諸君が手にした銃に他ならない！　望み求めよ、さらば与えられん！》

「なんでこいつが空港に!?」涼月──動転／仰天／携けい帯たい電話に向かって怒ど鳴なる。

《こ、こちらも映像を確認……こんなことって……》少女──同じように動転した声。

「お前たちが逮たい捕ほしたんじゃなかったのか!?　脱だつ走そうされたんじゃねーだろーな!?」

《リヒャルト・トラクルは、依い然ぜんとして拘こう束そく中です！　決して逃げられてなどいません！》

　衝しよう撃げき──めまいがしそう。「だったら、なんで、ここにいるんだよッ!?」

「第セ二カンのド男マンだ……」ふいに低い声──パトリック／モニターをじっと睨にらんだまま。

《世界は武器によって変わるのだ！》モニター──絶好調で吠ほえまくる鷲鼻の男。《さあ、今こそ君たちが握にぎる武器をもって、偉大なる歴史的な一撃を放つがいい！》

《他に情報はありませんか？》いきなり少女が訊きいてくる──やたらと切せつ迫ぱく／焦しよう燥そう／大急ぎで駆かけだしているような調子。《ありませんのでしたら、通話を切らせていただきます》

「……情報？　ねーよ。それより中国人が男って……。このリヒャルトなんとかは……」

《そちらでご確認下さい。何か判明しましたら御ご教示を。こちらも情報は即そくお伝えします》

「おい、ちょっ……」

《こちらは猛烈に取り込み中ですので。失礼──ごきげんよう》

　ぶつん──と、やたら耳に障る音とともに通信アウト。

「ふざけんな！」届かぬとわかりつつもシャウト。「誰だれがてめえを頼たよるか、くそったれ。なんかわかっても教えてやらねーぞってんだ、ちくしょう」

「聞いちゃいられんな」パトリック──真面目まじめな調子。

　いつの間にかモニターは元の画像に戻もどっている──鷲鼻の男は幻まぼろしのように消えている。

　数十箇か所しよの区画の作業監かん視し映像を次々に切り替えてゆくパトリック──鷲鼻の男と女パイロット、果たしてどっちを捜さがしているのか、訊こうとする間もなく飛んでくる説教。

「注意深く相手の声を聞け。相手が気づいていないことに気づくよう心がけろ。お前の電話相手が前に言っていたスーダンのウラン資源だが、イランが本気で関かん与よしているとは思えない。あの国の核かく開発は二十年前に技術不足で中断している。敵は法ほう廷てい妨ぼう害がいだけでなく、もっと違ちがう目的で動いている。ここは孤立無援だ。この雨ではお前たちの支援部隊は動けないはずだ。情報提供者の言葉の端はし々ばしに意識を向け、生き延びて敵を打だ倒とうするためのヒントを見つけ出せ」

「うッ……るッせえっ!!」たまらず怒鳴る──遮さえぎる。「偉えらそうに説教たれんじゃねえっ。あたしの都市まちに面めん倒どうごと持ち込んでハイジャックやらかした野や郎ろうがほざくなよっ！」

「お前の都市？」初めて振ふり返る──ひどく静かな、自分の何倍もの経験を重ねてきた男の目に射い貫ぬかれる。「ここがお前の都市で、ここがお前の国だと言える何かが、お前にあるのか？」

「な……っ、なん……？」

「それとも劣れつ等とう感かんで歪ゆがんだ自尊心が、そう言わせているだけか？　我が国、我が都市、我が民族。どれも満たされない気分をどうにかしたくて武器を振り回す連中の、常じよう套とう文句だ」

　目の前が真レっツ赤ドにアなウるト──怒いかり／屈くつ辱じよく／痛つう憤ふんに目がくらむ。「こっ……ンの野郎……──」

　両方の拳こぶしを猛もう然ぜんと握りしめたところへ──いきなりナイフでのど笛を貫かれるような一言。

「もしかして、お前、非番の日は受験勉強でもしてるんじゃないのか？」

「てめ……」二の句が継つげない──息が詰つまる──なんで知ってんだ？　なんでこの男が？

　問答無用の一撃──みじめという名の泥どろだまりに頭から投げ落とされた気分。

　何もかも見み透すかされることへの怖こわさ──情けない思いでいっぱいになって怒りを奪うばわれる。

「ふざけんな、この……」震ふるえる声──涙なみだがにじんで慌あわてて顔を伏ふせた。棒立ちになったまま一歩も動けず、本当に泣きそうになる自分を必死に押さえた。「ふざけんなよ……」

　パトリックは何も言わず──カチカチとモニターを切り替かえる音。

　そしてにわかに、またあの男の声。

《中ツオ國ンクオ很ヘン 偉ウエ大イタ黒ーヘ暗イア的ンタ戰ツア士ンシ們ーメン！（中国の偉大なる闇の兵士たちよ！）》

　モニターは操作されておらず──空港内のあらゆるスピーカーから朗々と響ひびき出す。

《你ツニー們メン和ホー友ヨウ好ハオ的タシ商ヤン談タン想シヤ務ンウ必ーピ做ーツオ！（ぜひ君たちと友好的な商談がしたい！）》

　涼月には意味がわからず──ぼんやり突つっ立つ以外にすべもなし。かと思ったら、パトリックが、たった今やり合ったことなど忘れたように、ひどく対等な感じのする口調で告げた。

「緊きん急きゆう事態だ、黒ブラツク犬ドツグ。今すぐお前の上官に伝えろ。やつは地下にいる中国人と取引するつもりだ。女パイロットの身み柄がらを引き渡わたす代わり、互いに協力し、この施設にいる警察関係者と一般人を皆殺しにしようと持ちかけている」




「こちらも確かく認にんした。中国語がわかる通訳が一いつ般ぱん客きやくにいてパニックになりかけたところだ」

　ミハエル──ますます好戦的に／ますます生き生きとしてくる顔・声・仕草。

「取引場所は、浸しん水すいで閉へい鎖さ中の地下鉄駅だ。憎にくらしいことに、こちらのターミナル駅ではなく、管かん制せい塔とう側に近い方の駅を指定している。我々には手が出せない。連中の取引を潰つぶして女パイロットを奪だつ還かんする任務については、お前以外に頼れる者がいない状じよう況きようだ。──可能か？」

《バカたれどもを一人残らず、めっちゃくちゃにぶっとばしてやりたい気分です》

「むちゃはするな。白人男と共同で慎しん重ちようにやれ。我々は用意が調ととのい次し第だい、管制塔へ攻こう撃げきを仕し掛かける。連中の取引が成立するしないにかかわらず、迅じん速そくにテロリストの首しゆ謀ぼう者しやを叩たたく。泥どろ沼ぬまの殲せん滅めつ戦せんを避さけるには、それ以外にない。やるなら敵の頭を叩き、即、撤てつ退たいしろ。いいな？」

《了解ヤー》今すぐ敵の群に突とつ撃げきしかねない勢い──通信アウト。

「援えん軍ぐんはない」詰め所を振り返るミハエル──ずぶ濡ぬれの一団がその視線を受け止める。

　歩兵連隊小隊長および副長格たち──指揮官のヘルベルト大たい尉いを負傷させられ、管制塔を奪われた雪せつ辱じよくを果たすべく、怒りとともに銃じゆうを握にぎりしめている。

　マスコミクルーを隊員と負傷者ともども駐ちゆう機き場から東ピアまでつれてきた〈特憲コブラ〉──濡れた衣服から湯気が立ちそうなほど戦意で高こう揚ようした隊長フランク・ヴァルターの果か敢かんないらえ。

「内務大臣からの連れん絡らくで知っている。国UN連O-都CI市TYへの支し援えん部隊をこちらに回す予定だったが〈空港広場〉にすら辿たどり着けなかった。ここにいる我々で敵を撃滅し、一般人を守り抜ぬく」

　うなずくミハエル。「ここにいるのは、みな歴戦の猛者もさだ。連中がどれほど強力な武器を装備していようとも、その武器の使い方を教えてやれるのは、俺たちというわけだ」

　無言のうちに戦意／連帯感／団結心をみなぎらせる彼らを、じっと黙だまって見つめている陽炎と夕霧──どちらも奮戦する涼月のもとへ駆かけつけたい気持ちを抑おさえる／指示を待つ。

　歩兵連隊小隊長。「他ほかに状況を知っている者は？」

　ミハエル。「一般人には知らせていない。〈空保フルーク〉は女課長と課長補ほ佐さが知っている。技術者たちには通信を聞かれたが、神父のお陰かげでみな落ち着いている。この状況下でも冷静そのものの大した老人だ。公安本部にいる兵器開発局員と連絡を取り合い、敵の武器を解かい析せき中だ」

　うなずく歩兵連隊小隊長。「軍用機体は？」

　隊長フランク。「バロウ神父の助力で、四台中、三台が稼か働どうのめどがついた。空港施設への攻撃防止プログラムの解除が間もなく終わる。あの機体は、空港施設を破は壊かいしたり、ましてや管制塔に向かって撃つような真似はできんよう、何重にもプロテクトがかかっているからな」

　歩兵連隊小隊長。「残り一台は？」

　隊長フランク。「管制塔エリアにあるため手が届かない。だがプロテクトのお陰で敵に使われる可能性は低い。敵への攻撃が始まり次第、うちの隊員を送って稼働させる」

　ミハエル。「四台の機体が我々の〝切り札〟だ。もう一つ。戦せん闘とう機きはどこだ、フランク」

　隊長フランク。「悪いが黙もく秘ひさせてもらう。敵にもまだ知られていないはずだ」

　ミハエル。「では、絶対にない場所を一つ教えろ。そこにあるように見せかけ、敵を誘さそう」

　隊長フランクの即そく答とう。「ターミナル南の引き渡し貨物用の倉庫だ。あそこなら戦闘機を収納できるだけの広さがあり、ここからも近く、防ぼう御ぎよに適している」

　にやりとなるミハエル。「空港の構造を知ち悉しつしたお前がいることが我々の幸運だ、フランク。今、うちの隊員が女パイロットの奪還をはかっているが、状況は厳しい。失敗すれば、おそらくテロリストと中国兵が結けつ託たくし、三みつ巴どもえが、二対一になるだろう」

　眉まゆ一つ動かさない歩兵連隊小隊長。「全面戦争だな」

　うなずくミハエル。「覚悟はいいな？」

　音を立ててライフルを担かつぎ直す隊長フランク。「では今のうちに指揮官を決めておこう」

　通信機材の方へ手を振ふるミハエル──場を譲ゆずる。「周波数のセッティングは済んでいる。お前が使え、フランク。もとはお前の持ち場だ」

「すっかり忘れた顔だな」通信機材に目もくれない。「俺も俺の部下も、貴様が戦場で下す判断以上に信しん頼らいするものはない。ミハエル・宮仕・カリウスの目と判断力が錆さびついていないことが幸運だ。お前が指揮を執とれ。俺たちが高アイ機ンザツ動ツ・部コマン隊ドーの誇ほこりに懸かけて管制塔を奪還する」

　ミハエル──腕うで組ぐみ／歩兵連隊小隊長に。「古い話を持ち出す男だ」

　同意しない歩兵連隊小隊長。「俺は常々、斥せつ候こう狙そ撃げき部隊〈赤ローのトジバャオッアクー〉の元隊長は、もっと大規模な部隊を指揮してしかるべきだったと思っている」

「俺は常々、そんなクソ気取った部隊名をつけたがる若造には、そもそも隊員を預けるべきじゃなかったと思っていたがね」鼻をかくミハエル──喜ぶような恥はじ入るような、古傷に触ふれられた痛みを隠かくすような笑えみ。「通信機の使い方を教える手間が省けたことだけ喜んでおく。暗号化コードと周波数はそのまま。両隊とも一階バス到とう着ちやくゲートから出撃だ。入国審しん査さ口はがっちり固めているから中国服どもは入ってこれん。十分以内に装備を整え、出撃態勢に入れ」

「了解ヤー」爽そう快かいなまでの即そく応おう──回れ右で両隊長格たちが揃そろって詰つめ所しよから出て行く。

「陽炎」ミハエルが振り返る──真っ直すぐ歩み寄って来て、あの、機械的で大ざっぱですっきりしていて、ひどく陽炎を落ち着かせる声で告げた。「まず間ま違ちがいなく敵の白人女が、テロ屋どもの頭であり、〈キャラバン〉の一員だ。お前がそいつを、死キル・線ゾーンに叩たたき込め」

　胸の奥の方で冷たい痛みがずきんと響ひびいた。

　しいて表情を変えまいとする──一いつ瞬しゆん、この人は知っていて言っているのかと思った。

　女が誰だれなのかということ──紅あかい竜りゆうのしるし／狙撃手の証あかし／『中』の牌ブロツクを、首から吊つるした女なのだということを。だがすぐに、ミハエルは知らないのだという事実が重く胸に響いた。この期ごに及およんで相手の過去に触れることに怯おびえる自分だけが、それを知っているという事実。

「ピンポイントで敵の戦意を挫くじく必要がある。お前とお前のライフルにしか任せられん仕事だ」目の前の少女をいたわってやれないどころか、一方的に仕事を押しつける嫌いやな役やく柄がらを進んで請うけ負うミハエル──自分はこういう男なのだと言外に告げるように。「やれそうか？」

　ハイジャックされた機体への突とつ入にゆうを思い出す──〝期待されたことを期待された通りにやってのける者〟だけを求める、男の背中。

「私と私のライフル、ともに問題ありません。いつでも御ご命めいじ下さい」

　悲しみを押し殺して答える──男がいたわりを押し殺してうなずく。

「いい答えだ。成し遂とげたときは、俺への借りはチャラどころか貸しと考えてくれていい」

「はい」笑う──この男に対して初めてする、ひどく意図的で全く自然と思えない微笑ほほえみ。

　その陽炎のそばから、夕霧がそっと離はなれる──陽炎が自分の心と一人で向き合いたがっているのを察して／少なくともそうできるほどには心が立ち直っていることを読み取って。

　ブラインドが下ろされた窓に近寄る──激しい雨の音に耳を澄すませる。

　この閉とざされた場所にも、どこかに優やさしい歌が眠ねむっていないかと思って。

　胸の〝痛み〟がその思いを消してしまおうとする──みんなの痛みが伝わってくる──痛みが人を動かそうとしているのを感じる。胸の苦しさに負けたくない気持ちが──悲しみに負けたくない気持ちが──恐きよう怖ふに負けたくない気持ちが、人を動かしている。

　そのこと自体に、ひどく苦しくて悲しい気持ちにさせられたとき。

《……痛いの？》

　ふいに、優しい──透すき通るような声。

　あの、偽にせ物ものの戦せん闘とう機きさんが置かれていた場所で聞こえた声が、再び、脳のう裏りに響いていた。

　自然と手がブラインドに伸のびる──小さく隙すき間まを開く──いつ敵に狙撃されるかわからない危険をあえて冒おかして、冷たい豪ごう雨うの夜の暗くら闇やみを見つめる。

《うん》そっと答える──どこからか自然と伝わってくるものを注意深く感じ取り、ささやくように問い返した。《あなたも痛いの？》

　沈ちん黙もく──答えはない。答えようとする気配もない。夕霧は静かにブラインドから手を離して窓から遠ざかった。無理に答えを求める気はないのだということを、相手に伝えたくて。

　答えられないほどの悲しさと痛みが、どこからともなく伝わってくるのを感じたから。




　降り注ぐ雨によって何もかもが地上から流されて消え失うせたような暗く広大な滑かつ走そう路ろの一角に、すうっと音もなく現れる、一人の少女──灰色の軍用ジャケット／ズボン／ブーツ／ぐっしょり濡ぬれた金色の髪かみをかきあげ、嬉き々きとした感情にのみ満たされた緑の目を、銃じゆう火かの閃ひらめきがやんで間もない管制エリアに向けている。

「……やっぱりいたなぁ、あの男。逮たい捕ほされたのは、お前の言う通り別の男だ、螢ホタル」

　少女の左手がひょいと動く──軽金属がむき出しの機械の手から別の少女の声が響き出す。

「まだはっきり確かめたわけではない。結論を急ぐな、皇スメラギ」

「だったら今すぐ、あの男をつかまえりゃいい。顔の皮を剝はいで、本物か確かめようぜ」

「まだだ。やつを仕留めるには、もっと近づく必要がある。やつの存在にも真相にも、まだ遠い。その上、厄やつ介かいな連中があの男の周囲を固めている。動きが出るのを待て」

「悟さとられれば、また逃にげられるだけだしな」少女が肩かたをすくめる──右肩だけ。「あたしは伏アン撃ブツ手シユだ。迎撃手セプターのお前に従うだけさ、螢」

　ひどく楽しげに──まるでそれ以外の感情をすっかりどこかへ落としてきたというような、虚うつろですらある声とともに、少女の姿は、再び、すうっと雨に溶とけるように消えた。







　　　　肆し




　どどどどど、と水が猛もう烈れつな勢いで流れる音が、これほど恐おそろしく響ひびくとは思わなかった。

　地下下水道の通路──右にじめっとしたコンクリートの壁かべ／左に錆さびの浮ういた鉄てつ柵さく。

　柵の向こうに奈な落らくのような真っ暗くら闇やみ＝激流と化した幅はば五メートル強の水路──通路にまで飛んでくる水しぶき／おどろおどろしい水の音が轟とどろく地下トンネルを、爽さわやかなジョギングなみの軽快さで進むパトリック──詰つめ所しよで拝借した防水ライトで真っ直ぐ通路を照らして走る。

　後を追う涼月──水に落ちやしないかとびくびく／教訓＝〝溺でき死しを防ぐためシャワーは二人以上で〟──こんなのに落ちたら周りに何人いようと、揃そろって死後の世界へ流されるだけ。

　十字砲ほう火かの音の方がましに思えそうな轟き──パトリックが負けじと叫さけぶ。「ここだな!?」

　足を止める──右手に、上へ向かう階段──脳内チップを通して確かく認にん／ナビ代わりにされる不快感よりも、さっさと水流から離れたい気分が勝つ。「そーだよ!!」

　駆かけ上がる──足あし下もとに水たまり／浸しん水すいもはなはだしい通路へ出る／走る／天てん井じようのパイプの間から水みず漏もれ／雨漏り／くそ、ここは地下二階だぞ／暗い地下で溺おぼれ死ぬ恐怖に背筋が冷える。

「よし、ここか？」パトリックが見上げる──ぽたぽた水が垂れる四角い空気ダクトの穴。

「そ……そーだよ」ちょっと腰こしが引ける──ちくしょう、こんなとこに入んのかよ。

　ライトを口でくわえて、銃じゆう床しようで空気ダクトのアルミの枠わくをぶっ飛ばすパトリック──銃を穴の縁ふちに引っかける／引っ張る／ひょいとよじ登る／呆あきれるばかりの素す早ばやさで入ってゆく。

　真似まねしてライトを口でくわえて飛びつく──中から腕うでをつかまれ引っ張られる／潜もぐり込む。

　手の平と膝ひざに冷たい水の感かん触しよく／やたら暗くて狭せま苦くるしいダクトの中を這はう──このまま体が詰まって身動きできなくなって助けも呼べなくなるんじゃないかという閉所恐怖に襲おそわれる。

　くそっ──さっきからびびってばかりの自分が情けなくなる／必死に男の尻しりを追っかける。

　パトリックはライトと突とつ撃げき銃を抱かかえた不自然な体勢で、そういう競技でもあるのかと思えるほどすいすい進んでゆく。一心に目的に向かう突進力──頭のネジが外れたような迷いのなさ／移動しっぱなしでも息が上がらない底なしの体力／いちいち感心させられる／むかつく。

　いきなり懐ふところで振しん動どう──最低音量に設定した携けい帯たい電話のコール音。

　くそ、こんなときにかけてくんなバカ野や郎ろう──泣きそうになりながら体をよじって何とか電話を引っ張り出す／耳に当てる／猛烈に不ふ機き嫌げんな声が出る。「なんだよ、ッせーな」

《情報ですッ!!》勃ぼつ発ぱつする怒ど鳴なり声──狭せまくて咄とつ嗟さに耳から離はなせず／慌あわてて音量を手て探さぐりで下げる。《通訳官が遺のこしたデータ解かい析せきに成功！　大事な情報をお教えしようとしたのに！》

　ダクトに頭をぶつける／腰をぶつける／膝がつっかえる──むかつく。「静かに喋しやべれ、キズモノ野郎。こっちはネズミみてえに這い回ってる最中だ。お上品になんかしてられっか」

《キズ……》首を絞しめられたような声──さっと携帯電話を壁の方に向ける／炸さく裂れつする怒いかりが電話のスピーカーから噴ふき出す。《どっ、どういう意味ですのッ!!　このあたくしの顔の傷のことですかッ!?　なんであなたにそんな風に言われねばならないの!?》

　やや泣きべそかいてるっぽい声──ちょっと気分すっきり／かなり自己嫌けん悪お。

　疵きず痕あとを見られるのを怖こわがる自分──顔の傷を堂々と見せていた誰だれかさん。

　おそらく仲間を失ったときの傷──だから消したくないのかも。

　ひどくひねてる自分を自覚する──こいつと喋るたびに自覚させられる。

　前を進む男もそれを察している──えらく恥はずかしいような落ち着かない気分。

「ＭＰＢじゃ誉め言葉なんだ」適当に繕つくろう。「泣くなよ。海かい賊ぞくみてーでカッコイイぞ、傷」

《泣いてませんッ!!》泣き声そのものの叫び──怒鳴り声以上の衝しよう撃げき／耳がキンキンした。

　直感──悪口を言われて泣いてるのではなく国UN連O-都CI市TYの方で何かひどいことがあった。

「わかったわかった……冗じよう談だんだ。聞き流せ」

《どこからどこまでが冗談なのです？　冗談などという言葉でなんでも片づけるのがＭＰＢの作法ですか？》もう信じられない、あなた、自分がとても嫌いやな人だってわかってる？　という感じの、たっぷり刺とげをふくんだ調子。

「笑えねえ冗談に、悪ふざけで片をつけるのさ。それがこっちの仕事だ」面めん倒どうになってきたので真面目まじめな口調に切り替かえる。「そっちで殺された通訳官がイスラエルの警察で、中国の亡命女がさらわれて、逮たい捕ほされたはずのクソ野郎が空港で大ボラ吹ふくなんてのは、どれも笑えねえ冗談だ。お前の傷のことを悪く言うつもりはなかった。そっちの仕事を聞かせてくれ」

《……なんて勝手な人なの》ぶつぶつ文句／ため息。《解析されたデータは保安機関への報告書でした。何点か事件に関連する記述を発見。まず、ダルフールからそちらの空港へ〈荷〉を送った者こそ、アロイス・ブルナーの子孫であると確信をこめて記述されています》

「アロ……？　誰だ？」

《元ナチス親衛隊にして、第二次大戦末前後に中東へ逃のがれた人物です。イスラエルによるナチス戦犯者追つい及きゆうを逃れ、シリアに潜せん伏ぷくしたとされるも、シリア政府は関かん与よを否定──》

　思い出す──ミハエル中隊長の言葉。「シリアの諜ちよう報ほう機関を創つくったっつーやつか？」

《よくご存じですのね》話の腰を折られてむっとする感じ。《また、アロイスの子孫こそ、リヒャルト・トラクルその人であり、プリンチップ社の創設に関与したと記述されています》

「あのタコが元ナチの子孫？」ぎょっとなる──妙みように納なつ得とくさせられる。「マジかよ。そいつが武器をばらまくアホ会社を創って、自分で営業して回ってるってのか？」

《もう少し固有名詞をはっきりおっしゃって下さい》タコとかアホとか下品だわ、という感じ。

《あくまで彼の報告書での見解です。また〝第セ二カンのド男マン〟についても言げん及きゆうされています》

　聞き覚え──目の前の男＝パトリックが告げた言葉。「……なんだそれ？」

《かつて各国で暗あん躍やくし、この国でも〈石油Ｏ輸出Ｐ国Ｅ機構Ｃ〉本部を襲しゆう撃げきした、〝ジャッカル〟と呼ばれたテロリストがいます。中東和平と冷戦終結のため潜伏先のシリアを追放され、スーダンの都市ハルツームに潜伏中、逮捕されました。しかしその前に、違う国で同じ顔を持つ二人の〝ジャッカル〟が同時に逮捕されたため、どちらも釈しやく放ほうせざるを得なかったという説があるのです》

　またぞろテレビのレポーター顔負けの弁べん舌ぜつ──よく舌を嚙かまないなと感心。

「シリアにスーダン？　どっちもろくでもないもんと縁えんがある国だな。そんで同じ顔を持つ二人目の男？　そっちとこっちの事件とよく似てるじゃねーか」

《はい。その〝第セ二カンのド男マン〟は、一説では米国の工作員とされていますが真相は不明。いずれにせよリヒャルト・トラクルも、〝ジャッカル〟と同じく、〝第セ二カンのド男マン〟の実在によって逮捕と真相究明が困難になっていると思われます》

「驚おどろきの手品だが、どっちもこの国にいるのは間ま違ちがいねーさ。こっちのタコは今からあたしが脳天に拳こぶしを叩たたき込んでやる。そっちは逃にげられねえように見張ってな。話はそれだけか？」

《もう一点。報告書によれば、ある人物が〈キャラバン〉に接せつ触しよくをはかっています。あなたがいる空港で起こったハイジャック事件に、白人男性が参加していませんでしたか？》

　目を細める──今、目の前で、せっせとアルミ板の穴ぐらを這はい進む男。

　声をひそめる。「ああ……それがどうした？」

　相手の声も緊きん張ちようを帯びる。《おそらくその人物は、ＭＡ─ＤＥという言葉の信しん奉ぽう者しやです》

　ウジ虫マーデ？　なんだその趣しゆ味みの悪い標語は。「……どういう意味だ？」

《〝明マニフ白エスなト・るデス使テイ命ニー〟……アメリカの国土開かい拓たくと世界戦略を示す言葉の頭かしら文字で、主に同国の中央情報局員、すなわちＣＩＡの欧州およびアフリカ支局員の、合言葉たる四文字です》

「へえ」さらに声を低める──目の前の男の尻しりを尖とがった目で睨にらむ。「そいつの目的は？」

《不明ですが、確かなのはＣＩＡこそが〈キャラバン〉を創設したということ。また何らかの取引により、プリンチップ社に〈キャラバン〉を操作されたということ。その白人男性は〈キャラバン〉を操作し直そうとしている可能性があります。くれぐれもご用心を》

「ああ。助かったぜ」明るく返す──急激に増大する警けい戒かい心しんと怒いかりを、男に察知されないように。「こっちも何かわかったらすぐに教える。泣かしたりして悪かった」

《なッ……》憤ふん激げき──すっかり勢いを取り戻もどした怒ど鳴なり声。《泣いてなど──!!》

　さくっと通話をオフに──鼓こ膜まくを守る／もぞもぞ身をひねって電話をポッケにしまう／やっと両手が使えるようになる──尖った目つきで男の後を追って黙もく々もくと這い進む。

　パトリック──地下に入る前に図面を一度確かく認にんしただけなのに、分ぶん岐きするダクトを迷いなく進む／進む／進む──やがて文字通りの光明＝ダクトの蓋ふたをこじ開けて通路へ降りる。

「やれやれ、うんざりするほど人間らしい仕事だったな」

　涼月──通路に降りざま、パトリックの胸むなぐらをつかみ、機械仕じ掛かけの腕わん力りよくで壁かべに押しつけ、ナイフみたいに尖った目で睨みつけた。

「……あんた、〈キャラバン〉を皆みな殺ごろしにするっつったよな。いったいなんのためだ？」

「なんのため？」小こ憎にくらしいほど涼しげ。「そうしちゃいけない理由を教えてくれ。連中は中国の暗殺集団と一いつ緒しよになってこの施し設せつでジェノサイドをやらかす気だ」

「あんたが連中に教えたんじゃないのか？　くそったれな虐殺の方法を？」

「ナンセンスだな、黒ブラツク犬ドツグ」抵てい抗こうせず──十四歳の女の子に押さえつけられたまま、平然と、ひどく真面目な調子で言った。「虐殺は教えるものじゃない。止めようもなく始まるものだ。津つ波なみや地じ震しんのように、始まるという兆候が明らかでありながら誰にも止められないものだ」

　見つめ返される──怖こわくなるほど真っ直すぐな男の目が、〝俺はそれを見た〟と告げている。

　今のこの雨を誰も止められないように、〝それを止められなかった〟と告げている。

　男の目の奥に、見たこともないような悪夢を見てしまいそうで、思わず顔を伏ふせていた。

　手は放さず──放してしまったら、男に逃げられるんじゃないかと思って。

　男も放せと言わず──こちらの内心を見み透すかすように。「お前の仕事はなんだ、黒ブラツク犬ドツグ？」

「そんな風に呼ぶなッ」顔を上げる──言い放つ。「女パイロットを助けて、リヒャルトなんとかと白人女をぶっとばした後で、お前が何を企たくらんでんのか吐はかせてやる。それまで──」

「それまで俺はお前の利ステ害ー共クホ有ル者ダーであり、二ツー人マ一ンセ組ルで行動すべき戦力だ。急に黙って姿を消したりせんから安心しろ。それよりお前は今、正しい順番で自分の仕事を言ってのけたな」

　ゆっくり手を放す──正直、壁に押しつけた後、どうしていいかわからなかった。

　そして正直、安心しろという相手の言葉に、本当に安心してしまいそうだった。

　言いたい放題に言われたあげく逃げられるという不安──あるいは、とことん突つき進んでゆくこの男の背中が消えたら、自分がどこへ進むべきかわからなくなるのではという不安。

　そんな風に考える自分に仰ぎよう天てんする──ふざけんな、そんなわけあるものか。

　力の限り否定──それでも自然と訊ききたくなる。

「正しい順番って……あんたのことは、最後にしろってことかよ？」

「いいや。今この瞬しゆん間かん、お前の助けを求めている人間がいるということだ。そいつを絶対に後回しにするなよ、黒ブラツク犬ドツグ。そいつを忘れたが最後、お前のその拳の最終的な振ふりおろし場所は、誇ほこりを失ったお前自身のつらということにもなりかねんからな」




　がばがば／ぐびぐび──ペットボトルの水を飲み干す／ボトルを握にぎりつぶす／放ほうり捨てる。

　新しいボトルを開く──坊ぼう主ず頭あたまの少年＝不ふ機き嫌げんそうに吊つり上がった目。

「なんやァ～中国人ヒネーゼ相手に、なァ～んでワシがこなあかんのんじゃいトラクルのおっさん」

「君が適任だからさ、陸王。ここの地形は、秋水向けではないからね」微笑ほほえむトラクル──象牙ぞうげ色のスーツにかかった水すい滴てきを払はらい、階段を下りて、薄うす暗ぐらい地下鉄ホームを見み渡わたす。

　明めい滅めつする灯あかり／天てん井じようから水滴／駅員は本部の勧かん告こくに従い帰宅済み──まるで無人の廃はい墟きよ。

「壮そう観かんだな。そもそも温暖化の影えい響きようで万年雪が溶とけ出し、各国の河川は増水の傾けい向こうにあった。その上で、この雨だ。都市の巨きよ大だい化かを優先し、治水管理を二の次にした結果が、これさ」

　二つのホームの狭はざ間ま──線路は見えず／凄すさまじい勢いで轟とどろく濁だく流りゆう。

「ハーハッハァ、冥めい土どの川みたいじゃのォッ」げらげら笑って覗のぞき込む──濁流にぺっと唾つばを吐く。「よいや、アフリカでもこんだけ雨が降りゃァ～ゴキブリどもと腐くさった死体の山も流れてくれよんじゃがのォ～。あの二つだきゃァかなわんどぉほんまァ。エルファシル紛ふん争そうゆーたらえらぶった呼び方せんでゴキブリ戦争ゆーべきじゃァ～。米国アメちゃんの兵隊なんぞ毎日ゴキブリと戦争しよんじゃけェ～戦車の配線かじられるーゆーてなァ」

「おやおや、せっかく故郷に戻もどったというのに、ダルフールが懐なつかしいのかね？」

　陸王の目が血走る／さらに吊り上がる。「冗じよう談だんゆーなやァ～ワシは二度と戻らんどォ……」

　かたん、と天井板が外れる音──トラクルと陸王が振り返る。

　黒い中国服が天井から現れる──蛇じや腹ばらの四し肢しがくねる・蠢うごめく・音もなく床ゆかに這はい降りる。

　低い声こわ音ね──英語。「女は、どこだ？」

　トラクル──英語。「すぐそばにつれてきているとも。もうご存じかと思うが、私の名はリヒャルト・トラクル。プリンチップ社の専属エージェントとして日夜、世界の真実に奉ほう仕ししている身だ。君が、この地に棲すまう〈蟲チオン〉のリーダーかね？」

「第三一機械工兵営団・排頭パイトウ──蟻骨イークー」

　ふいにトラクルたちの背後で別の天井板が外れ、白い中国服が現れて床に這い降りる。

「排頭──蛾オー風フエン」

　また天井板が外れる──階段口＝トラクルたちの退路を断たつように青い中国服が降り立つ。

「排頭──蚕ツアン影イン」

　陸王──ぎらぎらと／ドイツ語。「なんじゃこんならァ～ぞろぞろわいて出てきよんのォ～」

　トラクル──にこにこと／英語。「ふむ。三人の小隊長による三頭体制というわけかね？」

　黒い中国服──無機的に／英語。「我らを束ねる営頭イントウは、間もなく、ここへお越こしになる」

「ふむふむ。実行役である君たちを束ねる指揮官というわけか。わざわざお越しいただけるとは光栄のいたりだ」商談上手のにこやかさ──天井を見上げる。「いらしたかな？」

　黒い中国服の背後──天井板が幾いくつもまとめて外れ、灰色の中国服が三人揃そろって現れる。

　交差する三人の蛇腹の腕うで──その上に腰こし掛かける、小こ柄がらな娘むすめ。

　紅あかと白のチャイナドレス──白い肌はだ／ぞっとするような美び貌ぼう／色素が薄うすく赤みがかって見える双そう眸ぼう／腰こしまである髪かみが、脱だつ色しよくしたのか生来のものか、蜘蛛くもの糸のように白い。

　朱しゆ色いろに塗ぬられた蛇腹の四肢──ドレスから覗く異形の手足が、いやに婀あ娜だっぽく蠢く。

　黒い中国服が言った。「第三一機械工兵営団・営頭──蛭ツー雪シユエ」

「うぉっほォ～」陸王──がばがば飲む／ガハハと笑う。「憲兵のねーちゃんとはまた違ちがう、べっぴんじゃのォ。こっちの方がワシの好みじゃけェ、やっぱついてきてえーかったわァ」

「お初にお目にかかる、大姐ターチエ」にこやかさを増す──緑の目がきらきら輝かがやく。「そういえば君たちの宗教である道教の伝説に、神しん仙せんたる美少女に奥おう義ぎを授さずけられた仙人の話があるのを思い出した。まさに五色の服をまとい、深山幽ゆう谷こくに棲まう神仙少女も、かくやというお姿だ」

　浮うき浮き巧たくみに甘かん言げん──だが娘は三人の男に担かつがれたまま薄く笑うばかりで返事もせず。

「ふむふむ、中国語で話すのが礼れい儀ぎというものかな？」

「営頭はお前の言葉を理解している。返答は我が口が行う」と黒い中国服。

「なるほど。貴人のたしなみというやつかね」トラクル──真面目まじめな調子。

　娘がくすくす笑う──空くう洞どうにこだまする虚うつろな風のような声。

　朱色に塗られた刃やいばの義手が、おもむろに襟えり元もとを開く──艶なまめかしく白い喉のどをのけぞらせる。

　×の字に喉笛を切り裂さかれた疵きず痕あと──首が千切れていてもおかしくなさそうな引きつれ。

「なんじゃァ～えッらい傷じゃのォ」陸王──言葉とは裏腹に平然とした顔。

「生まれたとき、普通と違う彼女を嫌きらった父親が殺すため切った。母親が闇やみ医師に乞こうて傷を縫ぬわせた。声は失ったが、彼女の命は誰だれよりも強い」黒い中国服──どこか誇ほこるように。

「どの国も似とんのォ～」陸王──せせら笑い。「ワシらァ親が育てきれんゆーて三人兄弟まとめてオーブンレンジに放り込まれてチンじゃァ。そんでレンジの会社を訴うつたえて儲もうけるゆーて捕つかまっとるボケじゃったでのォ。金がのーなると人間なんでもやらかすでほんまァ」
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「まさに彼女の生命を神が試みた聖せい痕こんだ。無線通信で意志をやり取りするので声は不要でもある。では、さっそく商談に移らせて頂こう。趙チヤオ迅シユ妹ンメイは我々が丁てい重ちようにお預かりしている」

「丁重すぎてつまらんゆんじゃ」茶々を入れる陸王。「ワシらのオモチャにしよるゆーても、ルージュトロワのねーちゃんは触さわらしてもくれんかったしのォ」

「というわけで、まだ傷一つない優良な品だ。我々にとっては彼女自身より、その戦せん闘とう機きと彼女がこの国にくるために選んだ航空ルートの方が重要でね。謹つつしんでそちらに進しん呈ていしよう」

　手を叩たたくトラクル──召めし使いでも呼ぶように。

　青い中国服がいる階段──二人の武装犯が、後ろ手に拘こう束そくした女をつれて、下りてくる。

　女＝迅妹──青ざめながらも凜りん然ぜんと引き締しまったおもて／目をそらさず〈蟲〉の娘を見る／中国服たちを見る──逃にげ場を探すのではなく、自分の覚かく悟ごを無言で告げるような眼まな差ざし。

「さあ。ぜひとも力を合わせて空港施し設せつの敵を殲せん滅めつし、戦闘機を破は壊かいしようじゃないか？」

「まだそうと決めていない」と黒い中国服。「お前を殺し、女をつれ去ることもできる」

「はァ～？」陸王──ぎらぎら吊つり上がる目／バキバキ握にぎり潰つぶされるペットボトル。「なんじゃいやぁ。女ァそばにいるんがわかったゆーて、なァにをたいぎィ～こと言いよんじゃァ」

「わからなくはない」トラクル──にこにこ。「非公式部隊ゆえ、共闘など経験がないだろうしね。確か、排が小隊、営が大隊だったかな？　だが中国軍は部隊の人数を定めないことで他国を翻ほん弄ろうする。おそらく君たちは数十人規模であり、決して数百人規模の大隊ではない」

　黒い中国服は無言──娘むすめがにんまり笑う／双眸に怖こわい光が浮かぶ／虚ろな笑い声を零こぼす。

「実質的に君らは小隊規模の集団だ。その人数で我々を殲滅するのは難しい上に、治安組織がここぞとばかりに攻せめてくるだろう。それよりも私と君たちとで取引をしてはどうだろう？」

　黒い中国服。「取引？」

「君たちのその手足は実に興味深い。我が社と君たちで共同開発といこう。君たちの体にぴったり適合し、今より格段に高い性能のユニットを提供する」

　娘が目を細める──黒い中国服が眉まゆをひそめる。「我らの〝擁ヨン刃レン肢ツー〟の技術を渡わたせと？」

「おおかた軍幹部の遠えん隔かく操作で、いつでも動かせなくなる手足ではないのかね？　遠く祖国から離はなれた地に遣つかわされ、故郷へ戻れるあてもないのだろう？　異国の言葉を覚え、生活のすべを学んだ今、君たちはこう考えているはずだ。そんな不自由なものに縛しばられている必要はないと。その手足から遠隔装置を外し、真に自分たちのものにしたときが、独立のときだと」

　娘──蛭雪が、じいっとトラクルを見る／朱あかい刃の手で、朱い刃の腕を撫なでる。

　黒い中国服。「仮にそうしたとして、貴様に、どんな得がある？」

「大ありさ！」もろ手を挙げるトラクル。「戦闘用の機械化義手は、引く手あまただ。君たちをテストケースとして世界中に売る。中国軍部にも。むろん共同開発なので売り上げの一部は君たちへ流す。自らの手で大いに稼かせぎ、その手で自分たちの世界を創つくりたまえ」

「営頭は、馬ば鹿かげた笑しよう止しの沙さ汰ただとおっしゃっている」黒い中国服──無感情に。「そして営頭も我々も、笑い話を好む。お前たちと今の仕事を終えた後、続きを聞こう。もし噓うそだとわかれば、我々は軍に今の話を報告する。世界中の〈蟲〉が、お前を捜さがし出して殺す」

「あァン？」がりがり頭をかく陸王。「要するになんじゃァ喧けん嘩か売っとんのかァ～ンン？」

「商談成立ということだ」トラクル──自じ慢まんげにネクタイを締め直して。「お互たがいのよりよい未来のために。君たちの選せん択たくが過あやまちではなかったことを証明してみせよう」

　振ふり返ってパチンと指を鳴らす──武装犯二人が女を突つき出す。

　青い中国服が蛇じや腹ばらの腕を伸のばす──刃やいばの手で、女の肩かたをつかもうとしたとき。

　ホームの壁かべが吹ふっ飛び、砕くだけたタイルとコンクリートの向こうから飛び出した黒い特甲トツコー姿の涼月が、青い中国服に向かって、握りしめた拳こぶしを、猛もう然ぜんと振り抜ぬいていた。




「黒シユヴ犬アルツが敵と接せつ触しよくした。我々にできる最大の支し援えんは、敵が占せん拠きよ中の管かん制せい塔とうを攻こう撃げきし、連中を心の底から震ふるえ上がらせることだ。各隊、ただちに行動に移れ」

　ミハエル──右手に二つの通信マイク／左手で机の空港図面に並べたマグネットを動かす。

「敵の斥せつ候こうが偽にせの〝戦闘機〟に食いついた。一いつ般ぱん人を三階から一人も下ろすなよ──」

　山積みされた機材──緊きん迫ぱくする隊員たち＝各隊の通信をつなぐ／敵味方の情報を送る。

　ふいにドアが開く＝〈空保フルーク〉の女課長。「彼が目を覚ましました。中隊長と話がしたいと」

　振り返るミハエル。「彼──？」

　部屋に入ってくる軍服──青黒く腫はれ上がった顔／折れた鼻／砕けた歯／裂さけた頰ほお。

　感心顔。「ヘルベルト大たい尉い……。まさに戦闘開始というときにお目覚めとは──」

「逃げろ……」傷のせいでくぐもった声。「敵戦力は……甚じん大だいだ」

「同感ですな」ミハエル──手て振ぶりで女課長にドアを閉めさせる。「だが川の氾はん濫らんで援軍は来ず。我々も、装そう甲こう車が流されるほどの増水で、目と鼻の先にあるセンタービルにすら逃げ込めない。現戦力で先制攻撃を仕し掛かける以外、一般人を守るすべもない有様です」

「なんということだ……」よろめく──壁にもたれる。「彼らが、敵の手に渡るとは……」

「彼ら？」

「陸王・マルティン・ユング……秋水・ルーエン・ユング」その名と一いつ緒しよに、頰の縫ぬい傷から血が垂れ落ちた。「……ダルフールに派は遣けんされた、我が軍の、特甲児童だ」

「……敵は今なお、都市内で、独自の転送手段を保有していると思いますか？」

「わからない……各機関が調査中だが……。いや、敵が二人をつれてきている以上……」

「あると考えるべきでしょうな……。だが、こちらにも三人の特甲児童がいる──」

「戦力不足だ……。エルファシルに関し、我が国が強気でいられるのも、彼らがダルフールにいたからだ。彼らだけで、現地の政府軍のほとんどを、完全に押さえ込んでいた」

　度ど肝ぎもを抜かれた顔になる隊員たち──〈空保フルーク〉の女課長がぽかんとした顔になる。

　ミハエル──途と方ほうもない情報と恐きよう怖ふを一緒に飲み込む。「つまり彼らは──」

「ただの特甲児童ではない……。特甲レベル３を基本兵装とする……〝猟ヤークト兵コマンドー〟だ」




　雷らい撃げき最大値──青い中国服の咄とつ嗟さの防ぼう御ぎよ＝蛇腹の両りよう腕うでがひしゃげる・砕ける・飛散する。

　青い中国服がすっ飛んでいってホームの間の濁だく流りゆうに落下し、茶色い水しぶきが上がる。

「蚕ツアン影イン！」白い中国服が叫さけぶ──濁流に手を伸ばす。

　涼月が女パイロットを抱かかえる──反対側のホームへ軽々と跳ちよう躍やく。

　慌あわてて銃じゆうを構える武装犯たち──反対側のホームに突撃銃を構えたパトリック＝速射。

　武装犯たちが撃うち倒たおされ、涼月が女を抱えてホームに着地し、パトリックが掃そう射しやした。

　向こうのホームで盛せい大だいな火花──灰色の中国服三人が娘むすめを守って天てん井じようへ消える──トラクルがいつの間にか別の階段口へ消え去る──少年がその場に残って銃火の中でゲラゲラ笑う。

　黒い中国服が、蛇腹の腕で弾だん丸がんを防ぎながら跳とんだ。

　白い中国服が、同じく弾丸を防ぎ、もう一方の腕で、濁流から青い中国服を引き上げる。

　涼月──女をパトリックに任せ、振り向きざま、果か敢かんなファイティングポーズ。

　黒い中国服──槍やりのように真っ直すぐ突き込まれる右手／鞭むちのように複雑な軌き道どうを描えがく左手。

　涼月のサイドステップ──敵の右手が、ぎゃん、と犬の悲鳴のような音を立てて肩の特甲をかすめ、背後の広告板に突き刺ささった。

　柔やわらかなスウェーバック──敵の左手が空を切る＝広告板が真っ二つに引き裂かれる。

　インファイトスタイル──相手が着地する寸前、ボディへ猛もう烈れつな右フック。

　敵の防御＝さっと跳はねた右の、膝ひざだが脛すねだかわからぬぐねぐねした蛇じや腹ばらの脚あしに、直撃した。

　どん！　拳の雷撃器が効果を発揮──砕ける右脚／くるくる宙を舞まう黒い中国服／壁から右手が引っこ抜ける／両手で天井と床ゆかを同時につかむ──転てん倒とうを防ぐ。

　そのときにはもう、パトリックが、縛いましめから解放した女とともに、階段を駆かけ上がっている。

「てめぇらで殺し合ってな、チャイナ野や郎ろう」涼月のステップバック＝くるっと敵に背を向け、珍めずらしく戦闘を放ほう棄きして階段を全力疾しつ走そう──人ひと質じち奪だつ還かんを最優先。

「急チー々チー如ルー律リユー令リン！」黒い中国服の怒ど声せい──指令。

　パトリックと女とともに階段を上り、作業員用の通路のドアを開いて飛び込んだ。

　背後で天井板がばらばら外れ、赤や黄色や灰色の中国服たちが、わらわら這はい下りてきた。

　涼月が慌ててドアを閉める／鍵かぎをかける──再び地下へ向かう階段を駆け下りてゆく。

　あっという間に背後でドアを両断する音──ほとんど同時に線路点検用の通路に入った。

　激しい水の音──もはや水路と化したトンネル＝側道に出たところで背後に敵が迫せまった。

　振ふり返る涼月──しんがりを務める＝トンネルへの出口で立ちふさがる。

　群がる中国服──狭せま苦くるしい通路に殺さつ到とうして蛇腹の四し肢しが束になって襲おそいかかって来た。

「ハーハッハァ！　どけどけェゆーんじゃこらァッ、ワーシに任せとかんかいやァッ!!」

　いきなり威い勢せいのいい吠ほえ声──中国服たちを突つき飛ばして飛び込んでくる。

　坊ぼう主ず頭あたまの目つきの悪いガキ──涼月の右フック＝咄嗟に雷撃値をゼロに設定。

　明らかに武器を持たぬ子供──鋼鉄の拳こぶしを振るった瞬しゆん間かん、さっとかわされた。

　涼月の瞠どう目もく──信じがたい素す早ばやさで懐ふところへ潜もぐり込まれそうになり、慌ててステップバック。

　なんだこいつ、と思いながら左の拳を振るった刹せつ那な──凶きよう暴ぼうな笑えみを浮うかべる少年の声。

「転送を開かい封ふう」

　白熱の輝かがやきが、少年の四肢を／体を／顔を包んだ。

　まばゆい閃せん光こう──にわかに、どどどどど──と、濁流の轟とどろきにも似た何かが猛もう然ぜんと迫った。

　そして次の瞬間、涼月の両腕がバラバラに砕くだけ、とてつもない火の粉とともに宙を舞った。

　凄すさまじい勢いで回転する何かが──なぎ払はらわれた？

　それが何であるのか、相手がどんな姿をしているのか、確かく認にんする間もなく、相手が迫った。

　その動きが速すぎて、目が／認識が／探査が追いつかない──間に合わない。

　相手の肩かたらしきものが迫る──再転送される途と中ちゆうの両腕でガード。

　どかん！　最高速度で走る列車と正面衝しよう突とつしたような衝撃──線路二つ分の距きよ離りをすっ飛んでいって、トンネルの向こう側の壁かべに叩たたきつけられた。

　側道に倒たおれる──頭の中でがんがん衝撃がこだまする──視界がぐらぐら揺ゆれる──激突した壁ががらがら崩くずれ、コンクリートの破は片へんに背中を叩かれる。《飾り耳オーア》の抗こう磁じ圧あつが目に見えないヘルメットを形成してくれていたお陰かげで、頭がぐちゃぐちゃに潰つぶれずに済んでいた。

　揺れる視界──パトリックに襲いかかる灰色の中国服／突きだした突撃銃──フェイント＝銃が真っ二つにされた瞬間、パトリックがナイフを抜ぬいて相手の喉のど笛ぶえに突き刺す／蛇腹の腕に絡からみつかれる──そのまま両者とも濁だく流りゆうに落ちる。

　中国服たち──逃にげる女の脚をつかむ／腕をつかむ／首をつかむ／乱暴に押し倒す。

　くそっ、ちくしょう──衝撃から回復しようとする／再転送のためのエメラルドの輝き。

　ああくそ、ちくしょう──トンネル入り口で、真っ黒い影かげが、高速で回転する何かを掲かかげる。

　ちくしょう、くそったれ──そして、いダダきダダなダダりダダとダダてダダつダダもダ！なダダいダダ機ダダ銃ダダ掃ダダ射ダダのダダ音ダ！。

　再転送されたばかりの両腕──飛来する何かに穿うがたれる／砕かれる／ひしゃげる。

　ガードした腕・肩・脚に衝撃──バラバラになりそうな打撃の数々／抵てい抗こうもできず。

　側道に亀き裂れつ／足場が消える恐きよう怖ふ──そして気づけば、頭から濁流に吞のみ込まれていた。




　空港ターミナルに立つ夕霧──雨の中を敵てき陣じんに向かって進む陽炎。

　その二人の脳のう裏りで、仲間が打撃を受けたことを示す〈仲間にＫ打撃が与ＳえられたＥ〉の文字が明めい滅めつ。

　陽炎の声。《涼月ッ!?》

　涼月の声。《ちくしょう、くそったれ!!　あの野郎ッ!!　特甲トツコー児童だッ！》

　自然と夕霧に伝わってくるもの──涼月はまだ大だい丈じよう夫ぶ。心が生きている。打撃に心が負けていない。助けに行くこともできない夕霧と陽炎にとって、それこそ最大の僥ぎよう倖こうだった。

　あるいは、大丈夫なのだと闇やみ雲くもに信じたくなる。そう信じる以外にすべとてなく。

　一向に勢いが衰おとろえない土ど砂しや降りの雨の中──攻こう撃げき部隊が一いつ斉せいに行動を開始。

　水害を最も免まぬかれている空港滑かつ走そう路ろの、特に水はけがいい地帯を選んで、ライトを消した装そう甲こう車が三台／ジープが二台／歩兵連隊のトラック二台が、管制エリア目指して三方から接近中。

　敵が固める地上と地下の通路を迂う回かい──闇と雨に紛まぎれ、〝切り札〟までもが動き出す。

　三台の軍用機体──〝ケツンエタンウタロオスアー〟＝六つの車輪／四つの脚きやく部ぶ／二つのアーム。

〈特憲コブラ〉が保有する武器の中で、最大の火力を誇ほこるそれらが脚部を展開──できる限り正確に管制室へ砲ほう撃げきを加えられるよう高々とアームを伸のばす。

　空港を守護する彼らにとっては苦く汁じゆうをなめる行こう為い──もし管制室の機材とデータを破は壊かいしたら、復旧の困難さは途と方ほうもないものになる。マスコミからは〝自じ暴ぼう自じ棄きになった特とく殊しゆ部隊〟と叩かれ、攻撃に参加した隊員全員が辞職させられ、作戦を容認した隊長格や本部の人員までもが、自分たちのそれまでの全すべての功績も働きも否定されることになる。

　だがそれでも、やらねばならなかった。管制職員が皆みな殺ごろしにされたのは間ま違ちがいない。交こう渉しようの余地もなく──脳なし男との人質交こう換かんの可能性すら示されないまま。信じがたいほど情けも容よう赦しやもない、やりたい放題の殺さつ戮りく。こちらの報復の恐おそろしさを即そく座ざに示さねば、かさにかかって攻せめて来る敵に、自分たちも不運な一いつ般ぱん人たちも一人残らず血の海に沈しずむだけ。

　まさに初手から全力を投じた布ふ陣じん──一撃必殺の武力をもって敵陣へ突とつ入にゆう。

　装甲車の屋根の上に立つ紅あかい特甲姿の陽炎──頭上から降り注ぐ雨の音が車両のエンジン音を消してくれていることにほっとしながら、管制室にいるであろう敵のリーダー格を叩くという、途方もない仕事が目前に迫せまりつつあることに呆ぼう然ぜんとなりそうになった。

　実にまったくもって高すぎる──もしこれが晴天の真っ昼間であったら、とっくに頭上から攻撃を加えられて、さんざんな目に遭あっているに違いない。といって雨と闇に隠かくれたところで、こっちは遮しや蔽へい物一つない、だだっ広い滑走路から突撃することに変わりはない。

　なんという地形的な不利さ──先制攻撃しかない今、最も攻撃しにくい場所に敵がいた。

　ターミナルビルからはどんな角度からも狙そ撃げきは無理なことはわかっている──ここら辺のどこかで撃うつしかない。木でも整備場の屋根でも、管制室がある百数十メートルの高さに、一メートルでも近づけるような足場がないか、必死に探しているところへ──最悪の報しらせ。

　ミハエル。《中国服が地下から上ってきた。こちらの裏を突つく気だ。どうやらテロ屋と中国服たちの取引は円満に終しゆう了りようしたらしい。いよいよ三みつ巴どもえが、二対一になったぞ》




　　　　伍ご




　夕霧は、守備を受け持つ僅わずか八名のＭＰＢ隊員とともに、がらんと人ひと影かげの絶えたターミナルのロビーにいた。戦せん闘とう指揮所と化した警備室と警備員の詰つめ所しよ──そこで把は握あくされた情報がＭＰＢのマスターサーバーを経由して、夕霧の脳裏に流れ込んでくる。

　膝ひざまで水に浸つかった地下のスーパーマーケットに、一人また一人と現れる者たち。

　取引を終えたばかりの、黒い中国服／白い中国服／青い中国服が率いる、六人の灰色の中国服たち、六人の赤い中国服たち、六人の黄色い中国服たち。

　総勢二十一人──水が流れ落ちる階段を上ってくる。

　浸しん水すいおびただしい一階／バスが真横へ流れていくほどの増水に襲おそわれるロータリー──そのせいで中国服たちは外から回っては来られない。

〝戦闘機〟を隠したふりをしている倉庫には向かわず──人数に任せてこちらを挟きよう撃げきし、さんざんに打撃を与あたえてから、二つの敵が手に手を取って〝戦闘機〟を破壊する構え。

　水びたしの税関／バッグやトランクがぷかぷか浮うかぶ手荷物受取所──そちらから二階に上がる道は、東西ともシャッターとテーブルとベンチとカートをロープで固定し、厳重に封ふう鎖さ。

　非常階段も同じく封鎖──エレベーターは二階で停止させて坑こう道どうを封鎖。

　残されたのは二階チェックインカウンターへ向かうための東西のエスカレーターのみ。

　東＝ターミナル２──西＝ターミナル１。

　夕霧が立つ東エスカレーター──隊員たちが待ちかまえている西エスカレーター。

　両方に、ドア突破用爆ばく薬やくを惜おしみなく使い込んだ何重ものトラップ。

　三階へのエスカレーターに築かれたバリケード──〈空保フルーク〉の面々が守護／ラウンジに一般人／敵との武力の差は歴然。二階で夕霧と隊員たちが築く防衛ラインを突破され、三階に雪崩なだれ込まれれば、〈空保フルーク〉も一般人も呆あつ気けなく皆殺しにされるだけだった。

　中国服たちが二手に分かれる──東西のエスカレーターへ。

　どかん！　ＭＰＢ隊員が遠えん隔かく操作で爆薬に点火──西エスカレーターで爆発／東エスカレーターで爆発／さらに爆発／炎ほのおがエスカレーターから噴ふき出し、爆圧で蛇じや腹ばらの腕うでをもぎ取られた灰色の中国服が飛び出してきて、床ゆかへ・天てん井じようへ・壁かべへ這はい広がる。

　ターミナル１のチェックインカウンターの陰かげに潜ひそんでいた隊員たちの一いつ斉せい射撃。

　つづいてターミナル２のチェックインカウンターの一斉射撃──十字砲ほう火か。

　熾し烈れつな銃じゆう撃げきとともに閃ひらめくワイヤー──中国服たちが異形の腕で防ぐ／弾はじく／かいくぐる。

　一人倒たおれる／さらに一人──それだけの犠ぎ牲せいで弾だん幕まくを抜ぬけきる。

　次々に中国服たちが搭とう乗じよう券チェック口へ飛び込む──出国搭乗ロビー。

　敵にとっては、戦争指揮所への入り口があって、一般人が隠れているに違いない場所。

　夕霧とＭＰＢ隊員たちにとっては、敵を三階へ行かせず、そこへ追い込むことができるかどうかの勝負──その最初の一手に見事に成功。

　夕霧──職員通路から出国搭乗ロビーへ疾しつ風ぷうのごとく移動。

　隊員たちもチェックインカウンターから退く──空港内で特に頑がん丈じように造られた一角へ。

　銀行の免めん税ぜい現金取り扱あつかいカウンター──鉄板入りの壁／鋼鉄のシャッター／防弾ガラスに覆おおわれた窓口から、銃口を突き出して撃うつ・撃つ・撃つ。

　中国服たちが銃撃を避さけ、惚ほれ惚ぼれするほどの素す早ばやさで免税店が立ち並ぶ区域へ飛び込む。

　そして夕霧の領域へ入り込む。

　ぴかぴかの店てん舗ぽ群──あえて全ての店舗のシャッターを開放し、綺き麗れいな商品が並んだ棚たなが林立する中を、夕霧の小こ柄がらな体が、きらきら輝かがやく銀の弧こ線せんとともに、縦じゆう横おう無む尽じんに走った。

　蛇腹の手足がワイヤーに搦からめ捕とられる／弾き返す／火花を散らす／けたたましい金属音がそこら中で勃ぼつ発ぱつ──杭くいとワイヤーと蛇腹の四し肢しの狂きよう騒そう。

　商品棚の狭はざ間まを走り抜ける夕霧を追って、蛇腹の四肢がくねる・うねる・蠢うごめく・突き込まれる・なぎ払はらわれる──待合い席に、斬きり飛ばされた蛇腹の脚あしが飛んでゆく。

　閃く蛇腹の手足──ショウウィンドウごと引き裂さかれるネクタイ・バッグ・シャツ。

　ワイヤーの乱らん舞ぶ──中国服が血に染まる／床が血に染まる／運航モニターに血がしぶく。

　店舗の出入り口──突破用爆薬のトラップの炸さく裂れつで腕をもがれる中国服たち。

　嵐あらしのような銃撃──カウンター越ごしに撃ちまくるＭＰＢ隊員たち。

　蛇腹の手が迫せまる──防弾ガラスを切断／鋼材に食い込む／隊員が怒ど号ごうを上げて撃ち倒す。

　走り続ける夕霧──背後で・頭上で・目の前で・すぐそばで、化け粧しよう水や香こう水すいやウィスキーのしぶき／粉々になる瀟しよう洒しやな化粧瓶びん・酒瓶／ばらまかれる口紅・頰ほお紅べに・ローション・煙草たばこ。

　免税店に並ぶブランド品の数々──グッチ、ブルガリ、フェラガモ、ランコム、シャネル、イブ・サンローラン＝粉々に吹ふっ飛ぶ／撃ち抜かれる／両断される／ズタズタに引き裂かれる。

　残ざん骸がいと化す免税店──レストランへ走る夕霧──黒い中国服が、灰色の中国服たちを率いて、デーメルのお菓か子しショップの商品棚を蹴け倒たおしながら追ってくる。

　黒い中国服──最初にバロウ神父たちがいた倉庫に現れた男／夕霧に対する苛か烈れつな憎ぞう悪お。

　レストランのカウンターへ飛び乗る夕霧──中国服たちが扇おうぎ状じように散開＝右手を突つき込む。

　槍やりのような手刀が縦横に迫った一いつ瞬しゆん前に、夕霧の姿が消える──あらかじめ打ち込んでおいた杭とワイヤーを駆く使し＝夕霧の小柄な体がワイヤーに引っ張られ、床へ・天井へ跳とび回る。

　前後左右を封ふうじようとする中国服たち──夕霧にとっては、見たことがある動き。

　巨きよ大だいなミキサーの刃やいばのように四方からなぎ払われる蛇腹の四肢──その動きも見た。

　あの倉庫で／恐きよう怖ふに打ち勝ちながら／既すでに経験した脅きよう威い──怖こわいとは思わなかった。

　蛇腹の四肢──槍のように／鞭むちのように／棍こん棒ぼうのように／斧おののように／矢のように迫るそれら全すべてを、ことごとくかわす・逸そらす・弾く・逃のがれる夕霧──そして反撃。

　両手の親指・人差し指・中指を直角に──〈フレミングの法則〉を描えがく三本の指。

　それらの指に限定してワイヤーを放射──六つの弧線が絡からまり合って、中国服たちの互たがいの腕と腕を、脚と脚を、腕と脚を、互い違ちがいに結ぶ／縛しばり合う／搦め捕る。

　お互いの腕や脚に引っ張られた中国服たちが、レストランのテーブルに落下／椅い子すをひっくり返して転てん倒とう／壁かべ紙がみを引き裂く／ガラスをぶち破る／カウンターにもんどり打って倒れる。

　夕霧──両手の三本の指をピストル形に揃そろえ、ワイヤーの切断力を最大に設定。

　床に着地し、両腕を思い切り振ふり下ろしながら、全身の力で、ワイヤーを引っ張った。

　けたたましい金属音──蛇腹の手足が、一いつ斉せいに引き切られ、宙を舞まった。

　黒い中国服が両手首と右足首をいっぺんに切り落とされ、憤ふん怒ぬの声を上げて床に転がった。

　すぐに修復可能な彼らの手足を、すぐには修復できないくらい、バラバラに切断すべく、さらにワイヤーを放ちかけたところで、中国服たちが一斉に、見たことのない動きを見せた。

　蛇じや腹ばらの四肢がぐるぐるとバネ状に巻かれる──一挙に解放。

　腕や脚全体の力を使って、体を翻ひるがえしながら背後へ跳ちよう躍やく──文字通りのバネ仕じ掛かけの動作。

　一瞬で敵全員が夕霧の前から消え、バラバラにされた手足を残してレストランの外へ。

　いざというときの逃とう走そうのために、今までその動きだけは隠かくしていたのだ──なかなか感心。

　その動き方への効果的な封じ込めの手段をイメージしながらレストランの外へ出たとき。

　どどどどど──と爆ばく発はつ的な轟ごう音おんとともに、それが、厳重に封ふう鎖さしたはずの道から、バリケードを吹き飛ばし、夕霧のいる二階フロアに飛び出してきた。

　涼月を真っ向から撃げき退たいした少年──黒くろ鉄がね色の特トツコ甲ーヤー猟クトコ兵マンドー。




　後方に置かれた通信車両の位置探査──雨による乱れが、マスターサーバー経由による情報補正でクリアになる。にわか仕掛けの探査用回線を上手に束ねてくれる優ゆう秀しゆうな接続官コーラスに感謝。

　偉えらいぞ、吹雪くん。涼月ばっかりひいきしないで、こっちも助けなさい──陽炎の所感。

　狙そ撃げきに関する情報面でのバックアップは万ばん全ぜん──管かん制せい塔とうの構造を一センチ刻みで把は握あくすることさえ可能なのはいいとして、いまだに最適な足場を確保できず。

　敵の勢力圏けんである管制エリアへ今しも到とう達たつ──すぐ先にある管制塔がさらに高くそびえるように見える。あ、ちょっと近づきすぎたかも──と思ったところでにわかに通信＝号令。

　ミハエル。《じきに攻こう撃げきを開始する。紅犬ロツター、お前はそこで部隊から離はなれ、単独遊撃に入れ》

《了解ヤー！》鋭するどく返答──装そう甲こう車から跳躍／滑かつ走そう路ろに降り立って走る。

〈特憲コブラ〉を主力部隊とした味方の一団から離れ、散開する軍用機体の一台の後方を走りながら思案──管制エリアに停とめられた車両群からハシゴ車を拝借して足場を確保できるかも。

　そのときふいに、探査情報に何かがヒット──二百メートルほど先の滑走路。

　咄とつ嗟さに、はたと立ち止まっていた。

　管制エリアと、進撃中の味方の一団の、ちょうど中間──滑走路に、ぽつんと立つ人ひと影かげ。

　ぎらぎらした目／雨に濡ぬれたパンク刈がりの頭／歯を剝むいて唾つばを吐はく──少年＝弟の秋水。

　その刺とげ々とげしい声こわ音ねが探査情報に飛び込んでくる。

「なんじゃ遊んじゃろォ思ォ～たがァ、あのべっぴんなねーちゃんがおらんじゃないかァ」

〈特憲コブラ〉のジープが迫せまる──人影の存在を察知して荷台で銃じゆうを構える。

　少年が何かをわしづかみにするように宙に手を伸のばす──凶きよう暴ぼうに目を吊つり上げる。

「転送を開かい封ふう」

　白熱する輝かがやきが、少年の四し肢しを／体を／顔を包み込んだ。




　壁かべも店てん舗ぽもベンチも、あらゆる障害物を吹ふき飛ばして直進してくるものを、夕霧は見た。

　黒くろ鉄がねの甲かつ冑ちゆうのごとき特甲──顔を覆おおうフルフェイスのヘルメット。

　車輪の両足／エンジン部である脚あし──まるでスピードスケート選手のようなポーズで疾しつ走そう。

　どどどどど、と轟音を上げて高速回転する、右みぎ腕うでと一体化した巨大なチェーンソー。

　その異様な姿が、信じがたい速度で切せつ迫ぱく──飛び退のく夕霧＝レストランへ逆ぎやく戻もどり。

　回転する刃やいばがなぎ払はらわれる──ちゅん、という動物の鳴き声みたいな音を立てて、コンクリートと鉄筋の柱がバターみたいに両断された。

　ただ切るのではなく、切断された部分がぽっかり消失──一瞬で花火のように塵ちりと化した。

　触ふれるもの全てを粉ふん塵じんに変えるような、そのしろものと同時に、銃火が勃ぼつ発ぱつ。

　チェーンソーと一体化した、長大な重機関銃──たダダまダダらダダなダダいダダ掃ダダ射ダ！のダダ音ダダがダダ響ダダきダダ渡ダダるダ！。

　夕霧──必死にかわす／張り巡めぐらせたワイヤーで自分の体を引っ張る／仕切りの陰かげへ逃にげ込む／壁をぶち抜ぬく銃撃から懸けん命めいに逃のがれ、店の奥へ退たい避ひする。

　脚きやく部ぶのエンジンと車輪の足を唸うならせ、敵が追ってくる──店内の全てのワイヤーが閃ひらめく。

　敵がさっと左腕を掲かかげる──右腕と重量バランスを取るための、これまた馬ば鹿かでかい盾たてが、強きよう烈れつな抗磁圧の防ぼう壁へきを展開し、全てのワイヤーを弾はじき返していた。

　足止めするすべとてなく猛もう進しんする敵──その右腕の武器をいかにして封ふうじるべきか、ただちに思案に取りかかりながら、夕霧が、杭くいを四方へ放って、距きよ離りを取ることに努めた、そのとき。

　敵が、両腕をたたんだまま速度を上げて迫ってきた。何をする気なのかわからず、突とつ進しんしてくる敵に合わせてワイヤーを展開しようとした刹せつ那な、相手のさらなる武器に気づいた。

　双そう肩けんに、ごつい鋲びようつきショルダーパッド──涼月のよりもでかい超ちよう振しん動どう型雷らい撃げき器。

　敵のショルダータックル──ワイヤーの展開をやめて横っ跳とびにかわす／間に合わない／防ぼう御ぎよのために四肢をたたんだ瞬しゆん間かん、雷撃器の一撃に見み舞まわれた。

　どかん！　レストランの壁が木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされ、右腕・右脚を砕くだかれた夕霧が、白銀の液状化金属を血のようにまき散らしながら、隣となりの乗り継つぎカウンターに転がり倒たおれた。

　すぐさま起き上がって左足だけで跳ちよう躍やく──通路へ逃れた直後に掃ダダ射ダダのダダ轟ダダ音ダ！。

　カウンターを銃火が穿うがつ・砕く・こそぎ取る──ごっそり消失。

　夕霧──ワイヤーで体を天てん井じようへ引っ張り上げて銃火を逃れ、やっと損傷した手足を再転送。

　敵を封じるための思案を、激しい鼓こ動どうが乱す──胸の〝痛み〟が強烈な恐きよう怖ふを生み出す。

　今すぐこの場から逃げ去りたいという恐きよう慌こうの念を必死に押さえつけたところへ、中国服たちが蛇じや腹ばらの四肢をくねらせて四方から近寄ってきた。

　怒ど鳴なり声。「そんならァワシの獲え物ものじゃァッ！　貴様らァ～警察どもォ殺さんかいやッ！」

　破は壊かいされた壁からぬっと回転ノコギリが現れる──敵の黒くろ鉄がね色の威い容ようが現れる。

　ふいに甲冑のようなヘルメットが音を立ててスライド──坊ぼう主ず頭あたまの少年が天井を見上げた。

　血走った目──レベル３に心を食われた者の虚無に満ちた目。

「けっこう可愛かわいいやないかァ～。どんな顔して泣くんか楽しみじゃほんまァ」




　先せん陣じんを切る〈特憲コブラ〉のジープが、いきなり何かの一撃を食くらって右前輪を吹っ飛ばされた。

　かろうじて横転を回避──隊員たちが慌あわてて荷台から飛び出し、豪ごう雨うの中を散開しようとしたところへ、さらなる一撃を食らったジープが爆ばく発はつを起こして燃えさかった。

　爆風で倒れる隊員たち。後続のジープが正面からそれを食らった。歩兵連隊のトラックのフロントが吹っ飛んで炎ほのおの柱を上げた。続けて一台──また一台──次々に粉砕される車両群。

　陽炎──愕がく然ぜん／呆ぼう然ぜん。なんだ、あれは。あのしろものは。なんというふざけた存在か。

　上空──素す早ばやく飛び回り、強烈な砲撃を加えるもの。その異様な姿を探査によってとらえた陽炎は、信じがたい思いで、それが敵の特甲トツコー児童であるということを認にん識しきしていた。

　赤あか銅がね色の甲かつ冑ちゆうのごとき特甲──フルフェイスのヘルメット／全身を覆おおう装そう甲こう。

　それが乗りこなすもの──空飛ぶ砲身。まるで巨きよ大だいな迫はく撃げき砲ほうと魔ま法ほうのホウキとバイクをごっちゃにして空に飛ばしたような、得体の知れない形状で、信じがたい機能を発揮する何か。

　しかも魔女のようにまたがるのではなく、バイクの後ろに乗った女の子のような横乗りとは──とことん人を虚こ仮けにしたような姿にむかついた途と端たん、その姿勢の理由がわかった。

　それは空を飛ぶ乗り物であり、砲身であると同時に、特甲児童の右腕なのだ。

　構造的には自分の特甲と一いつ緒しよ──右腕と一体化したライフルを、悠ゆう々ゆうと腰こし掛かけられるほど馬鹿でかくして、自在に宙を舞まうという、たわけた機能を付加すれば。

　ずどん！　敵の砲撃にＭＰＢの装甲車が車輪を吹ふっ飛ばされて横よこ倒だおれに──続けて、敵が腰掛けている座席の下部辺りがスライドし、一対ついの銃じゆう口こうが現れ、騒そう然ぜんと銃火が閃いた。なんとも容よう赦しやのない掃射──散開した隊員たちがなぎ倒される／車両の陰かげに隠かくれる／必死に撃うち返す。

　陽炎──ライフルを構えたまま、じっと、相手が宙で静止する瞬間を待つ／狙ねらう。

　かと思うと、宙を舞う敵に向かって、激げき烈れつな火線が走った。

　軍用機体〝ケツンエタンウタロオスアー〟×三機がアームを展開──およそ人間に向かって撃つしろものとは思えぬ、巨大なガトリング砲をフル掃そう射しや＝空に向かって弧こを描えがく砲火。

　敵の迅じん速そく反応──右へ左へかわしながら一挙に地上すれすれまで降りて超ちよう低空飛行。

　その自由に動かせる左手が、ホウキバイクの後部辺りで何かをつかみ、引っ張り出した。

　数珠じゆずつなぎになった、ブロック形の鎖くさりのようなもの──連チエ結ー式ン・爆マ雷イン。

　それを、喧けん嘩かっぱやい荒あらくれバイカーが振ふり回す鎖のように、ぶんぶん回し、軍用機体の足あし下もとを走り抜ぬけながら投とう擲てき──鎖が脚きやく部ぶに巻き付く／点火／一瞬で赤熱＝炸さく裂れつ。

　脚部が折れ砕け、軍用機体がぐらっと傾かたむく──もがくように大きくアームを宙へ伸のばす。

　そのがら空きの胴どう体たい駆く動どう部ぶに向かって、敵が至近距きよ離りから砲撃をお見舞いした。脚部と車輪がまとめて吹っ飛ぶ──エンジン部が炎を上げる──アームを墓標のように立てたまま沈ちん黙もく。

　残り二台の軍用機体が、どどっ、どどっ、と杭パイ打ルバちン機カーに似た音を立てて砲火を放つ──地上にいる者たちが空飛ぶ化け物に向かって空むなしく撃ちまくる。

　誰だれも何も、敵の機動性に追つい随ずいできない──ライフルを構えたままの陽炎も、僅わずか数百メートル先で繰くり広げられる惨さん状じようを、いったいどう食い止めればいいのか、まるでわからずにいた。

　管かん制せい塔とうへ突とつ進しんすべき軍用機体が──三つしかない〝切り札〟が、呆あつ気けなく屠ほふられていった。




《燃キヤ動ブ制レー御シ式ヨンチェーンアーム!?》モニター＝目をまん丸に見開くアデライード。《あの、下品な電気ノコギリと多機能型ライフルのまぜこぜ兵器を実用配備？　しかも動アク輪セル制ス御ロツ式ターの脚部なんて、臨りん床しよう段階で使いこなせる特甲児童がいなくてお蔵くら入いりになったんじゃ──》

《そんなことよりガンバイクよ！》モニター＝興奮もあらわなクラリッサ。《抗こう磁じ圧あつの発生装置を強プ出ライ力ム挿ポン管プエンジンに搭とう載さいした浮ホバ動ーデコ型ンプガンバイク！　己おのれの腕うでであり武器であり乗り物であるまさに一体的な兵器！　その高速機動力の前では〝ケツンエタンウタロオスアー〟も目じゃない──》

《だーから、なーんでそれが敵の手に渡わたってるって言うのよ信じらんなーい、もー》

「特甲用の兵装？」「本当に我が国で開発を？」ざわつく技術者たち──重々しい顔のバロウ神父。「私の知識にはない最新の兵装だ。その特とく徴ちようと威い力りよくの詳しよう細さいを至急、教えて欲しい」

《そうおっしゃられても──》むちゃなこと言わないで、というように両手を開くアデライード。《詳細も何も、どちらも使い物になるなんて聞いてもいない、お化け兵器です》

　忙せわしげにＰＤＡを操作するクラリッサ。《関係局のデータベースに照会していますが、実戦データが見つかりません。特甲猟兵は、発案課が独自にテストしている場合が多くて──》

　憤ふん懣まん顔でモニターに迫せまるアデライード。《なんにしたってレベル３の中でも試作品もいいところの兵装ですよー？　軍はエルファシルで兵器実験でもしてたんですかー？》

「ヘルベルト大たい尉い？」ミハエル──隣りん室しつの詰つめ所しよ＝戦せん闘とう指揮所の出入り口にて軍人を見る。

　ヘルベルト大尉──痛みに耐たえかねたように椅い子すに座る。「地上戦忌き避ひを……空爆のみ行い、地上部隊を派遣しない世界的な傾けい向こうを、迅速に打開するため、機甲師団の幹部が、発案課の提唱する〝特甲駆く逐ちく猟兵〟および〝特甲擲てき弾だん猟兵〟のチーム導入を決めた」

　アデライード。《チームですって？　特甲猟兵を二人一組にしたってことですかぁ？》

　クラリッサ。《レベル３兵装の特甲猟兵は、心理課の推すい奨しようで、単独が基本では──》

「二人ではない……彼らは三人一組のチームだった」ヘルベルト──啞あ然ぜんとなる技術者たち。

　ミハエルが緊きん張ちようを帯びる。「三人目が、どこかに隠かくれていると……？」

「彼は死んだ……報告では、二人の兄が、末まつ弟ていの剣ツルギ・シンケル・ユングを虐待死させた」

「……虐待？」呆ぼう然ぜんとした顔のバロウ神父。「兄弟であり仲間である者を……？」

　ミハエル。「そんな問題児を、派遣したままだったと？」

「彼らは完璧な三つ子であり完璧なチームだった。その心理開発をもとに特甲猟兵のチーム化が検討されていた。それは、またとない僥ぎよう倖こうだった。マスコミの戦死者報道で、世論も政府も、兵士を地上戦に投入することを嫌きらう一方、各国の空爆作戦は完全に行き詰づまっていた。空爆だけでは戦争に勝てないことは、ベトナム、アフガン、ユーゴ、イラクの全すべてで実証済みだ。ゆえに世論が納なつ得とくするほどの戦せん況きよう影えい響きよう力を有する、地上戦専門の兵士が必要だった──」

「そして、我々に牙きばを剝むいた」ミハエル──厳しい目を軍人から技術者へ向けて。「このままでは戦争に地上戦はつきものだということを我々の命で実証されかねない。なんとしても、その化け物たちの攻こう略りやく手段を探して欲しい。我々がなすすべもなく全ぜん滅めつしないうちに」




　刺とげ々とげしい黒いフルフェイスのヘルメットが悪夢のように迫った。

　電気ノコギリの唸うなり──張り巡めぐらせたワイヤーがまとめてなぎ払はらわれる。

　めくるめく掃そう射しやの火──一発一発が命を脅おびやかす。恐きよう怖ふをもたらす。恐きよう慌こうにのまれそうになる。

　そして心の奥底から響ひびいてくる声──お前なら勝てるのに。

　虚きよ無むがささやく──胸の奥で──〝痛み〟が生まれる場所で。

　生き延びるために──この敵に打ち勝つために──扉を開けと誘う。

　銃じゆう火かを避さけ、西ピアのカフェ・ラウンジ・店てん舗ぽへと逃にげ込みながら、あの、どどどどど──と耳を聾ろうする回転ノコギリの轟ごう音おんが迫るごとに、脳のう裏りを青い空がよぎった。

　レベル３──その安あん寧ねいに満ちた透とう明めいな虚無に抱いだかれたくなる──心を振ふり絞しぼって拒む。

　この相手よりも、きっと、あの人の方が強いはず。きっと、あの人の方が怖こわいはず。

　あの人の方が、もっと、手が届かないくらいに遠くて、ずっとずっと手強いはず。

　少年の名に──存在に、むしろすがるように、自分に言い聞かせ、虚無を追いやる／抗う。

　だからこのまま戦う──それくらいのことが出来なければあの人は止められない。

　円形に配置された搭とう乗じようゲート──その壁かべへと、敵が跳ぶ──車輪の足で壁を走る。

　掃射──ぐるっと西ピアを一周しながら、そこら中に弾だん丸がんを降り注がせる。

　ガラスがまとめて打ち砕くだかれる／風雨が吹ふき荒すさぶ／降り注ぐ銃火となんだかわからない破は片へんの狭はざ間まを走り抜ぬけ、隣りん接せつするカフェに逃げ込もうとしたとき──敵が飛びかかってきた。

　回転ノコギリの唸り──必死になって跳ちよう躍やくした瞬しゆん間かん、両方の脚あしをまとめて切断された。

　四方にワイヤーを放ち、体を引き寄せて逃げようとしたところへ、ショルダータックル。

　どん！　ガードした右腕がへし折れる／《飾り耳オーア》の抗磁圧が急激に低下する／衝しよう撃げきで脳が揺ゆさぶられて頭ががんがんして目の前が真っ暗になる。

　それでもなお、手て探さぐりでワイヤーを操作──カフェへ逃げ込むことを諦あきらめ、残った左手一つで体を引っ張り、砕かれた窓から雨が降り注ぐ外へ出た瞬間、格好の的にされた。

　一連の掃射──ガードするすべもなく／特甲が砕かれる／灼しやく熱ねつが体に突つき刺ささる。

　そして致ち命めい的てきな一発が、胸のすぐ下の特甲を突き破って体内に侵しん入にゆうし、肋あばらを砕いた衝撃で斜ななめに方向を変え、人間が生きてゆくために、この上なく重要な臓器である肺を傷つけ、左ひだり腕うでの付け根のすぐ下から飛び出していった。

　弧こを描えがいて勢いよく落下──水びたしのコンクリートの地面に叩たたきつけられ、真っ暗な視界に赤い火花が飛び散った。自分の体に空けられた穴から温かな血が流れ出すのを感じながら、必死に左手のワイヤーを操作した。目がほとんど見えず、雨で乱れる探査装置の情報を頼たよりに、一階のバス到とう着ちやく口に自分の体を引きずり込みながら、砕かれた四し肢しを再転送してはならないと自分に命じた。転送時のエメラルドの光が起こるのを、敵は待っている。その輝かがやきに向かって、猛もう烈れつな銃じゆう撃げきを浴びせ、こちらの抵てい抗こうする手段も気力も、根こそぎに奪い取ろうとしている。

　左手一つでワイヤーを放つ／引っ張る──手荷物集積所のドアの鍵かぎを切断し、中へ這はい進む──口からどっと血が溢あふれ出す──歯を食いしばって浸しん水すいしたエリアに頭から飛び込む。

　血を隠さなければ──自分が這い進んだ血の痕を追って、敵がやって来ないように。

　だから水の中を這った。体からどんどん血が抜けていくのがわかった。手荷物を載のせるベルトコンベアーに辿たどり着き、受取所の方へ通じる、狭せまい穴に潜もぐり込んだとき──背後で爆ばく音おん。

　敵が集積所の壁を粉ふん砕さいして侵入──巨きよ大だいな池のようになった集積所を見み渡わたす。

　夕霧は、じっと穴の中で動かず──口から溢れそうになる血を、ごくんと飲み干した。

　このまま死んでしまうぞ──あの人にもう会えなくなるぞ──そう虚無がささやく。

　血と一いつ緒しよに、虚無の歌声がこぼれそうになり、必死にこらえた。

　どどどどど──ノコギリ刃ばを激しく回転させるエンジンの音。

　増大する一方の〝痛み〟──消せない〝痛み〟──恐怖という名の刺とげが、幾いくつも心に食い込んで、悲鳴を上げさせようとするのを抑おさえながら、夕霧は、そっと左手を胸の下に当てた。

　脳内チップを通して、重要な情報をダウンロード──自分の体の内側の構造。

　左手の指の角度／ワイヤーの出力／硬こう化か装置と震しん動どう装置を、陽炎の狙そ撃げきの精密さ・精確さに負けないくらい、詳しよう細さいに設定し、やがてその一本を、己の体内に向けて放った。

　切断能力をぎりぎりに調整したワイヤーが肉を貫つらぬく／背から飛び出す／電磁力でくねる／また体に入り込む／傷口を縫ぬう／主要な血管を圧あつ迫ぱくする／出血を食い止める。

　車輪の足を持った異形の特甲トツコー児童が、大たい儀ぎそうに水の中をじゃぶじゃぶ歩く。

　甲かつ冑ちゆうのような黒いヘルメットがスライド＝獣けものが顎あぎとを開くように、少年の顔をあらわにした。

「どォこ隠かくれとんならァかかってこんかいやァ。ちょこまかと、めんどいやっちゃのォ～」

　夕霧──ごくんとまた血を飲み干す／気配を殺す／慌あわてて手足を再転送したがる自分を懸けん命めいに抑え、己おのれの血肉を裂さいて応急治ち療りようを施ほどこし、かろうじて抵抗できるだけの態勢を整える。

「まァーえェ～仲間がなぶり殺しにされりゃァ自分から出てくるじゃろォ～」

　勝ち誇ほこったように陸王が背を向ける──自分が空けた壁の穴から外へ出て行く。

　その背に向かって斬きりつけることすらできないまま──夕霧はじっと暗くら闇やみの中で己の血の味を感じながら、どうすれば今の自分が、あの鋼鉄のけだものに勝てるかを考え続けた。




　最後の軍用機体が、脚きやく部ぶでの移動は不利と判断／車輪による移動に切り替かえる／空飛ぶ化け物ホウキバイクに向かって激しく砲ほう火かを放って牽けん制せい──その隙すきに、〈特憲コブラ〉の一団を先頭にして、攻こう撃げきチームが果か敢かんに管制エリアへ向かってゆく。

　ダーン！　雨の中、にわかに響ひびき渡わたるライフルの音に、またしても陽炎は愕がく然ぜんとなった。

〈特憲コブラ〉の隊員が頭部を撃うち抜かれて倒たおれる──さらに一人／また一人／管制室からの精確無比な狙撃によって、なすすべもなく絶命し、死に場所としては最悪といっていい、人の心を寒々とさせるほど、だだっ広くて何もない、雨の降る夜の滑かつ走そう路ろの一角に骸むくろをさらしてゆく。

　噓──信じられない。ありえない。敵は通信車両のレーダーも支し援えん情報すらないはず。

　それなのに、横よこ殴なぐりに吹ふきつける猛もう雨うの夜を走る兵士を、こうもたやすく狙ねらい撃つなんて、いったいどういう目をしているのか？　そう疑問に思うのと同時に、東ピアで慰なぐさみものにされているときに見た、あの、刺々しさと甘ったるさを同時に漂ただよわせる女の、機械の左目を思い出していた。あるいは──もしかして、複数の照準器と探査装置を、あの管制室に並べられるだけ並べ、全すべての情報をあの機械化義眼に集め、この複雑怪かい奇きな風雨のパズルを読み解き、百メートル以上もの高さから、右へ左へ走り回る者たち一人一人を追つい跡せきしているのか？

　その思案は実際、的を射ているように思われた。というかそれ以外に考えようがなかった。そしてそれはつまるところ、この自分が、やるべきことをやり損ねているということだった。

　敵の頭を狙う──効果的に敵集団の戦意を挫くじく。

　ミハエルから与あたえられたその仕事を、今すぐやり遂とげねばならない。なんとしてでも。このまま味方が大打撃の上に大打撃を被こうむり、二度と反撃する力を奪われる前に──

　ＭＰＢの装そう甲こう車が三台、突とつ進しんしていって遮しや蔽へい物を提供──わらわら人が集まって陰に隠れる／じりじり前進する／かと思うと車のフロントガラスに亀き裂れつが走り、慌てて後退を始めた。

　装甲車の防ぼう弾だんガラスと鋼板を貫かん通つうするほどの強きよう烈れつなライフルであることがそれでわかった。

　ライフルの音に加えて機き銃じゆうの音──管制エリアのそこら中から武装犯たちが撃ってくる。

　くそ。こんなのは戦せん闘とうじゃない。敵からすれば撃ち放題のゲームだ。遊び半分の殺さつ戮りくだ。いたぶられた上に命を奪われるなんて。抵抗するすべもなく、いいようにされるなんて。

　東ピアでの最悪の記き憶おく──あの女の、武装犯たちの、最低の悪童どもの、にやにや笑いが脳のう裏りをよぎり、吐はき気けがするほど嫌いやな、絶望的な気分に襲おそわれたとき、ふとそれが目に入った。

　最初に屠ほふられた軍用機体──とっくに搭とう乗じよう者しやが逃にげ、雨の中でもまだエンジン部に火がくすぶっている機体──真っ直すぐ天に向かって突つき出したまま、墓標のようにそびえるもの。

　巨大な砲身のついたアーム──その高さ。敵の狙撃手であり親玉である女の位置に、一メートルどころか、十メートルは──もしかすると十五メートルは近づくことのできる足場。

　ちょっと待って、そんなの無理じゃない？　こんな、いつ倒れるかわからない棒の上で、何ができるの？　──と、実にまっとうな心の声が聞こえたが、陽炎はそれをねじ伏ふせ、機体に飛び乗った。自分の体重で呆あつ気けなくその足場が倒れてしまわないよう、細心の注意を払はらってアームの関節部に手をかけ、足をかけ、体を引っ張り上げる。そして、きっとまだ残弾はたっぷり残っているはずの砲ほう口こうの上という、実にぞっとしない足場に辿たどり着き、はたと考え込んだ。

　この上に立つ？　座る？　どうやって体を安定させる？　ふと、〝アンタレス事件〟でさんざんな目に遭あいながら撃退した狙撃手のことを思い出した。おそらく日ヤパ本ー人ナーであろうその人物がとっていた姿勢。陽炎は、真下から尻しりを吹っ飛ばされるという想像を心から叩たたき出し、砲口の上に座ると、しっかりと足を組んで、あぐらをかいた。

　幸いなことに敵の狙撃手は、前進を試みる一団を撃退することに専念しているらしく、突然こちらに照準器のレーザー光線が向けられるということはなさそうだった。そういう意味では、確かに恐おそるべき目を持ってはいるものの、〝アンタレス事件〟の狙撃手と違ちがって、背骨を凍こおらされるほどの恐きよう怖ふを伴ともなうプレッシャーはなかった。

　素す早ばやく探査──足場のお陰かげで、すぐに発見。十分な射角の中に、その姿をとらえた。

　管制室の外のタラップに積み重ねた毛布で体とライフルを固定──なんと贅ぜい沢たくな伏ふく射しや姿勢。

　いかにも優位な立場から獲物ゲームを殺戮する、傲ごう慢まんなハンターといった姿に、心底むかついた。

　さあ、思い知れ──お前だけが至高のプレーヤーではないのだということを。

　この都市には、私がいるのだということを。

　一撃必殺のため入念に照準を補正──マスターサーバーと接続官コーラスのバックアップを遠えん慮りよなく要よう請せい／この激しい風雨を無に帰す、完かん璧ぺきなシミュレーションが僅わずか数秒で完結。

　鼓こ動どうが鎮ちん静せいし、今しも指と一体化した引き金に撃鉄との連結の解除を命じようとしたとき。

　その獲物が──女が──他ほかの武装犯から何かを渡わたされ、ひょいと口元に当てた。

　そして全解放チャンネル設定の通信──甘く刺とげをふくんだ女の声。

《治安機構にミハエル・宮仕・カリウスという名の男はいるか》




　戦闘指揮所──隊員たちが一いつ斉せいに振ふり返る／軍人が振り返る／技術者たちが振り返る。

　ミハエル──じっと通信機を見み据すえる。「どこからだ？」

　隊員の一人が慌あわてて確かく認にん。「……管制室からです」

「貸してくれ」ミハエル──隊員からマイクを受け取る／低く応こたえる。「俺だ、シャロン」

《その女は死んだよ。私はルージュトロワ、〈キャラバン〉の一員だ》

「いいや。お前は、斥せつ候こう狙そ撃げき部隊〈赤ローのトジバャオッアクー〉の一員だった女で、ライフルの扱あつかいが人より優ゆう秀しゆうだと勘かん違ちがいしたせいで道を踏ふみ外した三人の一人、シャロン・女郎花オミナエ・ベイカーだ」




《四人の一人だよ、ミハエル。それともあんたを頭数から抜ぬくってことは、他ならぬあんたが、私たちに外れた道を示した張本人だってことが言いたいのかい、隊長？》

《俺は帰り道も示したはずだ。しかしお前たちの返答は、鉛なまり玉だまを俺に撃うち込むことだった》

《そんなものはないからさ。帰り道なんてものはね。どこを探したってないんだよ》

　陽炎──足場の上に座り込んだまま微び動どうだにできず／銃口の向こうにいる女を撃つこともできず／ただ呆ぼう然ぜんと、二人の声を聞いていた。

《あんたは帰れたのかい？　いったいどこに？　あんたや私が銃を持たずに済む場所に？　あんたは銃を捨てられないし、あんたも私も、こうして昔と同じことをしているじゃないか》

《俺が今ここでしていることが、昔と同じことかどうかは異論があるが、確かに、俺は銃を捨てられなかった。お前たちが、いつかこの都市に来るんじゃないかと思ってな》

《笑わせるよ、ミハエル。本当に。あんたに私たちは撃てない。〈赤ローのトジバャオッアクー〉のミハエルはもういない。すっかり腑ふ抜ぬけになっちまった抜け殻がらのあんたが、そこにいるだけだ》

　撃て──早く──今すぐに。この女を。完璧な照準と姿勢とライフルをもって撃ち倒たおせ。

　だが幾いくら己おのれに命じてもダメだった──自分の特甲トツコーに何か予期しがたい異変が生じたようだった。引き金も撃鉄も、体のどこもかしこも動かない。いったいなぜ？　どうして撃てない？

　やがて異変が生じているのは特甲でも体でもなく、自分自身の心だということに気づいた。

　まったくどうしたことか、自分は平常心を失い、理想的な狙撃の精神から最もかけ離はなれた状態に落ち込んでおり、こんな状態で撃ったところで、全すべての期待もバックアップも裏切り、あえなく的を外すに違いないという恐れが、自分を凍りつかせているのだった。

《そいつも確かにそうかもしれん。だが俺には無理でも、それをしてのける者がいる》

《だったら、そいつを今すぐここへ寄よ越こすんだね。それができないっていうなら、〈キャラバン〉からあんたに、とっておきのプレゼントがある。ここであんたが投降すれば、あんたの馬ば鹿かげた命令で死に目めに遭っている連中の多くは、生き残るだろうね》

《そいつは確かに馬鹿げたプレゼントで、とっておきの命令を口にしたくなる提案だ。東ピアに集めた人ひと質じちを一人残らず吹ふき飛ばすつもりだったお前たちが？　何の武器も持たない管制職員を皆みな殺ごろしにしたお前たちが、なぜ我々を生かす？》

《とっておきの命令だって？　まだ切り札があるような言い方じゃないか、ミハエル。私の答えは簡単だ。あんたっていう昔のよしみがいることに気づいたからね。もしかすると、あんたが自分の過あやまちに気づいて、私らとよりを戻もどそうと考えるかもしれないからさ》

《とっくに気づいているさ。自分の過ちの一つ一つを数え上げる毎日だったからな。今、気づかされたのは、お前は今でも優位に立ちたがるってことだ。実際に優位であることと、優位に違ちがいないと思い込むこととの間には、天国と煉れん獄ごくほどの差があると教わらなかったか？》

《たっぷり教わったさ、隊長。今は私があんたに教える番だ。本当の優位ってやつをね。あんたに私は撃てない。そしてどんな手段を尽つくしたって、今のあんたに勝ち目はないんだよ》

　鼓動がざわめく──一向に鎮静させられない。

　いったいなぜなのか？　どうしても二人の会話に耳を傾かたむけてしまうからだ。二人の言葉の一つ一つに心を奪うばわれ、乱されてしまうからだ。ミハエルと話しているこの女が、自分の知らないミハエルの過去を知るばかりか、その過去をともに生きてきた人間であるからだ。

　無理だ──心が悲鳴を上げた。こんな状じよう況きようで撃つなんて。ただの標的でも獲え物ものでもないものを──人間を撃つなんて。ダメだ──どうしても──私は──こんな風に人を殺せない。

《本当に教わるってことは命がけだ。それも教えたはずだ、シャロン。今すぐその馬鹿げたお祭り騒さわぎから、身を引くことは考えんのか？》

《私は、あんたみたいに、ないものをあると信じることはできないんだよ、ミハエル。引き返せるなんてことが、私たちにできるなんてね》

《いいや。いつだってそれはあるのさ。それが本当の意味で、前進するということだ。そいつをお前さんに教えられなかったのが残念だ》

《逃にげ口上で時間を稼かせぐのはそろそろ終わりだ。私が聞きたい答えを聞くとしようかね》

《さすがの俺も、お前の見え透すいた言葉に惑まどわされて、部下と一いつ般ぱん人を皆殺しにされるほど間ま抜ぬけじゃない。そして、お前が何を狙ねらっているにせよ、それもそろそろ終わりだ。ここらで一つ、とっておきの命令を出すとしよう。──陽炎》

　出しぬけにミハエルが呼んだ──命じた──絶大な期待と確信を込こめて。

《こいつを今すぐ、死キル・線ゾーンに叩き込め》

　どくっと鼓こ動どうが爆はぜた。

　あなたの仲間だった人を──？　今の今まで言葉を交わしていた相手を──？

　そう返したくなる自分を必死に抑おさえた。女が息をのむ──だが動かない。ミハエルの言葉がブラフかどうか探さぐっている。今だ。今しかない。標的を逃がさず仕留める最後の好機だ。

　あの人が私に命じたのだ。あの人が私に頼たのんだのだ。あの人が私を信じているのだ。

　だから撃て──ありったけの気持ちを込めて、抵てい抗こうするあらゆる感情を抑えつけた。

　そのとき急激に体が揺ゆれた。足場であるアームが、ついに自分の体重を支えきれず倒たおれ始めたのだ。そして完全に体勢が失われる一いつ瞬しゆん前、反射的に引き金と撃げき鉄てつの連結を解除していた。

　一発ではなく──二発、三発、四発──実にみっともなく、でたらめに撃うっていた。

　最初の一発だけがかろうじて管かん制せい塔とうの窓を砕くだいたのが探査情報から伝わってきたとき、陽炎は半はん端ぱにあぐらをといた状態で、咄とつ嗟さにどちらが上だか下だかわからぬほどパニックに陥おちいりながら、ぶざまに地面に叩きつけられ、水たまりに頭から転がり込んでいた。

　慌あわてて身を起こしながら、こんなこと、信じられない、という思いでいっぱいだった。

　この自分が──明らかな、突とつ発ぱつ性せいの射バツ撃ク時フイ恐ー慌バーに襲おそわれたなんて。

　獲物を前にした射撃手が陥るパニック──撃とうとして撃てなくなる／あるいはでたらめに撃ちまくる／自分が何を撃とうとしているのかもわからなくなる。

　ありえない──狙そ撃げきの初心者が襲われるそれに、完全にのみこまれた。あの人に期待された仕事をしくじった。こんな風にあの人の命令を裏切るなんて。

　悔くやしさと混乱で涙なみだがこぼれた──止められなかった──大声で泣きわめきたかった。

　まるで生まれて初めて人間を撃とうとしたような心の衝しよう撃げきに打ちのめされていた。

　ふざけてる。もう何人も撃っているのに。狙撃だけじゃない。目の前にいる人間の顔を真っ直すぐ見つめて撃ったことだってある。私は人を撃つ。正真正しよう銘めいの人メン間シエン狩イエー人ガーだ。なのに──

　こんなにも、今、人を撃つことの怖さにおののいているなんて。

　なんとかその混乱を押さえつけようとしながら、新たな足場を探して辺りを見回したとき。

　あの空飛ぶホウキバイクが、頭上にいて、こちらを見下ろしているのに気づいた。

　赤あか銅がね色の甲かつ冑ちゆうのようなヘルメットがスライドする──パンク刈がりの血走った目をした少年。

「そこにおったんかァねーちゃんよォ。ワシを覚えとるじゃろ～また会えて嬉うれしいのォ」

　陽炎──後ずさる／心が怯おびえる／立ちすくみそうな恐きよう怖ふに圧あつ倒とうされる。

　少年──秋水がヘルメットを開いたまま砲ほう口こうをこちらに向けた。その一撃が放たれる寸前、やっとの思いで飛び退のいた。背後で起こる爆ばく圧あつに弾はじき飛ばされるようにして、倒れた軍用機体の陰に逃げ込もうとしたところへ、どどどどど──と猛もう烈れつな唸うなりが迫せまってきた。

　スピードスケートの選手のようなポーズ──車輪の足を猛烈に回転させ、水しぶきをあげて弾だん丸がんのように疾しつ走そうしながら、ヘルメットを開く少年──陸王。「ハーハッハァ！　おったじゃァーないかァー！　こんなァバラバラにしたりゃーァもう一人も出て来るじゃろのォッ！」

　恐怖が迫る──慌てて走る／銃じゆう火かが体のすぐそばを飛び抜ぬける／エンジンの唸りが近づく。

　笑い声とともに振ふるわれる回転ノコギリ──盾たてにしたライフルが真っ二つに引き裂さかれた。

　そのまま走り抜ける陸王──Ｕターンして戻もどってくる──楽しげに笑っている。

　逃げようとする陽炎の足を、秋水がぶん回す爆ばく雷らいの鎖くさりが搦からめ捕とる──宙に引っ張り上げる。

　僅わずかに遅おくれて鎖が赤しやく熱ねつ──炸さく裂れつ。右みぎ脚あしが粉々に吹ふっ飛び、何百という爆雷の破は片へんに全身を打ちのめされ、破は壊かいされたトラックの荷台に投げ出された。必死に起き上がり、這はうように荷台から転がり出た途と端たん、二人が、上空から／すぐ向こうから、猛烈な射撃を浴びせかけてきた。

　たちまちトラックが蜂はちの巣すになる／車体を貫かん通つうした弾丸に左手首をもぎ取られる／なすすべもなく丸くなる──嫌だ──嫌だ──なぶり殺しにされる──ひどいことをされて殺される──助けて──夕霧──涼月──ミハエル中隊長──誰か──助けて──お願い──お願い。

　抵抗しようとか戦おうとかいった思いは、かけらも残されていなかった。ただ激しい恐怖と、激しい後こう悔かいと、激しい哀あい訴その念ばかりが湧わきあがってくる。できることといえば、その場にうずくまって頭を抱かかえ、誰かが助けてくれることを願うだけだった。

（克ユー服バーせヴインよデン）

　そしてそれは、唐とう突とつにやって来た。鼓こ膜まくを破りかねないほどの銃撃の音が急激に遠のき、代わりに何かが聞こえてきたかと思うと、それは優やさしい笑い声となって陽炎を包み込んでいた。

　記き憶おくのどこかからか響ひびいてくる幸せの声。気づけば陽炎がいるのは、雨の降る、血と銃火に満ちた夜の滑かつ走そう路ろなどではなかった。陽炎が最も自分らしくいられた場所──最も幸せな気持ちでいられた場所──最も世界を愛いとしく思うことができた、あの、父様とライフル友愛会の敷地である森の中にいて、幼い陽炎は、あの頃ころの父様と、可愛かわいい猟りよう犬けんたちに囲まれていた。

（克ユー服バーせヴインよデン）

　幸せな記憶──何も考える必要のない、あらゆる不幸は世界の外側の出来事であって、自分はただ自分らしくあればよかった。そこが自分の世界、唯ゆい一いつ無二の幸福の時代。いつでも心はそこに戻りたいと泣き続け、戻れないと泣き続け、戻ることを諦あきらめようと泣き続けて──

　父様が幼い陽炎の肩かたを抱だく──ライフル友愛会のおじさまたちが微笑ほほえむ──猟犬たちが楽しげに吠ほえる──優しい森の中で、みんなが、この上なく素敵な歌を歌い始める。

《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました。戦時状じよう況きよう下かでの行動を承認。戦せん闘とう員いんのアクセス権限を拡大。バランサーを解除》

　記憶の中に生き続ける、永遠の幸福な過去という名の揺りかご──

　なんという抗あらがいがたい安らぎ──ああ──父様──

　そして、幼い陽炎は、みんなと一いつ緒しよに、その言葉を唱えていた。

《特トツ甲コー・レニヴベオール・ド３ライの転送を開始します》




　　　　陸ろく




「紅犬ロツター！　応答しろ、紅犬ロツター！　陽炎──くそっ！」通信マイクを握にぎりしめるミハエル──隣りん室しつの技術者たちに常ならぬ勢いで叫さけぶ。「いったい、あいつに何をしたんですか!?」

「レベル３が転送された……」バロウ神父──重々しい声／重々しい表情。「マスターサーバーからの情報だ。間ま違ちがいない。彼女は、高度兵装を起動させている」

《あれは、私が設計した中でも傑けつ作さくの品よ》アデライード──ミハエルの勢いに気き後おくれ。《今の脅威に対たい抗こうできる威い力りよくを発揮するはず。問題は、人格改変プログラムの書き換かえが……》

「書き換え？　あいつが正気を失うような何かをしたのか？」

　重々しくかぶりを振るバロウ神父。「違う。我々ではない……レベル３のために用意された何らかのプログラムが、彼女の脳内チップにダウンロードされた可能性がある」

「……ダウンロード？　あいつの頭の中に？　馬ば鹿かげた真似まねは今すぐやめてもらいたい」

「経路が未解明なのだ。ダウンロードと言ったが、そう推定されているに過ぎない」

　ミハエル──さっと軍人を向く。「特甲猟兵は、単独が普ふ通つうだと話していましたな？　それは、どこからともなくダウンロードされるなどというたわけた何かのせいですか？　また、その何かが、三つ子の特甲児童に、兄弟をいじめ殺すような真似をさせたとお考えですかな？」

　答えないヘルベルト大たい尉い──その傷だらけの横顔に何の表情も浮うかべず床ゆかを見つめている。

「過か剰じような無オフモード、激しい攻こう撃げき意欲、他者を認にん識しきする力の喪そう失しつ……それらがレベル３において顕けん著ちよな傾けい向こうだが、どれも、非常時において人間の心に起こるべくして起こることなのだ」バロウ神父──抗こう弁べんするというより、解決の糸口を見つけようというように。「人格の改変化も変通抑よく制せいも、それ自体は悪あしきものではない。心を守るためのプログラムなのだ。それが、レベル３において何らかの引き金になっていると推測されているが……真実はわかっていない」

　ミハエル──軍人を見る／神父を見る／技術者たちを見る／モニターの二人を見る／不ふ審しんと怒いかりを飲み込み、冷静さを振ふり絞しぼるようにして言った。「祈いのりたい気分ですな。あなた方が、兵士も人間なのだと思ってくれていることを。特に、不幸を生き抜ぬき、機械の手足を死に物狂ぐるいで受け入れた女の子のことを、使い捨ての試供品だと思っているわけじゃないってことを」




　恐おそろしい激流に飲み込まれ、体が二度も三度もひっくり返されてどこが水面かもわからなくなっていた。損傷した手足を再転送──途と端たんに特甲の重みで体が沈しずみ、肩が何かに激しくぶつかった。鉄の何か──線路だ、という意識が起こり、それにしがみつき、思い切り蹴けった。

　必死に水面に顔を出す──口に濁だく流りゆうが入ってくる／息がつけずにもがく／ふいに、がっしりとした逞たくましい腕うでに背後から抱かれ、ぐいっと持ち上げられかけたが、手足の重みでまた沈んだ。

　慌あわてて手足を還かん送そう──通常の手足に戻もどる／途端にまた持ち上げられた。

　手がコンクリートに触ふれる──トンネルの側道──それにかじりつくようにして這はい上がる／転がる／むせる／げえっと水を吐はくと口の中から泥どろと雑草っぽい繊せん維いが出てきた──最悪。

　抗こう磁じ圧あつのヘルメットが粉ふん砕さいされたせいで溺おぼれかけた──打だ撃げきで気絶してたら死んでた。無む性しように口の中を綺き麗れいな水ですすぎたかったが、そんな綺麗な水は一ひと滴しずくも存在しなかった。

「また女パイロットを奪うばわれた。しつこい悪い連中だ。こっちも向こうに負けず劣おとらずしつこいところを見せてやらねばならんな」

　気づくとパトリックが横に立って、這いつくばったままの自分を見下ろしていた。

　トンネルの作業通路のそば──非常口を示す灯あかりのお陰かげでかろうじて相手が見える。

　頰ほおや肩に切り傷を負ったパトリック──いつの間にか手に入れていたナイフ一本で、中国服と戦ったのだ。その上、溺れることなく機械仕じ掛かけの少女を引っ張り上げておきながら、疲ひ労ろうした様子も見せず、不ふ撓とう不ふ屈くつの見本のような態度で手を差し伸のべてくる。

　むっとなって自分で立ち上がる──パトリックが肩をすくめてナイフをしまう。

「さっそく移動しよう。ついでに、お前の声を聞きたがっている誰だれかさんに応こたえてやれ」

　そう言われて、やっとポッケの震しん動どうとコール音に気づく──よく壊こわれなかったなと感心。

　さっさと通路へ入るパトリック──喉のどの渇かわきにむかつきながら電話に出た。「なんか用か」

《用がなければ、かけません》あなたなんかには、という言葉が聞こえてきそう──やたら切せつ迫ぱくした声。《新たな情報です。国UN連O-都CI市TYを訪おとずれるはずの最後の証人は、やはり中国の軍事関係者で、古代の中国人ヒネーゼの男性名をコードネームとして持っていると思われます》

「……古代？　なんて名前だ？」

《まだ調査中です。ただしコードネームということは──》

「男の名前でも、やっぱり女かもしれないってんだろ」

《はい。女性パイロットは無事に保護して頂けましたか？》

　頂けましたか？　てめえのためにやってるんじゃねえ、と返しかけて我が慢まんする──ぼそっと告げる。「助け損そこなったよ。くそったれの特甲猟兵なんてもんが出てきやがったせいでな」

　息をのむ気配──さらに切迫した口調。《やはり、そちらにも!?》

　男の後を追って通路を走りながら、同じく息をのんだ。「──まさか、そっちもか!?」

《はい。現在、敵の転送ルートの特定を急ぐとともに、その封ふうじ込めを試みています》

　だから焦あせった口調なわけか──そんな状じよう況きようでも情報を伝えようとしてくれていることに、僅わずかながら感謝の念が浮かぶ／と言って口にしたりはせず。「そいつの名前はわかるか？」

《どちらも照会中ですが、それぞれイラクと南アジアに派兵された脱だつ走そう者しやと推測されます》

　呆ぼう然ぜんとなった。どちらも／それぞれ──ということは二人も出た？

　こっちとあっちで四人の化け物が敵に回って、好き勝手に転送を実行？

　軍は何やってんだ？　というかイラク──？　まさか夕霧の想い人は、そっちか？

「もし白シラ露ツユって名前のやつがいたら大急ぎで逃にげろ。お前らの勝てる相手じゃない」

《ご忠告痛み入ります》怒った調子。《ですが退路はなく、全人員で彼らを制圧せざるを得ません。そちらこそ無事に要人を保護して下さるようお願いします》

　むかっとなる。「おうよ。次は中国人ヒネーゼの名前と、ついでにスリーサイズでも調べとけ」

　すごく怒った口調。《ついでに生年月日と血液型もお調べします》

「助かるぜ。じゃーな」ぶつっと通話オフに──ふざけんな。お前らのために泥を飲んだりしてるわけじゃねえんだ。むかつきながら携けい帯たい電話をポッケに放ほうり込むや、パトリックの声。

「法ほう廷ていに出席する意志を持った中国の軍事関係者は、女性である可能性が出たのか？」

　盗ぬすみ聞きすんじゃねえ、と心の中で返す。「そーだよ」

「さっき、俺たちがしくじったときのことだが、一つそれに関係ありそうな話がある」

　しくじったという言葉にいらっとくる。「……なんだよ。勿もつ体たいぶんなよ」

「水の中に落ちる寸前、女パイロットが、俺にこう言った。私はいい。彼を法廷へ──と」

「へ？」ぽかんとなる──混乱に襲おそわれる。「……彼？　それって……誰のことだ？」

「そいつを解明する有効な手は、お前がその電話友達と、もっと仲良くすることだろうな」

「っせーな。十分、仲良いいっつの──」

《黒シユヴ犬アルツ》ミハエル──こちらもやけに切迫した調子。《状況を報告しろ、黒シユヴ犬アルツ》

《えー、すいません。敵の特甲児童に邪じや魔まされました。白人男と一いつ緒しよに追っかけてます》

《今すぐこちらへ戻もどれるか》

《えー……》脳内チップで位置情報を確かく認にん──距きよ離りは大したことないが、水害でどれほど移動が困難になっているか想像もつかない。《ちょっとわかりません。何かあったんですか？》

《紅犬ロツターがレベル３を転送し、連れん絡らくが途と絶だえた》

《──え？》

《紅犬ロツターが敵と応戦しているのは間ま違ちがいない。白犬ヴアイスも負傷で動けん。合流が無理なら今の任務を確実にこなせ。お前が敵の背後を攪かく乱らんしてくれれば、それだけこちらも楽になる。いいな》

《はい……》呆然と返答──通信アウト。夕霧からそんな連絡はない──傷を負ったなんて。動けないなんて。自分に気を遣つかって──心配かけまいとして、黙だまって戦っている。

　しかも陽炎が──レベル３を？　力が抜ぬけた──立ち止まっていた。仲間に声をかけたい。だが、できない。声をかけたところで何になるんだ。ここからじゃ何もしてやれない──

　パトリックがこっちの様子に気づいて戻ってくる。「どうした？」

「……あたしは戻る。空港で仲間がやばいんだ」

「それは馬ば鹿かげた考えだ。今ここで、むちゃな帰き還かんを命じるような指揮官なのか？」

「ち……違う、そうじゃない。でも、あたしは──」

「仲間のために、お前はお前の仕事をしろ。それが最善の選せん択たくだ」

「お……お前に何がわかるんだよ！　あたしたちの何がわかるんだよッ！　仲間がやられちまう！　敵にやられるんじゃない！　心をやられちまうんだ！　あたしは戻る！　絶対──」

　いきなりものすごい力で両りよう肩かたをつかまれた。正面からパトリックが見つめてくる。怒いかりでも苛いら立だちでもない──ひどく真しん摯しで真っ直すぐな眼まな差ざしに、心をつかまれたように動けなくなる。

「俺を信じろ。ここで戻ればお前は絶対に後悔する。とことん進むんだ。今はそれしかない。とことん前キーへプ・進ムーみビング続・フけオワろード、だ。それだけが今、本当に、仲間のためにしてやれることだ」

　体から力が抜けた──先ほどとは違う感じ。焦りや恐きよう怖ふが薄うすれ、安心と心強さを感じる。

　急に目の前の男を猛もう烈れつに信じたくなる──実際は、もう信じかけている自分を感じる。

　陽炎がミハエルにぞっこんになる気分を初めて理解しかけた──自分よりも遥はるかに経験を積んだ男の声に耳を傾かたむけ、その背にすがりたいという、抗あらがいがたい気持ち。

「行くぞ黒ブラツク犬ドツグ。お前の拳こぶしの振ふるいどころは、まだ先だ。お前が誇ほこりある戦ウオいーの・ド犬ツグであることを証明するチャンスはまだ残されている」

　パトリックが手を放す──すぐに走り出す。その背に引っ張られるようにして、何も言わず走った。歯を食いしばった。これが仲間を見捨てる行こう為いではないことを祈いのった。自分にできる最善のことであることを祈った。男の言葉が本当に正しいことを祈った。

　作業用通路を出た途と端たん、猛もう雨うを浴びた。すぐそばにトンネル出口があった。

　そこら中で水流の轟とどろき──すこぶるぞっとする。パトリックが走り出す──慌あわてて追う。

　街灯が照らす国道に出た。ちょうど丘おかを越こえる辺り。高さがあるため水すい没ぼつから免まぬかれた一角。

「空港だ！」パトリックが指さす──道路を越えた雨の向こうに管制エリアの灯あかり。

　パトリックが車の固まりに走り寄る──涼月は道路の反対側へ行って下を覗のぞき込んだ。

　ナイアガラの瀑ばく布ふへ通じる急流のような有り様──ちくしょう、ここは通れない。問答無用で流れにかっさらわれて、洗礼を受けずに死んだ子供の魂たましいとともに忘却の海リンボに沈しずむだけだ。

「お前の拳が必要だ、黒ブラツク犬ドツグ！」風雨に負けぬようパトリックが叫さけぶ──右手の路面／増水で流されてきた乗用車やバンの窓を、コンクリートブロックで叩たたき壊こわしている。

「何してんだよ!?」

「こいつらのフロントを殴なぐれ！　ショックアブソーバーの袋ふくろが飛び出すはずだ！」

　いったいなんのためかと訊きく余よ裕ゆうもなし──この男は何かを考えている／どうにかして敵を追うことを考えている／その手段をせっせと手に入れようとしている。

　右フック──通常の手足でも一トン強の打撃力を有する拳で乗用車のフロントをぶっ飛ばす。運転席と助手席に、事故時の衝しよう撃げき吸収用の空気袋が飛び出した。続けて一台、さらに一台──パトリックがバンからロープとキャンプ用テーブルを引っ張り出す。

「ついてるぞ。ここから管制エリアの背後に迫せまれるし、あそこの送電管理施し設せつに入れる」

「送電……？」

「人間は電気を食って生きていると言っても過言じゃない。つまり電力消費で居場所がわかる。中国服どもは大所帯で、きっとどこかでたらふく電気を食っているはずだ」

　ぞっとなった。「ちょっ……ちょっと待てよ。ここから、あそこに行く気か？」

「道具は揃そろってる。このロープで俺とお前を結びつける。そしてそこの空気袋を、この素す敵てきなテーブルに結びつければ、俺とお前を洪こう水ずいから救ってくれる方はこ舟ぶねの出来上がりだ」

　涼月──啞あ然ぜん／呆ぼう然ぜん／この男を信じようとした自分がバカだったと心の底から思った。

　そしてパトリックは、この状じよう況きよう下かにおいても全く変わらぬ真面目まじめな調子で言った。

「泳げ、戦ウオいーの・ド犬ツグ。お前に根性らしきものがあるなら、そいつを猛烈に発揮する局面だ」




　己おのれの血で溺おぼれ死んでしまうのを防ぐため、四本目のワイヤーで己の体を貫つらぬき、僅わずかに裂さいて、血抜きのための穴を空けた。肋ろつ骨こつの隙すき間まから盛せい大だいに血が流れ出し、白銀の特甲トツコーを赤く染めた。

　ワイヤーで重要な血管を圧あつ迫ぱく／傷口を縫ぬう／折れた肋骨が内臓を傷つけないよう固定する／死を免れるための処置／自由に動けるための処置を、なんとか四本のワイヤーだけで施ほどこせた。

　最後に小指からワイヤーを放射──切断機能をゼロにし、左ひだり腕うでをしっかり体に結びつけた。

　左手のワイヤーをほどいたり、液状に戻もどしたりすれば、骨が肺に食い込んで出血多量で動けなくなる。だから左手は動かせない──右手だけで戦わねばならない。

　再転送した手足をゆっくりと動かす──左腕に余計な力が入らないよう工夫しながら、手荷物集積所を歩いて横切り、敵が空けた穴から外へ出た。

　雨が降り注ぐ滑かつ走そう路ろへ──炎ほのおが燃える場所へ──壊れた装そう甲こう車の陰かげへ辿たどり着き、見た。

　地を疾しつ走そうする黒くろ鉄がね色の特甲猟兵──空を舞まう赤あか銅がね色の特甲猟兵。

　両者が、何もない空間に向かって、苛か烈れつな銃じゆう火かを放っている。

　陽炎はいない──どこにも姿が見えない。なのに二人の猟兵は戦っていた。消えた陽炎と。

　自然と伝わってくるもの──陽炎はそこにいる。己の存在を消し、敵に狙ねらいを定めている。

　やっぱりそうなのだと思った。

　レベル３──自分たちを、痛みすら感じない限りなく透とう明めいな虚きよ無むに変えてしまうもの。




「探査から消えよったァどこにおるんならァッ！」陸王──怒いかり任せに撃うつ／走り回る。

「気ィつけェーや、そこらにおるはずじゃァッ！」秋水──探査情報を収集／飛び回る。

　二人のその声を──水の底で聞こえるようなその音を、陽炎は、すぐそばで聞いていた。

《だだだんざがらぎえよっだだああああどどどごにおるんんだだだらああ》

《ぎぎぎぃぃぃづげげげぇぇーやぞぞぞごごらにおおおるばずじゃあああ》

　今の陽炎には、そのように聞こえている。なんだかわからない濁だく音おんの固まり──それを音おん響きようセンサーによって解かい析せきし、正確な音声情報として再現すれば、普ふ通つうの声として認にん識しきできる。

　最初は、それもわからなかった──脳のう裏りに次々に使用法がダウンロードされるまでは。

　相手の姿も、こちらからは異様なものとして見えていた。赤外線センサーをベースとして電子・超ちよう音波・震しん動どうの複数のデータが同時に頭の中を錯さく綜そうするため、怪かい物ぶつのように見えるのだ。

　だがそれも、センサーの特とく徴ちようを理解することで、苦にならなくなった。

　大事なのは、自分からは見えているということ──相手からは自分が見えないということ。

　周囲に浮うかぶ複数の球体が、レンズを作り出し、膜まくのようにこちらを覆おおっている。

　そのお陰で、今はたとえようもなく安全だった。しかし何かが足らない──

　自分が頼たよりにしていたはずのもの──それが自分の一部だとすら思っていたもの──

　ライフルがどこにもない。

　あるのは両手に握にぎられた、二つのグリップ──幾いくつもの引き金／両手足に収納された複数の金属球／その金属球が一つまた一つと抗こう磁じ圧あつを発生させ、宙に浮かび、放たれてゆく。

　その道具の使い方もまた脳裏に流れ込み、さらに心が、安らかな場所へいざなわれるのを感じた。幸せな夜の森──父様やおじさまたちと一いつ緒しよに焚たき火を囲み、すぐ傍かたわらで猟りよう犬けんが伏ふせていて、みなが幼い陽炎を童話のお姫ひめ様さまのように優しく扱あつかい、見守り、受け入れてくれている。

〝克ユーバー服ヴインデン〟を意味する看板──ライフル友愛会の心──気高い狩猟の精神──

　全すべてが完全で、幸せに満たされ、疑いようもなく自分が自分でいられる場所。

　心はその揺ゆりかごに抱だかれて眠ねむり、肉体は特甲とともに自らの武器を駆く使しする用意を整え、己の存在を危あやうくさせる可能性のある全てに対し、照準を定め終えるとともに──

　敵味方の区別すら消え、陽炎の両手が巧たくみにグリップを操作し始めた。




《このままじゃワシが時間切れになるどォ、震圧センサー使つこォてみよかァ兄ちゃん！》秋水の無線通信──ヘルメットを閉ざして探査情報を認識しながら上空を旋せん回かい。

《そんなん使ォてみーや、雨あま粒つぶぜーんぶ探査しよるど。気ィ狂ゥーちゅーんじゃァ》陸王の無線通信──ヘルメットを開いたまま疾走／ぎらぎらと目を剝むく。

　チェーンソーを勢いよくなぎ払はらう──葬ほうむったばかりの三台目の軍用機体の胴どう部ぶを吹ふっ飛ばし、中にいたパイロットの肉体ごとずたずたに引き裂いた瞬しゆん間かん、何かが閃ひらめいた。

《──あん？》振ふり返った陸王に、猛もう然ぜんと光の固まりが飛来──咄とつ嗟さに掲かかげた盾たてに猛もう烈れつな衝しよう撃げき──盛大な火花／炎／打撃を感知した特甲が自動的にヘルメットを閉へい鎖さ──慌あわてて体勢を整え、Ｓの字を描えがいて疾走。《な……なんじゃァ!?　どっから飛んできよったァッ!?》

　ぎゅん、と何かがねじれるような音とともに、雨と闇やみの向こうから光の弾だん丸がんが飛来──宙にいる秋水のホウキバイクの後部に命中／灼しやく熱ねつと閃せん光こう／秋水の体が投げ出されそうになる──右腕であるその乗り物にしがみつく／慌てて退たい避ひ──旋回。

《とッ……透とう化か防ぼう壁へきじゃァッ！》秋水──破損したバイク＝再転送によりすぐさま修復。《あんなァ透化防壁の陰から撃ってきよんじゃァ！　震圧センサーで探さぐるか、撃たれた瞬間に撃ち返しでもせんと位置なんぞつかめんどォ兄ちゃん！》

《相手が動き止めとったら震圧なんぞ意味あるかいボケェッ！　お前が捜さがし──》

　そのとき二つの光弾が全く別々の角度で飛来し、精確無比に陸王を左右から襲おそった。

[image: ]

　一方を盾で受け止める──一方を迅じん速そくにかわす──爆ばく炎えんの中を走り抜ぬけたところで、さらに違ちがう方向から飛んできた光弾が、盾の届かぬ右みぎ肩かたに命中し、雷らい撃げき器きを粉々に吹っ飛ばした。

　仰あお向むけに転てん倒とうしかける──持ち直す／さらに飛来する光弾をかわす／かわす／盾で受ける。

《なッ……あんなぁ一人じゃないんかァッ!?　何人おんのんじゃァッ!?》

《ダミーじゃ兄ちゃん！　あんなァ、そこらにダミーを仕し掛かけよったんじゃ！》

　秋水──光弾が放たれた地点を瞬時に捕ほ捉そく＝立て続けに砲ほう撃げきを見み舞まった。

　その情報を共有する陸王──最後に光弾が飛んで来た方向へ熾し烈れつな掃そう射しやを浴びせた途と端たん、突つき出した右腕に向かって、狙ねらい澄すましたような光弾の一撃が襲った。

　飛び散る火花──回転ノコギリが真ん中からひしゃげ、チェーンと刃やいばが千切れ飛んだ。

《クッソがァ～ッ、さっさと見つけんかい秋水ィ。あんなァバラッバラにしたらァッ！》

《ダミーがどんどん増えとるみたいじゃァッ、思ったよりも時間かかるでェッ！》




　空飛ぶ特甲猟兵が、次々に飛来する光弾をかわす／食らう／砲身にダメージ／すぐさま再転送／体勢を整えて上じよう昇しよう──その飛行高度には、どうやら限界があるらしい。

　壊こわれた装そう甲こう車の下に潜もぐり込み、気配を殺して潜ひそむ夕霧は、その場から自然と伝わってくるものを、敏びん感かんに読み取ろうとしていた。

　黒鉄の特甲猟兵は、すぐに壊れた武器を再転送して修復しようとしない──何箇か所しよか破は壊かいされてから、まとめて再転送を行うのだ。それはいったいなぜだろう。

　転送する回数を気にしているのだろうか。

　赤銅の特甲猟兵は、損傷を受けた直後に再転送し、すぐに損傷を受ける──打撃を避さけようとせず、大急ぎで片をつけたがっているようだった。それはいったいなぜだろう。

　時間を気にしているのだろうか。

　陽炎は姿を消したまま、あの光弾を発射する何らかの装置を次々に設置している。本人は全く動かないまま、数を整えようとしている。それはいったいなんのためか。

　おそらく、きっと──敵味方の区別なく、ここにいる者全てを攻こう撃げきするために──

　ふいに雨の向こうで光弾が放たれた。咄嗟に夕霧が退きかけたが、光弾の軌き道どうが大いに外れ、すぐ向こうの、何もない場所で、盛せい大だいな火花をまき散らしていた。

　なぜあんな場所を撃うったのか？　じっと目を凝こらす──滑かつ走そう路ろで飛ひ沫まつが跳はねるのが見えた。

　夕霧からさほど離はなれていない場所で、また飛沫が跳ねる──そして、そこが光弾の射程からぎりぎり外れていることを十分に知っているように、すうっと姿を現す者がいた。

〈空港広場〉で──戦せん闘とう機きが着陸した滑走路で──夕霧が見た、あの、幽ゆう霊れいの少女。

　雨に濡ぬれたボサボサの金きん髪ぱつ／ひどく鮮あざやかな緑の目／灰色の軍用ジャケット／嬉き々きとした顔を戦場と化した滑走路に向け、笑うように言った。「向こうも透化防壁か。参ったね」

　少女の左手が、ひょいと持ち上がる──ごつい機械の手が、別の少女の声を放つ。

「しかも先に発見されるとは。防壁純度を下げすぎだ、皇スメラギ」

「電力の節約さ、螢ホタル。すぐに向こうも見つけてやるよ」少女が笑う。

「それ以前に、見られている」と左手が言った。

　少女が無造作にこちらを向く──予備動作が全くないせいで、ひどく機械めいた仕草。

　装甲車の下──闇に潜んでいるはずの夕霧を、少女は真っ直すぐに見つめ、そして微笑ほほえんだ。

　ふと見覚え──いつかどこかで見たことがある微び笑しようだと、夕霧が思ったとき。

「レンズが配置され終わった」左手が言った。「防ぼう御ぎよを。レベル３が彼女の時間を止めた。やはり止めさせずに使いこなせる者はいない」

「あたしらごとやる気か」少女が嬉々として滑走路に顔を戻もどす。「ほらな、螢。やっぱり皆みな殺ごろしがレベル３の基本コンセプトなんだ。最後に立ってる一人を選ぶために──」

　そしてその声を、ぎゅん、と何かを猛烈にねじるような音がかき消した。

　いきなり日が昇のぼったのかと思えるほどの閃光──無数の光弾が空へと放たれ、一つ一つがぱっと分ぶん裂れつし、さらに分裂し、幾いくつもの光の粒つぶとなって、一面に降り注がれていた。

　夕霧は目を見開いて、それを見た。なんと美しい──この世の終わりのような光景。




《なんじゃクソがァッ！　あんなぁこれを狙っとったんじゃァッ！》陸王──盾をかざして頭上を守りながら疾しつ走そう／光弾の炸さく裂れつの中を走り抜ける／大急ぎで光の雨の外へ出ようとする。

《ワシはそろそろ時間切れじゃァ！　兄ちゃんも逃にげんとシャレにならんで！》秋水──凄すさまじい速度で飛行／抗こう磁じ圧あつをフルパワーにして光の雨を弾はじきながら管制エリアへ逃げてゆく。

《待たんかい、おどれェッ！　このまま逃げるゆーんかァッ！》

　そしてそのとき、陸王の進路とぴったり交差するかたちで、少女が飛び出した。

　装甲車の下から──吹ふき飛んだ車のドアを、右手で、盾たて代わりに頭上に掲かかげて。

　口を・胸を・腹を、己おのれの血で染め、真っ赤に染まった左手を己の胴どう体たいに固定した白銀の特甲少女の姿に、陸王がヘルメットの中で目を剝むいた。

「どこ隠かくれとったんならッくたばり損ぞこないがァーッ！」ヘルメット越ごしに届く吠ほえ声──左ひだり腕うでの盾を前ぜん傾けいさせながら、右腕の回転ノコギリを振ふるう／同時に掃射が来る。

　夕霧はただ、相手の左腕を見ていた──その盾の効果範はん囲いを／頭上にかざしたそれが光の雨を防ぐ様子を／右腕と左腕の距きよ離りを／抗磁圧の分厚さを／そして──盾と体の隙間を。

　今しかそれは見えなかった──光の雨を防いでいる真っ最中だからこそ見えていた。

　だから飛び出した──光の雨の中で盾を捨て、右手一つでワイヤーを放った。

　親指／人差し指と中指／薬指と小指──三方＝ひと回り大きな〈フレミングの法則〉。

　手をひねる／三方からワイヤーが渦うずを巻くように相手に迫せまる／一つが盾に弾かれる／一つが相手の速度に追いつかず滑走路に切り込む。

　そして一つが、相手の防御の隙間へ入り込み、その左腕の肘ひじに火花を上げて食い込んだ。

　陸王の左腕が千切れかけて振り子のように揺ゆれた。もろに重量バランスを崩くずす──前のめりになりながら夕霧とすれ違ちがう──回転ノコギリが空を切って滑走路を削けずる。

　陸王──転てん倒とうを防ぐために大きくカーブし、盛大な水しぶきを上げて停止。

　闇やみ──数秒で光の雨は消え、そこかしこで炎ほのおが上がっている。

　陸王の全身から蒸気──熱気／光に撃たれた打撃／ぶらんと揺れる左腕／弾だん痕こんだらけの盾。

　夕霧の全身から蒸気──血／背の特甲トツコーに光に撃たれた焦こげ痕あと／敵の掃そう射しやは一発も食くらわず。

　陸王の脳のう裏り──管制エリアに逃げ込んだ秋水の無線通信。《もっと強烈なやつが来るど！　ルージュトロワが、いったん退ひけぇーゆーとるわァッ、ワシはしばらく出られへんどォッ！》

　その間にも、夕霧は自然と伝わってくるものをとらえていた。相手は考えている──転送しようかどうか。数に限りがある武器を使おうかどうか。転送した回数を考えている。

　陸王がヘルメットを開く──ぎらぎらした目に夕霧の顔を焼きつける。「このクソチビのメスガキゃァ～。後で念入りにバラッバラにしたるァ～」

　翻ほん転てん──両りよう脚あしのエンジンを唸うならせ、車輪の足で管制エリアに向かって疾走してゆく。

　そしてその影かげを逃のがすまいとするように、先ほどの数倍の数の光弾が天に上った。

　夕霧が愕がく然ぜんと目をみはった──〈特憲〉やＭＰＢや歩兵連隊の人々も、彼らと銃じゆう撃げきを交かわす管制エリアの敵も、同時に、完全に、射程内に入っていた。

　みんな死ぬ──あの光を止めなければ──陽炎を止めなければ。

　自然と伝わってくるものに目をこらす──耳を澄すませる──どこかにいるはずの陽炎を、ほんの僅わずかな時間の中で、必死に探し、さっと滑かつ走そう路ろの一角へ走り込み、ワイヤーを閃ひらめかせた。

　ぎゅん、という、ねじれるような音──半球状の透とう明めいな膜まくが真っ二つになって消しよう滅めつ。ふっと金属の球が宙を舞まった。違う──ここは銃口の一つだ──ここに陽炎はいない──

「レーザーナパームって、造るのやめたんじゃなかったのか？」

　いきなり声──夕霧のすぐ背後。はっと振り返ると、あの幽ゆう霊れいの少女が空を見上げていた。

「透とう化か防ぼう壁へきを応用したコンソールレンズが上手うまく開発できたんだ」少女の左手が言った。「プラズマより省電力で広こう範はん囲いに攻こう撃げきが及およぶようだが、セパレーション準備に時間がかかるな」

「どうする？」

「コンソールレンズを全すべて焼しよう却きやくする」にわかにそれが──特甲であるその左手が白熱した。

「伏せてな、夕霧」いきなり少女が振り返って言った。

　無数の金の光が出現し、蛍ほたる火びのように漂ただよった。危険を予感した夕霧が、その場に伏せたとき、どん！と空気がたわむような音が爆はぜ、辺り一面、金色に輝かがやく炎が吹き荒あれていた。

　ぎゅん、とねじれる音が立て続けに起こる──陽炎が設置した全ての銃口が一いつ瞬しゆんで焼き払はらわれる──空に撃うち放たれた光弾が、幻まぼろしのように消えてゆく。

「あっちの方まで消すことはないな」左手の淡たん々たんとした声──管制エリアに降り注ぐ光弾は消されず、管制室や管制ビルの窓にめくるめく炸さく裂れつが起こり、敵側で悲鳴がさんざめいた。

　そして──滑走路の一角に、見たこともない紅ぐ蓮れんの特甲を身にまとった陽炎の姿が現れた。

　夕霧が身を起こして歩み寄る──呆ぼう然ぜんと膝ひざをついている陽炎の肩かたに、そっと右手を当てる。

「嫌いやだ……。夢が消えてしまう……」はらはらと陽炎の頰ほおを涙なみだがこぼれた。「父様……」

　陽炎が眠ねむるように目を閉じる──虚きよ脱だつするその体を抱だきしめ、夕霧は辺りを振ふり返った。

　少女──姿も気配もない。金の光も炎も消えていた。

　夕霧は、自分よりも背の高い陽炎を背負い、死傷者を担かついで退たい却きやくしてくる他ほかの隊員たちとともに、よろめきながらターミナルへ戻もどって行った。
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　　　　壱いち




　いったいどこの嵐あらしの海を漂ひよう流りゆうする羽目になったのかと思えるほどの水しぶき／激流／豪ごう雨う。

　視界を奪うばわれそうになって目を見開く──息が詰つまる／みっともなくむせる。

　テーブルに空気袋ぶくろをくくりつけただけの、みすぼらしい筏いかだと、その筏に自分を縛しばりつけたロープと、筏の反対側にいて同じロープでつながった男だけが、自分の命を救うすべであるという馬ば鹿かげた状じよう況きようから、一秒でも早く脱だつしたいという思いを込こめて、ひたすら水を蹴けり続けた。

「もう少しだ！　もう少しで向こう岸だぞ！　泳げ、黒ブラツク犬ドツグ！　根こん性じようを見せろ！」

　筏の向こうで叫さけぶパトリック──励はげまされるというより、向こう岸に上がったら首を絞しめてやるという恨うらみを燃やし、どんな特甲も転送支し援えんも無に帰す激流の中をもがいて進むうち、ふと気づくと、草の茂しげみに頭から突つっ込んでいた。

　腹に回されたロープがぐいっと引っ張られる──腕うでをつかまれる──引き上げられる。

　体の下から筏が消え、あっという間に流れにさらわれていく。

　自分が大地の上にあるという喜びなどかけらも感じず、慌あわてて斜しや面めんを這はう／登り切る／平らな草地に転がり、ぜえぜえ喘あえいだのもつかの間、パトリックが見下ろして言った。

「ここはまだゴールじゃないぞ」ナイフでロープを切る──さっさと駆かけ足を始める。

　その背を追って立ち上がり、一発食くらわせてやるという思いでいっぱいになって走った。

《黒シユヴ犬アルツ。応答せよ。黒シユヴ犬アルツ》ふいに無線通信いぬぶえ──ミハエル。

《はい、中隊長！》息が切れそうになる──ふんばる。《二人は!?　無事ですか!?》

《紅犬ロツターも白犬ヴアイスも無事だ。紅犬ロツターが敵の特甲トツコー児童を退けた。白犬ヴアイスはひどく負傷しているが、自分で応急処置を施ほどこした。お前たちはまったく大した闘とう志しの持ち主だ。手痛い打だ撃げきを受けたが、一いつ般ぱん人に被ひ害がいを出さず、敵を撃退できた。そちらの状況は？》

　仲間の無事にほっとなる──こちらは海を渡わたり終えたところですと返しかける。《空港の送電管理施し設せつに向かってます。電気を調べて敵の居場所を見つけるとかぬかす白人男がいるんで》

《公安がよく使う捜そう査さ手法だ。ますます利口な考えだな。お前たちだけでやれそうか？》

《えー……》何と何を任されたんだっけ。《女パイロットを助けて、白人女と中国服とリヒャルトなんとかと敵の特甲児童を、ぶん殴なぐって連中の故郷に追い返せばいいんでしたっけ？》

《最初の半分でもやり遂とげてくれたら俺の階級をお前にやる。状況が変化したら報告しろ》

《了解ヤー》通信アウト──降り荒すさぶ雨の中を走り、やっと目的の建物に辿たどり着いていた。

「またもやお前の拳こぶしが必要だぞ、黒ブラツク犬ドツグ」パトリックが施せ錠じようされた頑がん丈じような鉄てつ扉ぴを叩たたく。

　その呼び方やめろっつの──息を整えるのを優先して心の中でだけ返す／扉とびらをぶっ飛ばす。

　盛せい大だいな警報音──パトリックが消火器で警備室のドアノブを叩いて壊こわす／手慣れた操作で警報を切る／ついでに全すべてのロッカーの鍵かぎをがっつんがっつん壊して中身を物色。

　これじゃ強ごう盗とうだ、と思いつつ冷蔵庫を開く涼月──水のペットボトルを発見＝未み開かい封ふう。

　遠えん慮りよなく頂く。溺おぼれかけたというのに、猛もう烈れつに喉のどが渇かわいて仕方なかった。

「ジャングルと違ちがって文明の証あかしがごろごろ転がっているのは、ありがたい限りだな」

　パトリック──涼月に向かって警備員の制服を放ほうり、自分もボトルを取り出して飲む／もう一方の手で早くもシャツのボタンを外し始める。少しは遠慮しろ、この野や郎ろう──男の鍛たん鉄てつのような胸むな板いたを正面から見せつけられる／むっと目をそらす／服を抱かかえて隣りん室しつへ。朝から何度目か知れぬ着き替がえを済ませて戻ると、パトリックが意味深な笑えみを浮うかべて何かを差し出した。

「冒ぼう険けんの後は宝物が見つかるもんだ。吸いたけりゃ今のうちに吸っておくといいぞ」

　煙草たばこ＝ラッキーストライク──警備員の買い置き。

　大人から勧すすめられるなんて──ちょっと気き後おくれ──箱から一本抜ぬき取ってくわえる。

　ジッポライターを取り出す──何かの拍ひよう子しに蓋ふたが開いたのか、湿しめってて火がつかず。

「なかなか素す敵てきな言葉が刻まれたしろものだが、今は調子が悪そうだ」

　今度はライターを差し出す──火をつけてもらう。大人にそうされるのも初めてだった。

　というか、なんで煙草を吸うって知ってる？　やっぱり尋じん問もん室しつの鏡越ごしに見えてたのか？

　そう思ったが、口にしたのは別のことだった。

「親切じゃん」半眼──上うわ目め遣づかい。「……あたしは臭くさいんだろ？」

「いいや。お前は臭くない。自分の劣れつ等とう感かんに負けて、他人をおとしめる行こう為いが臭いだけだ」

　ぐさりと言葉が突き刺ささる──ずきんと胸が痛む／ふんと鼻を鳴らす／そっぽを向く。

　そして、どれほど心を尖とがらせようと関係なしに、じわっと何かがこみ上げてきた。

　そんなこと、今まで誰だれも、面と向かって言わなかった──言ってくれなかった。

　さっさと送電管理室へ向かうパトリック──水と煙草を手に後を追う涼月。

「こいつだけは、やめようと思うたび悪あく魔まが人生の有意義さを教えてくれる。困ったものだ」大して困った様子もなく上じよう機き嫌げんで煙草を吹ふかす──不良少年みたいに肩かたを揺ゆらし、端たん末まつのスイッチを入れる。そのうち口笛でも吹き始めそう。「連中の巣を突き止めるまで休んでろ。なんなら食い物を物色してきてもいいぞ」

「あんたの言ってることは、めちゃくちゃだ」涼月──ちょっとうつむいて／いつ自分の気持ちを裏切って涙なみだがにじむかわからなくて。「子供に殺しをさせるなって言ったくせに、敵を追いかけろって言うし。人を子供扱あつかいするくせに、平気な顔して煙草に火をつけるし」

「その一本は特別な記念みたいなものだ」背を向けたまま体を揺らす──頭の中でラジオの電波でも受信していそうな調子。「何しろあの洪こう水ずいをちっぽけな筏いかだで泳ぎきったんだからな。だが次の一本を吸いたいと言い出せば、さすがの俺もためらうかもしれんぞ。それと、子供うんぬんは俺の失言だった。あのときの俺はすっかり彼らの一員だったし、あいつだけは生かしてやりたくてな。あいつに本隊との連れん絡らく役になるよう勧めたのも俺だ。そうすれば生存率が上がるからな。あいつは過激派にのめりこむ家族を止めたがっていて、結局、自分まで銃じゆうを持たされる羽目になったが、その素顔はと言えば、携けい帯たいゲームに夢中になる十七歳の子供だった」

　そして素手に等しいそいつを、あたしが殺したんだ──と口にする前にパトリックが言った。

「あの状じよう況きようじゃ、銃に弾だん丸がんが入ってたかどうかは、どうしたって関係ない。あの子供はどこまでも不幸だった。それにお前は、殺しをしたわけじゃない。仲間と人ひと質じちを救おうとしたんだ。その唯ゆい一いつ確実な手段は、実行犯を迅じん速そくに無力化することだけだった。お前は大人顔負けの度胸と根こん性じようの持ち主で、戦いを自分の意志として受け入れる素質に恵めぐまれた戦ウオいーの・ド犬ツグだ。お前の誇ほこりにケチをつけるようなことを口走ったのは、悪かったと思っている」

　別に、誇りなんて──そう返そうとして返せなかった。

　せっせと電力データを読み出すパトリックの背中を見ながら、ふーっと細く煙けむりを吐はいた。

　少しだけ、壊れものの故郷を守ろうとして、この都市まちで死んだロシア人のことを思い出した。

　死者が生者の道になる──そう口にして死んでいった男。

　なんとなく、ロシア人とは違う意味で、パトリックも、その言葉に共感しそうだと思った。

　死者の存在を無にしないために──生者として、とことんまで、前キーへプ・進ムーみビング続・フけオワろード。

　それが自分の務めだと、そう、男の背中が言っている気がした。




　幸せな光景が遠ざかってゆく。狩しゆ猟りようの森──優やさしい父様──もう決して戻もどらないものたち。

　そして陽炎は目を開き、自分を覗のぞき込んでいるミハエルを見た。

　空港のどこかのラウンジ──おそらく二階の、ターミナル１と西ピアの間の通路側。そうでなければ全部隊の指揮を任されたはずのミハエルが、自分のそばになどいられるはずがない。

　僅わずかに身を起こす──還かん送そうされた通常の手足／誰かが着き替がえさせたらしい乾かわいた〈空保フルーク〉の制服／体にかけられた〈空保フルーク〉のロゴ入り毛布／おそらく、向こうで忙せわしく負傷者の間を歩き回っている〈空保フルーク〉の女課長がやってくれたのだろうと思った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」ミハエル──初めて見る表情。いつもの飄ひよう然ぜんとした顔ではない。仕事のときの厳格な顔でもない。警けい戒かいしているのでもない。緊きん迫ぱくしているのでもない。

　この自分を心配しているのだとわかった途と端たん、いきなり堰せきを切ったように涙が溢あふれた。

「私に撃てと言うんですか！」

　ミハエルが息をのむ──当とう惑わくしたような、痛いところを突つかれて戸と惑まどうような、これまた初めて見る、この男の表情だった。

「あなたの大切な仲間だったかもしれない人を!?　あなたと一いつ緒しよに戦っていた人たちを!?　一人残らず私に撃てと言うんですかっ!?　私にそれをさせるんですかっ!?」

　ああ──と彼女は／私は／陽炎は、思った。

　これは本音であり、そして言い訳だ。標的を外したことを──標的に恐おそれおののいた自分を責められるのが怖こわくて。期待に応こたえられなかったことが悔くやしくて悲しくて。自分を辱はずかしめた敵に恐きよう怖ふしたことが情けなくて腹立たしくて。その後で見た夢があまりに哀かなしいほど幸せで。今あるものより、二度と戻らないものの方が、大切なのではと思ってしまうことが苦しくて。

　そんな自分の中のひどい苦しみを、全すべて一緒くたにして訴うつたえてしまいたくて。

　他ほかにも死傷した隊員はいるのに──自分の所にいてくれた、相手の優しさに甘えていた。

「あんな風に話をして……！　お互たがいのことが全部わかってるみたいに！　あんな……あんなのを聞かなければ、私だって……決して外したりは……急に怖くなるなんて……」

　しゃくり上げて息が詰つまる／言葉に詰まる／何を言えばいいのかわからなくなる──〈空保フルーク〉の人員たちがちらっとこっちを見てすぐに見なかったふりをしてくれる。ミハエルがハンカチを取り出し、それが誰かの血で汚よごれていることで、恥はずかしいような哀しいような顔になる。

　すぐに引っ込めようとしたそのハンカチを、さっとひったくった陽炎が、力いっぱい、ぶび────っと盛せい大だいな音を立てて、洟はなをかんだ。

　ミハエルはその様子に呆あつ気けにとられたようになった。それから、涙なみだと鼻水でべしょべしょになった女の子の傍かたわらに膝ひざをついた。プロポーズでもしそうな真しん剣けんな顔で何かを言おうとした。

　そして陽炎は、普ふ段だんでは考えられないような仕草で──すぱっと何かを切るように振ふるった右手の人差し指と中指で──ぴたっとミハエルの唇くちびるを押さえた。

　もちろんミハエルは、決してプロポーズなどしてくれたりはせず、すまないとか、申し訳ないとか、嫌いやな仕事を頼たのんでしまった俺が悪かったとか、詫わびの言葉を告げようとしていた。

　けれども、それをこの男に言わせた日には、それこそ大事な何かが失われてしまいそうで、それだけは、もはや品切れ寸前に等しいこの自分の沽こ券けんにかけて言わせてはならなかった。

「取ほりひ乱ひはしひてて申ほうしひ訳ああいりままふせえんん」ずびずび洟をすすりながら言った。「忘わふれへてへ下ふはさはいい」

　ミハエルは、陽炎が急に難解な言語を発し始めたことにちょっと眉まゆをひそめた。

　律りち儀ぎにこちらを見つめる──思案顔になる──やがて、納なつ得とくしたように小さくうなずいてみせると、自分の口元を押さえる陽炎の手を取り、力強く握にぎった。「礼を言う。お前があの化け物どもを押さえたお陰かげで、みなが救われた。お前には大きな借りができた」

　キリストの復活なみに歴史に刻まれそうな輝かがやかしい言葉──なのに、ひどく悲しかった。

　今ようやく、自分がなぜ、あんなにも男の過去に踏ふみ込むのを恐れていたのかがわかった。

　この人はきっと去ってしまう。

　もし本当に過去を清算できたら。もし本当に全てをこの自分に託たくせたなら。きっとそのときは、何も言わずに姿を消してしまう──それはひどく確かなこととして予感できる。

　胸の奥がねじれるように痛んだ。大切なものを問答無用でもぎとられる痛み。

　あの幸せの光景が、決して戻もどらぬ過去となったときのように。

　嫌だ──そんなのは絶対に嫌だ。もう二度とそんな痛みを味わってたまるものか。

　相手の手をしっかり握り返した。涙で赤く腫はれた目で、決けつ闘とうでも申し込むように見つめた。

　この男に徹てつ底てい的に貸しを作ってやるのだ。この自分には頭が上がらないくらいの貸しを。

　この自分なしではやっていけないと思わせるほど、去ろうなんて考えすら思い浮うかばないほど、この男の心をやっつけてやる。それしかない。それ以外に考えられない。今日という日に受けた一連の心の打だ撃げきを踏み越こえて、それを成し遂とげてみせる。そうでもしないと父様が死んだ直後みたいに、もう何がなんだかわからない、最悪の自分に戻ってしまいそうな気がする。

　そしてそんなのは決して二度と絶対に心の底からごめんだった。

　新品の弾だん丸がんがたっぷり詰まった弾倉が、激しく自分の心に叩たたき込まれ、猛もう然ぜんと遊底が引かれ、滑なめらかに弾丸が薬室に送り込まれ、なおかつ撃鉄が起こされる音まで聞こえた気がした。

　戦闘準備は完了だ。かかってこい。

　自じ暴ぼう自じ棄きのレールの上から勢いと気分だけで脱だつ出しゆつし、辛からくも自じ我がの軌き道どうへと復帰しながら、彼女は／私は／陽炎は、たっぷり一分以上も相手の手を握り、睨にらみつけ、そして言った。

「私と私のライフル、ともに問題ありません。次は、必ず仕留めます」




　無事だったカフェを医務室代わりにしてお湯を沸わかし、医薬品を集めた一角──血まみれの服をハサミでじょきじょき切って、胸の膨ふくらみのすぐ下にある、その傷口が現れた途と端たん、たまたま今日という日が担当だった不運な空港医務員は、度ど肝ぎもを抜ぬかれたように動きを止めた。

　まるで地じ雷らいを踏んだまま動けなくなった人間に、そいつは解除不能だと伝えようとするような──つまりは自分のせいじゃないと説明するすべを求めるような表情。

「……どうかね？」傍らでバロウ神父が訊きく──医務員がぎくしゃくかぶりを振る。

　夕霧はただ、きらきら透とう明めいな目で、二人の様子を見つめている。

　傍らに点てん滴てき──空港に常備された輸血袋ぶくろ／数少ない一つを優先して回してもらったもの。

　転送要員たる接続官コーラスのフォローで、そこだけ機き甲こう化かしたままの左手──他の手足は通常化。

　左手──ワイヤーを己おのれの血肉に食い込ませて止血／縫ほう合ごう／固定──ぴくりとも動かせず。

「い……痛み止めと、感かん染せん症しようの防止を……」とりあえず慰なぐさめの言葉くらいかけなきゃ、という感じで夕霧の腕うでの接ク続ツシ部ヨンを探さぐって注射／傷口を洗って消毒──お手上げ。「これ以上は、どうすることも……。この左手を外せば出血が……。医務室は一階で浸しん水すいしたし……そこが使えたとしても緊きん急きゆう手術は無理だ。今すぐ都市の救命室に搬はん送そうすべきだが……」

「大だい丈じよう夫ぶです」そんなに責任を背負わなくてもいいよ、決してあなたのせいじゃないよ、と相手を和やわらげる──一つだけお願いする。「この手が動かないようにできますか？」

「あ、ああ……」それなら自分にもやれるぞ、という感じで、入念に包帯とテーピングと三角巾きんで左腕をぐるぐる巻きにして胴どう体たいに固定してくれた。「……痛くないかね？」

「いいえ」ちょっぴり噓うそをついた。「特甲トツコー児童ですから。他ほかの人を助けてあげて下さい」

「ああ……」医務員──悄しよう然ぜんとした微笑ほほえみ／そばにいるのも辛つらいというように席を立った。

　夕霧は〈空保フルーク〉に用意してもらった服に着き替がえると、バロウ神父と一いつ緒しよに野戦病院と化したカフェを出て、破は壊かいを免まぬかれた郵便局の事務室を通って警備室へ向かった。

「本当に……そのまま戦闘を行う気かね？」バロウ神父──まるで自分が夕霧を傷つけた上に、そうさせているというような重い声／重い眼まな差ざし。

「痛いのは消せないって、わかったから」夕霧──これが自分の意志であることを声で／目で／微笑みで伝える。「痛いのは、動くためだって、わかったから。大丈夫です、神父様」

「……そうか」バロウ神父──重い微び笑しよう／少女の意志を汲くんで。

　夕霧は、ふと、この人ならわかってくれるかもしれないと思って、訊いてみることにした。

　訊きたいことは幾いくつもあって、一つは夕霧が見たはずの幽ゆう霊れい少女のことだったが、それについては少し考えるところがあった。というのもあの幽霊少女は、自分がこの世にいることを、誰にも知られたくないから、ああして姿を隠かくしているんじゃないかということ。

　だから幽霊少女のことはそっとしておいて、この神父に最も訊きたいことを訊いた。

「神父様。あの子たちは、何回も転送したり、ずっと転送したままでいられますか？」

「あの子たち？」バロウ神父──怪訝けげん／思案。「……特甲猟兵のことかね？　何回……？」

「地面にいる子は、回数を数えてました。空を飛んでた子は、時間を数えてました」

　はっとなるバロウ神父──そしてすぐに夕霧とは違ちがう言葉でそれを言い当てた。「転送限界を設定していると……？　マスターサーバーの干かん渉しようを防ぐための措そ置ちを──」

　夕霧がじっと見上げる──バロウ神父は、自分にしかできないことが何であるか、よくわかっている人だった。それが神父自身の苦しさでもあったが、目の前の少女や、負傷と孤こ立りつに喘あえぐ人々に、助けの手を差し伸のべることを嫌いやがる人ではなかった。

「すぐに解かい析せきする。君たちＭＰＢと、ＭＳＳの両方に助けを借りて」

　夕霧がこくっとうなずく──自分に付き添そっている必要はないと無言で告げる。

　バロウ神父は足早に技術者たちのいる部屋へ戻もどり、夕霧はそのまま出国エリアへ歩いていった。防備に当たった八名中、六名が負傷──なんとか死者を出さずに中国服たちを撃退した隊員たちのうち、まだ動ける四名がトラップとバリケードを仕し掛かけ直している。

　さんざんに引き裂さかれた免めん税ぜい店てん舗ぽを通り過ぎて、暗い夜の雨を見つめた。

　どうしたら、今の自分が、あの恐おそろしい二人の特甲児童たちを止められるだろう。

　それを考えると、胸の奥がどうしても痛くてたまらなくて、とても怖こわかった。

「……痛いのは消せないから」そっとささやく──窓に映る自分に言い聞かせる。

《消せるよ》

　そのとき、また、あの声がした。

　倉庫で／戦せん闘とうが始まる前の指揮所で聞いた、優やさしい──柔やわらかに澄すんだ声。

《……正しい方法で。きっと……消せるよ》

　夕霧は唐とう突とつに、それがどこから伝わってくるのかを、はっきりと悟さとっていた。

　まさか、そんなところにいるとは思わなかった──誰だれ一人そばにいてくれない場所で。

《……ずっと、そこにいたの？》夕霧の無線通信──しばらく待ったが、答えはない。

　ふと推測──他の人に、居場所を知られることを、恐れているのだろうか。

《……あなたの、お名前は？》質問を変えてみたが、返ってくるのは雨の音ばかりだった。

　夕霧は窓辺から離はなれ、無理に返答を迫せまる気はないことを相手に伝えた。

　そしてそのまま陽炎のいるラウンジの方へ向かったとき──

《太タイ公コン望ワン》

　そう告げる透明な声が、かすかに、脳のう裏りで響ひびいていた。




《相手側との取引は不ふ首しゆ尾びに終わったようだね、ルージュトロワ？　まさかとは思うが、顔見知りの元隊長を相手に、手心を加えてしまったりはしていないだろうね？》

　管制室のモニター──相変わらず嬉き々きとした調子のリヒャルト・トラクル。

「そんな甘さが許される男じゃぁないね。何せ、あたしから左目を奪うばった張本人だ」

　ライフルを担かつぐ女──小さな針が無数に混入したアイスクリームといったシニカルな笑えみ。

《それはそれは。ではそちらの考えを聞かせてくれたまえ》

「まだ〈荷〉には気づかれちゃいない。あの倉庫をたまたま戦闘機の収納場所に選んだんだ。場所を特定できた矢先に、クソ不運だよ。やっぱり、この都市とは相あい性しようが悪いったらないね」

《おやおや。そういえばロートヴィルトも同じジンクスを気にしていたな。ところで、あの倉庫にある戦闘機が、ダミーである可能性は？》

「他に、戦闘機らしきものはどこにもない。あれだけの機体を解体バラす時間はなかったしね。とにかくこっちは〈荷〉を奪い、戦闘機を壊こわし、両方のルートを隠いん蔽ぺいする。〈荷〉は約束通り、あたしたちが報ほう酬しゆうとして頂く。脱だつ出しゆつルートはあんたの分担だ、トラクル」

《心配ご無用だ。洪こう水ずいのお陰かげで計画が大いに狂くるったが、船は無事に手配できた。それより、いまだに犠ぎ脳のう体たい兵器が起動しないのは残念至し極ごくだな》

「あの間ま抜ぬけが特甲児童の一人ごと吹ふっ飛んでくれてりゃずっと楽だった。あれだけの装備を渡わたしてやったのに、しくじるとはね。今度はもっとマシなのを選びな」

《心プロ理フア分イリ析ングの上では最適だった。陸王と秋水の二人がそばにいたので油断したのだろう》

「その二人を食い止めるような武器を、あっちの特甲児童が使うとは聞いてないよ。あれをまたやられたら撤てつ退たいを考えなきゃならなくなる。こっちの兵隊はもう十人もいないんだ」

《彼女らはレベル３を使いこなせてはいない。陸王と秋水の敵ではないさ。兵の数については〈蟲〉が補ってくれるだろう》

「本気であの中国人ヒネーゼどもを操作する気かい？　連中はずるがしこいよ」

《黒ヘイ孩ハ子イツの多くは想像を絶する辛つらい生活を送っている。つまり私の優良なお客だ。くれぐれも転送限界に気をつけるよう陸王と秋水に伝えてくれたまえ。のちほど船の位置を伝えよう》

「〈荷〉を載のせられるだけの船を用意しな。タダ働きはごめんだ」

《時ル・タはン・セ金・ドウな・ラルりジヤン、金ラルはジ人ヤン生・セな・ヴりイ》トラクル──フランス語／お茶目に敬礼／通信アウト。

「しっかり倉庫を見張ってな。船が準備でき次し第だい、仕事をしめるよ」

　管制室で働く武装犯たちに命じてタラップを降りた。

　甘ったるい刺とげをふくんだ笑みを割れ窓へ向ける──闇やみにともるターミナルの灯あかり。

「人生はお宝の山さ……銃じゆうと弾だん丸がんさえあれば」

　刺が毒をにじませるように青い右目を眇すがめる──機械の左目を赤く瞬またたかせる。

「あたしにそう言ったのは、あんたなんだよ……ミハエル」




「えー加減にせんかい秋水、このボケぇ～。ガッタガタうるさいんじゃァ」

　管制塔──薄うす暗ぐらい詰つめ所しよで、ふんぞり返って浴びるように水を飲む陸王。

「そーゆーても、あの虫どもの巣を潰つぶさんことにゃぁーワシらも安心しとれんでよ」

　執しつ拗ようにスプレーを噴ふん霧む中の秋水──そこらからかき集めた消しよう臭しゆう剤ざい／整せい髪はつスプレー／カラー塗と料りようを駆く使しし、椅い子すをひっくり返す／ロッカーを倒たおす／スピーカーを壊す／吹きかけまくる。

「どう安心するゆーんじゃァ」陸王──バカらしげ。

「やつらゴキブリと一いつ緒しよで、死のにおいをまき散らすんじゃ」秋水──必死。「兄ちゃんもダルフールで見たじゃーないかァ。弱った人間に寄ってくるんは蠅はえや蚊かじゃが、ゴキブリどもだけは死ぬ寸前に襲おそってきよる。やつら死に神と一緒じゃ。誰が死ぬんかわかるんじゃ。ゴキブリが寄るゆーことは、そいつから死のにおいが出とるゆーことじゃ」

「ワシらァまだぴんぴん生きとるでよ」

「この虫どもは死のにおいを伝染うつすんじゃァ。ゴキブリが病気ばらまくみとーにのー。どんだけぴんぴんしとっても、この虫にたかられたら生きてゆかれんのんじゃァ。さっきも見たわ。警察ポリの連中も、〈赤いハヤブサ〉の連中も、虫がわいとったやつから死んだんじゃ──」

「やめェーやァッ!!」陸王──ボトルをぶん投げる／秋水のそばで水をまき散らす。「虫なんぞおらんわいやッ！　全部お前の妄もう想そうじゃーゆーとろーがァッ！　お前はダルフールでおかしくなったんじゃ！　ドジって腐くさった死体とゴキブリの海ん中ァ落ちたせいじゃ！」

「やかましーわい！　兄ちゃんかて、どんだけ水飲んどるんじゃホンマぁッ！」秋水──ぎらぎら目を血走らせて椅子を蹴けっ飛ばす。「なんで吐はいてでも飲むんじゃ！　えー加減、飲むのやめーや！　溺おぼれ死にとーゆーんやったら、あっこの河に落ちてこんかいやぁっ！」

「何言ぃよんならァッ！　ダルフールにおって、どえらい喉のどが渇かわくんは普ふ通つうじゃろーが！」

「ここはもうダルフールじゃないんじゃァッ!!」

　秋水の絶ぜつ叫きよう──ふと目を見開く／陸王が投げたボトルが当たった壁かべを見る／歯を剝むく。

「おったぁァー！　巣はここじゃったんかぁァー！　ナイスじゃぁァー兄ちゃんよォ～！」

　濡ぬれた壁に嬉々として両手でスプレーを噴霧──壁が消臭剤と整せい髪はつ剤ざいでべたべたになる。

「……知るッかいや、クソほんまァあ～」陸王──いらいらと新しいボトルの栓せんを開く。

「やれやれじゃ。やぁあっと退治できたでェ～。もー安心してえーよ、兄ちゃん」

「ほーかい……」むすっと水を飲む──げぶっと戻もどしかける──気にせず飲む。

「なー、兄ちゃん」邪じや魔まな椅子やテーブルを蹴飛ばしながら近寄る──陸王のそばの窓辺にどかっと腰こし掛かける。「兄ちゃんは、メットなしでも人殺せるか？」

「別になくてもえーが、どっちゆーたら顔を隠しとったほーが、なんも考えずに殺せるわ」

「あのべっぴんたち、だーれも顔を隠しとらんかったじゃろ？　なんでじゃろーなァ」

「知るかい。メット造ってもらえんかったんじゃーないか」

「死ぬやつの目の中に、おどれの顔が映るんが、気味悪わりぃーと思わんのじゃろーかの」

「知るかァ。だったら、あんならァどっかおかしーんじゃ」

「なー、兄ちゃん。……ワシ、何がしたかったんじゃろ？」

「何がって……おどれ、なんの話しとんのじゃ」

「そやから、あの赤い髪かみのべっぴんや。さっきッから気になって仕方のーてな。浄じよう化かじゃなんじゃァゆーて胸やら尻しりやら触さわらんでも他にしたかったことあるんじゃァーないかァて……」

「あァ？　なんじゃそら。おどれが言ぃ出したこっちゃぞ。他ほかに何せーゆーんじゃァ」

「なんや……話とか」

「意味わからんわ。なーにを話すんじゃ」

「なんでもえーけェ、話したかったんじゃ。ほれ……メットないんかー、とか」

「どーゆーボケじゃそれホンマぁ～」がりがり坊ぼう主ずあ頭たまをかく──手の中でボトルをべこべこ凹へこます。「じゃったら、あいつらァ～バラバラにしたってから息がありゃァ～訊きいてみィや」

「そんなん虫の息じゃったら会話にならんじゃろがァ～もっと普通に話すんがえーんじゃぁ」

「あんだけ相手いびっといて、今さらおどれと普通に話すかいやドアホ。他のにせーや」

「あの赤い髪のべっぴん以外に興味ないわい。あんな根こん性じようあるべっぴん、おらんどォ他に」

「手て遅おくれじゃ。諦あきらめぇーや」

「そーかのぉ……」ぶつぶつ呟つぶやく──スプレー缶かんをいじる。「そーかもしれんのぉ……」

「当たり前じゃっちゅーんや」ぷいと窓を向く──水を飲む。「クソがァ～雨降ると、余計に喉が渇いてしゃぁーないわ～。さっさとやまんかいクソ雨がァ～」

「なぁー……兄ちゃん」

「なんじゃ」

「ワシらぁ……なんで、剣ツルギのやつを、殺してしもーたんじゃろ」

「アホか。あんなバカおかしゅーなったヘタレつれとったらワシらが命取りになるわい」

「確かに、あんなぁ、すっかりおかしゅーなっとったけどなぁ……ふと思い出したんじゃが、喉が渇くんも、虫を見るんも、剣が最初だったんじゃぁーなかったんかいのぉ」

「ほーか？」またガリガリ頭をかく──頭痛がするように額を揉もむ。「思い出せんわ」

「確かそーじゃったわ。喉が渇く、虫が出るゆーてな。ワシらそれがうざくて、あんなぁ、いびっとるうちに、気づいたら殺してしもーたんじゃ」

「……そーじゃったか？」いらいらする──かぶりを振ふる。「よー思い出せんわ。クソが～、そんなん考えとったら喉から血ぃ出そーなほど渇いてしゃぁーなくなるわ」

「なぁ……ワシ思うんじゃ。剣のやつは、ワシらの代わりに背負っとってくれたんじゃぁないんか。喉が渇くんも、虫を見るんも、やつ一人で──」

「だったら、なんだっちゅーんじゃ！」ぎらぎら目が尖とがる──ボトルをぐしゃぐしゃに丸める／足あし下もとが水びたしになる。「手遅れじゃーゆーとろーがぁ。なんもかんも手遅れなんよボケがァ。ワシらを死体とゴキブリの海ん中に置き去りにした軍も国も、ぜぇーんぶ、まとめてぶっ壊こわしたれやァ。そうすりゃァーはァ～喉の渇きも、おどれの虫も消えるわい。それ以外、ワシらがまともに生き延びる方法なんぞ、もう、どっこにもないんじゃあ」




　送電管理室──一帯の電力消費データを片かたっ端ぱしから印刷／プリンターをフル回転。

　パトリックの指示に従い、壁かべにテープで紙を貼はる涼月──〝電力の地図〟が部屋中を埋うめてゆく。極ごく彩さい色しきのグラフ──まるでパーティの準備。あるいは本当にパーティを始めようというように潑はつ剌らつとするパトリック──涼月が事務員の詰つめ所しよで見つけてきたクッキーを齧かじりながら。「ここの公務員は勤勉だ。避ひ難なんする直前まで、通常手順のバックアップを怠おこたっていない。居残る勇気のある警備員がいなかったのも幸いだ。邪魔されずに好きなだけいじり倒たおせる」

「こんなんで本当にわかるのかよ」データの花畑にめまいがする気分。「なんだＭＪって……十ミン八ダー歳ヤ未ーリ満ツヒ禁止？」

「メガジュールだ。一キロワットの装置が千秒間、つまり十六分四十秒間に行う仕事のことで、十八分の五キロワット時に等しい。物理は勉強しなかったのか？」

「……理科は苦手なんだよ」むすっとなる──ふと嫌いやな記き憶おくがよみがえって男の横顔を睨にらんだ。

「そういや……なんで、あたしが受験勉強してるって知ってたんだよ？」

「してるのか？」飄ひよう々ひようと聞き返す──手についたビスケットのかけらを行ぎよう儀ぎ悪くなめる。「そいつはなかなか偉えらいな。忠勤な警察は少ないが、勉べん励れいを好む警察はもっと少ない」

「なんで誉ほめんだよっ」むかむかする──いつまたひどいことを言われるかわからない怖こわさで心が尖る。「誉めてなかったじゃねーかよ、あんたっ。においがするとか言いやがって」

「携けい帯たい電話に出た情報提供者に対して、お前が、劣れつ等とう感かんを丸出しにしたときのことか？」

　ぐさぐさ胸に突つき刺ささることを平然と言われた──反射的にぶん殴なぐってやりたかったが、このときも手が出ず／拳こぶしさえ握にぎれず／むすっとそっぽを向く。「……そーだよ」

「当てずっぽうだ」しゃらっとした顔。「心プロ理フア分イリ析ングの定石をそのまま口にしただけだ。別にお前自身がにおうわけでも、受験勉強が悪いわけでもない」

「……定石？　なんだよそれ。あたしみたいなやつが他にいるってのかよ？」

「自爆テロリストとかな」モニターを見たまま、とんでもないことを言った。

「なっ……なんで、あたしが！　一いつ緒しよにすんなよっ！」怒おこる──それがうわべだけの怒いかりだと自分でわかる──ひどく繊せん細さいなものに触ふれられるのが怖くて心がおののいている。「あ、あたしは世間知らずのお嬢じようちゃんでも、スラムの出でもねーよっ。敬けい虔けんな宗教者でも、とんでもねえ無宗教者でもねーしっ。世の中は嫌きらいだけど、そこまで絶望してねーし……」

「そんな自爆テロリストはいない」パトリック──これまで以上に真面目まじめな調子。「二百年前から自爆テロリストの九十九％は、普通の人間だ。世間知らずの金持ちも、生活に絶望した貧しい人間も、ごく僅わずかしかいない。多くは、そこそこの教育を受け、そこそこの立場を社会で得て、そしてその後、自分が何をしたらいいかわからなくなって闇雲に道を探す人間が、テロ組織やカルト集団や違い法ほうな商業団体にのみこまれ、自分から率そつ先せんして教育されようとする。そして個人的な世間での失敗や劣等感をあがなうすべを求めて、自爆という暴力に走る。我が都市、我が国家、我が民族。そういった決まり文句を言い訳にして、自分では何一つ解決しようともしないまま、自分の心を守って傷つかないですむすべを学んで──な」

「あっ……あたしが……」声が震ふるえる──涙なみだがにじむ／止められない／胸の奥の奥まで男の言葉が痛みとなって突き刺さってくる。「あたしが、そんなっ……」

「そう、お前は違う。だがいつか劣等感と戦うことを放ほう棄きし、ここがお前の都市まちだと言える根こん拠きよもなく、それにしがみつくようになれば、いずれどこかの組織が、お前を便利に使う」

「なっ、なんだよそれ……根拠ってなんだよっ。あんたには、あるってのかよっ──」

　涙がこぼれそうになって顔をそむけたとき──懐ふところで振しん動どう／コール音。

　くそ──いちいち最悪のタイミングでかかってきやがって。

「話の続きは、情報を手に入れてからだ。情報こそが最大の援えん軍ぐんだぞ、黒ブラツク犬ドツグ」

「う……うっせぇっ！」パトリックから背を向けて離はなれる──目め尻じりの涙を拭ぬぐう。

　電話を引っ張り出して通話ボタンを押して耳に当てた途と端たん、急に感情がこみ上げてきた。

「よう……」涙声──口をつぐむ／相手に聞かれなかったことを祈いのったが無む駄だだった。

《あの……あたくしです》かなり気き後おくれした調子。《あたくしというのは鳳・エウリ……》

「わかってる」先ほどよりましな鼻声──なんとかごまかそうとする。「こっちは涼月・ディートリッヒ・シュルツで、さんざん雨の中を走って鼻水垂らしてる最中だ。情報か？」

《え、ええ……》全然ごまかされてませんという感じ。《あの、何かあったのですか……》

「ねーよ」嚙かみつくように返す。「で？　中国人ヒネーゼの男の名前と生年月日は？」

《じきに答えが出せる見込みですっ》急に怒る──ついでに血液型も、と言外に主張するような刺とげ々とげしさ。《重要な情報が判明。一つは、こちらにいる特甲猟兵の一人は、あなたがおっしゃった白シラ露ツユ・ルドルフ・ハース──通つう称しよう〝鳥殺し〟の少年でした》

　ぞくっと首筋が寒くなる／僅かな戦せん闘とうで圧あつ倒とう的な戦力差を見せつけられた相手／回転ノコギリの音よりもその名前の方を、よっぽど怖がっている自分を自覚させられる。

「……よく生きてたな、お前」素す直なおに感心。

《当然です！》意地を張る声──相手も同じように怖がっているのを感じた。《また、そちらとこちらの戦闘データを解かい析せきした結果、敵の特甲猟兵の転送限界が確実となりました》

「転送……限界？」

《彼らには、特甲転送の時間や回数に制限があるのです。マスターサーバーの干かん渉しようを防ぐ上で避さけられない欠点であるとのこと。それを突けば、あたくしたちにも勝機が生まれます》

　だから一緒に頑がん張ばりましょう、という優等生的な態度にむっとなる──ちょっと我が慢まんする。

「よし。連中が時間切れになるまで、とことんやり合ってやるさ。他ほかには？」

《もう一つは〈荷〉についてです》御お礼れいくらい言いなさいよ、と半ば諦あきらめたような、不満そうな口調。《そちらの空港に〈荷〉を送った人物こそアロイス・ブルナーの子孫である可能性が濃のう厚こうで、プリンチップ社のエージェントがどちらの男であるかを示す、有力な証しよう拠こになると思われます。またそれに関し、戦闘機の航空ルートが重要になるでしょう》

　天気予報みたいに推測だらけだな──と返しかけてやめる。「……どういうことだ？」

《つまり〈荷〉と戦闘機が、同じルートを通ってきた可能性があるのです。戦争を隠かくれ蓑みのにした、武器密輸や資金洗せん浄じようといった違い法ほう行こう為いのためのルートです。中国人のパイロットは、いわばそのルートを国際社会に知らしめようとした内部告発者ではないでしょうか。そしてそちらの武装集団の真の狙ねらいは、そのルートを隠すことなのでは──》

「お前すごいな」ぽろっと言葉がこぼれた。

《え？　え……？》なんかやたら動どう揺ようした声。《な、なにがですか……？》

「なにって……」なんだろう──なんでこんなこと言うんだろうと自問しつつ言った。「よく、そんなこと思いつけるな。あたしは、さっぱりだ」

《べっ……別に、あたくし一人の考えではなく、各員の情報を総合しただけですっ》むきになる──やたら生き真面目まじめに。《つ……つまり、あたくしが言いたいのは、国際的な違法ルートが関係するなら、戦闘機の航空データもまた国UN連O-都CI市TYでの戦犯法廷を左右するものとなります。ですからパイロットと同じく、戦闘機も守るべきなのです》

　──お前はなんのために都市を守るんだ？　ふとそう訊ききたくなった。

　そうするだけの理由が、ちゃんとお前の中にあるのか？　きっと、あるんだろうと思った。

　いきなりまた涙がにじむ──くそ、これ以上、みっともない声を伝えてたまるか。

「わかった。こっちは女パイロットを追っかけてるところだ。戦闘機も一いつ緒しよに守ってやる」

《あの……》心配そうな声。《もしかして……泣いているのですか……？》

「バーカ」精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張る──皮肉で返す。「そんなヒマあるか。こっちは洪こう水ずいで溺おぼれかけたんだ。泣きべそかいてんのはそっちだろ、おフロ嬢イラ様イン」

《なっ……？》妙みようにうろたえた声が返ってくる。《な、なんでっ……》

「そっちも国連ビルが沈しずまねーうちに、もっと情報よこせ。じゃーな」

　そのまま通話を切りかける──ふと自然に感謝の言葉が口をついて出る。

「お前の情報でこっちがヘマをせずにすむかもだ。ありがとうな、泣き虫お嬢様」

　なんかしっくりくる呼び方──と思いながら通話オフに──電話を懐ふところに入れる。

　振ふり返る──パトリックがこちらを見ていることに気づいて、ぎくっとなる。

「な……なんだよ」また何か手痛いことを言われるのかと身構える──睨にらむ。

「やっと情報提供者に感謝の気持ちを言えたな。お前が大人になったご褒ほう美びだ。きちんと上官に報告した後で、煙草たばこをもう一本と、そいつを吸い終わるまでの間だけ、とっておきの話を聞かせてやる。この俺が初めて、自分はアメリカ国民なのだと知ったときの話だ」




　　　　弐に




　青い防水布で覆おおわれたはりぼて──〝偽にせの戦闘機〟が鎮ちん座ざするターミナル脇わきの貨物倉庫。

　バリケードで封ふう鎖さされた一角──冷蔵コンテナが集積される冷え冷えとしたそこに、収容可能だった十七名の、〈特憲コブラ〉やＭＰＢや軍の人員の遺体が、毛布に包まれて横たわっている。

　遺体の列をじっと見つめている〈特憲コブラ〉の隊長フランク・ヴァルター──右手にライフル／頭に包帯／左ひだり腕うでに包帯／痛つう憤ふんを隠した無表情な目。

　一帯の地形を確かめに来たミハエル──背後から声をかける。「俺の責任だ、フランク」

「いや。お前の判断が正しかった証拠だ、ミハエル」遺体を見つめたまま返す。「先制攻こう撃げきを仕し掛かけたからこそ、これだけの死者ですんだ……。さもなければ軍用機体をたやすく破は壊かいするあの敵に攻せめ込まれ、ここは一いつ般ぱん人の死体で埋うめ尽つくされていただろう」

「……内務大臣はなんと？」

「息子むすこの無事を喜んでいる。パイロットと戦せん闘とう機きは放棄して、一般人を守れとのことだ」

　真顔でうなずくミハエル。「大した親子愛だ。敵に捕とらわれたままでなくて心底ほっとする。だが実際、パイロットはうちの隊員が追っているが、一般人と戦闘機は、そろそろ天てん秤びんにかけねばならん。今の俺たちに両方を守れる力はない。戦闘機はどこにある、フランク？」

「わからんのか？　痛快だな。お前ですら見つけられんなら、敵も発見できん」

「隠し通せるか？　ここを戦場にしている間、なんとかして一般人を地下から脱だつ出しゆつさせる以外にない。途と中ちゆうで、敵に戦闘機が発見されても、それを守れはせんだろう」

「発見された場合、好きに破壊させて、その隙すきに一般人を逃にがせ。〈特憲コブラ〉は最後まで戦う。お前が内務大臣の息子を家まで送れ。それで俺たちの辞職が、左さ遷せんで済むかもしれん」

「現場の指揮を執とったのは俺だ、フランク」

「だがここは俺たちの管かん轄かつだ。管かん制せい塔とうばかりか、国際Ａ航空交Ｆ通情報Ｔ中継シＡステムＸをのっとられ、百箇か国こく以上の一万数千もの空港に、馬ば鹿かげた兵器商人のプロパガンダを流し込まれた。テレビやネットとは比ひ較かくにならん衝しよう撃げきだ。今すぐ世界中の空港でテロが発生するかのような言葉が流れたんだからな。大半の空港がパニックに陥おちいり、各国で死傷者すら出た。そんな事態が、この国の、この都市の、この空港で起こったんだ。俺たちが、ただで済むわけはない」

「お前たち特とく殊しゆ部隊は、やれるだけのことをやったし、今もやろうとしている」

「だが、お前にも何が起こるかわかるはずだ。今いま頃ごろ、内務大臣は生いけ贄にえを探している。この事件の責任を取らせる者を選んでいる。隊員のミスが調査され、犯人よりも早く裁判にかけられる。俺の上司は失敗を責められ、あるいはでっち上げられ、治安組織の人間であるにもかかわらず刑務所に送られる。マスコミはこの国と〈特憲コブラ〉の権けん威いを失しつ墜ついさせる。それを回復するため、ろくでもない手を内務省が打つ。そして優ゆう秀しゆうだった隊員たちは辞職後、一年か二年は再び就職することを禁止され、酒や麻ま薬やくに走り、身を持ち崩くずす」

「いいや、フランク。ＭＰＢは、そうした有望株が自分から腐くさっていくなんてことを放置しない。殉じゆん職しよく者しやたちの墓を便所代わりにする内務省のぼんくらどもから救う手だてはある」

「露ろ骨こつなことを言うなよ、ミハエル。内務省からにらまれた組織に未来はない」

「内務省は知っているさ。俺もまた身を持ち崩した一人で、ＭＰＢに拾われた後の一年は、銃じゆうの携けい帯たい許可も下りず、毎日毎日、装そう甲こう車の掃そう除じをさせられて過ごしてたってことはな」

「落ちるところまで落ちたって響ひびきがするな、うん？　俺にもそうしろと言うのか？」

「これから乗り切ろうとしている事態を考えれば、少しのガッツで事足りる。ときどき装甲車の床ゆかに誰だれかが小便を垂れて、〝軍の脱だつ落らく者しやミハエルなにがしは臭くさいのがお好き〟と落書きされてるなんてこともあるが、喜んでその床をぴかぴかに磨みがけばいいだけのことだ」

　フランクの顔に笑えみが浮うかぶ──こらえる──こらえきれず噴ふき出す。

「そいつはまったく、とことん落ちるところまで落ちたって感じだな、ミハエル？」

「いいや、まったく、大したことないって感じだ。何しろ僅わずか数キロ先では支し援えん部隊の大軍が勢せい揃ぞろいしてるというのに、今ここの弾だん薬やくは、どれほど数え直しても、あと一度の戦闘が限界ときている。それに比べれば、天国とは言わないが、平へい穏おんで安らかな一日だ」

「俺は〈特憲コブラ〉として責任を取らなければならん」

「責任感が強く、一年か二年の下働きに耐たえられる人材は、ＭＰＢでは重宝される」

　お互たがいにろくに目も合わさないくせに、やけに親密な雰ふん囲い気き。

　どうにも入っていけない陽炎──敵や狙そ撃げき地点や二人の趣しゆ味みなどについてミハエルと語らえると踏ふんで、一いつ緒しよに倉庫までやって来たものの、先ほどから、ぽつねんと盗ぬすみ聞き。

　そうなんだ、いじめられてたんだ、それでも中隊長になったんだ、ミハエル偉えらい──などと感心しつつも、自分に言ってくれてるわけじゃないのが寂さびしくて、その場を離り脱だつ。

　本来、一番そばにいてあげるべき相手は負傷した夕霧なのだが、現在、二階ロビーで銀行の壁かべを相手に、真しん剣けんにワイヤー・ソングを考案中──つまり、特甲猟兵との戦闘を想定した、夕霧なりの演習中であり、陽炎は役に立たず。仕方なく手持ちぶさたをごまかすように、コンテナの群と、シルクロードなみに長大なベルトコンベアーの迷めい路ろを散策。

　バリケード作りに余念のない隊員たちを眺ながめる／はりぼての戦闘機を眺める／死体置き場と化した冷蔵貨物の区画を、ぞっとしながら眺め、ふと祈りのマークがついた扉とびらを見つける。

　空港によくある宗教者のための祈プりレイの・部ルー屋ムのマーク──各国の宗教のシンボルの集合体。

　え？　なに？　なんでこんなとこに？　貨物倉庫でしょ、ここ？　誰が祈るの？

　好こう奇き心しんと怖こわいもの見たさで歩み寄る──扉の脇わきに、受取証のファイル。

　世界中から何かが送られてきている──たまたまめくったファイルに、ぎくっとなった。

　スーダン共和国ダルフール地方から──奴ど隷れい売買で名高いギニア湾わんを経由。

　そこからさらにイタリアを経由して、この国のこの空港に、何かが送られたらしい。

　バール・エル・ガザル──アフリカのどこかの地名。そこにある何かの採さい掘くつ場の会社だかＮＰＯの名前だかが列挙されており、その統とう括かつ管理者が、大量の荷を送ったとある。

　荷の表記があまりに意味不明なのでじっと見つめる──それから、にわかに合が点てん。

　ファイルを握にぎったまま、扉の鍵かぎを外して、横へ引く──がらがら重い音とともに開く。

　やたらと広い──冷気──電気の唸うなり──手て探さぐりで灯あかりをつけた。

　蛍けい光こう灯とうの真っ白い光の下で、宗教のシンボル入りのコンテナと、棺かん桶おけの列があらわれた。

　うわっ──やっぱり──ここは本当の、死体置き場だ。

　世界各地で亡なくなったオーストリア人たちが、冷たい箱の中に入れられて帰国したのだ。

　そして遺族が引き取るまで──あるいは墓地へ送られるまで、ここで仮眠しているのだ。

　やれやれ──これから熾し烈れつな銃撃戦が始まるというときに、なんてものを見させるんだ。

　自分から覗のぞいたくせに、げんなりして後ずさる──いきなり手からファイルを奪うばわれる。

「ほう。故郷での埋まい葬そうを願う死者の他ほかに、研究用の献けん体たいまであるらしいぞ」

　ミハエル──しげしげとファイルを見つめる／にやっと渋しぶい笑みを陽炎に向ける。

「まったく、お前ときたら実に大したやつだな、スシナヤルイフシパユツーツエ」

「え？」陽炎──咄とつ嗟さについていけず／もっと誉ほめてーと叫さけぶ心を抑よく制せい。「何がでしょうか？」

「そもそもハイジャック事件で、武器を満まん載さいした正体不明のコンテナが紛まぎれ込んでいたことがダミーだったわけだ。お陰かげで今の今まで俺というぼんくらの目は完全にふさがれていたが、今、お前が開いてくれた。敵が、なぜこの倉庫に戦せん闘とう機きがあると知りながら徹てつ底てい的な破は壊かいを敢かん行こうせず、むしろ俺と取引をしようなんて考えたか、これでわかった。つまり、連中が欲しがる〈荷〉は、この倉庫にあって、そしてこいつが、そうかもしれんということさ」




　くわえ煙草たばこの涼月──その火を大人につけてもらったという、気き後おくれ／気分の良さ。

　モニターに映る電力データ／印刷されるグラフ──そして静かに響く、パトリックの声。

「俺には親友ダチがいてな。同じ下町で生まれ育った、気の合う悪友であり相棒だ。ある日、そいつと一緒に企たくらんだ万引きがあっさりバレて、学校と裁判所から一定期間ボランティアを命令された。で、近所に住んでた爺じいさんの世話をしたんだが、その爺さん、実は大した冒ぼう険けんの経験者だった。何しろ〈アーカンソー事件〉の生き証人だったんだからな」

「……アーカンソー？」それが地名であることすら知らない涼月──怪訝けげん。「つーか……万引きって、なに盗もうとしたんだよ」

　すました顔。「バイクのパーツと、マーケットのレジに飾かざってあったエプレロイメ本イトだ。どちらも俺たちが買うには、あと五年は待たなけりゃならなかった。つまり早熟だったんだな」

「あー、そ」呆あきれる。「……で？　アーカンソーがどうしたって？」

「知らんようだから教えてやるとだ。アーカンソー州という、昔は黒人奴隷がわんさかいた保守的な州でな。その州都であるリトルロックで、一九五七年九月四日、州兵が出動し、セントラル・ハイスクールという名の高校を封ふう鎖さした」

「……学校？　テロでも起こったのか？」

「テロ以上の衝撃をもたらすものが起こったのさ。何しろ連れん邦ぽう裁判所が、『学校での人種差別は違い法ほうである』という、どえらい結論を出したんだからな」

「あー……」ついていけずに眉まゆをひそめる。「……普ふ通つうじゃねーの、それ？」

「だが当時のリトルロックじゃ普通じゃなかった。それどころかアメリカの保守派にとっては、とんでもないことだった。当時の州知事は、九人の黒人生徒の入学を阻止するために州兵を出動させ、数百人の群衆とともに校門に立ちはだかった。そして一人の黒人女生徒が群衆にリンチに遭あいそうになったとき、その光景に我が慢まんできなかったニューヨーク・タイムズの記者が、ジャーナリストとしての自分の仕事を投げ出し、女生徒を助けた代わりに、自分がリンチに遭った。州兵は騒さわぎを止めようともしなかった。その様子は全米に報道された」

　涼月──一言も口を挟はさめず。学校に行かせてもらえないということが自分のことのように迫せまった。怒いかりが湧わきあがった。そんな社会も国もくそくらえだという気持ちで心が尖とがった。

「州知事は、連邦裁判所の決定にあくまで対たい抗こうし、州兵に学校を守らせた。『黒人野や郎ろうを学校に入れるな』と叫ぶ群衆の姿が、全米で議論を沸ふつ騰とうさせた。あらゆる学校が新学期を迎むかえていた。リトルロックは是ぜか非ひか？　白人と黒人を別々の学校に通わせるのは人種差別であり、合衆国憲法の精神に反するとした連邦裁判所の決定は正しかったのか？　何百万語という言葉が費ついやされ、全米から大統領に投書が殺さつ到とうした。全すべては大統領の考え次し第だいだった。誰だれもが大統領の決断を待っていた。そして、一九五七年九月二十五日──一つの命令が下された」

　パトリックが作業の手を止めもせずこちらを向く──びっくりするほど誇ほこらしげな笑み。

「アイゼンハワー大統領は、九人の子供たちを守るために連邦軍の派は遣けんを決定した。俺と親友ダチは、爺さんからドキュメンタリーのビデオを見せられてな。いやはや！　あんなどえらいものは他に見たことがなかった。子供たちを守るため、連邦軍の兵士をどっさり乗せたトラックの行列が続々と到とう着ちやくするなんてのはな。州兵を完全に支配下に置き、登校する黒人生徒たちを護衛するため軍と合流した第一〇一空くう挺てい師し団だんは、子供の俺にとって、まさしくヒーローだった」

　涼月──煙草の煙けむりの向こうに、その光景が立ち上る気がして、ほんの少し、ぞくぞくした。

　もしそれが自分の国だったら──けっこう感動していたかもしれない、と想おもった。

「アメリカが五十年代という過去を捨て、六十年代という未来へ向かうための事件だった。あの、真に誇るべき光景によって、俺と親友ダチは知ったんだ。ここはアメリカだ。俺はアメリカ国民だ。その誇りはアーカンソーの片田舎の貧乏な俺たちの家にもみなぎっていると。で、俺と親友ダチは子供らしく、互たがいに誇りあるアメリカ人になることを誓ちかった。ついでに万引きはもうしないことを誓い、せっせとボランティアに励はげんだ。そしてそのご褒ほう美びに、爺さんから、彼が昔乗ってたオンボロバイクと、彼がせっせと溜ため込んでいた二十年分もの貴重な蔵書であるプレイメイトの山をいただいたわけだ。煙草たばこは吸い終わったか？」

　話に聞き入っていたせいで、まだ三分の一ほど残っているそれを掲かかげてみせる。

「じゃあ特別だ。俺について訊ききたいことは教えてやる」

　ふーっと煙を吐はき、それを口にした。「……で、ＣＩＡに入った？」

　顔色一つ変えない。「海兵隊に入るには根こん性じようが足りず、ＦＢＩに入るには我慢が足りず、情報工学なんてものを学ぶ程度にはずるがしこかったせいでスカウトされた。お陰かげで家族にも本当の職業を言えん。ちなみに親友ダチはＦＢＩで人ひと質じち救出部隊にも任命された大した男さ」自分のことのように誇らしげ──秘密を共有するように。「やつも俺の本職は知らん。やつのまっとうな働きを知るたび俺はまだまだだと教えられる。しかしよく俺の雇やとい主を言い当てたな？」

「電話の相手が、教えてくれた」涼月──なんとなくフェアじゃない気がしてそれを告げた。

「面めん倒どうごとを企んでるかもしれないから気をつけろってさ」

「無理もない。過去に、ろくでなしが迷めい惑わくをかけている。本来、出世などという考え方はありえないうちの組織で、誰よりも出世しようとした、たわけ者がな」

「世界中に迷惑かけてんじゃねーの？」ぼそっと返す。

「アメリカは常に、『建国の夢』を持つ者を支し援えんしてしまう。イスラエル、ソマリア、クウェート、イラク、クルド。それがアメリカの存在意義であり、逃にげられない善行であり、悪行だ」

「……〈キャラバン〉って、あんたらが作ったんだろ？」どんどん声が尖る。

「とある、馬鹿でかい国を作るために必要だった。俺も創設に関かかわった。悪徳の固まりのような武器商人に奪うばわれたのは、残念としかいいようがない」

「どうせ、自分たちに都合のいい国を作ろうとしてたんだろ」

「自由と民主主義の国をな」

「そんなの、てめーらが勝手に決めたことじゃねーか」

「そうだ」パトリック──狂きよう信しん的でも強きよう硬こう的でもない、ひどく静かな目／顔──声。「アメリカは人種差別という名の巨きよ大だいな劣れつ等とう感かんと戦い続けてきた。そして膨ぼう大だいな労力と金と人材を費やし、〝差別から世界を救う方法〟を本気で作り出そうとした唯ゆい一いつの国家だ。そのアメリカの〝善〟すら絶対的ではなく、いまだ万ばん人にんを救えはしない。だが、ありとあらゆる試行錯さく誤ごと失敗を繰くり返してなお挑いどみ続ける、〝世界最さい先せん端たんの善〟であることは確かだ」

　不ふ撓とう不ふ屈くつの見本のような男の、その疑いなく誇りに満ちた態度は、いったいどこから生まれるのだろう──感心するというより不思議になりながら、なおも訊いた。

「……じゃ、そのアメリカが間ま違ちがったら、誰が止めるんだよ」

「尻ワグ尾・がザ犬・をド振ツるグ、だ」

「ワグ……え？」

「巨大な国家という存在を前にすれば、俺も俺の雇い主も、さしずめ、犬が振る尻尾しつぽの毛先にすぎん。だが、我々が得た情報、作り出された状じよう況きよう、用意された計画、遂すい行こうされた作戦によっては、犬の方が尻尾の考えに従う。ワシントンの政治家どもすら、無視はできん」

「尻尾が……犬を止めるっての……？」

「そのために俺たちがいる」断固とした口調──巨大な歯車の一部になりながらも、自分よりも遥はるかに大きなものを、たった一人ででも動かそうとする男の声。「我々は死ねば星になる。比ひ喩ゆではなく、死ねばリストから抹まつ消しようされ、〈死者の名めい簿ぼ〉に星のしるしが一つ加えられる。名前も性別も人種も記き載さいされない。ただ星のしるしの数だけ、理想があり任務があり成功があり失敗があったことを告げる。完全な名無しゼロ部隊──充じゆう実じつした無名の列。それがＣＩＡだ」

「そんなの……お先真っ暗の仕事って感じするけど……」

「人生は暗闇の中の光だ。無名の死者たちの墓標は光に満ちている。殉じゆん教きよう者しやなんて言葉を使うまでもない。あらゆる国のあらゆる無名の人々の生しよう涯がいこそ、真に尊重すべきものだ」

「とか言って……どーせ、さんざん、あくどいことやってんだろ」

　にやっと笑う。「お前の想像もつかんことをな」

　眉まゆをひそめる。「……自じ慢まんすんじゃねーよ」

「答えを求められたから話しただけだ。よし。今度はお前の話を聞きたいところだ」

「別に……」うつむく──とっくに吸い終わっていた吸い殻がらを灰皿に放ほうり込む。「なんにもねーんだよ……あたしには、人に胸張って説明できることなんて……」

　顔に傷のある少女の微び笑しようが脳のう裏りをよぎる──輝かがやく羽を翻ひるがえして。あの少女なら、きっと、立派なことを言うだろうと思った。しっかりと胸を張って──なんの気き後おくれもなく。

　また涙なみだがにじみそうになりながら、しいて顔を上げた。嚙かみつくように言った。

「ちくしょうッ、どうしたら消せるってんだ。あんたの言う、臭い劣等感ってやつをッ」

「さて」煙草とライターをポッケに放り込む──印刷された紙に、さらさらとペンを走らせる。「自分のふがいなさを他人のせいにするな。人生はこんなものだと決めつけるな。心に抱いだいたものを信じて前キーへプ・進ムーみビング続・フけオワろード。どれほどの挫ざ折せつの中でも──真ストっレ直ートぐ・フ前オワへード。お前が誰よりも胸を張って自慢できる、その大人顔負けのガッツがあれば可能なことだ」

「そんなの……くそっ。そんなの……あたしはただ、思い切りぶん殴なぐれるものが欲しいだけだよッ。あんたみたいに上等なごたくなんて並べられねーんだよッ」

「それが仕事なら迷わず務めろ、戦ウオいーの・ド犬ツグ。お前が何者か、そいつが教えてくれるまでな。そして、ひとまずこの事件を乗り切った後で、受験勉強にいそしむのも悪くない。俺も教科書を買って家に帰り、取り損そこねた情報工学の資格を取るとしよう」

　紙を差し出す──推測された建物／部屋／座標──地下水道の管理施し設せつ。

「お前はここに向かえ。俺は武器を手に入れる。電力消費に面おも白しろいものが浮うかび上がった。上手うまく手に入れられれば、連中に手痛い一いち撃げきを加えてやることができる」

　紙を受け取る──急に心細さに襲おそわれる。「……あたし一人かよ」

　さっさと部屋を出て行く。「俺もすぐに合流する。心配いらん」

「心配なんか……」後を追う──不安がこぼれる。「……さっさと来いよな」

「可Ａ能．なＳ限．りＡの．早Ｐさ．でな」まさしく本場の発音──言葉の一つ一つに信しん頼らいに値あたいする響ひびきを感じる。そして警備室から雨あま合がつ羽ぱとハンドライトを引っ張り出し、一つを涼月に放った。「お前も迅じん速そくに行動しろ。忘れるな。お前の助けを待っている者がいるということを」

　そう言って雨合羽をまといながら雨の中へ走り出していく──すぐに見えなくなる。

　涼月──紙を見る／脳内チップで位置とルートを確かく認にん／這はい寄ってくる不安を振り払はらう。

　紙を懐ふところにしまう──雨合羽を着る──両手で思いっきりほっぺたを叩たたく。

　やってやる。女パイロットを助けて、敵をぶっ潰つぶすまで──あのアーカンソー男が仰ぎよう天てんして腰こしを抜ぬかし、びびってこの自分に敬服するくらいに、とことんこの拳を振り回してやる。

　そして──仲間のもとへ戻もどる。レベル３を使った陽炎──負傷した夕霧──二人のもとへ。

　可Ａ能．なＳ限．りＡの．早Ｐさ．で──胸を張って。

　雨の中へ駆かけ出し、ごうごう轟とどろく水の音にびくつく自分を押さえつけ、真っ暗な地下水道へハンドライト一つで入って行った。激流がトンネル中に死の音を鳴り響かせ、通路から落ちることを恐おそれて強こわ張ばる足を叱しつ咤たし、示された場所へ迅速に近づいていった。あの男がしたように分ぶん岐き点で座標を確かめ、あの男がしたように文句一つなくクソ狭せまいダクトに潜もぐり込み、あの男がしたように這って、這って、這い進んで──そして、いきなり、それに出くわしていた。

　古い浄じよう水すい施し設せつ──複数のトンネルが集まる空間──古びたポンプがそびえる場所で。

　煌こう々こうとした照明の下に、二十人近い中国服たちが、ひしめいていた。

　そしてそこで、女パイロットを裸はだかにして鎖くさりで吊つるし、よってたかって、切り刻んでいた。




　ミハエルの指示──全部で十七の棺ひつぎが、二台のトラックに巧こう妙みように積み上げられてゆく。

　蓋ふたを釘くぎ付づけされた棺──うち二つを空に＝中身を倉庫の床ゆかにぶちまける。

　陽炎が思わず生なま唾つばを飲むほどの量の、乳白色をした石ころの山──ダイヤモンドの原石。

「黒シユヴ犬アルツの報告にあった、ナチの子孫が送ったという〈荷〉だ」とミハエル。

　ＭＰＢ隊員／特とく殊しゆ部隊員／軍人たち──主立った面々が、一様に厳しい顔つきになる。

「話に聞く、〝血ブラまデみイれ・のダイダヤイモヤンド〟か……」歩兵連隊小隊長──不快そうに。

「この空港が、流通ルートの一つだったとはな」〈特憲コブラ〉の隊長フランク──忸じく怩じ。

「……血まみれブラデイ？」英語──思わず血の痕あとを探す陽炎。

「人権監かん視し団体の一つがそう呼んだのが始まりだ」ミハエルの注ちゆう釈しやく。「武器を満まん載さいしたコンテナはダミーだった。連中の目的は武器ではなく、その代金の回収だったわけだ」

　陽炎──仰天。「これほどの額の武器がどこかに売られたというのですか？」

「アフリカだ。よく覚えておけ、スシナヤルイフシパユツーツエ。こいつはほんの一部に過ぎない。この十七個の棺かん桶おけの中身だけで、数千万ユーロはするだろう。だが全体の数％にも満たない」

「アフリカ？」陽炎──ますます仰天。「テロリストが買うんですか？」

「政府軍にゲリラに自警団に民間人、ありとあらゆる人間だ。特にロシア製の自動小しよう銃じゆうはティーンエイジャーにも容易に使用できるため、一家に一つは揃そろえておこうっていう地域もある」

「……家電製品扱あつかいですね」陽炎──驚おどろきを通り越こして呆あきれる。

「きっかけはソ連崩ほう壊かいだと聞く」歩兵連隊小隊長──唾つばを吐はくように。「独立を望む国々に、武器の密売人たちが大挙して押し寄せた……。そして、ソ連崩壊の混乱で給料が払われず、困こん窮きゆうに喘あえいでいた軍人たちに、大量の武器を横流しさせたのだと」

「五百億ユーロほどな」ミハエル──歴史を語る重い声。「拳けん銃じゆう、機銃、地じ雷らい、ミサイル、対戦車砲ほう、装そう甲こう車、戦車、軍用ヘリまで──僅わずか数年で、巨きよ額がくの武器がアフリカ諸国の隅すみ々ずみにまで行き渡わたった。先進国でパソコンが普ふ及きゆうした何十倍もの速度で、銃火と死が広がった。その代価として、象牙ぞうげ、コバルト、石油資源などが、先進諸国を豊かにした。中でも武器密売の共通貨か幣へいとなったのが、僅かな量で高い価値を持つ──ダイヤモンドだ」

「犯罪は犯罪を呼ぶ」と〈特憲コブラ〉の隊長フランク。「二十世紀の終わりに、数百億ユーロという金の流れが、武器とダイヤによって生まれた……。そしてその流れが、汚よごれた金を洗う、国際的な資金洗せん浄じようのルートと一体化し、さらに歯止めが利きかなくなった」

　ミハエル──ブーツの底で石の山を踏ふみつける。「そうして武器とダイヤは、あらゆるシンジケート、あらゆる政治取引、あらゆる紛ふん争そうの、巨きよ大だいな根源の一いつ端たんとなった。紛争という火にくべられる武器という薪まきの代価……アフリカ諸国の何百万人もの血によって輝かがやくしろものだ」

　陽炎──男たちの怒いかりにちょっと圧あつ倒とうされつつ現実的な質問。「……なぜ棺桶に？」

　にやりと笑えむミハエル──ファイルの束をひらひらさせて。「本来、この棺に入っているはずの死人の職業は、ボランティアに外国人ガイドに通訳。フットボールの親善チームなんてのまでいる。要するに多くは、国際法に違い反はんした軍事行動で金を稼かせぐ連中──傭よう兵へいだ」

　フランクが、じろりとミハエルを見る。「本人の遺体は？」

「そういう連中の最さい期ごは、獣けものと蠅はえとバクテリアの餌えさと相場が決まっている。何しろ誰だれも、そいつの本名すら知らない場合が多いからな。そういう帰る場所のない死者は、絶好の隠かくれ蓑みのになる。何一つでっち上げずとも、そいつがこの社会にいたことは事実なんだからな」

　フランク──呆れ顔。「ずいぶん詳しいんだな？」

「なに。昔、聞きかじったことがあるだけさ」

　そしてそこで陽炎が、自分でも恐ろしくなるほど、きわめて自然に、口にしていた。

「ライフルを担いで世界旅行をしていたときに？」

　男たちがぎょっとなった。何より陽炎自身が、ぎょっとなっていた。

　まさか、この自分がミハエルの過去に、こんな風に踏み込むなんて思ってもいなかった。

　自分自身に絶句する陽炎──フォロー不可能です、と周りの男たちの顔が告げている。

「そうだ」ミハエル──いつもの、口の端はしをほんのちょっとだけ上げる渋しぶい笑みで、陽炎に対して、そのことを初めて肯こう定ていしていた。「それよりもっと役に立つことも学んだ。アフリカでは密輸品である象牙などを発見した場合、どうやって処理するか知っているか？」

「いえ……」陽炎──遠えん慮りよがち／もじもじ。

《中隊長。敵が地下通路の移動を開始》通信──ミハエルの腰こしのトランシーバー＝すぐさま応答。「よし。人数と武装は？」

《監視カメラの映像を見る限り六名──フル装備です。白人女性は見当たりません》

「既すでに移動したはずだ。一いつ般ぱん人と負傷者を地下通路へ誘ゆう導どう。ただちに戦せん闘とう準備だ」

《了解ヤー！》通信アウト──ミハエルが男たちを振ふり返る。「予想通り、敵が管かん制せい塔とうを放ほう棄き。ここに攻せめ込む気だ。技術者たちは、地下道の通信車両に移した。敵の狙ねらいが戦闘機の破は壊かいだけでなく、〈荷〉の回収であると読めた時点で、効果的な迎げい撃げきが可能となった。何しろ〈荷〉は我々の手にあり、戦闘機ときたら、いまだ行方知れずだ」

「痛快だな」それを知っているはずのフランク──にやにや笑い。「こちらも敵に合わせてターミナルを放棄。この倉庫に罠わなを仕し掛かけ、敵を迎むかえ撃うつ。その間に、敵がいなくなった管制エリアから、空港の外へ、一般人と負傷者を逃にがす──それでいいな、ミハエル？」

「いいや。そののち我々も生きて家に帰る。その点を忘れるな」ミハエル──棺ひつぎの蓋ふたを手に取る。「マジックの仕掛けは上々だ。やつらに一いつ杯ぱい食わせるとしよう。やれるか、陽炎？」

「ぞっとしませんが」陽炎──失言を受け入れてくれたミハエルに感謝の念が湧わく／自然な微び笑しようが浮うかぶ／期待された答えを告げる。「私と私のライフル、ともに問題ありません」

　うなずくミハエル──厳格な表情／だがどこか、これまで以上の信しん頼らいをにじませて。

「いよいよ第三ラウンドだ。最後に立っているのはどちらか、やつらに教え込んでやるぞ」




　援えん護ごを待つべきだった──パトリックが武器を用意してやってくるのを待つべきだった。

　たった一人であの全すべてを潰つぶすなんて。二十人近い中国服を相手に──あの女パイロットを救いながら、守りながら、それをしてのけるなんて──無理に決まってる。

「醮チヤオ──！　醮チヤオ──！　醮チヤオ──！」中国服たち──すさまじいまでの熱ねつ狂きよう。

　通風口の格こう子しの向こう──旧式の浄じよう水すいポンプが、まるで祭さい壇だんのように見える。

　その脇わき──三人の灰色の中国服／交差する蛇じや腹ばらの腕うで／その上──紅白のチャイナドレスを着た、真っ白い髪かみをした娘むすめが、朱あかく塗ぬられた蛇腹の四し肢しを、いやに婀あ娜だっぽく蠢うごめかせている。

　ポンプに両手を鎖くさりで吊つるされた女パイロット──服は全て切り裂さかれ、背も腹も腕も足も、格子状の切り傷だらけだ。中国服たちの鋭するどい爪つめの仕し業わざ──ぱっくりと肉が見えるくらいの傷。

「醮チヤオ──！　醮チヤオ──！　醮チヤオ──！」

　青い中国服の男が、黄色い中国服たちに命じて、女の体を切らせていた。そして青い中国服の男が、どういう順番かは知らないが、女の背や腹や手足から、格子状に切られた皮ひ膚ふを、シールでも剝はがすみたいに、一枚一枚、引き剝がしていた。

　女のくぐもった絶ぜつ叫きよう＝舌を嚙かまないための猿さるぐつわ──中国服たちの馬ば鹿か騒さわぎ。

「醮チヤオ──！　醮チヤオ──！　醮チヤオ──！」

　そして赤い中国服の男たちが、四角い、小さな皮膚の切れっ端はしを青い中国服から受け取ると、チャイナドレスの娘に近寄り、朱く塗られた蛇腹の腕に、一枚ずつ丁てい寧ねいに張りつけていた。

　まるでそうすれば、その機械仕掛けの腕が、本物の、生身の腕になるとでもいうように。

「醮チヤオ──！　醮チヤオ──！　醮チヤオ──！」

　いつか見た、ロシア人たちの合理的で容よう赦しやのない拷ごう問もんとは根本から違ちがっていた。

　反逆者への拷問／独自の儀ぎ式しき──彼らはそれを心から楽しんでいた。生まれたときから生を否定され、屈くつ辱じよくの人生を送る者たちの娯ご楽らく──渦うず巻まく熱気──なんという劣等感の悪臭。

　涼月は、自分の中にも隠かくれているそれが、いきなり燃え上がって別ものになるのを感じた。

　まるで自分がジェット機のエンジンになって回転しながら猛もう烈れつな炎ほのおを噴ふき出している気分。

　援護を待つべきだった。

　あの女は死なない──今すぐ殺されはしない。やつらのお楽しみがひと段落するまでは。

　援護を待つべきだった。

　待つ時間はある／まだ待てる──きっとすぐにパトリックが武器を持って現れる。

　援護を待つべきだった。

　だがしかし。今まさに助けを待っている者がいた──苦痛と屈辱にまみれながら、心と体に取り戻もどしようのない傷を一つまた一つ増やしている者が、すぐ眼下に存在していた。

　そして涼月の中で、これまでずっとはけ口を求めていた感情を遥かに上回る何かが、体の奥のずっと深い場所から猛烈に膨ふくれ上がって来ていた。熾し烈れつな憤ふん怒ぬ──そしてそれ以上の何か。

　援護を待つべきだった。

　ふざけるな、くそったれ。パトリックはいつ来るかわからない。今ここには、あたししかいない。今あの女を助けられるのは、あたしだけだ。ここにいる、あたし一人だけだ。

　それに何より、あたしは拷問が大嫌いだ。心の底から大嫌いだ。こんなものをあと一秒でも放っておくなんて我慢がならない。

　そして、憤怒とともに噴き出す何かが、そのとき、はっきりとした思いとなって燃え上がった。

　ここはあたしの国だ。ここはあたしの都市だ。他の誰が許そうと、あたしが許すものか。

　あたかも怒いかりの火によって精せい錬れんされ、熱情によって磨みがかれた重く輝かがやかしいくさびのようなものが、己おのれの根底にいきなり打ち込まれたようだった。恐おそれも迷いもためらいも一いつ瞬しゆんで完全に消し飛んでいた。

「転送を開かい封ふう」

　通風口の蓋ふたを吹ふっ飛ばして躍おどり出た──宙で機き甲こう化か＝一秒余。

　祭壇と化したポンプの真正面へ──助けるべき女のもとへ。

　女の体に新たな爪つめ痕あとを刻もうとする黄色い中国服の男の脳天へ──猛もう然ぜんと拳こぶしを振ふるった。

　どかん！　男の頭から足あし下もとへ一直線に拳が通過──ほとんど拳から着地していた。

　男の頭が／胸が／腹が、雷らい撃げきで血の霧きりと化し、四肢だけが形をとどめ、宙を舞まった。

　中国服たちが一いつ斉せいに跳とびすさる／仰ぎよう天てんする／ざわめく──紅白のチャイナドレスの娘が、突とつ如じよとして飛来した漆しつ黒こくの特甲トツコー少女を見て、得体の知れない喜き悦えつに目を輝かせて微笑ほほえんだ。

　意味のわからない笑えみ──もしかすると、自分の同類である少女の到来を喜んでいる。

　知ったことか。

　脳のう裏りを占しめる思いは一つ──この娘がこいつらの〝頭〟に違いないということ。

　涼月──その娘むすめを真っ直すぐ睨にらむ／真っ直ぐ突つっ込む／真っ直ぐ〝頭〟を潰つぶしにかかる。

　娘を腕に乗せた三人の男たちが、見事な連れん携けいで同時に背後へ跳ちよう躍やく──距きよ離りを取る。

　他ほかの中国服たちの蛇じや腹ばらの四し肢しが、刃やいばの怒ど濤とうのように、前後左右から襲おそってくる。

　涼月──懐ふところ深ふかくガード──前ぜん傾けい／前進しか知らぬインファイトスタイル。

　次々に閃ひらめく刃の手足──かすめる・引っ搔かく・引き裂さく・食い込む・突き刺ささる。

　全すべての刃を見て見ぬふり──三人の男に担かつがれた娘へ──ひたすらに猛もう進しん。

　女パイロットを助け上げようとすれば両手がふさがる──戦えなくなる。

　人ひと質じちの命を盾たてにされる隙すきを与あたえるな。人質なんて知ったことではないという態度を見せろ。慌あわてて〝頭〟を守らねばならないと敵に思わせるだけの、むちゃくちゃな前進を見せつけろ。

「待ちやがれ、白髪しらが野や郎ろうっ！　てめェを今すぐバラバラにして、こいつらにプレゼントしてやらァ！　同じ国の人間同士、好きなだけ引き裂き合ッてろッ！」

　縦じゆう横おう無む尽じんに閃く刃の群に、叩たたかれ・絡からまれ・切られ・突き込まれながらも止まらぬ涼月──あっという間にズタズタになる四肢を再転送／そしてふいに無線通信いぬぶえ。

　ミハエルの声。《黒シユヴ犬アルツへ。通信可能か？》

《女パイロットを見つけて、ひと暴れしているところですが、なんとか！》

《よし黙だまって聞け。〈荷〉が判明。中身はダイヤの山。送り主の名は不明だがスーダンの多くの採さい掘くつ場を、紛ふん争そう調停のため閉へい鎖さした責任者自身に違いない。こちらも敵と最終ラウンドに入る。一人でケリをつける必要はない。なんとしても無事に帰れ。お前の仲間が待っている》

《了解ヤー！》果か敢かんに応答──絡みついてくる蛇腹の四肢を、自分の手足ごと粉ふん砕さいして前進。

　四方から殺さつ到とうする敵たち──涼月には想像もつかない不幸を背負い──もしかすると共通しているところもあって──お互たがい国に命令されていなければ、もしかしてもしかすると、何かを分かち合えたかもしれない異形の闇やみっ子たちへ、死に物狂ぐるいで鋼鉄の拳を振るった。

　あたしの国、あたしの都市で、血まみれのお祭り騒さわぎを繰くり広げた代価が、どんなものであるか、この拳で知らしめるために。この都市には自分がいるのだということを、こうした連中全てに、教え込んでやるために。それこそが、徹てつ頭とう徹てつ尾び、今の自分の存在の全てだった。




　　　　参さん




　ターミナル──黒と白の中国服／灰色と赤の中国服たち／計十二人が地下から到来。

　Ｂゲート通路から銃じゆう撃げきを仕し掛かけるＭＰＢ隊員ら──すぐに撤てつ退たい＝非常用通路へ誘さそい込む。

「ターミナル側通路から中国服が来るぞ。室内組は十分に引きつけて迎むかえ撃うて」

　倉庫の真下──貨物用の地下道の一角に停とめられた通信車内＝次々に指示を出すミハエル。

「テロ屋どもは南に集まる。思った通り、十人かそこらの集団だ。倉庫組は、敵の特甲児童が現れると同時に倉庫の東側へ撤退。弾だん丸がんを無む駄だ遣づかいするな」

　地下通路──敵がいなくなった管制エリアへ〈空保フルーク〉が何百人もの一いつ般ぱん人と負傷者を誘ゆう導どう。

　銃声一つ聞かぬものの、いつ誰だれがパニックに陥おちいるかわからぬ中、ひたすら冷静であり続け、人を冷静にさせ続けるという役目を背負って進む〈空保フルーク〉たち。

　そして滑かつ走そう路ろ──地下通路から武装犯たちが現れ、雨の中を走り、サービスエリアから倉庫渡わたし口へ迫せまった。と思うと、装そう甲こう車／昇しよう降こう機きトラック／搭とう乗じようブリッジによるバリケードの陰かげから、にわかに軍人・特とく殊しゆ部隊・ＭＰＢ隊員が、武装犯たちに向かって一いつ斉せい射撃を開始。

　武装犯たちが撃ち返す／手近にあった給水トラックを盾にする／じりじり倉庫へ近づく。

　その様子を六百メートル後方から見る女──ルージュトロワ＝飛行機に搭乗するためのタラップ車の階段から、倉庫渡し口を機械の左目で視し認にん／望遠／探査──訝いぶかしげに右目をすがめる。

「憲兵の特甲児童がいないね。民間人を守らせて縮こまってるか、何か仕掛ける気か……」

「あっこを焼きゃァ出て来るんじゃーないかのォ」陸王──雨に打たれながら不ふ機き嫌げんそうにがばがば水を飲む。「はァー雨は余計に喉のどが渇かわいてしゃーないわ」

「だっから、なァんで飲むんじゃ」秋水──自分の体に消しよう臭しゆうスプレーを噴ふん霧むしまくる。「これで虫どももワシにはたかれんど～。準備オッケーじゃァルージュトロワのねーちゃん」

「あたしが撃ったら行きな。戦せん闘とう機きは焼いても、〈荷〉は焼くんじゃないよ」

　女──足下のスティンガー・ミサイルを担ぐ／構える／バリケードの一角をロックオン／敵味方識別コードなどろくに確認せず、にやっと笑ってトリガーをオンに。

「何を企たくらんでるにせよ、叩き潰つぶすまでさ……ミハエル」

　その声を猛もう烈れつなミサイルの発射音がかき消す──陸王と秋水が階段から宙へ跳とぶ。

「転送を開かい封ふう」

　二人の四肢を／体を／顔を白熱の輝かがやきが包むと同時に、バリケードの搭乗ブリッジが横腹にミサイルを食くらって木こっ端ぱ微み塵じんになり、降り注ぐ雨の中、赤々と爆ばく炎えんが立ち上った。

　黒くろ鉄がね色の特甲猟兵が滑走路を疾しつ走そう──スピードスケートのポーズ／轟とどろく回転ノコギリ。

　赤あか銅がね色の特甲猟兵がたちまち飛来──バリケードに向かって砲ほう撃げき／掃そう射しや／砲撃／掃射。

　横よこ倒だおれになる装甲車／穴だらけになる昇降機トラック／火の海と化すバリケード。

　死傷者なし──最初のミサイルの直後に、撤退している軍人・特殊部隊・ＭＰＢ隊員たち。

　陸王の突とつ撃げき──ショルダータックル＝装甲車が宙を舞まって倉庫の壁かべに大穴を空けた。

　その穴から飛び込む陸王──コンテナの陰から銃撃＝盾たてで防ぐ／掃射を返す。

　コンテナにショルダータックルをぶちかます。「あのちっこいのはどこじゃァーッ！」

　コンテナの向こうに第二のバリケード＝給水トラック／牽けん引いんトラックの壁。

　構わず直進──跳ちよう躍やく──ごつい武装にもかかわらず、軽々とバリケードを越こえて着地。

　真正面──コンテナに囲まれた空間に、青い防水布で覆おおわれたものが鎮ちん座ざしている。

　屋内通路からも、中国服たちが倉庫内に侵しん入にゆう──陸王より先に青い防水布へ迫った。

「どかんかい、こらァーッ！」陸王──憤ふん懣まんをこめて防水布へ回転ノコギリを振ふり下ろす。

　直後に、中国服たちの蛇じや腹ばらの四し肢しが、防水布をずたずたに引き裂さき、中身をあらわにした。

　車両とパイプの組み合わせに過ぎない張りぼて──給油トラック／燃料タンク。

　タンクに仕掛けられたトラップ──突破用爆薬の遠えん隔かく点火装置。

「なんじゃとォ!?」陸王がさっと盾を掲かかげる──中国服たちが一いつ斉せいに身を翻ひるがえす。

　そして倉庫の東側に退たい避ひしていた隊員たちが、爆薬に点火した。

　辺りが真っ白に染まるほどの輝き──爆炎が倉庫の屋根を突つき破ってターミナルを焼き焦こがし、第二のバリケードであるトラック群が、爆風で宙を舞って次々に屋外へ飛び出し、突入しようとしていた武装犯たち数名がまともに食らって五体を粉ふん砕さいされた。

「なんじゃァッ!?　なにやっとんのじゃ兄ちゃんッ!?」秋水──宙で仰ぎよう天てん。

「戦闘機ではないだと!?」女──タラップ車の階段の上で中ちゆう途と半はん端ぱにライフルを構えたまま驚きよう愕がく／周囲を見回す。「どこに隠かくした!?　数時間で解体するなんて不可能なはず──」

　倉庫の西側で炎ほのおが荒あれ狂くるった直後、いきなり東側からトラックが飛び出した。

　続けてさらにもう一台──どちらも運転席は無人／固定されたハンドルとアクセル／そしてその荷台に積み重ねられた棺桶の山を、女の機械の左目がとらえた。

「ちくしょうッ!!　ミハエル!!　〈荷〉に気づきやがった！」女──怨えん嗟さとともにライフルを構える／トラックのタイヤに狙ねらいをつける／刹せつ那な、ぱっと閃せん光こうが走り、視界を奪うばわれる。

　光の直撃──女が慌あわてて顔を逸そらす／右目をしばたたかせる／左目が朱あかく明めい滅めつする。

　そして女が目を戻もどしたとき──両方のトラックの荷台が、盛せい大だいに燃えていた。

　棺桶と一いつ緒しよにチェーンで固定された燃料タンク／突破用爆薬──まるで走るかがり火。

　女──言葉にならない絶ぜつ叫きよう／腰こしの無線機をつかんで怒ど鳴なる。「陸王、秋水！　そのトラックを今すぐ止めろ！　〈荷〉の火を消せ！　すぐに消すんだよ！」

　秋水が旋せん回かい──掃射＝トラックのフロントを粉砕／前輪が外れる／火花を散らして停止。

　下降──右みぎ腕うでであり砲ほう身しんであり乗り物であるものから降りて地面に立つ／左手を伸のばす／チェーンを引き千切る／棺ひつぎの山が崩くずれる──燃える石炭と化した石ころがばらまかれる。

《ダイヤモンドのキャンプファイヤーじゃァ》秋水の通信＝呆あきれ声。《あかんわ。棺桶にも石にも燃料まいとるでめちゃめちゃ燃えるでよ。ワシぁ火ィ消す道具なんぞ持っとらんでェ》

《火は他ほかの兵隊が消す！　さっさともう一台を止めるんだよ！》

　燃える倉庫から飛び出す陸王──全身に炎をまとわせ疾走／雨で消火／蒸気をまとわせながら怒いかり任せにトラックに追いつき、回転ノコギリで後輪を二つともまとめてなぎ払はらった。

　荷台が落ちる／滑かつ走そう路ろを削けずる──燃える棺桶をばらまきながら停車。

　陸王──怒号。「こんクソがァーッ！　小細工せんでかかって来んかいやァーッ！」

　秋水──炎に手をつっこんで石を拾う。燃える石が黒ずみ、どんどん小さくなる様子を、しげしげ見つめる。《よーけ燃えるのォ～。ダイヤって石炭と元素は一緒じゃったかァ？》

《知るかいやァッ！　あのちっこいのと、赤い髪かみのべっぴんを捜さがさんかいッ──》

　刹那、二人が現れた。

　棺──傾かたむいた荷台から最初に地面に落ちたそれが縦に真っ二つになって夕霧が飛び出し、炎の向こうから陸王の右腕へ、フルパワーでワイヤーを振り下ろしていた。

　回転ノコギリのチェーン・バー・エンジン・機き銃じゆうの銃身が切り裂かれる／火花を噴ふく。

「なんじゃァーッ!?」陸王──愕がく然ぜん／機銃の弾だん倉そうが炸さく裂れつし、腕ごと砕くだけ飛んだ。

　棺──一番下に荷台に積まれたその蓋ふたを蹴けり破って陽炎が飛び出し、防火材をまき散らしながら、地面に立つ秋水に向かって、猛もう然ぜんとライフルを突き出した。

　完全なゼロ距きよ離り射撃──銃口が秋水のヘルメットの前面に接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、撃うっていた。

　高速で叩たたき込まれた弾丸──秋水のヘルメットが凹へこむ・ひしゃげる・砕け散る・幾いくつもの破は片へんに分かれて、血みどろになった左顔面があらわになる。

　絶叫──秋水の右腕であり乗り物であるそれが抗こう磁じ圧あつを噴き、凄すさまじい勢いで宙へ逃のがれた。

　陽炎──追わない。こいつの特甲は時間制限つきだ。体勢を立て直す時間を与あたえてやる。

　今はそれよりも、迅じん速そくに撃ち倒たおすべき相手が、他にいた。

　自分がいる場所から五百メートルほど離はなれた地点──タラップ車の階段の最上部。

　高い場所から人を見下ろすのがよっぽど好きらしい女──その姿が／怒りの形相が／半端に構えたライフルが、はっきりと探査に浮うかび上がっていた。

　女もまた、陽炎の出現を知るなり、迅速にライフルの狙いをつけている。

　機械の目──おそらくそんなものに頼たよらずとも、優すぐれた射手としての目を持つ女。

　そのとき陽炎は、優れた射手がライフルを汚けがすことに対するミハエルの悲しみが、ふいに、わかった気がした。かつて自らライフルを汚した男──その悲痛が胸にやどるようだった。

　また一つ、何かが男から受け渡わたされる──そして自分の中に根づく。

　あの人が近くなる──あの人が遠ざかる。

　全てを受け継つがせたら、きっとあの人は去るという予感が強くなる。

　それでも期待に応こたえる。自分にそれができると、あの人が信じてくれるから。迷わずに。

　撃った。

　彼女は／私は／陽炎は、充じゆう実じつした狙撃手の虚きよ無むと、透すき通るような悲しみに満たされながら、己おのれの放った弾丸のこだまを聞いた。立位姿勢でライフルを構えていた女は一瞬で消え、それはもはやテロ集団を指揮する女ではなく、恐おそるべき目を持つ射手でもなく、胸を撃ち抜ぬかれた衝しよう撃げきで、立っていた場所から叩き出され、自分が上ってきた高さの分だけ落ちてゆく女だった。




「こンのクソチビがァーッ！」陸王──憤ふん激げき＝ショルダータックルの雷らい撃げき──素す早ばやくかわした夕霧の背後で、トラックが吹ふっ飛んでいって何十メートルも先まで転がっていった。

　夕霧──左手を己の胸に固定したまま走る／倉庫へ／自分の領域が作り出せるところへ。

　陸王──右腕を失った状態で重量バランスを取りながら追いすがるや、にわかに衝撃。

　右みぎ肩かた──百メートルも離れていない場所から陽炎が放った弾丸が、雷撃器を撃ち砕いた。

　バランスを崩して片かた膝ひざをつく陸王──滑走路を削る／盾たてを掲かかげる／飛来する銃弾を防ぐ。

　その隙すきに夕霧が倉庫へと走り込む──陽炎も銃撃を放ちながら夕霧を追いかける。

　にわかに頭上から迫せまるものを探査──陽炎が素早く横っ飛びに／トラックの陰かげへ。

　もう体勢を立て直した秋水の掃そう射しや──トラックが穴だらけになる。

「やっぱりのォ～根こん性じようのあるべっぴんじゃァ～」再転送された赤あか銅がね色のヘルメットの奥から声──痛みや衝撃を全く感じていない、陶とう酔すいしたような異様な響ひびき。「すぐには殺さんどォ～。まずはァ、はァー手足をバラバラにしたらーやァ～」

　左手で爆ばく雷らいの鎖くさりを引っ張り出す──同時に砲ほう撃げきを放つ──トラックが爆発する。

　陽炎が逃にげるなり吹っ飛ばされるなりしたところを搦からめ捕とるべく、秋水が鎖を振ふり回す。

　次の瞬間、炎ほのおの向こうから飛来した弾丸が正確に鎖を穿うがち、秋水の手中で一挙炸裂。

　秋水の左手の指が綺き麗れいに消失──飛び散った無数の破片を浴びてぐらぐら宙で揺ゆれる。

　じっと身を伏ふせて爆風と炎の熱に耐たえ続けた陽炎──さっと仰あお向むけになりながら撃った。

　一発、二発、三発──秋水の特甲トツコーに覆おおわれた胸に全てヒット＝特甲の破片と弾丸の火が飛び散る／闇やみ雲くもにこちらへ砲身を向ける。

　素早く起き上がって走る陽炎──背後からでたらめな砲撃＝滑かつ走そう路ろに上がる幾つもの火柱。

　消火器を持って走ってくる武装犯たちを即そく座ざに撃ち倒し、彼らが現れた地下通路へ退たい避ひ。

　そして突とつ然ぜん、脳のう裏りで仲間が打撃を受けたことを示すＫＳＥが明めい滅めつ──ぎょっとなって地下へ下りるのをやめて倉庫の方を振り返っていた。

　夕霧が飛び込もうとした倉庫の入り口から──なんと黒い中国服の男が、髪も顔も服も焼かれながら、猛然と躍おどりかかってきていた。

　ワイヤーを放つ夕霧──蛇じや腹ばらの右みぎ腕うでを弾はじく／左腕を弾く／右みぎ脚あしを弾く／左脚を弾く／男が宙で首をすくめて頭部を狙ねらったワイヤーをかわす。

　男が肩からぶつかってきて、宙で突つき飛ばされる──夕霧＝左手が固定された状態でバランスが取れず／水たまりの中に転がり倒たおれる──胸の奥で痛みが爆発する。

　げほっと咳せき込んで起き上がる夕霧──口から血の糸／左手を固定する包帯が赤く染まる。

　同じく転てん倒とうしていた黒い中国服の男──蛇腹の四し肢しがくねる・躍る・なぎ払はらわれる。

　夕霧の左足を引き裂さく／倒れる／口から血が溢あふれる／黒い中国服が迫る──銃声が轟とどろく。

〈特憲コブラ〉の隊長フランクと隊員二名の銃撃──黒い中国服の男が蛇腹の四肢で銃弾を防いだところへ、夕霧が血と痛みを飲み込んでフルパワーでワイヤーを一いつ閃せんさせた。

　黒い中国服の右腕と右脚がいっぺんに切断されて地に倒れ、頭を・胸を・腹を撃うち抜かれ、それでもなお地べたから夕霧を睨にらみつけ、左の手刀を放とうとして──そして死んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか！」フランクが夕霧に声をかける──その背後から突然の叫さけび声。「蟻骨イークー！」

　全身に火傷やけどを負った白い中国服が飛びかかる──蛇腹の両腕を振り下ろす。

〈特憲コブラ〉の隊員の銃じゆうが切断され、フランクの胸に手刀が突き刺ささった。

　襲しゆう撃げきを免まぬかれた隊員の怒ど号ごう／銃撃──白い中国服が両足で銃じゆう弾だんを防ぎながら飛びかかった。

　銃声──背後から放たれた弾丸──白い中国服の胸を貫かん通つう＝長く長く伸のびる血の糸。

　一閃──夕霧のワイヤーが、白い中国服の首を刎はねた。

　胴どうが四肢をくねらせながら転倒──首が、倉庫の中へ転がっていった。

「フランク！」白い中国服の背を撃ち抜ぬいたミハエル──一いつ般ぱん人と負傷者の退避が完かん了りよう／現場で指揮するために地上へ／隊員たちとともにライフルを抱だいて走ってくる。

　夕霧は、助けてくれた〈特憲コブラ〉の隊長が、どっと血を吐はくのを見た。フランクも夕霧を見た。まるで苦笑いするような顔だった。こんなことになるとは思わなかったよ、と言うようでもあり、こうなることはうすうす感づいていた、と言うようでもあった。

　そして、助けてくれた御お礼れいを夕霧が口にする間もなく、滑走路から車輪の轟きが迫った。

　もはや倉庫の中で領域を作り出す余よ裕ゆうはなく、夕霧は、その場で腰こしの杭パイ打ルバちン機カーを転送するや、四方へ杭くいを放って、倉庫入り口にワイヤーの防ぼう壁へきを作り上げた。

　ミハエルがフランクを奥へ引きずってゆく──隊員たちがコンテナの陰で銃を構える。

　ふいに倉庫内で銃声──爆ばく炎えんを生き延びた灰色の中国服たちが、ひどい火傷を負いながら、機械仕じ掛かけの行動力で隊員たちに迫せまった。

　銃声──武装犯と軍人たちが、倉庫正面口で撃ち合っていた。

　逃げ場はなかった──どこもかしこも血と痛みに満ちていた。

　車輪の轟き──いまだ右腕を再転送させていない陸王が、真っ直すぐ夕霧に向かっていた。

　自然と伝わってくるもの──あの少年はきっと盾たてが壊こわれるまで再転送はしないということ。

　あの少年が最も頼たよるものは、ノコギリでも機銃でも雷らい撃げき器きでもなく、盾であるということ。

　夕霧が目を見開く──自分が間違いを犯してしまったということを、ふいに理解していた。

　最初に棺ひつぎから飛び出したとき、本当に狙うべき腕は、武器を持つ右腕ではなかった。

　その左腕の盾こそ──最大の武器なのだ。

　右手のワイヤーを放つ──張り巡めぐらせたワイヤーで自分の体を宙へ引っ張り上げて逃げる。

　陸王が水しぶきをあげて跳ちよう躍やくし、宙にいる夕霧の正面へ、その盾を向けた。

　盾が全てのワイヤーを弾くとともに、凄すさまじいまでの抗こう磁じ圧あつの爆風を放った。

　衝しよう撃げき──ワイヤーの防壁が千切れ飛ぶ／倉庫の入り口が倍以上の大きさの円形にひしゃげる／突き出した夕霧の右腕がひしゃげ、吹ふっ飛んでいって倉庫の奥のコンテナに激突──かろうじて左手を庇かばってもがれることを免れながら、血と白銀の雫しずくを振ふりまき床ゆかに叩たたきつけられた。

　軍人たちと合流し、ともに灰色の中国服たちを撃ち倒したミハエルら──みな愕がく然ぜんとなって、倒れた夕霧を見る／巨きよ大だいな弾だん痕こんのような有り様の入り口を見る。

　抉えぐられたようになる床に降り立つ陸王を見て、怒いかりと恐きよう怖ふに襲おそわれながら銃を構える。

　夕霧──朦もう朧ろう／砕くだけた手足でもがく／胸の奥で痛みが立て続けに爆はぜる／震ふるえる／体中から勇気が消え去り、あの、虚きよ無むの歌声が脳裏で響ひびき始めていた。

「やァ～っと大人しゅーなったのォ～。覚かく悟ごせーよクソチビがァ～」

　陸王──隊員たちの銃など気にした様子もなし。

　ヘルメットの奥から響く、ぎらぎら尖とがったその声が、ふいに夕霧を我に返らせた。

　目が焦しよう点てんを結ぶ──黒くろ鉄がね色の特甲を認にん識しきする。口ずさみかけていた虚無の歌声を飲み込み、己おのれの血を飲み込み、胸の奥で爆ぜる痛みでこぼれそうになる悲鳴を飲み込んだ。

　歯を食いしばって損傷した手足の再転送を実行──震えながら立ち上がった。

　陸王がせせら笑うようにヘルメットで覆おおわれた顔をうなずかせる──盾を構える。

《夕霧ーッ!!》陽炎──地下通路から飛び出し、頭上にいる秋水から狙い撃ちにされる危険もかえりみず、倉庫に向かって疾しつ走そう。

　陸王の両りよう脚あしのエンジンが轟とどろく──車輪が猛もう烈れつな回転を開始しようとした。

　秋水の旋せん回かい──地を駆かける陽炎の姿をとらえ、掃そう射しやの体勢に入った。

　その二人に、突とつ如じよとして火を噴ふく何かが、闇やみの向こうから襲いかかった。

「なンじゃッ──!?」陸王が背後から迫るそれを探査で察知──瞬しゆん時じに滑かつ走そう路ろへ退たい避ひ。

「なんじゃとォ!?」秋水が迫り来る何かを探査で察知──迅じん速そくに退避運動に入った。

　そして、高度な誘ゆう導どう機能によって正確に二人の動きを追つい跡せきする二つの中ちゆう距きよ離り空くう対空ホーミングミサイルが、盾をかざす陸王と、高速上じよう昇しようをはかる秋水に、それぞれ見事に命中した。

　路上で／上空で──高温の火球が発生＝どーん、と一帯に轟く爆音。

　陽炎──呆ぼう然ぜん／ふいに何かの音／ぎょっとなって滑走路を振り返る、さらに呆あつ気けにとられた。

　雨と闇に隠かくれ、誰だれにも発見されることなく身を潜ひそめ続けていた存在が、滑走路の向こうから現れようとしていた。多数の武器を収納したウェポンベイ──高度な技術による軽金属の翼つばさ。

　夕霧──よろめきながら倉庫の外へ出る／闇を見る／居場所を知られることをかえりみず、自分たちを危機から救ってくれた者の名を、そっと口にする。

「……太公望さん」




　ひどく静かだ。

　うねり狂くるうような蛇じや腹ばらの四し肢しの海──刃やいばの音／火花／血。

「醮チヤオ──！　醮チヤオ──！」中国服たちの叫さけび──まるで洪こう水ずいの轟き。「殺サーッ、殺サーーッ！」

　周囲の狂きよう騒そうが渦うず巻まくほどに、自分の中が静かになってゆく。

　心に打ち込まれた輝かがやかしいくさびが、熱く磨みがかれてゆく。

　涼月は叫ばず──闇やみ雲くもに猛進せず。

　合理的な進行──迅速にかわす／全力で障害を排はい除じよする／決して止まらず目標に迫る。

　己一人を全すべての敵の標的にする──ありとあらゆる打撃も災さい厄やくも望んで引き受ける。

　まるで本当に一個の意志を持つ弾だん丸がんになった気分。

　前キーへプ・進ムーみビング続・フけオワろード。

　そう告げる男の声が脳のう裏りをよぎる──熱狂的でも、強きよう硬こう的でもない、ただ静かな声。

　意志と信念に満ち、判断力と行動力に満ち、敗北を恐おそれぬ者の声。

　その声が、いつしか涼月自身の声となって心に満ちる──己に何かを命じる力となる。

　真ストっレ直ートぐ・フ前オワへード──前キーへプ・進ムーみビング続・フけオワろード。

　引き裂さかれる手足──いったい何度目の転送か、数えるのをやめた。

　自分一人が戦っているという意識も消えた。

　自分は支し援えんされているのだということに唐とう突とつに気づかされる。

　前へ進むためのすべが、今こうして与あたえられ続けているということに気づかされる。

　体に刻まれた無数の手術痕こん──鏡越ごしに見つめたそれが鮮あざやかによみがえった。

　醜みにくい疵きず痕あと──誰かが自分を生かそうとしてくれた証あかしでもあるのだという事実。

　ひどく不思議な気分。

　前へ進んでいるというのに──背後にあって自分を支えてくれていたものに気づかされる。

　なんという恵めぐみ。

　固く、固く──拳こぶしを握にぎりしめながら。

　拳の中に何かを握りしめている気持ちになる。

　何もないと思っていたのに。

　空っぽだと思っていたのに。

　決して手放さずにいた何かを握りしめている気持ちになる。

　誰かが自分のために手放さずにいてくれたもの──全てを。

　握れ──

　もっと固く。

　握りしめろ。

　今、あたしが前へ進めるのは、きっと、それのお陰かげだから。

　今、あたしが前へ進めるのは、きっと、それを手放さなかったから。

　今、あたしが前へ進めるのは、きっと、それを握っていることがたった一つの誇ほこりだから。

　きっと、このあたしの命も苦痛も怒いかりも、捨てずに、握り続けてきたから。

　進め──前へ──握りしめた拳とともに──進み続けろ。

　自分の命を奪うばいに来る者たちは怖こわくない──彼らに傷つけられることは苦しくない。

　苦しいのは目の前の命を奪う悲しさだけ──そのことにも気づかされる。

　自分より恵まれた者を恨うらんで生きてきた──誰かの恵みを奪うことを喜ぶ者たち。

　自分と同じ悪臭に苦しんできた者たちと命を奪い合う苦しさ。

　眼前に迫せまり来る刃の群へ真っ直すぐに突つっ込んで突破しながら、それを止めてやると思った。

　あの娘むすめをとっつかまえて、こんなことはもうやめろと言い聞かせてやる──

　そのとき、刃の群の向こうから、娘が迫ってきた。

　蛇腹の刃の波がさっと引き、娘が微笑ほほえみを浮うかべて宙を舞まい、朱あかく塗ぬられた腕うでを振ふるった。

　予想外の襲しゆう来らい──朱い右手を弾はじく／朱い左腕をかわす／さらに何かが迫り、ぎょっとなる。

　もう一対の左右の朱い手──頭を振ってかわす／《飾り耳オーア》の抗磁圧がかろうじてその軌き道どうを逸そらす／首筋の特甲トツコーをすぱっと裂かれる／額から頰ほおにかけて浅く切られる。

　すれ違ちがいながら娘が地に降り立つ──涼月が慌あわてて振り返りながら、それを見た。

　娘の腰こしまである白い髪かみをかき上げる朱い四つの手──両りよう肩かたから二つずつ伸のびる、四本の腕。

　涼月＝慄りつ然ぜん──いったいどうすれば、そんなものを自分の腕として認にん識しきできるのか、今度こそ本当に、想像すらつかなかった。

　娘が右の上側の腕を婀あ娜だっぽくくねらせる──女パイロットの皮ひ膚ふの破は片へんをはりつけた腕。

　女と同じように、お前の皮膚を剝はいで、その腕に張りつけると告げているのがわかった。

　不快感／恐きよう怖ふ──娘が自分から迎むかえ撃うったことで前進を阻はばまれたことを悟さとってぞっとなる。

　すぐに娘に向かって走った──周囲にまだ十人以上いる中国服たちに、吊つるされた女パイロットを人ひと質じちに取ることを思いつかせないように──娘を守らせるために。

　そして一いつ斉せいに彼らが襲おそいかかってきたときは、ほっと安あん堵どの気持ちさえ湧わいていた。

　娘のせいで一いつ瞬しゆんでも動きを止めたことで、今や中国服たちに完全に取り囲まれていた。

　娘が正面から迎え撃つ姿勢を見せたことで、誰も涼月の前に立ち塞ふさがろうとしなかった。

　娘と真っ向から激突することで、これまで人質を盾たてにされることの次に、それだけは防ぐべきことが──背後から集団で襲われるという事態が起こっていた。

　だがもはや構わなかった──それは既すでに覚かく悟ごしていた──女パイロットを守るために飛び込んだのであって、自分の身が最も大事なわけでもなんでもなかった。

　朱い四本の腕を振るう得体の知れない怪かい物ぶつの攻こう撃げきを弾き・かわし・受け止め・反撃を試みながら、あらゆる方向から蛇じや腹ばらの四し肢しが振るわれ、火花が自分の体の至るところで飛び散った。

　切られた額から血が流れて鼻を濡ぬらすのを感じた。果か敢かんな前進ではなく、背も腹も腕も足もなで切りにされながら、にじり寄るように、左右へ舞い跳とぶ娘に迫っていった。

　娘の微び笑しように手が届くようで届かない──損傷した特甲を再転送する余よ裕ゆうすらない。

　背を切られる・突かれる・蹴けり飛ばされる──倒たおれず進み続ける。

　握にぎりしめた拳こぶしだけを頼たよりに──娘の朱い腕を弾き、躍おどりかかってきた別の中国服の胴どう体たいを吹ふっ飛ばす／絡からみつく四肢を振り払はらう／生身の接ク続ツシ部ヨンすら傷つきながら、さらに一人打ち倒す。

　娘の微笑がますます楽しげなものになってゆく──心からこのお祭りを楽しんでいる。

　その朱い手刀の一つが奇き怪かいな軌道を見せ、さっと下へ──涼月の右足首へ突き込まれる。

　構わず踏ふみ込む──バランスを崩くずす──背後から肩をつかまれる／腕をつかまれる／足をつかまれる／首に絡みつかれる／背を押される／そのまま集団で地面に押し倒されかかる。

　涼月＝言葉にならぬ叫さけび──そして、その声をかき消す轟ごう音おんが勃ぼつ発ぱつ。

　コンクリートの壁かべを砕くだき、浄じよう水すいパイプをへし折り、鋼鉄の巨きよ体たいが飛び出して来たかと思うと、続いて、どどっ、どどっ、どどっ、と杭打ち機のような音が爆はぜた。

　およそ人間に向かって使用するものとは思えぬ大口径の砲ほう弾だんが、中国服たちをまとめて撃ち貫つらぬき、その蛇腹の四肢ごと肉体を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしていた。

　わっと中国服たちが驚きよう愕がくの声を上げ、涼月の体をつかむ手がゆるんだ瞬間、すかさずふり払って前進した涼月の拳が、猛もう然ぜんと娘に向かって振るわれた。

　娘むすめの朱い四本の腕が一斉に折りたたまれる──下の両腕の手首が砕け散った。

　涼月の右足が砕ける／前のめりに転がり倒れる──娘が大きく後方へ跳んで逃のがれる。

　立て続けの砲撃音──娘がさっと青い中国服を見る／青い中国服が何ごとか叫ぶ。

　生き残った中国服たちが一斉に身を翻ひるがえす／四方のトンネルへ逃にげ込む／青い中国服と娘が、起き上がった涼月を一いち瞥べつし、憤ふん怒ぬの形相と、怖こわい微笑とを、それぞれ残して暗がりへ消えた。

　なんとも迅じん速そくな撤てつ退たい──涼月は追わない＝人質の救出を優先。

　壁の向こうから飛び出したまま瓦が礫れきに引っかかって動けない軍用機体──ハッチが開く。

「たまげた働きぶりだな、戦ウオいーの・ド犬ツグ」パトリック──残された十数人の遺体。

「……来んの遅おせぇーよ」涼月──生身の接ク続ツシ部ヨンへの負担を軽くするため還送を実行＝通常の手足に戻もどって特甲が消えた途と端たん、体中の切り傷からぽたぽた血の雫しずくがこぼれた。

　構わずパイプから鎖くさりを外し、ぐったりしている女を下ろす──手のいましめを解く／猿さるぐつわを外す／切られた上に皮膚を剝がれた背や腹の傷に顔をしかめる。

　自分も同じくらいひどく切り裂さかれているのに、女の傷を見る方が、よっぽど痛かった。

　パトリックが損傷の少ない遺体を選び、赤い中国服を引っぺがす──放ほうって寄よ越こす。

「起動キーも、侵しん入にゆう経路も問題なかったが、引き金のプロテクトのせいで撃うてなくてな。解除に手間取ったが、お前の仲間に助けてもらったお陰かげで、なんとか間に合った」

「仲間？」女の体を男の視線から遮さえぎり、傷に気をつけつつ、そっと服を着せてやる。

　いきなり電子音声。《涼月ちゃんのー、支し援えんとー、判断されてー、許可されましたー》

　瓦礫につっかえたまま、こっちでーす、とアームを振ふる軍用機体──吹雪の疑ぎ似じ人格。

「あー……」涼月──納なつ得とく／脱だつ力りよく／素直に感謝の言葉がこぼれる。「ありがとな、吹雪」

《どういたしましてー、失礼しましたー》かくんとアームが垂れ下がる──待機モード。

　苦労して女に服を着せ終わる──パトリックは気を遣つかった風でもなく、こちらには近寄らず、軍用機体に備え付けの衝しよう撃げき吸収スーツ／どこで入手したか知れない拳けん銃じゆうをチェック。

「う……」女の苦く悶もんの声──涼月の手を握りしめる。「お願い……彼を……」

「彼って誰だれだ？　おい……」慌あわてて握り返す──女がまたぐったりと意識を失う。

「無理に喋しやべらせるな。出血と痛みでショック状態に陥おちいりかねん。急いで移動だ」パトリック──遅おくれて来たくせに人を急せかす／涼月と一いつ緒しよに女の肩を担かつぐ／ともに通路へ出たところで感心したように言った。「いい仕事をした上に、大したものだ。よく壊さずに戦えたな」

　咄とつ嗟さに意味がわからず──ふと懐ふところの振しん動どう／コール音に気づく──確かに感心した。

　女を担いだままもう一方の手で携けい帯たい電話を引っ張り出す──耳に当てる。「お前か？」

　つんとした口調。《お前などという人は存じません》

「よく生きてたじゃないか、あたくし様」涼月なりの誉ほめ言葉──そういえばミハエルから通信があったことを思い出す／その前に最も気になることを訊きく。「特甲猟兵はやったのか？」

《まだです──ですが攻こう略りやくするすべはあります。それより──》

　遮って言った。「それより、〈荷〉はダイヤだ。それをスーダンで掘ほってた場所を、戦争を止めるために閉じた責任者が、てめえで送りやがった。そいつが敵でナチの子孫──」

《ありえません!!》いきなりもんのすごい勢いで否定された。《そんな馬ば鹿かなことを言わないでください!!　い……いったい何を根こん拠きよに……！　何かの間ま違ちがいです!!》

　頭に来た──初めてこの相手に対して、本当の意味で許せない気持ちになった。

「じゃあ、それを確かめろッ！　こっちでどれだけ死んだと思ってる！　どれだけの人間が傷ついたと思ってんだ！　お前にとって都合が悪かろうが、命がけでその情報を教えてくれた人間がいて、いまだに敵と戦ってんだ！　それを馬鹿なことで終わらせんのかッ！」

《う……》いきなり涙なみだ声ごえが返ってくる。《そんな……。そんなこと……》

　よっぽどショックな情報だったらしい──声を和やわらげる。「なんで否定すんのかわかんねえけど……頼たのむよ。こっちの情報に、どんな意味があるのか教えてくれ」

《わかりません……今すぐ、真実を確かめます》立ち直ろうと気持ちを振り絞しぼっているのが伝わってくる。《……こちらも、最後の証人のコードネームが判明。〝奇チー門メント遁ウン甲チア〟という、古代中国で用いられたとされる戦術の始祖……〝太タイ公コン望ワン〟です》

　発音が難しすぎて記き憶おく不能──意味の理解に努める。「どういう戦術だ？」

《中国の占うらないのシステムを用いて、星の動きや方位の吉きつ凶きようから敵を倒たおすそうです》

　完全に意味不明。「占い……って、どうやって倒すっつーんだよ？」

《伝説です》だから非現実的でも仕方ないでしょ、という感じ。《自軍の針路を隠かくしたり、誰にも気づかれずに敵てき陣じんに侵入したり、戦せん闘とう中に自由に姿を消したり現れたりするそうです》

　よくそんなバカらしいことを平気で喋れるな──と返しかけて、いきなり、ぴんと来た。

　針路を隠す？　誰にも気づかれずに敵陣に侵入？　自由に姿を消したり現れたり？

　どこから来たかわからない──ルート不明の航空路。

　レーダーをかいくぐって侵入──ミサイル防衛網もうを無に帰す。

　高度な技術が可能としたシステム──その存在を誰にも察知させないための。

《伝説では、炯けい眼がんをもって虚きよ星せいというシステムを用いればそれが可能だと──》

「ちょ……ちょっと待て」呆ぼう然ぜんとなりながら相手を遮った。「まさか……それって……」







　　　　肆し




「ステルス戦闘機だと!?」

　ミハエル──隊員の報告に度ど肝ぎもを抜ぬかれる／腕うでの中のフランクを見る／感かん嘆たんを口にする。

「まさか……雨ざらしとはな」

　フランク──蒼そう白はくの顔をほころばせる／目を閉じる／血の泡あわが口から溢あふれ出す。

「お前が、最後まで気づかんとは、爽そう快かいだ……ミハエル」

「喋るな。今……」腕の中で男の体が重みを増し、命が──魂たましいが去ったことを告げた。

「正面の敵は撃退！」倉庫中央口から戻もどってくる歩兵連隊小隊長。「特甲猟兵は!?」

「中隊長！」ＭＰＢ隊員──破は壊かいされた入り口の外で怒ど号ごう。「特甲猟兵が生きています！」

「お前が最後の命いのち綱づなを与あたえてくれた……フランク」遺体を横たえて立ち上がるミハエル──トランシーバーの通信をオンに＝全隊通信。「弾だん薬やくが尽つきる寸前だ。これより撤てつ退たいする。一いつ般ぱん人の退たい避ひルートを追うぞ。繰くり返す。これより撤退する。遊撃小隊もただちに戻れ」

《戦闘機はどうするんですか!?》陽炎──仰ぎよう天てん。

「放棄せざるをえない──」

「やはり、ひとりでに起動したのかね？」

　倉庫に現れるバロウ神父──瞠どう目もくするミハエル。「戻って下さいバロウ神父。その勇気には驚きよう嘆たんするが、あなた方を守るために死傷した者がいるということを忘れないで欲しい」

「だが私にも私の役目がある」バロウ神父──まるで揺ゆるがず・動じず。「あの機体はマスターサーバーの干かん渉しようを受けずに起動した。おそらくあれは──」

「あの機体がなんであれ、我々は間もなく戦うすべを失う。じきに雨足が弱まり、ヘリが出せる見込みだが、支し援えん部隊はどれも間に合わない。敵があの戦闘機を破壊しにかかっている間に、あなた方と部下を逃がすことが、こちらの役目です。どうかご理解を──」

《夕霧!?》陽炎──切せつ迫ぱく／全隊通信。《どこへ行く!?　中隊長！　夕霧が──》

《守らないといけないの》夕霧──ひどく穏おだやかな声。《あの子を守らないと》

「よせ、白犬ヴアイス」ミハエル──すぐさま返信。「ただちに戦闘中止だ。その傷で戦うな。お前たちまで失えはせん。その戦闘機は放ほう棄きだ。ただちに撤退し、黒シユヴ犬アルツとの合流を優先しろ」

《夕霧！　戻って！　夕霧！》

《でも、あそこにいるの。あそこでずっと隠れてたのに、夕霧たちを助けてくれたの》

「なんだと？　誰がいると──」

《太公望さんが、あそこにいるの》

《そいつを壊こわさせるなーッ!!》

　そしてにわかに割り込む全隊通信──涼月＝絶ぜつ叫きよう。

《その戦闘機が最後の証人だーッ!!》




　弾丸というちっぽけな物が、これほどの効果をもたらすということは、むろん知っていた。

　そのエネルギーの偉い大だいさこそ人生の全すべてだった。人生を宝の山に変える秘密だった。

　それが、己おのれ自身の肉体を貫つらぬき、右の乳ち房ぶさと肋ろつ骨こつと肺をずたずたにしてしまうまでは。

　女は残された選せん択たくについて考えた。このまま死ぬか──仕事を終わらせて死ぬか。

　おもむろに身を起こし、動く方の左腕を震ふるわせ、命が消える寸前の、一個の機械と化してタラップ車の階段を這はい上がった。転てん倒とう時の出血と同じ量の血を失いながら、やっと最上部に辿たどり着く。そこに、いつでも撃うてるよう装そう塡てんされた武器があった。

　ライフルではないもの──今の仕事を可能とするもの。

　それを引き寄せ、横たわったまま、滑かつ走そう路ろへ目を向けた。

　燃えさかるダイヤの山──その灯あかりが、ゆっくりと推進エンジンを唸うならせてやって来る、最さい新しん鋭えいのステルス戦せん闘とう機きの翼つばさを照らし出している。

　人生はお宝の山だ──銃と弾丸さえあれば。燃える石の山を一いち瞥べつし、その思いに満たされた。

　それを自分に教えた男を思いながら、スティンガー・ミサイルの照準をロックしたとき。

　女の機械の左目が、彼方かなたから放たれる、赤いレーザーをとらえていた。

　真しん紅くの死キル・線ゾーン──射手の意志と優すぐれた技術において、無言のうちに死を告げるもの。

　ライフルを持つ特甲トツコー児童が、それをぴたりと自分の顔に向けているのを悟さとった。

　女の動かなかったはずの右手が、無意識に首から吊つるされた牌ブロツクをまさぐり──握にぎった。

　いっとき、一人と三人に分かたれた者たちが、四人だった頃ころの記き憶おくが女の脳のう裏りをよぎった。

　ミサイルのトリガーをオンにした直後──弾丸が飛来した。

　そのちっぽけな物体は、もたらすべきものを正確にもたらした。寝ねそべったままの女の機械の左目を貫いて衝しよう撃げきエネルギーを解放し、頭部を吹ふき飛ばして首の骨をへし折り、そのままミサイルの発射管をぶち抜ぬくとともに、発射されるはずだった弾頭に撃ち込まれていた。

　タラップ車の最上部に火球が発生──女の命も、肉体も、握りしめた牌ブロツクも、みなもろともに、かつては何かであった無数の断だん片ぺんに──灰と塵ちりに変えた。




　陽炎は、数百メートル先で女がまだ生きていることが探査に浮うかび上がり、その完全な死が確かく認にんされてなお、僅わずか十数メートル先にあるはずの戦闘機が探査されないことに仰天した。

　通信車両による複数のレーダーも、特甲の探査も、ごく僅かな面積の障害物があるかもしれない、という程度にしか、その機体の存在を判明させられないでいる。

　目に見えているのに──電子情報上は、どこにも存在しないしろもの。

　その、ひどく無む駄だのない、安全カミソリの刃はみたいな形の機体へ、夕霧が歩み寄ったとき。

《夕霧小シヤオ姐チエ》

　優やさしい──透とう明めいな声が、陽炎の脳裏にも響ひびいていた。

　夕霧が立ち止まる──機体を見つめる──何を言われても驚おどろきはしないと無言で伝える。

《吾われと、つながって欲しい……》機体が告げた。《このままでは死んでしまう……迅シユン妹メイが……合パー[image: ]ト人ナーが……死んでしまう》

「うん」夕霧──なんの迷いもない返答。「いいよ」

「夕霧？」陽炎──泡あわを食う／駆かけ寄る。「待って……つながる？　この機体とかい？」

「うん」こくっとうなずく。「あのパイロットさんは、この子の言葉を信じて、夕霧たちのいる国に来たの。太公望さんが、正しい方法で痛みを消せるって言ってくれたから。だから、夕霧も信じたいの。太公望さんが行こうとしているところに、一いつ緒しよに行きたいの」

「行く……？　どこへ……？」

　夕霧は機体を見つめたままでいる──そして透明な声が、その答えを告げた。

《国UN連O-都CI市TY》




「戦闘機が証人だと……？」ミハエル──トランシーバーを異様なもののように凝ぎよう視し。

「ステルス戦闘機は、何より、飛行させるための高度なコンピューターとプログラムが必要なのだ」バロウ神父──重々しい声／重々しい眼まな差ざし。「中国がそれらを開発したとは聞いていない。おそらくそれらに代だい替たいするものを……犠脳体兵器の技術を応用しているのだ」

　ミハエル──瞠どう目もく／戦せん慄りつ。「まさか……あの戦せん闘とう機きに……」

「何らかのかたちで人間の脳を使用しているに違いない。そしてパイロットと脳機能をリンクしているはずだ。そうでなければ、マスターサーバーの干かん渉しように拮きつ抗こうできるはずがない」

「中隊長！」隊員──畏い怖ふの叫さけび。「敵の特甲猟兵の一人が、動き出しました！」

　同時に爆ばく音おん──車輪の回転音／エンジン音──どどどどど、と回転ノコギリが立てる轟ごう音おん。

　黒くろ鉄がね色の特甲猟兵が、ミサイルの直ちよく撃げきから立ち直り、吹き飛ばされた盾たても四し肢しも全すべて再転送し、猛もう然ぜんと疾しつ走そうを開始──水しぶきをあげて戦闘機へ切せつ迫ぱく。

「くそっ」ミハエル──トランシーバーを腰こしに戻もどす／ライフルを抱かかえて走る／倉庫の外に出て構える。「総員、あの化け物を撃て！　全ぜん弾だん撃ち尽つくしても構わん！　戦闘機を守れ！」

　倉庫入り口からたちまち放たれる火線──陸王＝一向に気にせず／戦闘機へ直進。

　その無線通信。《なにしとんじゃァ秋水ィーッ！　さっさと起きんかいやァッ！》

　返信──秋水。《なんか……おかしーんじゃァ～兄ちゃん……妙みよォ～な気分なんじゃァ》

《そんなんゆーとる場合かい。ルージュトロワのねーちゃんが死んでもーたァ。ワシの転送回数もぼちぼち限界じゃ。さっさと片づけてトラクルのおっさんとこ戻るどォ、えーかァ！》

　返事も待たずに戦闘機へ迫せまる──夕霧が／陽炎が、進路に立って待ちかまえる。

　ライフルの速射──立て続けに放たれた弾丸を、素す早ばやいＳ字走行でかわして接近したとき。

　サービス車用道路のマンホールが吹っ飛び、漆しつ黒こくの特甲少女が飛び出していた。

　地下道を突つっ走ってきた涼月──陸王の眼前へ飛び込み、渾こん身しんの右ストレート。

　直撃──完全に虚きよを突かれた陸王のヘルメット前面に、鉄てつ拳けんがめりこんだ。

　雷らい撃げき──どかん！　爆音とともに陸王のヘルメットが砕くだける／路面に叩たたきつけられる／すさまじい勢いでバウンド／転てん倒とう／火花──進路から大おお幅はばに外れ、疾走していた勢いの分だけ路面を転がり滑すべってゆき、何十メートルも向こうで、やっと止まっていた。

　涼月──勇ゆう猛もうなるファックサイン。「お返しだぜ、このノコギリくされ猿ざるッ」




《クッ……ソがァ～。はァ～……あの拳骨女ァ～》陸王──呻うめくような無線通信。《なにしとんじゃァ～秋水ィ～……。わりゃァまだ転送時間が残っとるじゃろォーがァ～……》

　管かん制せい塔とうの屋根の上──ミサイルの直撃を受けてのち避ひ難なん＝右みぎ腕うでであるガンバイクから降りて屋根に座り込み、ヘルメットを開いて傷だらけの顔を雨ですすぐように頭上を仰あおぐ。

《なんッか……変じゃァ……。さっきまで頭が割れるみとーに痛かったのに……急に気分がよーなったわ。どえらい気分がよーなって……破は裂れつしてしまいそーじゃァ～……》

《頭ァ痛いのはこっちじゃ～ドアホッ。さ～っさとあのクソ戦闘機をぶっ壊こわさんかいやッ》

《わかっとるでよ兄ちゃん……》のそっとした動作で起き上がる──右腕である乗り物に座る／左手でごしごし傷だらけの顔をこする／血がぽたぽた落ちてくる。

　抗こう磁じ圧あつの噴ふん出しゆつ＝ふわっと浮ふ遊ゆう──ヘルメットを閉とざそうとしたとき、何かがいた。

　宙に浮うかぶ長大な砲ほう身しんの先せん端たん──血がにじむ目をしばたたかせて、それを見た。

　見事なバランスで砲身の上に立っている少女。

　濡ぬれそぼった灰色の軍用ジャケットを手に抱え、タンクトップと軍用ズボンとブーツという出いで立ちで、濡れて顔にかかったボサボサの金きん髪ぱつの間から、緑の目が秋水を見ている。

「なんじゃ……これェ……。幻げん覚かくかァ……？」秋水──ぽかんとした顔。

「どうする、螢」いきなり少女が言った。「こいつ、とっくにフロー状態だぜ」

「管制室で情報収集中に、厄やつ介かいなのが飛んできたものだ」ふいに別の声──少女の左手＝機械化義手が、ひょいと動く／関節のあちこちが明めい滅めつする／何かを受信している。「……どうやら数人で変通抑よく制せいを共有することで、レベル３の人格改変化に耐たえていたらしい」

「そのせいで逆にフローが進んじまったんだなあ」少女──虚うつろなまでに嬉き々きとして。「ずいぶん頑がん張ばったみたいだけどな。じゃあ、このまま人格崩ほう壊かいか」

「チャンスはある」と機械の左手。「人格の時間面を自分から進めることができれば」

「放ほうっておくってのも手だぜ、螢」少女──秋水に向かって、にこっと笑う。

「せめて最後の機会を与あたえよう、皇。我々にとっても貴重なデータになる」

「それって優やさしいことだっけ？　それとも残ざん酷こくなことだっけ？」少女が呟つぶやきながら砲身の上を歩き始める──真っ直すぐ秋水に近づいてくる。「どっちかなあ……どっちだろうな」

「なんじゃッ、この幻覚がッ！」秋水──いきなり憤ふん怒ぬをあらわにする／左手で爆ばく雷らいの鎖くさりを引っ張り出す／振ふり回す／なぎ払はらう。「消えんかいッ！　ワシの頭から出て行けやァッ！」

　ぱっと光が起こる──振るわれた鎖が、少女に届く寸前、少女の姿ごと消えていた。

　そして炸さく裂れつ音／無数の鉄の破は片へんがそこら中に飛散──秋水＝千切れた鎖を呆ぼう然ぜんと見る。

　砲身──誰もいない。かと思うと、すうっと少女が現れ、にっと笑った。

「あたしの透とう化か防ぼう壁へきは振動するのさ。雷撃器とまではいかないが、それなりの威い力りよくだろ？」

　秋水──ぽかんとなって少女を見る──少女の背中から広がるものを見る。

　四枚の、無色透とう明めいな水すい晶しようのようにきらめく、大きな大きな、イナゴの羽。

　気づけば少女の左手が眼前に迫っている──秋水の額に、ぴたりと手の平が当てられる。

　左手から響ひびく別の少女の声。「お前の頭の中に入るのは、これからだよ、坊ぼうや。お前は正しく夢を見ることができるか？　そのための鍵かぎを、お前の脳内チップに転送してやる」

　そして突とつ然ぜん、秋水の脳のう裏りに、それが現れた。

《３７２９２３１７１３１１７》

　まるで意味のわからない数列──その十三桁けたの数字が、無数の声／無数の音／無数の文字のイメージとして猛もう烈れつな勢いで脳裏で明滅し、意識の隅すみ々ずみで苛か烈れつな何かを及およぼしていった。

　秋水──その口から絶ぜつ叫きようがほとばしり、砲身の上の少女を振り落とそうとするように、右腕であり乗り物であるしろものを飛び立たせ、めちゃくちゃな勢いで闇やみに向かって飛ひ翔しようした。
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「黒シユヴ犬アルツか？　応答しろ、黒シユヴ犬アルツ。女パイロットはどうした」ミハエルの呼びかけ──トランシーバーから返ってくる声。《そっちにパトリック……白人男が、つれていきました》

「あんたが指揮官か？」声──雨の向こうから女を抱だきかかえたパトリックが現れる。

「そうだ」ミハエル──隊員に指示＝女を屋内へ運ばせる。「うちの隊員が世話になった」

「いや。ずいぶん沢たく山さんのものを彼女にどかしてもらった。とんでもないガッツを教え込んだものだ」パトリック──真面目まじめな調子。

「生来の素質さ」ミハエル──にやっと渋しぶい笑えみ。「おたくの素質にも脱だつ帽ぼうだ。一度、逮たい捕ほした相手にこう言うのは奇き妙みような気分だが、あの女パイロットの救出には心から礼を言う」

「ではハイジャックの件と、俺の素す性じようについては、今だけ忘れてくれると解かい釈しやくして、一つ訊ききたい。〈赤いハヤブサ〉の幹部を逮捕したはずだが、まだ生きているか？」

「脳もないのに存命中だ。余よ裕ゆうがあれば使うつもりだったが、手数が足りん。それで？」

「では俺が使おう」パトリック──真っ直ぐにミハエルを見つめて。「もともと俺の獲え物ものだなどと間ま抜ぬけなことは言わん。そちらができないことを、してやれるかもしれん」

「返事をする前に、使い道を教えてくれ」

「あの男は、脳もなく今さら生きてはいけない。といって幸せな気分で死ねる状じよう況きようでなきゃ意味がない。だからそいつを用意してくれるやつのもとに帰ろうとするだろう」

「なるほど」ミハエルが手て錠じようの鍵を差し出す。「それで、俺たちができないこととは？」

「リヒャルト・トラクルを始末する」パトリックが手錠の鍵を受け取った。

「二階ターミナル西側警備室」ミハエルが言った。「あの連れん絡らく役の少年は気の毒だった」

「それが彼の墓ぼ碑ひ銘めいだ。全ての殉じゆん職しよく者しやたちに敬意を表する」パトリック──謹きん厳げんな敬礼。

　ミハエルも無言で敬礼──走り出すパトリック。

　振り返らないミハエル──トランシーバーで指示。「負傷者はただちに地下道へ退たい避ひ。女パイロットもだ。まだ動ける人員で戦せん闘とう機きを守る。バリケードに使える車両を集めろ」

《中隊長さん》ふいに無線通信──夕霧。《バロウ神父様はいますか？》

　ミハエル──さっとバロウ神父の方へ歩み寄りながら。「ああ。どうした、踊テンりツエ子リン？」

《夕霧を、太公望さんにつなげて欲しいんです》

「バロウ神父」ミハエルが呼ぶ──バロウ神父＝女パイロットの応急処置を手伝う手を止めて振り返る。「……どうしたのかね？」

「うちの特甲トツコー隊員が、あの戦闘機とつなげてくれと言っています。意味がわかりますか？」

　うなずくバロウ神父。「脳機能をリンクする気だ……。確かに今のままでは彼女が危あやうい」

「危うい？」ミハエル──ぐったりとなっている女パイロットを見る。

「あの戦闘機はひとりでに起動したわけではない。彼女の脳が起動キーなのだ。失血と痛みのショックに加えて、マスターサーバーの干かん渉しように拮きつ抗こうし続けている。これ以上の負ふ荷かは危険だ。特甲児童がそのキーとなれば、むしろマスターサーバーの支し援えんを受けることができる」

「作業に必要な時間と、それに伴ともなう危険性はどれほどですか？」

「特甲児童のキーコードを操作する機材と権限、接続官コーラスの解かい析せき支援があれば十分以内に完かん了りようする。危険性は……特甲児童の状況による。だが、なんのために戦闘機とリンクを？」

「さて」ミハエル──通信オン。「白犬ヴアイス、十分で実現可能だ。何をする気か言ってくれ」

《飛びます》夕霧──迷いなく。《太公望さんと一いつ緒しよに、お空を──国連都市まで》




　どどどどど──打だ撃げきから回復したことを告げる回転ノコギリの轟とどろき。

　陸王──涼月の拳こぶしを食くらってのち地下道へ退避／陽炎の探査からも消失ロスト。

　雨と闇のどこかからか、仮借なき攻こう撃げきの意志が、再び轟きとともに迫せまって来る。

　戦闘機──推進エンジンを唸うならせながら、ゆっくりと移動。

　守護する涼月／陽炎／夕霧──満まん身しん創そう痍い／火傷やけど／肺から出血──弱音一つ吐はかず敵を待つ。

　あるのはただ頼たのもしさばかり──三人揃そろったことの結束の思いに満たされて。

　倉庫からバロウ神父と女パイロットを乗せた通信車両が出る──西側誘ゆう導どう路ろへ。

　残り十名をきった隊員・軍人たちがトラックで滑かつ走そう路ろ周辺へ──バリケード作り。

《来たぞ》陽炎──探査に浮うかび上がる敵の情報を、三人が同時共有。

　真っ直すぐ走る涼月──ライフルを構える陽炎──回り込む夕霧。

　陸王──スピードスケートの疾しつ走そうポーズ／直線コースで急接近──迎むかえ撃うつ涼月。

　なぎ払はらわれる回転ノコギリ／同時に機き銃じゆう掃そう射しや──涼月＝一いつ瞬しゆん前に、高々と跳ちよう躍やく。

　ライフルの轟き──弾だん丸がんが、涼月がいなくなった空間を走り抜ぬけ、右みぎ腕うでを振ふるった直後の陸王のヘルメットにヒット＝一発・二発・三発──盛せい大だいな火花／立て続け。

　陸王──損傷軽けい微び──視界を奪うばわれ、急カーブで退避。

　ぴったりのタイミングで滑すべり込む夕霧──傷のせいで疾走不能／代わりに水しぶきをあげて地面をスライディングしながら相手の車輪の両足を狙ねらって右手のワイヤーをなぎ払った。

　陸王の跳躍──すかさず着地地点に走り込んでいる涼月＝固く握にぎりしめた右拳。

　振り下ろされる回転ノコギリが、精密なライフルの速射によって火花を上げて弾はじかれた。

　逸そらされた掃射の火線が闇やみを裂さく／涼月の肩かた口ぐちをかすめる──右拳が振り抜かれる。

　右フックが盾たてに防がれる──雷らい撃げき器きの効果が、盾の抗磁圧に封ふうじ込まれる。

　涼月が押し切られる──相手の重武装に歯が立たず、真っ直ぐ後ろへ跳はね飛ばされた。

　陸王の着地──同時に猛もう烈れつな機銃掃射。

　転がりかわす涼月──一いち陣じんの弾丸がもう一つのノコギリのように涼月の右足をもぎ取った。

　追撃する陸王──その腕に・足に絡からみつくワイヤー──だが構わず疾走。

　夕霧＝止められず／引きずられる──地面にありったけの杭くいを打ち込みワイヤーを固定。

　陸王の四し肢しに盛大な火花──ワイヤーが食い込む／追撃を諦あきらめる。

　怒いかり任せに回転ノコギリを振り回し、ワイヤーを切ろうとしたところへ、必中の狙撃フオロー。

　陸王のヘルメットに撃ち込まれる弾丸──火花／ヘルメットに亀き裂れつ／盾で次弾を防ぐ。

　足を再転送した涼月──果か敢かんに走り込んだところへ無線通信＝ミハエル。

《準備完了だ。白犬ヴアイスをここへ》

《行け、夕霧！》涼月──ワイヤーで束そく縛ばくされた相手へ容よう赦しやないキドニーブローを見み舞まった。

　どん！　雷撃器がもろに効果を発揮──陸王がもんどり打って倒たおれ、ワイヤーがさらに手足に絡みつく／火花を上げて食い込む／機銃を掃射しようとして地面につなぎ止められる。

　まるで回転ノコギリを振り回して暴れるガリバー──怒りの雄お叫たけび。

　最後のワイヤーの操作を終えた夕霧が、涼月に背を向けて走り出す──陽炎の横を走り抜ける──二人に守られながら、二人に心の底から感謝しながら、傷の痛みに耐たえて走った。

　滑走路の進入路に辿たどり着いている戦せん闘とう機き──そのそばにバロウ神父と技術者たち。

　走り寄る夕霧の背後で、ミハエルが指示＝隊員たちがトラックを並べてバリケードを形成。

　カバーが開かれた戦闘機の操縦席──立てかけられたタラップに迷わず足を乗せる夕霧。

「……本当に、君が行くのかね」バロウ神父──重々しい眼まな差ざしで夕霧を見る／その体に固定された左手を見る／包帯ににじむ血を見る。「その傷でこの機体に搭とう乗じようすべきではない」

「涼月も陽炎も、きっと無理だから」夕霧──ありのままの事実を見つめる透とう明めいな目／透明な声。「太公望さんを本当に信じて、心を譲ゆずってあげられるのは、きっと夕霧だけだから」

　バロウ神父──目を伏ふせる／己おのれの手を見る──罪を消そうとして、かえって罪を増やすという、この老人が常に抱いだき続けているであろう悔かい悟ごの思いが、自然と夕霧に伝わってくる。

「手が痛みますか？」夕霧──自分も一いつ緒しよに、痛みを背負うという気持ちを込めて。「きっとその痛みも、正しい方法で、消せると思います」

　バロウ神父──自分の思いを言い当てられたことへの純じゆん粋すいな驚おどろきが顔にあらわれる／すぐに真しん摯しな表情になる。「……君の側の接続調整は接続官コーラスが行う。私たちが戦闘機の側を担当する。君は操縦席に座るだけでいい。脳機能のリンクテストは経験があるね？」

「はい」

「接続官コーラスの適正テストでは、無意識型だったかね？　有意識型だったかね？」

「眠ねむってるみたいになりました」

「無意識型だ……君が航空コンソールを操作する心配はない。基き礎そ的な航空プログラムの自動操縦で飛ぶようセッティングする。くれぐれも自分がパイロットだという主張を機体やマスターサーバーに対して行ってはいけない。君が言う通り、中継として脳機能を譲り渡わたし、主体となってはならない。マスターサーバーの支し援えんを頼たよって、操縦技術のない君が高度な飛行を試みれば、必ず失しつ墜ついするし、急激な加速で体に負ふ荷かをかけることになる」

「わかりました」素す直なおに返答＝操縦席に乗り込む──バロウ神父と技術者たちが複雑な形のベルトで夕霧を席に固定してくれる。

「夕霧・クニグンデ・モレンツ……」ふとバロウ神父が呼んだ。

「はい」

「……ありがとう」深い感謝の念──悲しげで優やさしい微笑ほほえみ。

「はい」にっこり微笑む──バロウ神父にマスクをつけてもらう。

　そして目を閉じたとき、どーん、という爆ばく音おんが起こり、技術者たちがわっと悲鳴を上げた。

　夕霧の脳裏に、仲間が深エルン刻ストな打だ撃げきを受けたことを意味するＫＳＥ─Ｅの文字が明めい滅めつする。

　だが夕霧は目を開かない──一刻も早く飛び立つことが仲間を助けることになると信じて。

　バリケードの向こう──地面のコンクリートに盛せい大だいな亀裂。

　陸王──怒ど号ごう。「レベル１がッいつっまで生きとんじゃァッこらァッ!!」

　絡みついたワイヤーを杭から引き千切る──液状に戻もどって白銀のきらめきと化す。

　掲かかげた盾たてから抗磁圧の爆風──必死にかわす涼月／かわしきれず爆圧に巻き込まれて吹ふっ飛ばされる／両足首がねじれて砕くだける／バリケードのトラックの車体にもろに叩たたきつけられる。

　陽炎＝退きながら撃うつ──かわされる／盾に弾はじかれる／熾し烈れつな掃そう射しやを返される。

　非常識なまでのＺ字走行──あっという間に接近される陽炎＝跳とびすさってガード。

　陸王のショルダータックル＝雷らい撃げき器──盾にしたライフルと左ひだり腕うでが同時にへし折れた。

　陽炎の体が宙を舞まって背から地面に叩きつけられる──転てん倒とう／水しぶき。

　両足を再転送した涼月が叫さけびを上げて猛もう進しん＝握にぎりしめた拳こぶし──突つっ込んでくる陸王。

　右拳／右肩──二つの雷撃器が激げき突とつ──同時に砕け散る。

　跳はね飛ばされる涼月──くそっ／ちくしょう／止められない／太刀打ちできない。

　陸王がバリケードへ迫せまる──その向こう側でミハエルが叫ぶ。「やれ！」

　隊員が突破用爆薬に点火＝トラックの荷台で燃料タンクが炸さく裂れつ──炎ほのおと黒こく煙えんの波／構わず左肩から突っ込む陸王──トラックが吹っ飛ぶ／隊員・軍人たちが倒たおれる／撃ちまくる。

　陸王──視界と呼吸を炎に遮さえぎられてＬターン／獰どう猛もうな掃射／炎から抜ぬけ出すや轟ごう音おんが飛来。

　戦せん闘とう機きから発射されたミサイル──さらにＬターンでかわす／正確に追つい尾びしてくる。

　盾をかざす──抗磁圧の爆風で迎むかえ撃つ／ミサイルの炸裂／爆圧で陸王の体が宙に浮ういた。

　着地／退たい避ひ──怒いかりの通信。《秋水ィッ！　わりゃぁ何しとんじゃァッ！》

　にわかに砲ほう撃げき──闇やみ雲くも。

　そこら中で火柱が発生し、再転送して走る涼月と陽炎が、呆あつ気けにとられた。

　上空からふらふら現れる空飛ぶ砲身──さらに戦闘機から発射されたミサイルが迫る。

　秋水──めちゃくちゃに機き銃じゆう掃射／弾だん幕まく／接近するミサイルを撃ち抜く。

　火球に飲み込まれる秋水──爆ばく炎えんに焼かれながらよろめき急降下。

　水しぶきをあげて滑かつ走そう路ろを削けずりながら難着陸──右みぎ腕うでであり乗り物であるしろものから降りて地面にへたり込む秋水の傍かたわらへ、陸王が滑すべり込む／ヘルメットを開く／怒ど鳴なり散らす。

「こらァッ秋水！　どーゆーザマじゃッ！　さっさとあんならぁぶち殺さんかい──」

「ワシ、殺せん」秋水──開いたままのヘルメット／血まみれで怯おびえきった顔／後から後から涙なみだが流れ落ちる。「いけんのじゃァ……兄ちゃん。殺したらワシら自身を殺してまう──」

「やかましーわいッ！」蹴け倒たおす──相手の胸を・腹を蹴ける。「正気に返れドアホがッ！」

「……正気に返るのは兄ちゃんじゃ！」秋水──抵てい抗こうせず／泣き叫ぶ。「ワシら殺しとーなかったじゃァーないかッ！　誰だれも殺しとーなかったんじゃ！　それを思い出しぃーや……！」

「黙だまれやァッ！」顎あごを蹴け飛とばす。「もう手て遅おくれじゃーゆーとろーがァ!!」

「やめ……やめてや……」顔からぽたぽた血をこぼす──頭を・背を・脇わき腹ばらを蹴られる。

「今さらヘタレんなやァッ！　ビビんなやァッ！　ほんまに殺されてまうどっボケぇッ！」

「わかった……わかったからやめてや……」すすり泣く秋水──ふと身を強こわ張ばらせる／悲痛な声をこぼす。「あかんわァ……虫じゃァあ……。兄ちゃんの足に……虫がおるわァ……」

「虫なんぞおらん」陸王──怒りに喘あえぐ／手を下ろす。「さっさと全員ぶち殺すど──」

「なんじゃ……なんか……変じゃ」秋水──兄を見上げる／ふいに表情がなくなる／目が虚うつろになってゆく／ぞっとなるほど感情のない声。「虫がどんどん溢あふれ出てきよる……」

「秋水……」ふと声を和やわらげる陸王──弟の肩かたにふれる。「虫なんぞおらんのじゃ、なァ」

「兄ちゃんか？」ひどく調子外れなトーン──甲かん高だかい声。「兄ちゃんだったんかァ？」

「やめーや、秋水。どーしてもあかんのじゃったらワシ一人でやるけェ休んどれや、な？」

「兄ちゃんから虫がうじゃうじゃ出てきよるんじゃ」

　完全に抑よく揚ようを失った声──まるで一人の人間が内側から壊こわれる音。

「兄ちゃんが虫の巣じゃったんかァ」

「秋水──」

　ガンバイクが宙に浮く／回頭する──陸王に向かって至近距きよ離りから掃射を見み舞まう。

　盾で防ぐ陸王──僅わずかに間に合わず／胸に・腹に・足に機銃の弾丸を食くらう／特甲トツコーが破損／腹からこぼれた血が一筋、弧こを描えがいて宙を舞った。

「兄ちゃん、兄ちゃん、兄ちゃん」秋水──涙が血と雨にまじって流れ落ちた。「なあ兄ちゃん、ワシ帰りたい。早く帰りたい。剣ツルギも一いつ緒しよに、父ちゃんと母ちゃんとこ、早く帰ろ──」

　ちゅん、と小さな動物が啼なくような音を立てて。

　回転ノコギリが、秋水の首を刎はねた。




　世界中から痛みが伝わってくる気がした。

　本来なら飛ぶことに適していない翼つばさ──飛ぶべきではなかった翼。

　それを飛ばすために、これ以上ないというほど複雑に組み合わされたプログラムの海に心を沈しずませながら、夕霧はただ、伝わってくるものを静かに感じ取り続けている。

　痛み──飛べない翼が飛ぶために背負ったもの／人を動かし続ける悲しさ／苦しみ／全すべて。

　そして、ふいに、歌が聞こえてきた。





烽フオ火ンフ燃オラ不ンプ息ーシー　　　（烽火は燃え続けて消えず）

征ツン戦ツア無ンウ已ーイ時ーシー　　　（戦争は終わるときがない）

野イエ戦ツア格ンコ闘ート死ウスー　　　（兵士は野に戦い、格闘して死に）

敗パイセ馬ーハ號オミン鳴シア向ンテイ天エン悲フエイ　（主人を失った馬が天に向かって悲しく嘶いななく）

烏ウーユ鳶ワン啄チユオ人レン腸ツアン　　　（烏からすや鳶とびが死者のはらわたをついばみ）

銜シアン飛フエ上イシヤ挂ンコ枯ワクー樹シユ枝ーツー　（肉をくわえて飛び、枯かれた木の枝にかける）

士シー卒ツート塗ウー草ツアオ莽マン　　　（兵士は草むらの中で土となり）

将チア軍ンチユ空ンコ爾ンアル為ウエ　　　（将軍たちはただ空むなしい戦争をしただけであった）

乃ナイ知ツー兵ピンツ者オー凶シユ器ンチー　　（そうして知るのだ──武器というものは、ただ凶きよう器きにすぎぬと）

聖シヨ人ンレ不ンプ得ータ已イー而アル用ヨン之ツー（だから聖人たちは、やむを得ぬときしか使ってはならぬと言ったのだ）






　人を殺傷する武器として生まれ、そして今、それ以外の何かになろうとしているものの歌。

　夕霧の、閉じた両方の目ま蓋ぶたから、涙が溢れ出した。

《ありがとう……夕霧小シヤオ姐チエ》

　優やさしく透すき通る声──悲しく泣いている声。

《痛みを……消したいの……。正しい方法で……消したいの……》

　自分の声──機体にやどる声──二つが一つになって胸に満ちる。

　操縦席のカバーが閉とざされた。

　エンジンの唸うなり──垂直口から噴ふき出す炎ほのお──猛たけ々だけしいほどの悲ひ憤ふんの声。

　飛ぼう、と機体にやどる声がささやいた。

　ともに──この世界から痛みを消しに行こう。

　にわかに機体の震しん動どうが激しくなった。

　悲しみの底の底から、最後に残った希望のかけらに、身を震ふるわせるように。




　涼月も陽炎も、愕がく然ぜんとなってそれを見ていた。

　ヘルメットで覆おおわれた頭部が宙を舞まう──水たまりに転がる。

　首を切断された少年がどっと地面に膝ひざをつく──右みぎ腕うでであり武器であり乗り物であるしろものが音を立てて落ちる／機銃を撃うち続ける／死んでなお騒そう々ぞうしく火と咆ほう哮こうを放ち続ける。

　振ふり下ろされる回転ノコギリ──砲ほう身しんを一刀両断。

　機銃の撃げき鉄てつが、獣けものの顎あぎとのようにがちがち鳴り続け、やがて作動を停止した。

　陸王──のろのろと弟の首を拾う──雨水で血を洗う／自分を向かせる／震え声。

「だッから……手て遅おくれじゃて、ゆーたろがァ……。なァ……。秋水よォ……」

　弟は答えない。

　がらんどうのような虚うつろな目──命を失う前に、とっくに心は死んでいたというように。

「えらく降りよるけェー……余計に……喉のどが渇かわくのォ──……」

　左手で弟の首を抱だいたまま空を見上げる──大きく口を開く──雨を飲む。

　その様子を凝ぎよう然ぜんと見ている陽炎──どうにか理解しようとする／心が理解を拒こばむ。

「……なに？　仲間同士で？　なぜ……？」

「なにやってんだよッ!!」涼月──いきなりほとばしる怒ど号ごう。

「涼月……？」陽炎──ますます呆ぼう然ぜん。

「なにやってんだ！　なんでお前が殺してる！　仲間をッ！　兄弟だろッ！」

　涙なみだがにじんだ──仲間殺し／レベル３──ずっと抱いていた恐きよう怖ふが今、目の前にあった。

「ふざけんなッ、ふざけんなよッ──!!」

　怖こわさと悲しさが一緒になって爆ばく発はつしそうになり、相手に向かって闇やみ雲くもに突っ走りかけた。

《飛ぼう》

　にわかに透とう明めいな声──はっと涼月が息をのむ／陽炎が燃えさかるバリケードを振り返る。

《ともに──痛みを消しに──》

「夕霧だ……準備が間もなく終わる。後もう少しだ」

「……なら、お前も行け」涼月──じっと陸王を睨にらんだまま。

「え？」びっくりして顔を戻もどす／耳を疑う／意味を理解し損そこねる。「私が……どこへ？」

「あたしらだけじゃ、あのくされ猿ざるは止められない。戦せん闘とう機きもあたしらもやられるだけだ。だから、あたしが、あいつを押さえる。お前も夕霧と一いつ緒しよに、国連都市へ行け」

「何を言ってる？　お前が……？　というか私が？　どうやって？」

「ここは空港だ。空飛ぶ乗り物はいくらでもあんだろ。中隊長に頼たのんで飛んでもらえ」

「確かに、じきヘリが飛ばせる見込みだが……しかし、お前は、何を言っているんだ？」

「飛べば、あの猿も追えない。でもな、国連都市には、あのバイオリン弾きがいるんだよ」

　陽炎──瞠どう目もく／〝僕は鳥を殺した〟というフレーズがよみがえる／ぞっとなる。

「いいか。だから、お前が、夕霧を助けろ」

　どどどどど──にわかに轟とどろく回転ノコギリ／陸王が、ごくんと口中に溜たまった雨水を吞のむ。

「ばっ──馬ば鹿かを言うな、涼月！　お前一人であれを相手にする気か!?」

「あたしは空の上じゃ手も足も出ねーんだ。でも今なら、まだできることがあるんだよ」

「なんだと──？」

「吹雪が言ったんだ。あたしの心を守ってくれるって」涼月──陽炎を振り返る／静かに言い聞かせる／誓ちかうように。「あいつが自分からした約束を破ったことなんてない。一回もない。だから、あたしは大だい丈じよう夫ぶだ。あたしたちは絶対に、仲間を殺したりなんかしない」

　陸王の顔を、ぴたりとヘルメットが覆った。

　左手で大事そうに弟の首を抱かかえたまま、ゆっくりと腰こしを落として疾しつ走そうのポーズになった。

「お前──」

「行けッ!!　あたしが正気なうちに行けッ!!」

　爆音を上げて疾走する陸王──脇わき目めもふらぬ直線コースを弾だん丸がんのごとく迫せまってくる。

　叫さけびを上げて突っ走る涼月──握にぎりしめた拳こぶし──固く、固く──自分が持ちえた、ありったけの何かを、その両手に握りながら、もうとっくに許可されていたその回線を開いた。

《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました。戦時状じよう況きよう下かでの行動を承しよう認にん。戦闘員のアクセス権限を拡大。バランサーを解除します──》

　さあ、握れ──絶対に手放さないように──決して失わないように──心を握り続けろ。

　燃えるようなエメラルドの輝かがやきが四し肢しを包む──心を包む──全すべてを変えようとする。

　到とう来らいする声──暗い夜の底で、獰どう猛もうなものの降誕を告げる、天使祝しゆく詞し。

《特甲レベル３の転送を開始します》




　　　　伍ご




　砕くだかれた左ひだり肩かたを庇かばって体を傾かしがせながら、その男は必死に痛みに耐たえ、バスを走らせていた。

　ヤーセル・オカモト──華はな々ばなしい死に場所を求めて。

　捕とらわれていた部屋に男が現れた／部屋を出された／外でバスに乗せられた／肩の痛みに呻うめいていると左手だけ手て錠じようを外された／無事な方の右手をバスのポールに手錠で拘こう束そくされた。

　戦闘で盾たてにされたらしい弾だん痕こんだらけのバス──ポールの下か端たんが破は壊かいされていた。

　男がバスのエンジンをかけた──ガーガー無線機の音／通信に応じながらバスの外へ出た。

　ヤーセルは痛みをこらえてポールを右肩で押し、下端と床ゆかの隙すき間まから手錠をすり抜ぬけさせると、外に出た男がバスのトランク側へ行くのを見て、痛みも忘れて運転席に飛び込んだ。

　アクセルを踏ふんだ──快かい哉さいの声を上げて逃にげ去った。そのまま駐ちゆう機き場を通過──フェンスを跳はね飛ばして空港の外へ──道路が水すい没ぼつしていないことを祈いのりながら高ア速オト道バ路ーンとは反対の道へ。

　作戦前に記き憶おくした周辺地図を頼たよりに川沿いの道に入り──やがて目的の場所に到とう着ちやく。

　運河口──増水で堤てい防ぼうのこちら側に転がり倒たおれたタグボートの間にバスを停とめる／降りる。

　繫けい留りゆう中の大型客船──バスのライトに照らされたタラップに、男が立っている。

　象牙ぞうげ色のスーツ──浮うき浮き見開かれる鮮あざやかな緑の目。「最初の帰き還かん者しやが君とは驚おどろきだ、ヤーセル・オカモト。帰還者リストに君の名は載のっていない。使命を果たす気が失うせたかね？」

「失敗は認める」ヤーセル──悪びれない態度。「だから戻った。今度こそ立派に死ぬ。死んでオリオンの三つ星になる。俺に命を費ついやす機会を与あたえろ、リヒャルト・トラクル」

　その名が出た瞬しゆん間かん、バスのトランクからパトリックが飛び出し、銃じゆうを構えた。

　動くなとも観念しろとも言わず──正確な二点速射でタラップに立つ男を撃うった。

　ヤーセル──啞あ然ぜん／凝ぎよう然ぜん／棒立ち。

　パトリック──じっと片かた膝ひざを立てた姿勢で銃の狙ねらいをつけたまま。

　胸を撃たれた男──にこにこ微笑ほほえむ／ぱちぱち火花が舞まう＝等身大の電子パネルの映像。

「私を追う子供たちのための用意だったのだがね」トラクル──ノイズまじりの声。「まさか君が現れるとは。今回は驚きが多い。君の本国とは取引済みだよ、ミスター・イングラム」

「俺は取引した覚えはない」ゆっくりと立ち上がる──タラップへ歩み寄る。「貴様と勝手な取引をした全ての人員と政治家は、速すみやかに表おもて舞ぶ台たいからの退場が決まった。ステルス戦闘機の開発技術をあえて中国へ流す〝トロイの木馬作戦〟も、ただちに中止が言い渡わたされる」

「おやおや」胸から火花／口から火花／まるで電気仕じ掛かけの死に神。「戦闘機こそ最大の兵器ビジネスなのだよ？　優すぐれた戦闘機を買えば、周辺諸国の軍事バランスが変わると思わせることができる。制空権が守れ、国は安あん泰たいだと思い込める。そんな兵器は他に、核かく兵器と空母と原子力潜せん水すい艦かんくらいしかない。だがまさか海のない国に最後の二つを売るわけにもいかない」

「戦争を左右するのは外交だ。戦闘機だけで戦争に勝てるなら苦労はない」

　パトリック──真面目まじめな調子／タラップの手前で立ち止まる／油断なく船に目を走らせる／追うべき相手が、会話可能なほど近くにいることを確信する。

「お前が逮たい捕ほされたと聞いて俺も耳を疑った。俺が追っていたのは誰だったんだとな」

「私を捕つかまえることはできないよ。私は真実そのものなのだからね」

　電子音声ではない肉声──パトリックがさっと銃を地上のタグボートの群へ向けた。

　ボートの狭はざ間まに立つ男──微笑むトラクル。その背後から、川かわ面もから、何かがぬっと現れた。

　巨きよ大だいな卵形をした物体──まるでタイヤつきの台座に載のったイースターエッグが二台。

　外がい殻かくの一部がスライド──銃口が出現／既すでにバスに向かって走り出しているパトリックに向かって機銃掃そう射しや／呆ぼう然ぜんとへたり込むヤーセル／バスの陰かげに飛び込むパトリック。

　弾痕だらけのバスがさらに穴だらけに──パトリック＝釘くぎ付づけにされたまま動けず。

　トラクルがヤーセルに手を差し出して立たせ、ともに船に乗り、ぱちんと指を鳴らした。

　お化け卵の銃じゆう撃げきが止まる──トラクル＝撃たれた電子パネルを川に捨てながら言った。

「この国で逮捕された人物だが、私も彼を見たのは初めてでね。まあ私は個人であることを捨てた身だ。彼が誰だれであれ、全ては真実が導くまま。私が今の私であることは変わらない」

「そいつを聞いて安心したよ」

　さらに新たな声──バスの上で、ふいに金の光が幾いくつもともった。

　閃せん光こう──お化け卵に金の光が撃ち込まれる／吹ふっ飛ぶ／盛せい大だいに燃え上がる。

「遠隔操作ＥＩ兵器だ」と別の声。「これを操あやつる人間が、敵の特甲トツコー児童を転送支し援えんしている。武器のストックだけは腐くさるほどある男だ。探査を怠おこたるなよ、皇」

「了りよう解かいさ、螢」バスの屋根──すうっと姿を現す少女＝右手に軍用ジャケット／背に無色透とう明めいの機械の羽／宙にかざされた機械の左手から金の光が幾つも生まれる。「そこで大人しくしてな、ＣＩＡのおじさん。この男はあたしらのものだ。あたしらが狩からなきゃならないんだ」

　パトリック──車体の陰で、自分がつれてきたらしい乱入者に瞠どう目もく。

　ヤーセル──ことの成り行きについてゆけず完全に絶句。

「なんともなんとも」にっこり笑うトラクル。「皇・アンジェラ・ヴァール、螢・ヘレン・トローベル。死んでなお生きる者たちよ。君たちは実に、誰よりも、私に近いな」

「もっと近くに行くさ」少女──機械の羽が激しくはばたく。「あたしらは地じ獄ごくの使いさ。お前から全すべての武器を奪うばって、お前を待ってるやつらのもとへ、たっぷりと時間をかけて送ってやる。たっぷりと──あたしらが失った感情の全てを取り戻もどせるだけの時間をかけて」

「武器なら、まだとっておきのものがあるとも。ねえ、ヤーセルくん？」

「……え？」ヤーセル──意味がわからずトラクルを見る／相手がいつの間にか握にぎっている銃を見る／呆然とトラクルの顔に目を戻す。「俺はまだ──」

「早く死になさい」

　銃声──喉のど・胸・立て続けに撃たれたヤーセルが、船の乗り込み口から川へ落ちてゆく。

　ふいに船が動き出す──出されたままのタラップが引きずられて同じく川へ落ちてゆく。

　パトリックがバスの陰から飛び出す──船首へ逃にげる男の背に向かって、引き金を引いた。

　少女がバスの屋根から飛び立ち、一直線に飛ひ翔しようしながら、船に向かって、金の光を放った。

　船せん尾びが激しく燃えるや、川面が急激に盛り上がり、少女の進路を遮さえぎった。

　巨大な鋼鉄の固まりが、川底から飛び出してきていた。




　接ク続ツシ部ヨンからの出血──いつかの事件で、馬ば鹿かでかいタワーを破は壊かいしたときを思い出す。

　自分の体の中ちゆう枢すうは結局のところ生身なのだという思いがよぎる──その思いが、たまらない気分の良さに吹っ飛びかける。

　自分が何か特別なものになったような気分──まぎれもない自己肯こう定てい──最高じゃないか。

　頭のどこかからか燃え上がってくるその感情を、歯を食いしばって押さえつけた。

　握れ。

　ちっぽけでみじめな自分を──疵きず痕あとだらけの体──怪かい物ぶつの叫さけび＝〝この醜みにくい俺を見ろ！〟

　握りしめろ。苦しさから逃げ出して自分の願望に飲み込まれるな。それは恵めぐまれない自分を恨うらむよりたちが悪い。進まなくていい自分──進むことから解放されるだけの気分の良さ。

　あたしはそんなものは握らない。

　他ほかの誰でもない、自分だけが握り続けてやれるもの全て──手放すものか。

　轟とどろき──なぎ払はらわれる回転ノコギリ／獰どう猛もうなエンジンの唸うなりを発する車輪の両足。

　命をもぎ取るためだけに猛もう烈れつなエネルギーを発揮する、機銃の咆ほう哮こう。

　それらに心底から怯おびえる自分を握りしめた。

　真正面から振ふり抜ぬいた拳こぶし──盾たてに防がれる──一瞬で押し返される──一瞬で押し返す。

　激げき震しん──盾／拳──接せつ触しよく面に凝ぎよう集しゆうする抗こう磁じ圧あつ。

　涼月──輝かがやきを帯びる両拳＝抗磁圧型の雷らい撃げき器──両りよう肘ひじに角のような衝しよう撃げき増ぞう幅ふく器。

　青い火花を後ろへ噴ふく両りよう脚あし＝放電性の耐たい衝撃材──反動相そう殺さい機能に特化した両足首。

　破壊の権ごん化げのような姿。

　肘から伸のびる角が赤く焼しよう灼しやく＝放熱──両足首から噴き出す爆ばく風ふうが反動を消す／姿勢を制せい御ぎよ。

　抗磁圧の弾だん頭とうと化す拳──その熱と衝撃で自分自身が破壊されないための装備＝肘・足。

　陸王が真っ直すぐ後ろへ押し飛ばされる──涼月が真っ直ぐ後ろへ押し飛ばされる。

　陸王／涼月──着地と同時に、真っ直ぐ相手に向かって疾しつ走そう。

　振り下ろされる回転ノコギリ──その先せん端たんに向かって地を這はうようなアッパーカット。

　刃やいばが拳の抗磁圧に弾はじかれる──機銃の銃口が、涼月の頭に届かず宙を撃うつ。

　強きよう烈れつなキックバック現象──回転の反動で、ノコギリが使用者へ向かって猛もう然ぜんと跳はね返る。

　ブレーキガードが作動＝ノコギリが一瞬で停止──勢いよく右みぎ肩かたにぶつかる／刃が特甲を抉えぐる／火花を散らす／再び反動で振り下ろされたところへ涼月の狙ねらい澄すました左フック。

　拳の抗磁圧が馬鹿でかい衝撃の釘くぎとなって回転ノコギリのバーと機銃を同時に撃ち抜いた。

　ノコギリのチェーンと刃がバラバラに吹ふっ飛ぶ──銃身が折れ曲がる──弾倉が炸さく裂れつ。

　陸王の右みぎ腕うでが、なんだかわからない、ねじれた金属の束と化した。

　さあ──握れ──自分と仲間のために──飛び立とうとする者のために──握りしめろ。




　進入路指示標識から接地帯標識を越こえて──唸りを上げてそれは動き出した。

　真っ直ぐにランウェイを──滑かつ走そう路ろの中心線標識を辿たどって。

　信じがたいほどの短たん距きよ離りでの加速──体に加わる苛か烈れつな重圧。

　傷の痛み／胸の痛み／だが今は怖こわくない──希望が満ちてゆく。

　次々に距離標識が迫せまる──通り過ぎる──背後へ消えてゆく。

　とてつもない疾走──そして滑走路の末まつ端たん標識の遥はるか手前で。

　浮うかんだ。

　体の奥に響ひびく重さ──何もかもが重く感じる──空気が猛烈な重さでのしかかる。

　口の中に広がる血の味──意識を電子の海に溶とけ込ませながら、それを飲み込んだ。

　そしてある瞬しゆん間かん、唐とう突とつに、何もかもが軽くなっていた。

　ああ──と夕霧が想おもった──電子の人格がそのビジョンを共有した。

　何も遮さえぎるものとてなく──闇やみを──暗い雲を──雨を越えて──

　いつか歌った歌のように──飛べるはずと信じた場所へ──

　今──正しい方法で──

　虹にじの彼方かなたへ──飛んでゆくのだ。




　空港など主要施し設せつに駐ちゆう機きしている救急用のドクターヘリ──すぐさま離陸可能／操縦可能／燃料満タン／今の雨天に耐たえてただちに今の人員だけで飛ばすことができる、唯ゆい一いつの乗り物。

　陽炎──涼月がレベル３を転送した直後に、きびすを返して疾走。

　涙なみだが出た。小隊長の独断──決断──命令──意志。どれも逆らえない。裏切れない。

　ミハエルに駆かけ寄って、文字通り泣きついて、自分を飛ばせてくれと懇こん願がん──その必要性／妥だ当とう性／可能性について自分自身、猛烈に疑いを抱いだきながらも、そうせざるを得ず。

　そしてミハエルの判断──〝お前の小隊長の底なしのガッツには敬服させられる〟

　ミハエルの判断──〝お前の願いのために割さける人員は、この場でただ一人だ〟

　ミハエルの判断──〝残りの者で負傷者と技術者を守り、黒シユヴ犬アルツを援えん護ごする〟

　エンジンの唸うなりとともに作動し始めるヘリの回転翼よく／尾部回転翼。

　操縦席──〝ただ一人〟である人員＝自ら危険な役を請うけ負ったミハエルその人。

「お前の小隊長は相当に奮戦中だそうだ。あの特甲猟兵をむしろ圧あつ倒とうしているらしい」

　ヘリの通信機を隊の通信に同調──陽炎を運びながら現場との連れん絡らくと指揮を続行。

「覚かく悟ごはいいな？　ヘリ操縦免めん許きよの所有期間は隊でも長い方だが、その分、飛ばなかった期間も長い。実際のところ素人しろうとよりはマシという程度だ。なんとか墜おちずに飛んでみるがな」

「はい」すぐ後ろ＝担たん架かを収容するキャビンに特甲姿の陽炎──頭に通話用ヘッドセット／涼月と夕霧の二人を案じ、ほとんど上の空で即そく答とう。「あなたとなら墜ちても構いません」

　ちょっとびっくりした顔のミハエル──首をすくめて操そう縦じゆう桿かんを握にぎる。

「そう言われると是ぜが非でも飛ばねばな。お前さんを、そんな目に遭あわせられん」

「了りよう解かい」上の空。

　にわかに飛んだ──水びたしの駐機場から風雨に耐えて空港上空へ浮かび上がった。

　眼下──幾いくつも炎ほのおが燃える滑走路の闇／一角で熾し烈れつな戦せん闘とうに没ぼつ頭とうする小隊長と敵を探査。

　みるみる遠くなる──届かなくなる／何のフォローもできなくなる。

　歯を食いしばって目をそらし、夕霧と戦闘機が去った方へ顔を向けた、そのとき。

　とてつもない轟ごう音おんが、一帯に響き渡わたった。




　右フック──盾たてに防がれる／凝ぎよう集しゆうする抗磁圧／電でん荷か──爆ばく圧あつで二人がすっ飛んだ。

　転てん倒とう──二人が滑走路を削けずりながら転がる／水しぶきを上げて滑すべる。

　涼月──衝しよう撃げきとたまらない気分の良さに襲おそわれる──くらくらする──異様に喉が渇く。

　すぐさま起き上がりながら、なぜか、敵ではなく、水たまりに意識を引っ張られた。

　水が飲みたい──透とう明めいで綺き麗れいな水が欲しい──地下鉄の濁だく流りゆうに吞のみ込まれた後みたいに。

　ああ、ちくしょう──雨がいつまでも降っているせいで、余計に喉が渇く。

　エンジン音──敵が疾しつ走そうして迫ってくる──水と渇きに気を取られて、対応が遅おくれた。

　半はん端ぱに振ふりかざした拳こぶし──間に合わない。

　目前に盾──抗磁圧の爆風が放たれる──かわせない──どん！と衝撃。

　馬ば鹿かみたいに無防備なまま食くらった──視界が真っ白に染まる／上下もわからず転倒。

　もがく──にわかに気分の良さが増す／にわかに喉の渇きが増す。

　まずい──気分の良さが意識を飲み込む／喉の渇きが正気を奪うばいにかかる。

　やめろ──ちくしょう／気分が良い／喉が渇く／気分が良い／喉が渇く／気分が良い。

　たまらなく気分が良い──たまらなく喉が渇く。

　倒たおれたままの涼月に向かって驀ばく進しんする陸王──横から走り込んでくるトラック。

　現場に残った四人の隊員・軍人──傷だらけの男たちが涼月と陸王の間に入る／盾になる。

　銃じゆう撃げき──火花まみれで直進する陸王＝左ひだり肩かたの雷らい撃げき器がトラックに接せつ触しよく。

　爆ばく炎えん──トラックに積んだ燃料タンク＝突とつ破ぱ用爆薬。

　横転するトラック──陸王＝炎に包まれて左肩の武器が焼けつく／オーバーヒートする。

　脚あしを折られた隊員の呻うめき──陸王が炎を突破＝倒れた男たちには目もくれず涼月に迫せまる。

　突とつ如じよ、どどっ、どどっ、と立て続けの砲ほう火か──陸王が盾で防ぐ／回かい避ひする。

　軍用機体──その鋼鉄の巨きよ体たいが涼月の目に映る──察する──パトリックが起動させたそれが、疑ぎ似じ人格によって操作され、地下の瓦が礫れきから抜ぬけ出し、ここまで歩いてきた。

　ふいに喉の渇きがすーっと消えた──気分の良さが遠のく／何かに遮られる。

　吹雪──〝心を守る〟

　にわかに意識がはっきりする──握りしめた両拳に集中する。

　陸王のＳ字疾走──砲火をかわしてたちまち迫って来る。

　破は壊かいされたまま再転送していない相手の右みぎ腕うで──転送限界──盾＝おそらく最後の武器。

　握れ。

　跳はね起きた。猛もう然ぜんと迫り来る敵に向かって、それ以上の猛進を見せての右フック。

　盾に拳を打ち込んだ──直後、盾が抗磁圧を放った。

　爆圧＝耐たえ抜く涼月──両脚の反動相そう殺さい機能をフル稼か働どう──そして、すかさず左ストレート。

　抗磁圧の衝撃が、二本目の釘くぎとなって盾に打ち込まれた。

　さらに盾の爆風が来た──耐える涼月──超ちようヘビー級同士の近接ラッシュ。

　涼月の両脚が火花を噴ふく／両りよう膝ひざに亀き裂れつが走る／両足首が悲鳴を上げる──耐えきる。

「あ──ッ!!」言葉にならぬ絶ぜつ叫きよう＝抗磁圧の弾だん頭とうと化す涼月の右拳──渾こん身しんのフック。

　衝撃の釘が盾に突つき刺ささった瞬しゆん間かん、三つの滞たい留りゆうする衝撃が、増ぞう幅ふく／共きよう振しん／膨ぼう張ちよう──

　そして、陸王の盾が、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散った。

　自分から真後ろに跳ちよう躍やくする陸王──弟の首を抱だいた左腕から火花／濛もう々もうたる蒸気／白はく煙えん。

　全すべての武器を損傷──だが動じた様子もなし。

　軍用機体の砲火をさっとかわしてさらに後方へ退く──涼月を振り返る。

　涼月──必死に意識を保つ──正気を保つ──くそっ、敵はまだ転送できるのか？

　また喉が渇き始める──ちくしょう──何度でもやってやる──何度でも耐えてやる。

　黒くろ鉄がね色のヘルメットが開く──ぎらぎらした目の少年。

「はァー……妙みよォ～にスッキリしたよォ～な……なんじゃろなァ、これ……秋水よォ……」

　尖とがりきった笑えみ──弟の首を見る／涼月を見る／ひどく嬉き々きとした顔。

「赤い髪かみのべっぴんと、ちっこいのにも言ゆぅとけや。次ァこんなんですまさんてなァ。転送限界なんぞすーぐ、なくなるけェ。もっとえー装備で来るでのォ。それまで死なんとけやァ」

　ぴたりとまた顔が覆おおわれる──さっと身を翻ひるがえす──闇やみに向かって笑い声を上げて走り去る。

　涼月──追おうとしてよろめく──軍用機体のアームが目の前に伸のばされる。

　咄とつ嗟さにすがりついた途と端たん、特甲が還かん送そうを実行──レベル３から元のレベル１の兵装へ。

　エメラルドの輝かがやき──頰ほおに冷たい鋼鉄の感かん触しよく──なんだかやけに頼たのもしくてしがみついた。

「……ありがとうな、吹雪」

《それは支し援えんが正当だった証左と受け止められますので良かったです》

　賢かしこいんだか間ま抜ぬけなんだかわからない電子音声──思わず笑いがこぼれたとき。

　とてつもない轟ごう音おん──いきなり頭をぶん殴なぐられたような音に仰ぎよう天てんした。

「なんっだ、ありゃぁ──……」

　今の今まで意識に入って来なかった音──異様な探査情報が脳のう裏りに流れ込んで来ていた。




　立て続けの轟音──先行する戦せん闘とう機きではない／涼月ではない／敵ではない──開いたキャビンのドアから身を乗り出す陽炎＝何百メートルにも達した高度を恐おそれもせず、一帯を探査。

　吹ふき込む風と雨の唸うなり──そしてまた空を叩たたき割るかのような轟とどろき。

　すかさず音おん紋もんをとらえる／音の方向をとらえる／地上の通信車両とマスターサーバーの解かい析せき補助を得て、轟音を発するものの姿をとらえた途端──硬こう直ちよくした。

「なんだ!?　何がいる!?」真っ直すぐ戦闘機を追ってヘリを飛ばすミハエル──ヘッドセット越ごしに届く声＝地声は風雨とエンジンの音でろくに聞こえず。

「約三キロ先の運河口で、砲ほう台だいが歩いています」なんとか説明を試みる──何のフォローもできないことに愕がく然ぜんとなる。「軍用機体より巨きよ大だいなものが、どこかに向かって砲ほう撃げきしています。撃うちながら、どんどん、空港へ近づいています」




《高射砲搭とう載さい型の移動重砲機体〈パラディオン〉──重砲拠きよ点てんを移動させるなんていう下げ劣れつな発想で生まれた、下品きわまりない軍用機体です》アデライード──眉み間けんに皺しわ／鼻に皺。

《バロウ顧こ問もんの解析プラン通り、搭載可能な全七門をフル装備。超ちよう長ちよう距きよ離り高射砲が一門に、長・中距離二門、残り四門は中・近距離用兵器を搭載しているはず》クラリッサ──輝く目。

　滑かつ走そう路ろからターミナル方面へ退たい避ひする通信車両──後部車両内。

　負傷した隊員たちの呻うめき／怯おびえる技術者たち／毛布に包まれて横たわったまま意識を失っている女パイロット──揺ゆるがず・動じぬバロウ神父。「……やはり犠ぎ脳のう体たい兵器か」

《間ま違ちがいなく》画面を占せん拠きよするアデライード。《人間の脳を丸ごと使って、ひたすら砲術計測と移動を繰くり返すだけの、美的感覚も倫りん理り観かんも常識も欠けつ如じよした、人類史の汚お点てんです》

　押し返すクラリッサ。《多目的レーダーと高度情報処理システムを犠脳に見事にリンクさせています。各衛星に侵しん入にゆうして情報を収集。一秒間に数兆回の計算を行った上で、砲術を実行。強きよう襲しゆう力、後方支援力、ともに最さい高こう峰ほうであり、一いつ般ぱん軍用機体の比ではありません》

　スピーカーからミハエルの声。《いったい何を撃っている？》

「〈空フルーク港ハーフ広エン・プ場ラツツ〉および都市内の主要ヘリポートです」隊員──血と火傷やけどと煤すすだらけ。「飛び立つ予定だったヘリがのきなみやられました。市内四箇か所しよの空輸部隊が、壊かい滅めつ状態です」

《くそっ。この期ごに及およんで、またもや孤こ立りつ無む援えんとは》ミハエル──珍めずらしい罵ば倒とう口調。《バロウ神父、そのたわけた化け物が、ヘリポートの次に撃つものは予測できますか？》

「マスターサーバーの干かん渉しように拮きつ抗こうしているため断定はできないが……解析から察するに、何かを探し出そうとして、それが捕ほ捉そくできないため、副次目標の設定に入ったのだ」

《それ……？》

「おそらく、この空港から飛び立ったステルス戦闘機を探し出して撃げき墜ついしようとしている」

《なんと》呻き──唸り声。《……撃墜される可能性は？》

「極きよく端たんに低い。高度なステルス性能と低空飛行により、レーダーに捕とらえられないせいだ。だがそれゆえ、戦闘機が着陸するであろう地点の選定に入った。ステルス戦闘機は見えなくとも、その周囲の様子から機体の位置を判定しようとしているのだ」

《不快なほど厄やつ介かいですな》畏い怖ふを飲み込む──怒いかりでそれを押さえつける。《戦闘機が向かったことは国UN連O-都CI市TYに通達済みで、現場では水すい没ぼつを免まぬかれた道路を着陸用滑走路として使用する準備に入ったと連れん絡らくを受けています。その化け物砲台に察知されると思いますか？》

「既すでにしているはずだ……。高い確率で、ステルス戦闘機は、着陸した直後に砲撃される。そして成功確率を高めるため……国連都市そのものが、無差別に破壊されるだろう」




《……つまり、その砲台を壊こわせばいいんすか？》

　涼月──傷だらけ／くらくらしながら目をしばたたかせ、敵のいる方向を見る。

《お前ときたら氾はん濫らんしたドナウ川なみにガッツを溢あふれさせるやつだな》ミハエルの感かん嘆たん。

《えー……》誉ほめられてるのか？　と自問──自分の盾たてになって傷ついた男たちを見る／傍かたわらにいる軍用機体を見る。《あたしはまだ動けますし、助けてくれるやつがいますから》

《こちらはじき国連都市上空に入る。戦闘機は着陸地点の確保待ちで旋せん回かい中だ。他ほかに着陸地点を設定しても、今度はそこが砲撃される。どえらい仕事をやらせたばかりで心苦しい限りだが、なんとしてもお前たちに、その化け物を止めてもらわねばならん》

《了解ヤー》四の五の言わず返答──ついでに仲間へ激げき励れい。《夕霧を頼たのんだぞ、陽炎。バイオリン弾ひきが出てきたら撃て。あたしはこっちで、その馬ば鹿か砲台を潰つぶしてやる》

《正直、今までで最もむちゃな注文だが、了解した》淡たん々たんと応答──まだ冷静な証しよう拠こ。《そちらも無事に切り抜ぬけてくれ、小隊長》

《一発でぶっ壊してやるさ》通信アウト──軍用機体に飛び乗る。「行こう、吹雪」

《支援要よう請せいを受けましたーのでー稼か働どうしますー》軍用機体が脚あしを畳たたむ──車輪走行を開始。

　涼月──懐ふところから携けい帯たい電話を引っ張り出す／液えき晶しように亀き裂れつ──壊れたか？　と思いつつコール。

　特甲トツコー児童同士なんだから無線通信いぬぶえが使えりゃいいのに、と今さらながら思うが、憲兵と公安で別々のマスターサーバーを所有しているため、面めん倒どうな手続きを経なければ相そう互ご通信は不可。

　コール＝傷と疲ひ労ろうとレベル３の影えい響きようでふらつきながら待つ──つながる。《もしもし──》

　一息に告げた。「そっちへ、うちの隊員二人と最後の証人が向かった。両方、守ってくれ」

《承知しました》既に連絡を受けているという感じの毅き然ぜんとした返答。《あなたは──》

「あたしは、これから大砲をぶっ放してる馬鹿兵器を潰す」

《で……ですが、そちらの部隊は、ほとんど弾だん薬やくを使い果たしたと──》

「あたしはまだ動ける」

《いけません!!》いきなりの大だい喝かつ──直撃。

　きーんと耳鳴り──本当に難なん聴ちようになったらどうすんだこの野や郎ろう。

《特甲猟兵は!?　あなた自身もきっと負傷──》

「あんなのは一発殴なぐったら逃にげてったよ。そっちはやったのか？」

《いえ……一人は転送限界に達しましたが、白露・ルドルフ・ハースはいまだ健在です》

　くそ──やっぱり。「だったら、そっちはそいつをやれ。あたしはこっちをやる──」

　断固とした調子で遮さえぎられる。《いいえ。あたくしの部隊から二人、そちらに向かわせています。今、あなたの指揮下に入るよう指示しました。どうぞ指揮をお願いいたします》

　頭に来るほどのクソ丁てい寧ねいさ／そのくせ有う無むを言わせぬ命令口調──本気でむかついた。

「ざけんじゃねえッ！　こっちの仲間二人と戦せん闘とう機きを守れっつってんだッ──」

《ざけんじゃねえですわよッ!!》

　これまでにない勢いで押し返される──なんだ今の？　新種の悪口か？

《このあたくしがッあなたの仲間も証人も守ると言っているのですッ、お信じなさいッ!!》

　すんごい怒ど鳴なり声──腕うでを伸のばして電話を遠ざけても聞こえて来た。

　砲ほう撃げきの轟ごう音おん──やれやれ、耳がおかしくなりそうだ。

　電話を耳に当てず、顔の前に持ってきて言った。「いいんだな……信用するぞ」

《はい》即そく答とう──果か敢かんに。《あたくしの仲間を、お頼みします》

「ああ」砲音が近づく──自然と笑えみが浮うかぶ。「あたしがあれを潰す前に来させな」

《必ず》頼もしげな声──どちらからともなく通話終しゆう了りよう。

　電話を懐にしまい、自分を運ぶ軍用機体の装そう甲こうに触ふれ、笑みを浮かべたまま目を閉じた。

　ざけんじゃねえですわよ──だってさ。

　急に愉ゆ快かいになって、思わず声を上げて笑っていた。

　自分を前へ進ませてくれるもの全すべて──ひどく頼もしかった。




　　　　陸ろく




「見えたぞ！　国連ビルだ！」ミハエル──ヘッドセット越ごしの声。

　キャビンから身を乗り出す陽炎──激しく吹ふきつける風雨／闇やみ／どこかにいる仲間を探す。

　探査には影かげも形も現れない機体──ふいに位置座標のデータが流れ込んできた。

　夕霧＝戦闘機が知らせてくれた──思わず安あん堵ど／ヘリで戦闘機を追えるはずもない。

　しかし困った──何をどうフォローする？　ふと戦闘機の座標データのめまぐるしい変化に気づく──ただ辺りを旋回しているのではないことを悟さとって、ぞっとなる。

《夕霧!?　返事はできるかい、夕霧!?》

《……来たの》ふいに電子音声／半ば夕霧の声／半ば戦闘機の声──その夢見るような声が、おそるべき事実を告げる。《……あの人が来たの》

　上空──暗い雲の下──いきなり探査にヒット。刃やいばを重ねて作った甲かつ冑ちゆうのような姿／右手に斧おののような武器／左手に盾たて／浮ふ遊ゆう機能に特化した鋭えい利りな刃のような足──間違いない。

　白しろ銀がね色の特甲猟兵──砂さ漠ばくで立て続けに戦闘機を撃げき墜ついした怪かい物ぶつ──〝鳥殺し〟の少年。

　総毛立つほどの恐きよう怖ふを覚えながらライフルを構えた。

　戦闘機＝高速で上空を旋せん回かい──特甲猟兵＝緩かん慢まんに浮遊しながらも確実に機体の降下を阻そ止し。

　絶望的な気分──当たるわけがない。こんな状じよう況きよう下かで。狙そ撃げきなんて。

　その気分を押しやる──なんとか敵の移動パターンを読む／解読不能の暗号のような風雨のパズルを読む／マスターサーバーの解かい析せきにかつてないほどの精査を要求。

　ミハエル──ヘリをホバリング／できる限り敵に近い高度／できる限り安定した姿勢。

　撃うった。

　五連射──必中ではなく、必中確率を追求。

　どうせものの見事に外れると決めつけ、次の連射のため、すぐさま弾道計測を精査。

　と同時に──一発が敵の脚きやく部ぶにヒットしたことが探査情報で明らかになった。

　え？　噓うそ──当たったの？　私ってすごい？　と思った途と端たん、恐怖が到とう来らい。

　敵が下降を開始──ほとんど落下に等しい速度で真っ直すぐに迫せまってくる。

「敵が来ます！　回かい避ひして下さい！」必死に叫さけぶ──必死にライフルを構える。

　むちゃな旋回──ミハエルが操そう縦じゆう桿かんを握にぎりしめる──不ふ吉きつな白銀の輝かがやきがみるみる接近。

　その軌き道どうを予測／弾道を予測／一いつ瞬しゆんで精査──くそっ、当たれ。

　祈いのりながら撃った──五連射──今度こそ、ものの見事に全弾外れた。

　敵が迫る／ヘリの動きを追う／右手の武器を振ふりかざすさまが探査に浮かび上がる。

　突とつ然ぜん、とダダてダダつダダもダダなダダいダダ掃ダダ射ダ！──呆ダダ気ダダにダダとダダらダダれダダるダダほダダどダダのダダ弾ダダ丸ダダのダダ洪ダダ水ダ！。

　五連射の五百倍ほどの火線──敵が盾をかざす／抗磁圧の防ぼう壁へき／迅じん速そくに上空へ退たい避ひ。

　そしてその少女が、陽炎の視界と探査に飛び込んで来た。

　公安──〝飛べる〟特甲トツコー児童。

　右手──馬ば鹿かげたでかさの超ちよう伝でん導どう式しき重じゆう機き関かん銃じゆう。

　その背──風雨をものともせず翻ひるがえる、大きな大きな、紫むらさきに輝く、アゲハチョウの羽。

　ふいにノイズだらけの声が脳のう裏りに響ひびいた。《……こえますか？　聞こえますか？》

　特甲児童をあらゆる情報汚お染せんから守るべく、マスターサーバー同士が拒きよ絶ぜつし合って、回線を遮しや断だんしようとする一方で、おそらく双そう方ほうの接続官コーラスが猛もう烈れつな働きをみせて、接続し直している。

《聞こえます》思わず即そく答とう。

《あたくしは、ＭＳＳ要よう撃げき小隊長、鳳アゲハ・エウリディーチェ・アウスト。ＭＰＢ遊撃小隊員、陽炎・ザビーネ・クルツリンガーさんですね？》

《はい》その発音で呼ばれると、嫌いやな記き憶おくを刺し激げきされます、とは返せず。

《よろしいですか。ただいまより、あなたには、あたくしの指揮下に入っていただきます。あの戦せん闘とう機きに搭とう乗じようした方とともに、あたくしの指示に従い、的確に要撃を遂行して下さい》

　果か敢かんな少女の声──馬ば鹿か丁てい寧ねいなくせに、なんとも問答無用。




　目を閉じたまま半キロ先の敵の探査情報を認にん識しき──まるでしこたま大口径の砲ほう身しんと銃身を載のせて脚あしと車輪をくっつけた巨きよ大だいな玉座＝いったいどんなアホが座るのかと想像が膨ふくらむ。

　闇やみ雲くもに血を流すため／何かを壊こわすため、ありったけの力を振るって作られたしろもの。

　ふいに、まるで自分みたいだ──と、いつもの共感が湧わいた。自分の心をそれ以上、誰だれにも傷つけさせないために──ただそれだけのために──あらゆる馬鹿げた真似まねをしでかす存在。

　握れ。

　目を開く──闇に閃ひらめく砲火──怒いかり／悲しみ──自分と相手の両方が抱いだくものを見つめた。

　その脅きよう威いが根こん拠きよとなり、マスターサーバーがレベル３の転送を許可しているのを認識した。

　ふいに機体の声。《涼月ちゃんの選せん択たくはー妥だ当とうでもー二度続けては心配すべきですー》

「二、三発、食くらわせてやるだけさ」ぽんぽんと装そう甲こうを叩たたく──相手のその言葉だけで不思議なくらい心強さを感じた。「お前がいてくれるんだ。何も心配ねーさ。ありがとな、吹雪」

　相手が無意識型の接続官コーラスであり、眠ねむっているに等しいゆえか、やたら甘口に対応。

　探査情報──後方から別の存在が到来。

　振り返る──風雨を貫つらぬいてやってくる輝き──青・黄。

「すげーな。もう来たのか」感かん嘆たん──おそらく砲台の出現の直後に派は遣けんしていた。

　輝きが下降──走る軍用機体の後ろにつく。

　青・黄──輝く羽──見るからに生意気そうな少女／見るからに臆おく病びようそうな少女。

　二人とも激しく負傷／損傷──青い羽の少女の右目を血だらけの包帯が覆おおっている。

　やたら危なっかしい雰ふん囲い気き──柄つかのないナイフ／安全ピンの抜ぬけた手しゆ榴りゆう弾だんという感じ。

　そんな二人に命令を無視させず、真っ直ぐ来させたんだ、と相手の小隊長にちょっと感心。

「綺き麗れいな羽だな」涼月が声をかける。

「あんたが小隊長？」青い羽の方が訊きいた。

「ああ」

「作戦は？」「情報は？」二人が訊く──肩かたをすくめて返す。

「あそこで馬鹿でかいのが好き放題に撃うってる。情報はデータにあるだけだ。いちにーのさんで、あたしが先頭になって突とつ撃げきして潰つぶす。でなきゃこれまでの全部が無む駄だになる」

「あんた死ぬよ？」「死んじゃうよ？」二人──やたら淡たん々たんと。「大人は？」「命令する人は？」

　やれやれ──どうやって言うことを聞かせるか思案＝最も時間のかからない方法を選択。

「がたがたぬかすならスッ込んでろッ！」

　いきなり憤ふん激げき＝二人がぽかんとなる──涼月＝血の混じった唾つばを吐はく／淡々と告げる。

「ここには命令してくれる大人も、情報をくれる大人も、責任を取ってくれる大人もいない。あたしらが、あたしらの責任でやる、あたしらの仕事だ。気に入らねえなら帰れ。来るんなら、あたしの後ろから来い。あたしが突撃手だ。あたしが作戦だ。あたしの動きが情報だ。あたしを狙ねらって敵が動く。お前らはそれを見て、全部の武器を、あのでかいのにぶつけろ」

「……あんたを死なせるなって命令された」青い羽の少女が、ぽつっと言った。

「死ぬ気はない、お前らを死なせもしない。一つ教えてやる。あたしらは今から三人で一頭の獣けものだ。互たがいが頭であり目であり手足だ。やるべきことのために互いの盾たてになる。それがこっちのやり方だ。いつどこから撃たれるかわからないまま　突シユト撃ウルムするためのな。まずあたしと、この機体が、お前たちの盾になる。お前たちは弾丸になってあれを潰す。やるか？　帰るか？」

「やる」「やる」二人──目に共感の色／互いを危険の中へ飛び込む相手として認める──そしてふと、青い方が思い出したように訊いた。「……ねえ、名前は？」

「仕事が終わったら教えてやる」にやっと笑う──拳こぶしを突つき出す＝指を三本立てる。

　二人が素す直なおにその指に注目──なんだ、けっこう可愛かわいいやつらじゃん＝涼月の所感。

「いーち」薬指を握にぎって言った。

「にー」中指──青いのが唱和。

「さん！」人差し指──三人で唱和＝軍用機体がフェンスを押し倒たおして敷しき地ち外へ飛び出す。

　拳を振ふりかざして涼月が機体から跳ちよう躍やく──着地と同時に、勝手に国道に鎮ちん座ざする敵に向かって疾しつ走そう──たちまち銃じゆう火かが飛来するのも構わず切せつ迫ぱく。

　脳裏にマスターサーバーの声──レベル３の高度兵装を許可する電子の天使祝しゆく詞し。

　その拳を／四し肢しを／体を、耿こう然ぜんと、燃えるようなエメラルドの輝かがやきが包んだ。

　叫さけび──握りしめた意志を込こめて。「行くぞ！　真ストっレ直ートぐ・フ前オワへード！」




　何重もの暗号化フィルター／スパイウェア走査／セキュリティを、双そう方ほうの接続官コーラスが猛もう烈れつな勢いで解除しては組み直し、特甲トツコー隊員同士の通信・探査の共有を実現──実行。

　陽炎の脳のう裏り──立て続けに雪崩なだれ込んでくる指示──相手の小隊長の命令・情報・作戦。

　自分がつくべき位置・自分に与あたえられた猶ゆう予よ・自分の次なる行動の可能性──その根拠となる敵の行動データ・武器データ・戦せん闘とう機きの移動データ──エトセトラ。

　もう、うるさいったらありゃしない──少しは好きにやらせてよ。

《四秒後、八秒後、十二秒後にそれぞれ実行、いいですわね!?》相手の小隊長の声──ものすごいノイズまみれで余計いらつかせられる。

《了解ヤー！》あー、はいはい、まったく、信しん頼らいされてないのかな──という内心が通信されないよう抑よく制せい／ミハエルの方にも操縦席の通信モニターに細かく指示が表示されているらしく、やれやれ空では子供扱あつかいだ、といった呟つぶやきがヘッドセット越ごしに届いてくる。

　弾丸＝ダブル・デュプレックスを選せん択たく──威い力りよくは下がるが、一発が四弾頭と化すしろもの。

　狙そ撃げき精度を犠ぎ牲せいにして命中確率を追求──プライドが傷つくが背に腹は替かえられず。

　四秒後──所定の位置・所定の角度・所定の座標に向かって五連射＝計二十発＝全弾外れ。

　六秒後──戦闘機がミサイルを発射／素早く回かい避ひする白銀の特甲猟兵。

　八秒後──さらに移動しつつ五連射──全弾外れ。

　十秒後──白銀の特甲猟兵が武器を振るう／抗磁圧の爆ばく風ふうが追つい尾びするミサイルを打ち砕くだく。

　十一秒後──ミサイルの爆ばく炎えんから飛び出す白銀の特甲猟兵──真っ直すぐ陽炎の射程内に。

　十二秒後──撃うちまくる──十一連射＝計四十四発＝特甲猟兵の顔・胸・腹に全弾命中。

　え？　なに？　なんでこんなに当たるの？

　呆あつ気けにとられる──さらに流れ込んでくる命令・情報・作戦──必死に追つい随ずい。

　白銀の特甲猟兵が急激に下降──上じよう昇しよう──できる限りの迅じん速そくさで回避ルートを探している。

　すごい──あの怪物を、この空で、私たちだけで、確実に、追い込んでいる。

　ふいに察する──あの特甲猟兵はチームワークを知らないのだ。

　きっと誰だれかが一いつ緒しよにいた経験すらない──単独で、おそらく大軍相手に戦わされていた。

　だから、少数による完かん璧ぺきな連係に戸と惑まどっている──誰かを追いかけると、他の誰かに必ず最適なタイミングで待ち伏せされることに対して、ひどく驚おどろいている。

　そしてその弱みを、あの空飛ぶ小隊長に、もろに突かれている。

　面白い──これが要撃か──急に奮起する陽炎／自ら指示に従う／次の指示を待ち望む。

　一秒刻みの精密機械のような連係──外す／当てる／外す／当てる／当てる／当てる。

　ミサイルの爆炎──特甲猟兵が体勢を崩したところへ猛ダダ烈ダダなダダ掃ダダ射ダ！。

　そのまま撃げき墜ついするのではと陽炎が期待を抱いだいた刹せつ那な──特甲猟兵の両りよう脚あしに白熱の輝き。

　転送を実行した!?

　一いつ瞬しゆんで両脚が変へん貌ぼう──ぴったり一体化した両脚／四方に湾わん曲きよくした四つのデルタ翼よく。

　翼つばさが目に見えない抗こう磁じ圧あつを噴ふん出しゆつ──凄すさまじい速度で飛行。

　空飛ぶ小隊長からの指示に遅ち延えん──予想外の敵の行動・速度に作戦が追いつかず。

　白銀の輝きが、一個の弾だん頭とうとなって、見る間に戦闘機へ迫せまって行った。




　輝きの向こうから、まぎれもない虚きよ無むの音色が聞こえた気がした。

　失われた心で──失ったものを取り戻もどそうとして──奏かなで続けている音色。

　そっと目を開いた──体に固定した左の手の平に、鼓こ動どうと痛みと血の熱を感じた。

　その三つを、見失わないでいられるだろうか。

　あの人の分まで、痛みを忘れずにいてあげられるだろうか。

《……大だい丈じよう夫ぶ》

　優やさしいささやき──自分がつながっている存在の透とう明めいな声。

《……正しく消せるまで……きっと……》

　この存在と一緒なら──きっと──今だけは、痛みを抱き続けられると思った。

　探査情報＝迫り来る白銀の輝かがやき──あの人が武器を振ふりかざす。

　針路が交差するまでの数秒の間──ありったけの勇気で自分を満たした。

　戦せん闘とう機きにやどるものも、それを理解してくれた。

　失しつ墜ついの危険を冒おかして──夕霧の望むように飛び、そして夕霧の望むようにしてくれた。

　操縦席のカバーが開放された。

　信じがたいほどの烈れつ風ぷう・冷気・風圧の中──ベルトとマスクをワイヤーで切断した。

　包帯とテーピングがバラバラに切り裂さかれ、体から左手を放した。

　痛みが・血が・思いが──一挙に溢あふれ出し、爆発した。

　虹にじの歌が聞こえる。

　燃えるようなエメラルドの輝き──虚無の笑う声。《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました。戦時状じよう況きよう下かでの行動を承しよう認にん。戦闘員のアクセス権限を拡大。バランサーを解除──》

　暗い雲の向こう──心の内側から、青い空が訪おとずれる。

　消えないように──間ま違ちがった方法で消してしまわないように／正しく消すすべを手に入れられるまで／見失わないために──全身で、夕霧が持てる心の全すべてで。

　自分と相手と世界の痛みを──精せい一いつ杯ぱい、抱きしめ続けた。

《特甲レベル３の転送を開始します》




　火線。

　砲ほう火かの轟とどろき。

　雨の夜を照らす灼しやく爍しやくたる火に向かって──乱れ飛ぶ火の中を──火をもって迫る。

　砲台の塊かたまりである巨きよ大だいな玉座──まるで人類のあらゆる愚ぐ行こうを刻んだ碑ひ石せきへ──真っ直ぐに。

　拳こぶしを振るって抗磁圧の壁かべを形成──敵が放つ猛もう火かの群を逸そらす／弾はじく／吹ふき飛ばす。

　すぐ後ろから支し援えんする軍用機体──火花まみれ／突つき出したアームが砲火を返し続ける。

　正面から迫る涼月と軍用機体に集中する火線──その身をもって暴あばいた敵の武器／威力／火線の隙すき間まを、青・黄の輝きが、言われた通りに読み取り、猛もうスピードで敵に切せつ迫ぱくしてゆく。

　突とつ撃げき向きの青い輝き──熾し烈れつな火力を発揮する黄の輝き──ともに何かを叫さけび続けている。

　声──轟ごう音おんでほとんど聞こえない──届かない。

　だが互たがいの意志はしっかり通じ合っているという確信。

「前キーへプ・進ムーみビング続・フけオワろード！」自然と叫ばれる言葉──まるでとっくの昔から自分のものであったかのように己おのれの奥底から響ひびき出す。「そうだ!!　前キーへプ・進ムーみビング続・フけオワろード!!　真ストっレ直ートぐ・フ前オワへード！」

　敵に二人を迎むかえ撃うたせない──自分が標的になって、その隙を与あたえない。

　青い輝きが最初に敵に到とう達たつ──続けて黄の輝き。

　雨の向こうにそびえる砲身──その一つが倒たおれる／その一つが吹き飛ぶ。

　涼月の到達──玉座を支える脚きやく部ぶの一つにワン・ツー──立て続け。

　移動手段を奪うばいにかかる涼月に、さらに火線が集まる──望んで受ける／集める／誘さそう。

　抗磁圧の弾だん頭とうと化した拳──打ち込まれた衝しよう撃げきの釘くぎが互いに増ぞう幅ふくし合って炸さく裂れつ。

　敵の脚あしがもぎ取られる──車輪とキャタピラが吹っ飛ぶ──続けてまた一つ奪った。

　敵が移動を諦あきらめる──至近距きよ離りの砲火──盾たてとなってくれた軍用機体が一撃で半はん壊かいした。

　急に襲おそいかかってくる気分の良さ／喉の渇き──歯を食いしばって耐たえた。

　砲火──真っ向から拳を振るった／衝撃で右みぎ肘ひじが真っ赤に灼やけて折れ砕くだけた。

　めまい──喉が渇く──我を忘れかける──握れ──見失うな。

　敵の装そう甲こうを蹴けって巨大な玉座に飛び乗る──軍用機体と自分の右みぎ腕うでを吹っ飛ばした砲身へ、再転送したばかりの右拳を叩たたき込んだところへ下方から激しい掃そう射しやが来た。

　抗磁圧の壁──防ぎきれず両足首をいっぺんにもがれて倒れた。

　自分に向かって猛もう烈れつな火が振り注ぐことを覚かく悟ごしたとき──声。

「──相変わらず、でたらめに頑がん張ばるなあ、涼月」

　必死に気分の良さを押さえつける──ぐらぐら揺ゆれる視界／火と雨／ふいに金の光。

　よく見えない──探査情報には何も浮うかび上がっていない──金の輝きが広がってゆく。

「あの男を仕留め損そこない、この兵器を起動させてしまった。これは詫わびだ」

　別の声──なんだ？　なぜ一発も弾丸が来ない？　倒れた自分へ集中砲火が行われない？

　そして閃せん光こう──黄金色の光が炸裂して、辺り一面、灼熱が渦うず巻まいた。

　再転送された両足──無む我が夢中で、敵の背に向かって拳を打ち込んだ。

　誰かが火線を防いでいるという意識──あの二人のどちらかが盾になってくれている？

　また拳を打ち込んだ──銃じゆう声せいに銃声が重なって何も聞こえない。

「レベル３のフローに陥おちいらず、人格の時間面を止めずにいられるとは驚おどろきだ」

　声──誰だれだ？　火の音がうるさくてよく聞こえない──まぶしすぎて何も見えない。

「ありがとうなあ──あたしらが死んだとき、鳳を助けてくれて」

　声──気分の良さ／喉の渇き／その両方が邪じや魔まして、はっきり認識できない。

　すぐそばにいる誰かに守られているという気分──そして最後の一撃を叩き込んだ。

　三本の衝撃の釘の増幅／拡大／共きよう振しん──足あし下もとの装甲が一挙に引き裂さかれる／捲めくれ返る。

　そして、なぜ自分が、そこを闇やみ雲くもに破壊しようとしていたのか、急に悟さとっていた。

　脳のう裏りに流れ込む解かい析せき情報──見立て通りの位置──今、自分の眼下に、それがあった。

　モザイク模様のコードの中心──大きなカプセル──中身＝髄ずい液えき／電極。

　無数の針に貫つらぬかれて浮かぶ、人間の脳。

　あまりにむき出しの命──戦せん慄りつに襲われる／そして誰かの声が、その戦慄に耐えさせる。

「やってやんなよ、涼月。そいつはとっくに生きることをやめてんだ」

　握れ。

　気が遠くなるような気分の良さ／喉の渇きを押しやって──その命の持ち主の存在を──

　傷つくことだらけの人生の果てに、自分自身を火と鋼鉄に捧ささげたどこかの愚おろか者の心を──

　まるで自分みたいだという共感とともに──しっかりと握りしめ──

　そして振ふり下ろした。




　自分が自分でいることから解放されるというまぎれもない喜び──もはや男がその兵器と化したのか、兵器が男の脳をシステムに一体化させたのかすら、わからなくなっていた。

　意識にのぼるのは標的──それをあらゆる手段でとらえる高度な探査──山と搭とう載さいされた砲ほう弾だん／銃弾──それらを使い尽つくすという焼けつくような快感を伴ともなう思い。

　犠ぎ脳のう＝命をまっとうするという殉じゆん教きようの思いをもって、訓練も学習もなく、何かになれる。

　ちっぽけでみじめな自分ではなく──誰もが知る、オリオンの三つ星に等しい何かに。

　そして、にわかに歓かん喜きが起こった。ずっと捕とらえられずにいたものが僅わずかに形状を変化させた／操縦席に変化が起こった／ついに見み出いだしたその標的に向かって、かつてなく満たされる思いとともに砲弾を撃ち放った刹せつ那な──何もかもが一いつ瞬しゆんで消えた。

　あらゆる思いも──自分が何であったのかということも──今度こそ本当に、全て。

　振り下ろされた拳こぶしが放つ抗磁圧の一撃によって、木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれていた。




《夕霧──ッ!!》絶ぜつ叫きよう──陽炎。

　戦せん闘とう機きの操縦席から突とつ如じよとして躍おどり出したエメラルドの炎ほのお──それがもう一つの白銀の姿となって、凄すさまじい勢いで、四方にワイヤーを放っていた。

　束になるワイヤー＝猛烈な振しん動どう音──白銀のイバラの雄お叫たけび。

　真っ直すぐ戦闘機の針路へ迫せまっていた特甲猟兵が、虚きよを突つかれたように右手の武器を止めた。

　ワイヤー──夕霧の体を戦闘機の機首に縛しばりつける／猛もう然ぜんと特甲猟兵に向かって伸のびる／針路を塞ふさぐ／退路を塞ぐ／搦からめ捕りにゆく。

　風圧が暴力となって夕霧に襲おそいかかり、どっと口から血が溢あふれた──その熱を感じ続けた。

　特甲猟兵が武器をなぎ払はらう──抗磁圧の爆ばく風ふうがワイヤーを弾はじく／引き裂く。

　そして相手が針路を変え、戦闘機の上へ、躍りかかるように迫ったとき。

　痛みを抱だきしめながら──自分の体を固定するワイヤーを全すべてほどいた。

　宙へ放ほうり出されながら──暗い雲の下──降り注ぐ雨の中で──

　狙ねらい澄すましたワイヤーの一いち撃げきを放った。

　特甲猟兵が再び右手の武器を振るった瞬間──その二の腕うでを真下から斬きり飛ばしていた。

　武器を握にぎったままの腕が宙を舞まった──凝ぎよう集しゆうする抗磁圧が正常に放たれず、炸さく裂れつした。

　噴ふき乱れる抗磁圧──特甲猟兵自身に／夕霧に／戦闘機の翼つばさに降り注ぐ、苛か烈れつな爆圧。

　盾たてで爆圧を防ぐ特甲猟兵が、真っ直ぐ、夕霧へ向かって下降してくる。

　そしてその左手が差し伸ばされる前に。

　夕霧が、吹ふき荒すさぶ風雨の中で、相手に向かって、血まみれの左手を差し出していた。

　透とう明めいな眼まな差ざしにありったけの思いを込こめて──相手を見つめながら。

　青い空から──自分のいる、地上へ戻もどって来るよう、願って。

　特甲猟兵が僅かに手を伸ばしかけ──何かに引き留められたように、手を止めた。

　その刃やいばでできた甲かつ冑ちゆうのような姿が、あっという間に夕霧から遠ざかってゆく。

　それでも見つめ続けた──眼差しで──想おもいで──相手の手をつかみ続けた。

　脳裏に広がろうとする青い空を──虚きよ無むを必死に押しやり、自分の痛みに意識を向けた。

　四し肢しに／体に──エメラルドの輝かがやきが起こり、還かん送そうが実行され、特甲ですらない、通常の姿に戻りながら、なおも、相手がいるはずの一点を見つめ続け、手を伸ばし続けた。

　その命と心の全てを差し出して──相手を呼び戻し続けた。

　やがて激しい空圧の変化と出血によって、意識が遠のき、目の前が真っ暗になり、小さな声で、あの人の名を口にしたとき──誰かが、その手をしっかりと握った。

　眼前に翻ひるがえるもの──紫むらさきの輝き──暗い嵐あらしの中を飛ぶ、蝶ちようの羽。

　その力強い羽ばたきを見つめながら、悲しさと痛みで涙なみだが溢れた。

　血と同じ温かさを持つそれが、幾いく筋すじも頰ほおをつたわるのを感じた。




　搭とう乗じよう者しやを失った戦闘機が、爆風に揺ゆさぶられながらも自動的に姿勢を制せい御ぎよ──水すい没ぼつを免まぬかれた国連ビルの道路の一つを着陸地点として設定し、下降を開始した。

　上空──ヘリのキャビンから身を乗り出し、一連の事態を見守るしかなかった陽炎──数百メートル先の頭上を仰あおぎ見ながら叫さけび続ける。《夕霧ッ！　夕霧ッ!?》

　ふいに雨の向こうに紫の輝き──探査に浮うかび上がる、手を握り合った二人の姿。

　敵の姿はなし──損傷の直後に再転送を実行した様子もなし。まず間ま違ちがいなく離り脱だつした。

　たまらない安あん堵どに襲われたとき、突如、位置座標と撃うつべき対象が脳のう裏りに飛び込んできた。

　空飛ぶ小隊長が得た探査情報を丸ごと渡わたされる──とんでもない役目を任される。

　あまりのことに文字通り仰ぎよう天てんしながらそれを確かく認にん──遥はるか彼方かなたから複数の砲弾が飛来。

　着陸体勢に入った戦闘機に向かって──その着陸地点に、奇き想そう天てん外がいの正確さで迫ってくる。

　暗あん黙もくのうちに伝わる馬ば鹿かげた命令──むちゃだと心が叫ぶ。だがそこで、はたと気づいた。

　もしかして、今の今まで、あの空飛ぶ小隊長が、ずっと、飛来する砲弾を防いでいた？

　信じがたいことにそれは間違いのない事実であり、夕霧を助けたためにその役目をまっとうできなくなり、代わりに同系統の装備を持つ自分にその役目を与あたえたのだ──ということが、はっきりと認識されたとき、ヘリが風雨の中でホバリング体勢に入った。

「来るぞ！」ヘッドセット越ごしにミハエルの声──既すでに通信モニターに示された通りにヘリを操縦し終えていた。これから陽炎にそれを行わせるために。「やれるか、陽炎!?」

　カチッと心が音を立てる──逆らいがたい思いに打たれる──くそ、やってやる。

「はい！」ほとんどやけになって叫び、上空へライフルを構えた。「問題ありません！」

　飛来する三つの弾だん頭とう──それらも、ある意味で、超ちよう長ちよう距きよ離り狙そ撃げきなのであり、つまりこれは、弾丸に弾丸を当てて止める仕事なのだ──などと頭のどこかで考えながら威い力りよくの不十分なデュプレックス弾はやめて、いつもの特大ケースレス弾を選せん択たく。

　そして、まったくもって考える余地のない速度で飛来するそれらに、一いつ瞬しゆんで没ぼつ頭とうしていた。ほとんど融ゆう解かいと言っていい、心が対象へ溶とけ出し、自己が消失するほどの集中──訓練と天てん与よの才による弛し緩かんと緊きん張ちようの完全なる操作──世界が遠のくと同時に、この上なく明白な、角度と速度とタイミングという厳然たる法則によってのみ支配された場所と化していた。

　あるのは精密に精査された情報と、それに自分が従うか、従わないかの選択だけ。

　何ものにも気を散らされたり、心動かされたりはしない場所で、彼女は／私は／陽炎は、己おのれの右手の指と一体化した撃鉄に、立て続けに解放を命じた。

　初弾が約二百メートル先で砲ほう弾だんに突つき刺ささり、体積では遥かに劣おとるものの、エネルギーにおいて十分に役割を果たし、着弾の遥か手前の空で、そのしろものを炸さく裂れつさせることに成功した。

　その半秒後に、続けて次弾が、九十メートルほど先で、同様の結果をもたらした。

　そして最後の弾丸が、どれほどの速度で砲弾が飛来するかを端たん的てきに示す距離で──ヘリから僅わずか五メートルほどしか離はなれていない場所で──下方から、フォローのために掃そう射しやされた、空飛ぶ小隊長の機き銃じゆうの弾丸と、ほぼ同時に、期待された仕事を成し遂とげていた。

　爆風──砲弾の炸裂によって、陽炎の体が真後ろに吹っ飛ばされて、キャビンに倒たおれた。

「陽炎！」ミハエルの叫び──ぐらぐら揺れるヘリ──ぐらぐら揺れる視界。

　ぐらぐら揺れる足場──自分が何百メートルもの上空にいるのだという恐きよう怖ふに襲おそわれる。

　突とつ然ぜんの下降──失しつ墜ついの感覚。

　叫び──男のものとも自分のものともわからない──身動きも取れない。

　恐怖の中で、せめて相手のそばにいたいという思いが湧わき、渾こん身しんの思いを振ふり絞しぼり、機械仕じ掛かけの腕わん力りよくを総動員しながら、操縦席に身を乗り出したとき。

　逆に、恐おそろしいほどの不安定さにもかかわらず、猛もう然ぜんとミハエルが飛び出してきて、陽炎の体を抱だきしめ、開け放たれたままのキャビンのドアから、ともに身を投げ出していた。

　落下──恐怖はなかった。それは相手の腕うでに・胸に抱かれた瞬間、綺き麗れいに吹ふっ飛んでいた。

　そして、相手がなぜそのような行動に出たのかということを理解する間もなく、無む我が夢中で抱きしめ返したとき、地上に到とう達たつする遥か以前に、何かに全身を叩たたきつけられていた。

　雨に濡ぬれた硬かたいもの──コンクリートの感かん触しよく──一瞬遅おくれて、やっと探査情報を認識。

　誰だれもいない国連ビルの屋上に、ミハエルと二人きりで抱きあって横たわっていた。

　ヘリ──屋上に難着陸を試みるも、爆ばく圧あつによってバランスを保てず、避ひ雷らい針しんや通風口をなぎ倒しながら転がっていって、遥か地上へと落下していったことが探査で判明。

　急激に込み上げる恐怖──ミハエルとの至福の状じよう況きようすら消し飛ぶほど、体が震ふるえた。

「……もう大だい丈じよう夫ぶだ」ミハエルの優やさしい慰なぐさめの声──その逞たくましい右腕に抱かれる／男の左腕が落下の打だ撃げきで負傷していることがわかる。特甲トツコー児童の自分の方がよほど打撃から守られているというのに、陽炎は、そのまま相手にすがりつき、今日という一日に味わい、耐たえ抜ぬいた、全すべての苦痛や嫌いやな思いや怒いかりや悲しさを、いっぺんにすすぐようにして、すすり泣いていた。




　羽を持つ小隊長に手を握にぎられ、ゆっくり壊こわれものを扱あつかうような丁てい寧ねいさで地上に降ろされた。

　がしゃん、と重々しい音──相手が機銃を放ほうり出して、夕霧を支えてくれた。

　すぐそばに、コクピットのカバーを失い、爆圧で翼つばさに損傷を受けながら、にわか仕立ての滑かつ走そう路ろに見事な着陸を果たした戦せん闘とう機きが、ちりちりとエンジンの熱を放射している。

　そしてふいに、その道路に面した、国連ビルの出入り口から、誰かが現れるのを見た。

　アフリカの極ごく彩さい色しきの衣い装しようを着た老人が、じっと戦闘機を見つめ、何かを言った。

　羽を持つ小隊長が、夕霧の肩かたを抱き支えてくれながら、老人を呼んだ。

　老人が振り返り、夕霧を見た。夕霧も老人を見つめ返しながら、言った。

「太公望さんを、おつれしました」

　老人が厳げん粛しゆくにうなずく──夕霧と戦闘機を受け入れるように両手を広げてみせる。

　夕霧の体から力が抜け──その場にくずおれ、羽を持つ小隊長に抱きかかえられた。

《謝々シエシエ……夕霧小シヤオ姐チエ……。謝々シエシエ……》

　優しい、透とう明めいな声を聞きながら──目を閉じた。




　空港ターミナル──通信車両。

　外に出た隊員たち／技術者たちが、事態の終結と安全を知り、快かい哉さいの声を上げている。

　後部車両内──ゆっくりと意識を取り戻もどす趙迅妹＝痛みに耐えて起き上がる／車内に一人しかいない相手の背へ、声をかける。「……彼は、法ほう廷ていへ着きましたか？」

「ああ」モニターの前のバロウ神父──振ふり返って柔にゆう和わに微笑ほほえむ。「無事に到とう着ちやくした」

「良かった……」微び笑しよう──切り裂さかれた頰ほおに涙なみだが流れた。「本当に……良かった」

「よければ……訊きかせて欲しい」バロウ神父──真しん摯しに／咎とがめるのではなく／ただ事実だけを問うように。「あの戦闘機には……いったい何人の脳が犠牲にされたのだね？」

「フライト解かい析せき犠ぎ脳のうとして……六人の……子供の小脳が……」迅妹──静かに告げる／涙が後から後から流れ落ちる。「太公望は……それらの脳機能と、人工知能ＡＩの……統合人格です。私は……知らなかった。彼から教えられるまで……何も……」

「そうか……」バロウ神父──ともに事実を背負う、重々しい声／重々しい表情。

「全員……エルファシルの子供です……。あの土地を介かいして、ステルス戦闘機の設計情報が流れました……。それを私たちの国が入手してのち、米国の情報戦術であると判明……。武器を媒ばい介かいに情報操作を行う〝トロイの木馬作戦〟……。フライト解析プログラム自体が、私たちの国の開発状況を読み取るためのものだったのです……。それゆえ機体は開発されたものの、プログラムは使用できず……。軍幹部は、犠脳技術を……それも他国の子供の……」

「それを告発するために、亡命を……？」

　かぶりを振る──涙が血と一いつ緒しよに流れ落ちてゆく。「それだけではありません……。兵士たちの犠牲によって確保された、アジア・アフリカ軍事航空ルートは……結局のところ、一いつ般ぱん航空を締しめ出す、密輸ルートに他ほかなりませんでした。軍幹部が、他国のシンジケートと……。ほんの僅わずかな人間が、利権を得るために……。そして、やがて、あの国の、殺さつ戮りくが……」

「……エルファシルの虐ぎやく殺さつ」

「私は……知らなかった……何も……」息を詰つまらせる──毛布にくるまって凍こごえたように震え、子供のようにすすり上げて泣いた。「私の郷里では……死者の体が欠けていると、死後の国でも、欠けたままになると、信じられていて……。だから、できるだけ、完全な遺体を、埋まい葬そうすることが大切で……。でも……脳を奪うばわれた子供は……。あのように殺戮された人々は……いったい……どんな姿で……死後の国に……」

　バロウ神父が、傷にさわらぬよう、そっと迅妹を胸に抱いた。

「痛みは……正しい方法で消せると、ある少女に教わった。その少女は、君と同じように、あの戦闘機の内部で生まれた存在に教わったのだ。信じよう……たとえ罪も痛みも消せないとしても、それらを正しく抱くことで、いつか償つぐなえるときが来ると……。そうすることで、たとえ自分に償えなくとも、新たに現れる正しい者が、それを果たしてくれると……」




　濁だく流りゆうが恐おそろしい音を立てて流れる地下水道──その通路に立つ男／歩み寄る少年。

「なんじゃァ～えーらく男前になりよったのぉ、トラクルのおっさんよォ～」

「そうかね？」男──ライトで自分の顔を照らす＝右半面に火傷やけど。「この程度の傷はいつでも消せるが、もう一人の顔も知れ渡わたったことだし、個人差があるのは悪いことではない。私は個人であることを捨てた身だが、いちいち他の誰だれかと混同されては商売にならないからね」

「そんなことより船はどォ～なったんじゃ」

「焼かれたので捨ててきた。使えなくはないが、せっかく雇やとった操縦士が殺されてしまった。私は車でも船でも自分で操縦するのは性しように合わないので、別のルートを頼たよることにしたわけだ。今回は大いに人的損失を受けた。ルージュトロワと秋水のことはお悔くやみを申し上げるよ」

「別にえーわ……なんや、妙みよォ～にスッキリした気分じゃけェ……」腕うでに抱だいた首を撫なでる──ヘルメットのカバーを手で閉めてやる。「それより……ワシにくれるんじゃろォ？　今よりもっとえー装備を……なんでもぶっ壊せる、レベル４をのォ」

「むろんだとも。ぜひとも完成の暁あかつきには、君に試用してもらいたい」

　にこにこ告げるトラクル──ふと闇やみを振り返る＝ライトで照らす。

「そら、来てくれた。密入国のプロで、実に頼りがいのあるルートであり商売相手だ」

　陸王が振り返る──かちゃかちゃと通路から響ひびく金属音／ふいに現れる青い中国服／赤い中国服／そして灰色の中国服たちに担がれ、薄うすい微び笑しようを浮うかべる、紅白のチャイナドレスの娘むすめ。

「ははァ～。また会ったのォ、ワシ好みのねーちゃんよォ」

　陸王がにやっと笑いかける──娘が糸のように目を細めて、薄く微笑ほほえみ返す。

「既すでに気心が知れているようで何よりだ。では新たなパートナーたる彼らに案内を頼たのもう」

　陸王──ふとトラクルの顔を凝ぎよう視しする。

　何かが蠢うごめく──黒い虫のようなものがトラクルの顔の火傷から、かさかさと這はい出る。

「どうしたのかね？」

　目をしばたたかせる──すぐに黒いものが消える／かと思うと中国服たちの肩かたに・胸に・娘の微笑に、それが現れ──かさかさ音を立てて這い回り──そして、ふっと消えた。

「……なんもないわ」尖とがった笑えみを浮かべる──腕に抱いた首をそっと撫でる。「どーせ、なんもかんも消えてなくなるんじゃァ。ワシがみーんな、ぶっ壊こわしたるでのォ～」

「ふむふむ。その意気だ」にこにこ笑うトラクル──ぎらぎら目を尖らせる陸王──酷こく薄はくな笑みを浮かべる娘と中国服たちが、ともに連れ添そって地下の闇へと消えていった。




　ＭＰＢ本部ビル三十二階──大隊長室。

　壁かべ一面のモニターに映し出される現場──国際空港／国UN連O-都CI市TY／全ての被ひ害がい状じよう況きよう。

　デスクに座る大隊長──傍かたわらに立つ副長──ともに同じモニターを注視。

　モニター＝精せい悍かんな男／褐かつ色しよくの肌はだ／州知事のバッジ──太い声。《君たちと全すべての隊員の尽じん力りよくには、この州都を預かる者として、また一市民として心から感謝する》

　副長。「我々は我々の使命を、法の定めた通り果たしたまでです、エドワルト・メッサーシュミット州知事。また我々の部隊が、正しく機能したこともご理解頂けたことでしょう」

《……だから、君たちの行政特例案を、州議会に提出しろと言うのかね？》

「あなたなら可能だ……エドワルト・メッサーシュミット大佐」モニターを見つめる大隊長──銃じゆう口こうよりも雄ゆう弁べんで断固たる意志に満ちた眼まな差ざし。

《私はもう軍人ではないし君の上官でもない。そして、あたかも私を指揮官として、君たちを事実上の、独立ウィーン州兵として認める法案を、後押しする立場にもない》

「ですが事実上、あなたは公安を後押ししていらっしゃる」副長──鋭えい角かく的な仕草で銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを押し上げる／レンズが剃刀かみそりのような光を放つ。「そして事実上、公安は独立情報局として、やがて全ての政党から離はなれるでしょう。州知事であるあなたからも……。この州都にして首都たるミリオポリスの治安を、市民の側に立って司つかさどるのは、ＭＰＢを措おいて他にありません」

　男──二人を見つめる／二人が秘ひめた意志を見み据すえる。《……私が特例案を主導することはない。市民の側に立つと言うなら、州議会の存在を忘れないことだな》

　副長。「州議会の議長にも、同じ案を提出し、賛同を得ています、州知事」

《政治家ぶりを見せつける憲兵が、市民に受け入れられることはないぞ、副長。州議会は、今事件の解決に当たった全人員への感謝と、調査を、同時に発表する。事件の責任をなすりつける内務省の干かん渉しようを切り抜ぬけたまえ。君たちの働きには重ねて、個人として礼を述べる》

　通信アウト──暗転した画面に映る大隊長／副長──ともに根深い何かを見つめる眼差し。




　国際空港──敷しき地ちから数百メートル離れた地点。

　完全に沈ちん黙もくしたお化け砲ほう台だい──馬ば鹿かげた高さの高射砲が、轟ごう音おんを立てて倒とう壊かい。

　地面に転がる砲身──その上に、どっかと座り込んだ。

　涼月──ぐらぐらする──体中から血がぽたぽた垂れる──通常の手足に還かん送そう。

　仲間へ無線通信。《……こっちは片付いたぞ。そっちは、どうなった？》

《私も戦せん闘とう機きも無事だが、夕霧が救命室に運ばれた。何しろあの重傷だ。ヘリでマリア医師センセイが向かっている。私も中隊長と一いつ緒しよに救命室に向かい、夕霧とともに本部ビルに帰還する》

《あたしもヘリが来たら帰る。公安のやつは生きてるか？》

《なかなか大した指揮だった。お前も見習うべきだ》

　反射的にむかっとなる。《言ってやがれ、タコ。あたしはヘリ待ちだ。夕霧を頼んだぞ》

《了りよう解かいした》通信アウト──戦闘疲ひ労ろうで体が震ふるえた。「あー……今日はもー働かねー……」

　煙草たばこを引っ張り出そうとして、頭上で二人の少女が見下ろしていることに気づいた。

「すごいな、お前ら」拳こぶしをかざす＝別れの挨あい拶さつ。「助かったぜ。小隊長のところに帰んな」

「ねえ、名前は？」青い羽の少女が訊きいた。

「お前のところの、あたくし様が知ってるさ」にやっと笑って言った。

　二人が顔を見合わせる──こちらを見る／口々に別れの挨拶。「じゃーね」「じゃーねぇ」

　青・黄──来たときと同じ速度で舞まい上がる／遠ざかる／暗い空のどこかへ消える。

　すぐそばに横たわる機体に手を伸のばす──撫なでる。「お前もな……助かったぜ、吹雪」

　いつの間にか雨がやんでいることに気づきながら、ライターと煙草を取り出した。

　両方とも湿し気けっていたのを思い出す──煙草を捨てる／ライターをしまう。

　ふいに草むらを踏ふむ音──壊こわれた兵器の火に照らされて現れるパトリック。

　煙草を差し出す。「まったく仰ぎよう天てんものの働きぶりだな、黒ブラツク犬ドツグ」

「一人じゃねーし」気き後おくれ／気分の良さ──一本抜き取る。「つーか子供に勧すすめんなよ」

「俺がしくじって、この化け物が動き出した。大人の尻しりぬぐいをしてのける子供は、子供じゃない。立派な大人だ」

　なんとなくむずがゆい気分で火をつけてもらう──パトリックも自分の煙草に火をつける。

「……しくじったって？　何してたんだ？」

「脳を失った男を囮おとりに、リヒャルト・トラクルを始末しようとしたが、逃にげられた。お前の仲間に助けられたぞ。背中に羽の生えたやつにな」

　さっきまでいた二人のことだと解かい釈しやく──そういえば、向こうの小隊長が心配してるだろうと思ってさっさと帰したものの、自分も彼女らの名前を聞いていないことに今さら気づいた。

「公安の連中だよ。あたしも助けられた」

「俺はもっぱらお前に助けられたさ。お陰かげで、あの戦闘機の一件を片づけて、アジア・アフリカ圏けんの密輸ルートの一角を一いち網もう打だ尽じんにできる。実のところあの戦闘機は、うちの局員が仕組んだろくでもない作戦の産物でな。戦闘機はアフリカの軍事政権者どもの垂すい涎ぜんの的だ。機体の機密がダルフールを介かいして世界中に流されていた。そしてその所有を巡めぐって殺さつ戮りくが起こった」

　ふーっとため息をつくようにして煙けむりを吹ふくパトリック──煙草を吸い終わる前に立ち去ると言外に言われている気がした。その前に何か一つでも多く訊いておきたかった。

「なあ……。あんたが作ろうとした馬鹿でかい国って……なんなんだ？」

　パトリックは、涼月が呆あつ気けにとられるほど誇ほこらしげな、あの笑えみを浮うかべて言った。

「アフリカ合衆国さ。あの大陸から争いを一いつ掃そうし、アフリカ人のアフリカ人によるアフリカ人のための国の誕生をこの目で見る。それで世界の紛ふん争そうの六割が消える。最高だろう？」

「そんで……名前もない星のマークになる？」

「最高の人生だ」煙草とライターを放ほうって寄よ越こす──口にくわえた一本を大事そうに吸って言った。「さて……若者とのお喋しやべりも終わりだ。俺は消えなけりゃならん」

「……どこ行くんだよ」

「それだけは教えられんよ、黒ブラツク犬ドツグ。何しろＣＩＡの男なんて最初からここにいなかったんだ。この事件にアメリカは一切関与しなかったし、どんな因果関係もないのさ」

「……あんたはいなかった。あたしに説教を垂れたり……一緒に戦ったりもしなかった」

「そういうことだ」笑って背を向けた。そのまま闇やみに向かって歩いてゆく。

　恐おそれもせず──孤こ独どくを漂ただよわせもせず──ただ名前もない星になるために。

「……なあ、また会えるかな？」

　消えゆく男の背に向かって、思わず訊いていた。

　答えはない──現れたときと同じくらい唐とう突とつに、沈ちん黙もくがバイバイを告げた。

　咄とつ嗟さに立ち上がった。

　走って追いかけたくて、たまらなくなったとき。

　最後の別れの言葉が来た。

「尻ワグ尾・がザ犬・をド振ツるグ、だ。お前の都市、お前の国を守れ、戦ウオいーの・ド犬ツグ」

　そうして説教好きのお節せつ介かい男が消えた。煙草とライターと言葉だけを残して。

　ほどなくして、暗闇が薄うすれ、辺りは深い青あお紫むらさきに染まっていった。

　あれほどの血と苦痛に満ちた夜さえ、こうして明けるのだと、静かな気分で思った。

　涼月は、倒たおれた軍用機体に歩み寄ると、その上に座り、そっと、傾かしいだ脚きやく部ぶにもたれかかった。

「……あたしには、仲間がいるし、お前がいてくれる。ありがとうな……」

　自分でも、ちょっと驚おどろくくらい、甘えるような声がこぼれた。

　夜明けの滑かつ走そう路ろを、じっと一人、くわえ煙草で眺ながめながら、電話を引っ張り出していた。

　コール──つながらない＝今度こそ本当に壊れていた。

　別の場所で戦った相手に御お礼れいも言えず──放り捨てかけ、いや証しよう拠こ物件だし、と考え直す。

　というか、記念にもらってもいいかも──と思い、懐ふところにしまった。

　ふっと微び笑しようが浮かんだ。

　明けゆく空に向かって、大きく拳こぶしを突つき出し、伸のびをした。

「な──んか、あたしも、世界とか救いてぇなぁ──」
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　──ＶＩＤＥＯ　ＤＡＴＡ──ＲＥＣ＝ＳＴＡＲＴ　００：００：００──

《あー……あたしだ。えー……ほら。この電話。お前の電話相手だった、涼月・ディートリッヒ・シュルツだ。あの馬ば鹿か兵器を潰つぶした後、電話しようとしたんだが、壊こわれてたんだ》

《陽炎・サビーネ・クルツリンガーです、小隊長。つまり、こちらの涼月がそちらに御礼を言いそびれたので、このビデオレターを考案したわけです、小隊長》

《あー、別にあたしが考えついたわけじゃ……。つーか、なんで小隊長とか呼んでんだよ》

《はーい♪　夕霧が考えましたー♪　みなさんでビデオを撮とって、送り合いっこぉ──》

《相手は要よう撃げき小隊長様だぞ、涼月。お前もあの指揮を存分に学ぶべきだ》

《ッざけんな、馬鹿。なーんであたしが、あたくし様の真似まねしなきゃなんねーんだよ》

《ありがとうレター・ソーング♪　みなさんご一いつ緒しよにー♪》

《指示された場所で、指示された通り撃うてば当たるんだ。こんなに楽なことはない》

《てめー……自分がさぼりてーだけだろーが》

《これっからっもーっ♪　よろしくっお願いっしまーっす♪》

《なんなら私がお前を指揮してやってもいいぞ、涼月》

《小隊長はあたしだ。てめーはあっちの隊員になって、あたくし様にガミガミ叱しかられてろ》

《涼月ーっ。ちゃーんと御礼を言わないと、悪い子はダメ出しＮＧにしますよー？》

《このまま送っちまえよ。……あー、わかったから。ちゃんと言うから。えー……まあ……なんだ。お前もよく頑がん張ばったし、お陰かげで助かったぜ》

《はい、ＮＧーっ♪》

《なんでだよっ！》

《相手に嫌きらわれて、二度と協力してくれなくなったらどうする、涼月》

《知るか。おい、あたくし様。お前じゃ無理なときは、あたしが指揮してやる。二人の隊員、お前ら大したもんだ。そっちの小隊長が気に入らなきゃ、いつでもあたしんところに来な》

《無む駄だな競争意識は怪け我がのもと──》

《るッせー──》

《それではみなさん、またご一緒にッ、お仕事しましょうね──っ♪》

　──ＶＩＤＥＯ　ＤＡＴＡ──ＲＥＣ＝ＥＮＤ　００：０７：０４







　あとがき







　お久しぶりですの方も初めましての方も、こんにニーちはハオ、ごニ機ー嫌ジいンかラがイでハすオかマ冲ウブ方カタ丁トウです。

　中国語話せますかー？　日本も漢字圏けんだし大だい丈じよう夫ぶ、と思ったら発音ピンインで間違い連発。

　作中の中国語ルビは大いに校正者さんのご協力をいただきました、超ちよう絶ぜつ感謝シエシエ。




　いよいよ悪オイふレンシざユピーけゲルも、さらなる展開点たる四巻目に突とつ入にゆう──新キャラ登場、アドレナリン全開の展開でまさかの四百ページ超ごえ。もはや悔くいなし書き損じなし叱しかられてもお構いなし。

　懇こん意いの脚きやく本ほん家かさんから〝弾だん丸がん文章〟と評されたバラバラクランチ文体もさらに加速し遠えん慮りよ会え釈しやくなし。

　富士見書房から刊行されるもう一つのシュピーゲルとのリンクもますます複雑に見み境さかいなし。

　むちゃにむちゃを重ねる同時多発ストーリー──今回の見所は？

　世界の災さい厄やくを金に換かえる〝平和〟な国際都市ミリオポリスに、突とつ如じよとして○○○が飛来。

　国際空港と国連都市──二つの場所で起こる別々の事件。

　だがあるものを涼スズ月ツキが手に入れたとき、実は二つで一つの事件であることが明らかになる。

　「ほんとに書けるの？」とハートに着火の担当氏──なにくそ燃え書きましたぜ退路なし。




　一方、ビジュアルイメージを常に発展させ続けて下さるイラストレーター諸氏へのリスペクト（敬意）を作品に反映するのはいかが、と思案したことから新キャラが華か麗れいに登場──果たしてリスペクトなのか？　といった指し摘てきもふくめてお楽しみいただければこれに変わる喜びなし。

　ちなみに作中の特甲名は本当に白亜右月さんのラフに書いてありました。なお同ラフでは涼月たちのＣキヤラクターＶボイスも指定。ガンバレ担当さん。実現するんだ。

　なお『ザ・スニーカー』誌上で『ＭＰＢネットらじお[image: !!!]』なる企き画かくがスタート、『少年エース』増刊号『エースアサルト』で漫まん画が『オイレンシュピーゲル』がスタート、さらに涼月・陽炎カゲロウ・夕ユウ霧ギリおよびもう一つのシュピーゲルの主人公たちのフィギュア化を株式会社ＯＲＧＡＮＩＣにより始動──みんなでむちゃばかり楽しんでやっておりますので、ぜひご覧らん下さいませ。




　さて。シリーズ当初から思い続けていることは〝主人公たちの成長と卒業〟を描えがくということ。今後、彼女たちはいかなる経験をし、いかなる事実を知り、いかなる道を選ぶのか？

　ぜひとも、あなたとともに愛と戦いの悪オイふレンシざユピーけゲルをまっとうせんことを！





二千八年二月　　冲方　丁　　拝　　


















カバー・口絵・本文イラスト／白亜右月
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オイレンシュピーゲル肆し
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